










第10期プロ・ナトゥーラ・フ７ンド励成成巣報告書（2001）

下北半島に生息する北限のニホンザルの生息数および

　　　　　　　全分布域の緊急実態調査

　　　　　　下北野生ニホンザル研究グループ

　伊沢紘生・足渾貞成・森治・和田久・中山裕理・松岡史朗

Extensive survey on the distributionand POPulation size

　　　　　　　　　　　　ofShimokita monkeys

　　　　　　　　　　　Study GrouP of Shimokita Monkeys

　　　　　Kohsei lzawa､ Sadashige Ashizawa､ 0samu Mo耽Hisashi Wada。

　　　　　　　　　　　　Yuri Nakayama､ Shiro Matsuoka

l）1999年12月と2000年3月に、下北半島に生息する野生ニホンザルの群れの数､総頭数､分

布域の実態調査を行った。

2）その結果群れの数は20群､総頭数は約800頭､分布域は約410km2であることがわかった。

3）天然記念物に指定された1970年代初頭に比べ、わずかこの30年間に、頭数は約4倍、分

布域は7倍に増えた。

4）以上のことから、狼害対策や保陳対策は、これまでの市町村という行政単位を越えて、

下北半島全域の問題として緊急に取り組まれるべき課題だと結論づけられる。

はじめに

　下北半島に生息するニホンザルは､1970年6月に

「天然記念物」に指定された。その当時は、半島の

西北域に3群約120～130頭､西南域に3群約100頭し

かいなかった。しかし、その後徐々に増え、1985

年前後からは分裂を繰り返し、1998年までの我々

研究グループの謂査絃果をまとめたところ、17群

732十α頭まで増えていた。また、かつては出会う

機会がきわめて少なかったサルが、今では半島の

広範囲で目撃されるようになり、農作物被害も頻

発し、分布域の拡大も推側された。

　このような現状の中で、天然記念物「北眼のサ

ル」の保護を考えるとき、半島全域での生息数と

分布域を正確に知ることは、最も緊急かつ重要な

項目の1つである。本研究はそのために計圃され、

プロ・ナトゥーラ・ファンドより調査研究助成を

得て実施された。

Ｑ
り

１．調査計圓の概要

　下北は12月中旬に根雪になる。木の莱が落ちて

見通しがよくなり、雪上に足跡が付くので、頭数

を数える助けになり、一方積雪はまだ浅いので車

も十分に活用できる。

　したがって、①予備調査（1999年12月20～22

日）：全域を車でまわって、積雪の状態や採食痕、

足跡調査をもとに、調査員のグループ分け、各グ

ループがカバーする地域の線引きを行う。②本調

査（12月23～30日）：グループごどに指定された迪

域の山々をくまなく踏査し、足跡、食痕の発見や

詳れの発見につとめて生息地域を明らかにし、足

跡ないし直接観察で頭数や群れの構成をおさえる。

またハナレザル、オスグループ、少数グループの

発見にもつとめる｡③袖足調査（3月13～17日）:本

調査の桔果を踏まえ､不足した地域の調査を行う。



２．調査経過

　本調査では、恐山以西の、薬研、下風呂、大間、

佐井、脇野沢、湯ノ川をグループごとのベース、

は、交尾期直後でかれらがまだ群れに追随してい

たことによるのかもしれない。

キャンプにしで、生息の可能性がある地域の全体　3）総頭数

をできるだけ隈なく探した。そして、グループご

とに、群れを見つけたら、その群れを追い続ける

調査員と、隣接地域に他群がいないかどうかを探

す調査員に分かれた。その結果､本調査期間中に、

サルの生息が推定された地域の8割方がカバーでき

た。参加者は計87名、調査期間中に人の出入りは

あったが、常時60～70名体制をとれた。また、雪

は海岸沿いは全くなかったが、海岸と臭山の間の

サルたちが冬期間一香良く利用する地域は数10cm

程度の積雪で、調査条件は割合良奸だった。

　補足調査では、本調査でカバーしきれなかった

半高中央部・奥薬研地域一帯で未確認群の追跡を

実施した。

３．調査結果

I）群と個体数

　群れの名前は後々の混乱を避けるため、従来か

ら使われている名前を踏襲した。群れごとの個体

数は、足跡のカウントないし直接観察のうち最も

多いものを採用した｡それをまとめたのが表1であ

る｡表1のカツコ内の数字は群れごとの個体数を示

す。

表I.群れの数と個体数

A－87(20)､A2一84(61)､A2－85(3S)､Ara－1(18十cx)

A｡－2(SI)､B(40＋a)､IS(23)､K.(28)､11(13)、

ls(38＋a)､la(79＋a)､Ki{28十6､MI(46)､M･(66)、

M・(？)､M2､(44)､Y(13)､ZI(S3)､Z2(66)、？(6十a)、

？(20､のちにISと合流)､○(来確認)､Ｕ(来確認)

合計20群(708＋a頭)

2）少数グループ、ハナレザル

　4頭のグループが脇野沢で観察された。また6ケ

所でハナレザルが発見されたが、重複観察の可能

性を除くと、最低3頭はいたといえる。広大な調査

全域でハナレザルが3頭しか見つからなかったの

　表lに示したように、o詳とＵ群は今回の調査で

は見つからなかった。しかし、これまで継続して

きた我々研究グループの調査では、1998年まで

ずっと観察されていて､存在するのは確かである。

Ｕ群は1997年8月の時点で30十α頭、Ｏ詳は1998年

8月の時点で21十α頭だった。また、今巨の調査で

M2b群は十分なカウントができなかったが、1998

年8月の時点で27頭数えられている。

　したがって、今回カウントできた群れの個体数

（表1）と少数グループ、ハナレザルの頭数に、上

記したＯ､Ｕ､Ｍ２ｂ群の過去の頭数を借用して加え

ると√下北半島全体では約800頭と推定される。

4）分布域

　群れが発見された地域の外周を囲むと、合計面

積は約410k�であった。その結果を、比較の意昧

で、1923年前後、1970年代、1980年代のデータと

併せて示したのが図1である。この図から、この30

年間に分布域が著しく拡大したことがわかる。ま

た、現在の分布域は1923年前後のそれと近似して

いるといえる。

４．考察

　以上の謂査結果から、1970年以後今日までの30

年間で、「北限のサル」は以下のように変化したこ

とが分かった。すなわち、群れの数は6群から20

群､個体数は220～230頭から800頭へ､分布域の広

さは60km2から410k�へと著しく変化した。

　短期間でのこの変化は、日本の他地域のサルと

比べても際立って大きいといえる。また､現在､分

派行動などを頻繁に行って分装の徴候を示してい

る群れも鍛低2群（Z2とMI群）いるし、人□密度

のより高い半島の束部､大畑川や川内川流域には、

今のところサルの生息は確認されていないが、か

れらの生息環境として良好な地域がかなりの面積｀

ある。したがって、群れの数や個体数の増加、分

４



c):悶詔温び制卵濡吸
ry 1970年代初頭の分布域

C::):19釦年ft初ｌの分布盛＠:192a¶1SIISの生息細1雌地点

　　　　　　　　　　　　　(尨Ｓ部1ごよるフンケート調布

図１．下北のサルの分布の変遷

布域の拡大という傾向は今後も継続する、ないし

加速化する可能性がきわめて高い。

　ということは、サルによる農作物披害やその他

の被害が今後さらに多発し、より深刻な社会問題

へと発展していくことが予測される。それに健全

に対処し、将来にわたって「北限のサル」を保護

しでいくためには、これまでのような市町村を主

たる単位とした取り組みでなく、行政区分を越え

て、半島のすべての市町村と県と国とがー体とな

り、早急に将来への保護指針とそのための具体的

対禁をまとめ､下北の全住民に試実に合意を求め、

また、広く一般に公開し、NGOをはじめあらゆる

方面へ支援を積極的に呼びかけるべき時が来てい

るといえるだろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

l)The Shimokila monkeys were surveyed to make clear the number of groups, total popula-

tion and Present distribution.

2)By the sur゛ey, 20 groups with about 800 individuals were found in the area of 410 square

kilometets.

3)When colnPared ゛ith data in 1970, population size of Shimokita monkeys increased four

times and distribution area enlarged seven times.

4)lt needs raPidly that thecountermeasljre for the conservation of Shimokita monkeys win be

worked out on the whole Peninsula.
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第10期プロヽナトクーラ・ファンド助成戌果報告書（2001）

尾瀬に侵人したシカが湿原植物群落におよぼす影響

　　　　　　　　尾瀬のシカ調査会

五十嵐知行1)・伊藤健彦2)・内海有希1)・高田まゆら1)

Effects of Sika deer recently colonising into the Oze mire on the vegetation

　　　　　　　　　　　　　　　　OzeDeer Research GrouP

Tonloyuki lgarashi D ・Takehiko lto 2≒Yukiutsumい）・and Mayul’a Takada 1）

　尾瀬の堕生に対するシカの影響が懸念されている。そこで、現時点でのシカによる尾瀬

の湿原への影響とシカの食性などを明らかにして、尾瀬の今後の保全の基礎資料とするこ

とを目的とした。調査は尾瀬の長池湿原で行った。植物の菓に対するシカの採食による影

響は軽微だったが､掘り起こしによる影響は強かった｡長池湿原の約11.9％が据り起こされ

ており、据り起こされた場所は裸地化していた。一方、シカの食性を表日光と比較すると、

尾瀬では表日光よりも糞中に占めるササの割合が小さかった。尾瀬では存林にササが豊富

にあるにもかかわらず、糞中のササの割合は夏の間は低く、秋に増加した。これらのこと

から、尾瀬ではまだシカの密度が低いにもかかわらず、据り起こしによる影響は強く、シ

カは食物としても湿原植物をよく利用していることが明らかになった。今後、シカが増加

すれば、沼原への影響がさらに強まることが懸念される。

はじめに

　尾瀬には日本最大の山地湿原である尾瀬ケ原お

よびその他の小型の湿原があり、周辺の原生林、

亜高山、高山帯の高山槙物を含め貴重な自然が残

されている。これまでシカは尾瀬で確認されてい

なかったが、1995年から1997年に行われた尾瀬湿

原の調査でシカの生活痕が発見された（内藤､木村、

1998）。尾瀬では3月の平均債雪深が約2.5mにもな

り（菊地､1999）、シカは生息しないと考えられて

いたから、このことは驚きをもって受け止められ

た。シカは植生に強い影響を与えるので、尾瀬の

湿原績物群落への影響が懸念されている。

　これまで、尾瀬に限らずシカによる湿原槙物群

落への影響についてはほとんど調べられておらず、

わずかにイギリスやスコットランドのヒース湿原

のアカシカによる影響(Welch and Scott､ 1995；

Alonso and Hartley､ 1998など)や青森県ハ甲田山

域の放牧家畜による湿原核物の採食についての研

究(飯泉､日比野､1978)などがあるにすぎない。こ

れらの研究は有蹄類による植物の葉の採食(脱葉)

による影響だが、尾瀬の湿原ではシカによる穴掘

り跡が報告された(内藤ら､1998)。本研究ではこ

れを｢据り起こし｣と呼ぶ。掲り起こしは、シカ

が脚で掘り起こすものらしく、湿原の地表が田ん

ぽを耕したようになる。脱葉であれば、通常、技

や幹が残るために、多くの植物は葉を再生し、生

育しつづける。これに対して､据り起こしの場合、

植物体全体が失われる可能性が強く、ダメージが

l）束京大学大学院農学生命科学研究科（Graduatc School of Agricultureand LifeScience,ne universi,yof Tokyo）
2）束北大学大学院理学研究科（BioloμaHns,ilule,Graduate SchoolofScience,Tohoku university）
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大きい。また、掘り起こしの直接的な対象となっ

た植物だけでなく、周辺に生育する他の禎物へも

影響がおよぶ可能性がある。そこで、湿原植物に

対するシカの採食による影ｗだけでなく、据り起

こしによる影響も調査した。

　ところで、尾瀬は日光を分布中心とするシカ個

体群（日光・利根地域個体群）の分布の北の周辺

部に相当し、この個体群のシカが最近侵人した可

能性が高い。分布の中心部のシカについては季節

移動（Maruyama d a/｡､1976､本間､1995）、食性

（Takatsukい983）などが知られているが､分布の

前線の尾瀬のシカについては情報がない。

　尾瀬全体の植生は森林が卓越しており、森林内

にはチマキザサ、チシマザサが大量に生育してい

る。日光・利根地域個体詳の分布の中心部である

表日光地方のシカはミヤコザサを主食としている

ことが知られている（Takatsuki､1983）。もし、尾

瀬のシカが表日光のシカと同じようにササを主食

としており湿原槙物を採食していなければ、湿原

への影響はさほど問題とはならない。しかし、湿

原植物を高い割合で採食していれば、シカによる

湿原槙物への影響を見すごすことはできないこと

になる。このような視点から、湿原と森林を利用

するシカの食性を明らかにした。

　また、森林と湿原は生育する隨物の種類､地形、

水条件などで大きく異なる環境である。湿原がシ

カにとってどのような環境であるかは今まで調ベ

られていない。そこで、シカにとっての餌場とし

ての湿原の特倣を明らかにするために、湿原と存

林での植物の種組成を比較し、栄養価の指標とし

て主要種の窒素含有率を分析した。

　2000年現在は、尾瀬にシカが侵入したことが確

認されてから5年ほど経った状況である｡近年の全

国各地のシカの個体数変化から推測すると、尾瀬

のシカは今後さらに増加する可能性がある。その

意昧で、現時点でのシカによる湿原への影皆、シ

カの食性、シカにとっての湿原の価値といったシ

カに関する情報を集め、尾瀬の今後の保全の基礎

資料とすることを本研究の目的とした。

８

調査地

　主な調査は尾瀬の特別保護地域の束伺の長池湿

原周辺で行い、シカの糞の採取は表日光のモッコ

平周辺でも行った。長池湿原は標高約1540mに位

置する小型の湿原である。湿原の中心部は高層あ

るいは中層湿原になっており、ヌマガヤが優占し

ている。湿原の縁辺部は低層湿原で、ヨシが優肖

している。ヨシ群落の周りに、レングツツジ、ヤ

マドリゼンマイ、オオカサスゲ、高茎草本などが

見られる。湿原周辺にはツガ属、モミ属からなる

針菓揖林があり、林床には主にササが優占してい

る。

方　法

1.シカによる湿原植物への影響

（1）採食による影響

　1999年9月に艮池湿原の湿原内に５ｍｘ５ｍの方形

区5個を設置して、その内側で主要な植物の種､約

80抹につき、食痕の有無と程度を2000年7月、8月、

9月に記録した。食痕の程度は株ごとに、食痕がな

い場合には「なし」､少しだけ食べられている場合

には「軽度」、ほとんど食べられている場合を「重

度」、その中間を「中度」とした。

（2）択り起こしによる彭響

　1999年10月と2000年6月、7月、8月、9月に長池

湿原内の掘り起こしの面債を計測した。面債は掘

り起こしの殼大長と最大幅を計測して算出した。

長池湿原全体の面債は1999年10月にＧＰＳ機器

（GeoExplore II､ Trimble杜）を用いて計測した。

2.シカの食性

　艮池湿原（以後「尾瀬湿原内」とする）では1999

年9月、10月、11月および2000年6月、7月に、周辺

の林内（以後「尾瀬林内」）では2000年7Jjに、表

日光のモソコ平周辺では1999年8月に新鮮なシカの

糞、5糞塊を採取した。

　糞分析はStewart（1967）の方法に従った。採取

した糞は、冷凍庫に約一20℃で保存した。分析前

に、0.5nlmメッシュのふるいを使って水洗し、植

物片をｌｍｍ間隔の恪子が彫られたスライドグラス



に載せ顕徴鏡で観察し、交点にjRなった禎物片を

同定し、カウントした。哨物片はササの葉、ササ

以外のグラミノイドの葉、グラミノイドの程、そ

の他の単子葉禎物の葉､双子菓禎物の葉､樹皮､そ

の他に分類した。ササの葉かその他のグラミノイ

ドの葉かを利別できなかったものは､［グラミノイ

ド葉不明］とした。交点に重なった植物片1つを1

ポイントとして、１サンソルにつき300ポイント

（表11光では200ポイント）になるまで続けた。

3.シカの餌場としての群落の特徴

　2000年7月に艮池湿原内に設置した5個の方形区

のそれぞれの四隅にlmxhnの方形区を、また､長

池湿原周辺の森休内で約10m間隔でｌｍｘｌｍの方形

区を20個設置した。幹方形区内で見られた腫を同

定して、各腫の岐度と平均高を記録した。また､湿

原内と林内の主な値物の菓を採取して、70℃で48

時間乾燥した。その後、乳鉢を使って値物片を粉

砕して、ｌｍｍメッシュのふるいを使ってふるいに

かけた。ふるいをかけた後のサンプルをCNコー

ダー（MT700､ヤナコ11:）で分折して、窒素含有率

を計測した。

結　果

1.シカによるiU原植物への影響

（I）採食による影Ｗ

　調査した主要腫のうら7月のFjシを除く全ての腫

と月で「なし」が50S以llを占めた（表1）。ほと

んどの腫と月で、「なし」の次に割介が高い食疸の

程度は「軽度」だった（･友1）。また、7Jjのヨシは

「軽度」が66.2％だった（八l）。ただし、7月のキン

:Jウカでは「重度」がやや多く、H.6％であり、7月

表2.艮池湿原における掘り赳こしの面債と割合

-

のリュウキンカは「中度」が14.6％であった（表1）。

（2）据り起こしによる影Ｗ

　長池湿原の総面債は22､570､5�であり、1999年10

月時点での掲り起こしの㈲債は927j�（4､1％）

だった。また、桐り起こしに水がたまったような

沼地も観察され､その面債は1､240.8�（5.5％）だっ

た｡掘り起こしの【削4は2000年6月にはさらに拡大

してI､↓17.7mj2（6.4％）となった（μ2）。その後8月、

9月に狭くなり、駁終的に656.1�（2.9％）となっ

た（表2）。据り起こされた場所では、ほとんど暁

物が生育しておらず、探地化レ（いた（写真1）。

2.シカの食性

　尾瀬と表ll光におけるシカの糞中の暁物片の組

成を図1に示した｡後述するように、ササは森こ林内

でのみ見られ、ササ以外のグラミノイドは存林内

と比べて、湿原内で多いので、特にササを森林刊

用の指標、グラミノイドの菓を湿原刊用の指標と

して注目した。尾瀬湿原内、尾瀬林内、表日光で

表l.長池湿原での主姿種の採食の程度（％）

　　　　　　　　　　　　　　　ｎ
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･ミズバシ1ウはS月に柱罠していたので.計員しなかった
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再度掘り起こし

斬規掘り起こし

合計

-
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･再度橋り起こしは、1999年10月に存在が錯認されて､2000年にも椙り起こされた揖り起こし.新矯凱り紀こしは、1999年には存

在が鑓認されず､20Q)年に新しく榔り起こされた椙り起こし．
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尾瀬林内（n ＝5）

表日光（n＝5）

尾瀬１原内（,1
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　嶺良など

双子累植

　物篤

＝5）
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図1.夏のシカ翼中の禎物片の租成
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の夏のシカの糞祖成の比較ではササの割合に有意

な違いが認められ（--･元配置の分散分析:p＝

0.0002､図2）、表日光（56.9％）が長池湿原周辺の

林内（0.1％）と艮池湿原（2.7％）よりも、有意に

高かった（Bonferroni法:表日光と尾瀬湿原内､ｐ

80

ササの葉
０
　
　
０
　
　
０
　
　
０
　
　
０
　
　
０
　
　
０
　
　
０

７
　
　
６
　
　
５
　
　
４
　
　
３
　
　
２
　
　
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
％
)
￥
ｉ

『?1_。＿

尾瀬濯原内　尾瀬林内　　表日光

＝0.0006､表日光と尾瀬林内､p＝0.0001)。ただし、

ササ以外のグラミノイドの菓の割合には有意な違

いが認められなかった（p＝0.6818､図2）。

　澗原内での箆組成は季節的に変化した。ササの

割合は10月に最も高く（26.0％）、季節的に有愈な

違いが認められた（一元配置の分散分析:p＝

0､00･i9、【･徊】。ササ以外のグラミノイドの菓の

割合も季節的に変化し（p＝0.0089）、7Jjが岐大

（17.0％）であった（図3）。

3.シカの餌場としての湿原の特色

　４林内ではチシマザサが優､りしていたほか

(71.1％)、木本種が多く(2U％)、グラミノイド

は少なかった(0.01％)。これに対して湿原では､グ

ラミノイドの優占度が大きく(75.8％)、双子葉草

本がこれに次いだ（13.6％）。このように、

湿原ほ対照的で、森林はササ、湿原はグラ

ドで特徴づけられた。

　シカが湿原で採食するのは、湿原の績物の窒素

含有串が高いからではないかと予測したが、沼原

の主姿な種であるヌマガヤやオオカ升スゲの窒素

含有串はそれぞれl.7％、I.5％で、林内の植物の3

％前後よりもやや低かった（表3）。ただし、ヨシ

の窒素含有串は3.1％でそれほど低くなかった。こ
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図2.夏のシカの糞中のササとその他のグラミノイドの菓の割合。誤差怜は標準誤差。

０１



40

30

20

10

０

Ｉ
ト

9月　10月11月

　　1999年

ササの葉

‥_
J＿

6月　7月

　2000年

40

30

！

－
ト
ー

　
2
0

（
ｊ
）
如
拓

10

その他グラミノイドの葉

円り
0‥-----　‥－--

　　9月　10月¶1月

　　　1999年

μ13.シカの恥llのサ升とグラミノイドの葉の割合の乎節刻しぶ磋匝は漂屡

釦.iﾓ姿禎物の喘とミソガシリの地ﾄﾞ部の宝素含ｲげ

n　　　（％）　　　SE
林内チシマザサ

　　　ミズキ

　　　モミジイチゴ

　　　フジ

････●畢-･･･････-･■-----●●

１原ヨシ

　　　ヌマガヤ

　　　オオカサスゲ

　　　ミズバショウ

　　　キンコウ力

″
｀
Ｊ
ｒ
｀
り
Ｉ
Ｊ
Ｉ
ψ
一

Ｓ
ｇ
）
４
（
Ｎ

ｇ
ｌ

25

39

3.1

3､1

･･㎜㎜

3.1

1.1

1.5

32

29

N
Q
f
M
X
}
:
２
３
－
９
Ｑ
ｙ

０
０
０
０
一
〇
〇
〇
〇
〇

・ ・

ミツガシワ地下部　2　　　66　　　　　1.4

れに1･1

6.6?,lと

考　察

じ

高

Ｃ、ミツガ シリの地下ｌの窒素含仔率は

かりた（表:l）。

　1ｉ禎の澗原がシカによ,jて影Ｗを受けているこ

とを初めて眼告したの□内ａ・木H（1998）であ

る。これによると1!M15年から1!197年にかけての調

たでミツガシリなど15腫の湿原暁物にシカの食疸

が認められ、据り起こしによってミツガシリ、ヒ

メシｕネ、ﾔｰﾀﾞ･スゲなと'が影Ｗを受けているとの

ことであ、た。今回の湿原における1凋査はシカに

よる湿原群落の影ＷだSIでなく、シカの食性と採

食場所としての湿原の評価なども含めた枝討を

行りたものである。

　;11常、有蹄11iによる群落への影Ｗは脱葉による

｡IM･

6月　7月

　2000年

ものが主たるものであるが(Cra､､･ley､1983)、今

回の訓をで山jとんと'の暁物ほま、たく採食を受

けていないか、あ､Jても軒度の採食を受けている

ly度であった。しかし、則り起こしによる影Ｗほ

非常に強い{､ので、完仝に据り起こされた場所で

は禎物がまったくみられなかった。

　桐り起こしが起きるのLI主に春から初夏までで、

以lnの掘りむこしを1り度氾り起こす場合が多かっ

たが、折たな場所 iでの犯り起こしもわ-rかではあ

e2)。シカが何のII的で堀り起こるが吃られたりﾓ2)。シカがfl

しを･j'るのかは11jらかでないが、少なくともli的

の･りほミツガシリの地下茎を食べるためと思わ

れる。据り起こされた場所はヌマガヤなどが優占

-1-る高層あるいlj中層湿原でほなく、地表水のあ

る窪地や水路沿いであることが多か･｡)た。ミツガ

シリはこのような場所によく見られる。ミツガシ

リの111りＭこＬほ咄俑ケ原の水Ⅲ代、'ドⅢ代なと‘

でもほ認されてj3り(内藤・木H､M18)、大江湿

原でもミツガシリが生育･|･る場所が掘り起こされ

ていた。今回の分紛でほミツガシリの地下茎ほ窒

ぶ含有率が非営に高いことが示され、91掟価が高

い可能性が示唆された。ただし他の禎物に関して

ljl･･】様の分旨をしていないので、これが理由でミ

ツガシリの地下L¥iが食べられているかどうかほ今

隆の研究が必要である。
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　今【o】調査した艮池沿原においては、据り赳こし

と掘り起こし跡とみられる沼地を合刮すると総㈲

債は約ll.9％ほどであったが、この偵は湿原のタ

イプによって大きく違うはずである。もしミツガ

シワの生育に適した、地友水の多い湿原であれば

据りむこされる【MI八は大きくなると予想される。

逆に、そのような場所が少なく、ヌマガヤが卓越

するような湿原では据り起こしはあまり見られな

いかもしれない。

　尾瀬のシカの越冬地については現在訓査の県備

が進められているが、分布の状態からして11光を

中心としたll光・fs｣眼地域個休群と呼ばれる集団

の北端のものである可能性が大きい。分布の中心

である表日光ではミヤ:Jザサが圭食であるといわ

れ(Takatsukい983)、今回の分析でも8Jjの倚中

でミヤコザサは56.9％を､1iめていた。しかし､少な

くとも存から初吠(9Jj)の間は艮池沿原周辺で生

活するシカの食物中では、サ升の割合は少なく、

債物が枯れる時間(10月)になると、ササの割合

が増加した｡ササ以外のグラミノイドの然が7月に

は多かったことからも、艮池周辺にすむシカは少

なくとも初夏(7月)には湿原暁物に依仔的である

ことが示唆された｡このことから､湿原禎物は､サ

サよりもシカの食物として何らかの優れた点があ

ることが予想される。しかしながら、湿原の優占

腫であるヌマガヤやオオカサスゲなどの窒素含有

串は1.5％程度であり、林内の主要腫の2.5･3.9％と

比べると低い依であった(表5)。今回の調在でほ

明らかにすることはできなかったが、今後、尾瀬

のシカがなぜμ休よりも湿原の晴物をよく刊川す

るのかを明らかにすることが重要である。

　今回の調査によって、これまで明らかにされて

いなかったシカによる澗原への影饗が明らかにさ

れ、まだシカの密度が低いと考えられるにもかか

わらず据り起こしによる影ｗは強いこと、また、

シカほ夏に食物としても湿原暁物をよく刊用して

いることが明らかになった。今後シカが増りllすれ

ば湿原への影Ｗがさらに強いものとなることが懸

念される。 2000年現配吸境庁を中心にシカの侈動

や湿原への影Ｗについて調査が開始されたばかり

12

であり、シカと湿原への影Ｗに月する対策につい

ても、さまざまな意見がある。今後さらなる取り

組みが行われる必変があるが、本研究が2000年時

点での実態記述として今後の調査に役立つ情恨に

なることを期待したい。
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付記　2001年６川こ|’|釦Ujカメラにより「掘り起こし」を･j･るシカの姿が長池で撮影された（写貞2）。
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弟1（y期プロ・ナトゥーラ・ツァンド助成成果報告書（2ool）

　　　　　吉野川下流城における環境現況調査

　　　　　　　　　吉野川環境ネットワーク

石井惶義1)・鎌田磨人2゛村上哲生3ハ黒田伸郎4h徳永英樹5).

　　　寺井久慈6に小寺浩二7)・井□利枝子8に森本康滋9)-

Research of the Present environmental condition in the downstream area of the Yoshino River

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yoshinogawa,rivereco-network

Hiroyoshi lshiill・M゛hito KI°ldl 2‰Tetuo Murakami剥，Nobuo Kuroda il ，Hideki Tokunaga 5）

　　　　　　　　HisayoshiTerais）・Koji Kodera l≒ Rieko l8uchi s≒Koji Morimoto gs

　吉野川の河口より約鈍2～14､8kmにある斜め堰､第十堰より下流の汽水域を中心に､環境

要因の調査を行った。

　第十堰湛水池で、1999年７月に、堰湛水池への流入地点で堰直上よりもやや高いクロロ
フィルａ濃度が観測された。今切川河口堰、旧吉野川河口堰におけるクロロフィル･a濃度

は、常に他の地点よりも高く、その浮道性藻類発生量は、底泥に蓄積された燐の量によっ

て規定されていると推測される。また第十堰下流でのクロロフィルａ増加は、海側で発生

した浮遊性藻類に由来すると考えられる。

　河口からの様々な距離の、渡り鳥の飛来が多い４干潟でマクロペントスの種類、現存最

などの調査を行ったところ、干潟により、またその中の流れ、底質により、分布、生息の

差が見られた。

　州に成立している植物群落で多･いのは、河口から上流に、ョシ群落、アイアシ群落、オ

ギ群落とセイタカアワダチソウ群落で、イセウキヤガラ詳落、ョシ群落、アイアシ群落、オ

ギ群落、セイタカアワダチソウ群落の順に、水面から高い所に分布する。総面積ではョシ
群落、オギ群落、セイタカアワダチソウ群落の順であった。1966年以後、年々州の面積は

滅少､一檀披面積は増加し、州面積と櫨被面積との問に正の相関が強くなっている。

Ｌ　はじめに

吉野川の河□より約14.2～14.8kmにある斜め堰、

第十堰より下流には干潟が広がり、汽水域に生息

する多くの生物が見られる。この中には貴重な種

が含まれているだけでなく、この地域は澄業の上

でも重要な生産の場となっている。この汽水域最
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ｏ徳島市掬昭和町四丁目703
9）徳島市北佐古１番町１

－ － -

上端め固定堰である第十堰を、１ｋｍ程下流に移

し、可勣堰化しようという動きが起こった。もし

可動堰化が行われたなら、その影響はどのような

ものであろうか。それを正娘に予側するには、現

況が正確に分かっていなくてはならない。また吉

野川下流域には、第十堰可動化以外にも、農地防

15



災事業による大量取水、２本の道路橋架橋、が計

圓されており、これらが環境に及ぼす影響も考え

ねばならない。しかし吉野川下流域の自然環境に

ついては、過去にはごく僅かな調査しか行われて

おらず、この地域の白然環境がどのようなもので

あるのか、十分に理解出来るところまでは行って

いなかった。そこで様々な面から√環境要因の調

査を行うことを企図し、水質、底質、地下水、植

生、植物相、勣物相、生物生産量、等を調べゐこ

ととした。

Ｌ方法

　水質については、塩分濃度、水温､全窒素濃度、

全燐酸濃度、クロロフイルａ量を、第十堰上流の

阿波中央橋、六条大橋、第十堰直上、第十堰下流

の名田橋、吉野川から流出する支流の今切川河口

堰、旧吉野川河□堰､の６地点に調査地点を定め、

月に１回の測定を続けた。

　底質については、千潟の微地形ごとに調査地点

を設け、アクリルパイプによって深さ20cmのコ

ア・サンプルを採取し、粒度分布を調べた。

　地下水については、第十堰周辺の浅層地下水の

継続観測､約60個所の観測井戸における定期観測、

４観測井戸における自記観測、および周辺地域で

の聞き取り調査、を行った。

　植生については、空中写真で河□から第十堰ま

での河川敷の桂生をぼ分し、代表的な部分で植生

澗査を行うと共に､植生図を作成することとした。

また、過去における植生め存否を空中写真から読

み取り、建設省の河床測量結果と合わせて、地形

変動と植生変動の関係について考察した。

　桔物相については、調査区域内を歩き回り、視

認出来た植物を記録した。

　勤物相については、魚類以外の脊椎勤物に関し

ては視認により、魚類は漁業組合員による漁網、

釣りによる捕獲、および漁業者からの聞き取りに

よって確認できた種を記録した。また底生動物に

ついては、干潟を主として、微地形に応じた各調

査地点において、主に底質干出時にその底質をス

コップで掘り上げ、ふるいに掛けて残っ･た動物を
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同定、記録した。

　生物生産量については、主要干潟において底質

を採取し、明暗条件下に置いて現地で保温後、溶

存酸素濃度の変化から底泥付着藻類の純生産量を

求めた。

Ⅲ。結果

　多くの調査が現在続行中であり、まだ結果がま

とめられる、あるいは他と比較検討できる状況に

は至っていないが、比較的まとまりのある部分に

ついて報告することとする。

１．クロロフィルａ量の変動

　前記のようIに、第十堰上流の阿波中央橋、六条

大橋、第十堰直上、第十堰下流の名田橋、吉野川

から流出する支流の今切川河口堰、旧吉野川河□

堰、の６地点と、2000年４月からは六条大橋上流

の酉覚円を加えた７地点に調査地点を定め、月に

ユ回の測定を続けた。なお肋成を受ける以前にも

同じ調査を続けていたが、本報告では、その結果

のー鄙も含めて示すこととする。

　今切川河口堰、旧吉野川河口堰におけるクロ･ロ

フィルａ濃度は、常に他の地点よりも高く、2000

年７月にも今切川で42､7μg/に旧吉野川で35.2

μg/1と高い値を示した（図1）。1999年は、そ

れ以前や2000年に比べ､最高値は低かったものの、

20μg/l前後のやや高い濃度が､５月から８月ま

で継続的に観測された。

　この傾向は、本流の第十堰湛水池にも表れ、

1999年５月から７月まで10μg/勺前後のやや高い

値が継統して観測された（図２）。また７月には、

六条大橋で第十堰直上よりもやや高い値が観測さ

れた。六条大橋は第十堰湛水池への流入地点であ

るが、堰直上よりも湛水池への流入地点で浮遊性

藻類が多く発生する例は、長良川河口堰でも観測

されており、この期間には六条大橋地点で流速が

かなり遅くなっていたことが推測されるが、1999

年は夏期の雨量が少なく、吉野川本流､分流とも、

流量が少ない状態が続いていたためと考えられる。

　2000年は梅雨期に比較的雨量が多く、また９月
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図１　今切川河□堰・旧吉野川河口堰における観測結果（1998～2000年）
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にもまとまった降雨があったことから、クロロ

フィルａ濃度の高い期間は短かったが、今切川河

口堰、旧吉野川河口堰での最高値は、1999年より

高かった。このことは、これら河□堰湛水池では、

流量の違いによって年毎に浮遊性藻類の発生期間

や発生ピーク量は異なるものの、年間を通しての

総発生量には大きな変動が無いことを示唆してい

る。以前我々の行った1997年までの調査で、この

２地点の浮遊性藻類発生量は、底泥に蓄積された

燐の量によって規定されているのではないか、と

推測したが、今回の結果もこれを裏付けるものと

考えられる。

　第十堰下流の名田橋地点は、今回新たに調査し

たが、第十堰湛水池より高い値ば３回観測された

だけであった。したがって、第十堰湛水池で増殖

した浮遊性藻類は、堰下流で希釈等により、密度

が減少するjものと考えられる。第十堰湛水池より

も高い値を示した2000年６月には、本流では、上

流から下流に向かってクロロフィルａ濃度が滅少

し、第十堰では０になっていた。また今切川河口

堰、旧吉野川河口堰でもそれほど高い値は出てい

なかった。これらのことから、この時は流量の低

下は起こっておらず、浮遊性藻類の発生がほとん

ど起こっておらず、本流でのクロロフィルａは、

上流から剥がれて流されて来た付着性藻類に由来

することが推側される。したがって名田橋で見ら

れたクロロフィルａの増加は、河川に由来するも

のではなく、海側で発生した別の浮遊性藻類に由

来するものと考えられる。

　このように､クロロフィル量から見ただけでも、

現第十堰によっても、それより上流と下流とでは

環境が分断されていることは否めない。

　西覚円での観測例は僅かであるが、六条大橋と

ほぽ同様の値を示していることから、この地点も

第十堰湛水域に含まれていると考えられる。

２．干潟におけるマクロペン’トスの分布特性

　訓査対象としたのは、河口から約５ｋｍ（干潟Ｉ

とする）、約７ｋｍ（干潟Ⅱ）、約10km（干潟ｍ）、

約14km（干潟IV）の４個所の干潟（図３）で、い
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ずれも渡り鳥の飛来が多い場所を選定した。

　まず各干潟の表面を目視、及び踏査することに

より、その表面の底質をシルト、砂、篠、租禰に

区分し、25mx25mのメッシュに分けた地図に記

した。次に各干潟で、潮位60cmの際の水際で、各

種底質に相当する地点に、各干潟７～８点の調査

点を設定した。また各干潟ではワンド部と、流れ

に面した部分に調査点が配置されるように努めた。

各調査点で、各辺25cmの立方体となるよう掘り

千淘IV
干潟川

図３　マイクロペントス調査干潟

取った底質を、ｌｍｍメッシュのふるいにかけ､残

留物を80％エタノールで固定して持ち帰って、マ

クロベントスの検査に用いた。固定したものは、

水洗後取り出したマクロベントスをさらに80％エ

タノールで固定し、保存した。

　また､調査点隣接の各辺25cmの立方体より成る

底質から、ランダムに底質を採取し、酸揮発性硫

化物（ＡＶＳ）濃度（嫌気化の指標として）、粒度

組成の測定に用いた。ＡＶＳ濃度は、底質のシル

ト含有率が高い程高いことが示されたが、マクロ

ベントスの分布に影響を与える程ではなかった。

さらに､･調査地点の同隙水の塩分濃度、および各

干潟の横の河川（ワンドを含む）表層水塩分濃度

を測定すると、流路沿いではワンド部と同じかそ

れよりも高かった。また間隙水は、流れ沿いの調

査地では河川水と同じかそれよりも高く、ワンド

部では共にばらつきが大きいが、河川水の方が間

隙水よりも高い地点もあった。

　マクロベントスの種類数が最も多かったのは最

下流の干潟Ｉの17種頚で、上流に移れば移るほど



種類数が減少する傾向が見られた(図４)。中でも

甲殼類、ゴカイ類にその傾向が見られた。

　各調査地点のマクロペントス分布状況は、ワン

ドと流路沿い、流路沿いの中では底質がシルト、

砂の部分で、違いが見られた。

　各調査区当たりの湿重量による現存量を見ると、

河□から約10kmの干潟において､またそのシルト

環境において、多い傾向が見られた。また種に

よって好む底質、塩分濃度には差が見られ、たと

えばヤマトオサガニは、現存量も１個体当たりの

湿重量も、塩分濃度の低いシルト環境で大きいこ

とが分かった。

　各干潟で得られた底質別単位調査区当たりのマ

クロペントス現存量に底質メッシュ数を乗じて、

各干潟全体のマクロベント･スの現存量を推定する

と、干潟ｎの現存量が高いが､分類群毎に示すと、

干潟Ⅲで多いものもあることが分かった。また底

質が変わるようなことがあれば、生物種間によっ

て現存量増滅が異なることも予測された。
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３．植物群落の成立と立地環境の変化

　調査区域内の州の上に成立している植物群落は、

河□域では全域にヨシ詳落が見られ、河□から２

～３ｋｍの州でも大部分がヨシ群落であった。３～

８ｋｍにかけてはアイアシ群落が多く、6～14km

にかけてはオギ群落とセイタカアワダチソウ群落

が多かった。中でもオギ群落は、河口より12km､･

セイタカアワダチソウ群落は13.9km地点にある州

に最も多ぐ分布していた｡このほかにヨモギ群落、

ノイバラ群落、セイバンモロコシ群落等が広く存

在していた。総面債で見ると、ヨシ群落が最も多

く、オギ群落、セイタカアワダチソウ群落がこれ

に次ぎ、その下にアイアシ群落と裸地が同程度に

見られた。

　ヨシ群落は州の水際、平均潮面（0.8m）の上０

～２ｍ､特にO～0.75mに分布し､そこより上の0

～2.5m､特に0.75～1.25mにアイアシ群落、さらに

上の0.25～3.75mおよび4.25～5m、特に1.25～1.5

mにオギ群落、0.5～4.75m、特に1.5～2､25mにセ

干潟

図４　各干潟の分類群別種数
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イタカアワダチソウ群落が分布していた。ま'た、

州の水際には、イセウキヤガラ群落が点々と存在

していた。

　州の面積と植被面積との関係を見ると、1966年

には州の面積が広く、檜被面積との間に相関関係

は見られないが、1975年になると州の面積が急激

に減少するとともに､檀被面積の増加が見られ､州

面積と桂被面積との間に正の相関が僅かに認めら

れるようになった。さらに1986年になると、この

傾向はより強まり、1999年に至っては、州面積と

植被面積とは非常にはっきりした相関が示さ､れる

ようになった。このことは､･近年になればなるほ

ど､州面積が狭くなり､植被面積は州面積によって

決定されていることを示している。現在州が安定

して来ており､槙被面積が州面積に接近してきた、

といえる｡｡

　建設省の河床測量結果から見ると、1966年以降、

河床の最高値はごく一部で高くなる傾向が見られ

るだけであったが、河床の最深値は河口より7～

14kmで年々深くなっており、河床の平均値も、河

□より4.5～7.2kmを除いた全域で大幅に低くなっ

ていることが示された｡また､平均潮面の上ｏ～２

ｍにある州の面積が、1966年から1975年にかけて

急激に減っていることも示された。これらは1970

年代に建設が相次いだ上流のダムや、支川での砂

防工事の影響と考えられる。

ｙ。今後の課題等

　現在なお調査を継続中のものが多いが、ここに

述べたようにある程度まとまり、傾向等のつかめ

たものも、さらに継続して調査する必要があり､調

査を繰り返す予定である。たとえばイセウキヤガ

ラ群落については､面積等に､年によって大きな変

動が見られることが分かってきており、その原因

をつかむためには、さらなる調査と継続的な観測

が必要である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　　Anenvironment4l s11rveyof the Yoshino Ri゛eちmainlybelo゛ the DaりusekiWeir,was

Performed･

n The biomass of Planktonic algaein the main and subsidiary channels of the Yoshino River

was surveyed by measuring chloroPhy11･a dalsity,and the（haraderisticsof multiPlication

Pattem were determined，

2）RelationshiPs between micro,environments on the Udal flatsand the sPedes and standiJrlg

stock biomass of macro-benthos living on there were examined，

3）TyPes of Plant communities and theirdistributionon the delta were surveyed.
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　　　　　　長良川のCVMを実施する会

粕谷志郎・後藤理絵・綴綴真奈実・増谷愛子・後藤顛子・

　　　伊藤まさよ・前田祥子・末次由佳・長坂智美

The economic value of natural environinent of Nagara River

　　　　　which was lostby the dam at the mouth

　　　　　　　　Research grouP of CVM on Nagara River

Shiro Kasuya,Rie Goto, Manami Kohketsu, Aiko Masutani,Junnko Goto，

　　　M“sayoltoβakiko Maeda, Yuka Suenami, TomomiNaPsaka

　Contingent valuation Method （CVM）＝仮想市場評価法によって、河口堰によって失

われた長良川の自然環境の経済的価値を推定した。東京都1000通、名古屋市1000通、流域

3000通の計5000通の郵送アンケートにより、ダブルバウンド方式で、税金で拠出する仮想

法案にて価値を尋ねた。回収率は22､4％で、その結果、7兆6800億円を算出した。

目的

　今回の調査は、CVM（仮想市場評価法）という

手法を用いて、河口堰によって失われた長良川の

自然環境の経済的価値を推宛することを目的とし

た。河口堰運用開始から5年が過ぎ､様々な環境ヘ

の彩響が指摘される中で、その失われた環境の俑

値に値段をつけようとする試みである。これに

よって、長良川の環境の経済的価値という新たな

指標を提供し､また､河口堰運用の得失を考えるに

あたって一つの手がかりを与えることができると

思われる。

CVMとは

　CVM手法は、現在のところ、生態系や動槙物の

非利用価値(存在価値)の便益を経済価値､として算

定する最迪の手法であると考えられている。平成

10年度の環境白書においても、r環境保全のために

環境の機能を適切に評価する方法｣として位置づ

岐阜大学地域科学部（〒50ﾚ1193　岐阜市柳戸1－1）

けられている。米国では、CVMが様々な場面で用

いられている。最近では､我が国においても、藤前

干潟や吉野川下流域の自然環境の価値をＣＶＭに

よって評価した例がある。

　ＣＶＭはアンケートを用いて、一般市民に直接的

に尋ねることで、環境の価値を金額であらわす手

法である。例えば、「環境を回復させるために、あ

なたはいくら支払うことができますか」などと尋

ね､その回答をもとに､環境改善によって得られる

環境の経済的価値を評価する。

アンケートの実施

　岐阜大学の学生等に、数回にわたってプレテス

トを実施し､アンケート内容を熟慮した上で､本ア

ンケートを作成した。本アンケートは、2000年10

月中旬に発送し、10月31日を締め切り日として実

施した｡総数で5000通のアンケートを郵送し､1118

通の回答を得る｡ことができた･(回収率22､4％)。
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配付した地域と配付数は、束京都1000通、名古屋

市1000通、長良川流域3000通（郡上郡、美濃市、岐

阜市、海津町、桑名市）である。配布する地域は、

長良川河□堰に対する認識度の違いや、長良川ヘ

のアクセス性等を考慮して、3つの区分に分けた。

アンケートの内容

アンケートの構成

　1.･アンケート調査の目的等の説明

　2.長良JIII河□堰の概要の説明

　3.河□堰が自然環境に与えている影響の説明

　4.設問　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　（1）住んでいる地域

　（2）性別

　（3）年齢

　（4）同居している家族数と収入のある人の人数

　（5）世帝の年収

　（6）長良川を知っていたかどうか

　（7）長良川河□堰の役割について

　（8）以下の仮想法案に対する贅否

　「河口堰を撤去して長良川の自然環境を回復させ

るという法案をつくるとします｡この場合､塩害や

水不足は河口堰以外の方法で解･決します。この法

案を実施するためには､あIなたの世帯の税金が､年

間　　円上昇する必要があるとします。あなたは

この法案に賛成ですか、反対ですか。

　ごの税収は､長良川の環境改善のみに使われ､こ

の分、他の商品等が買えなくなることを念頭にお

いてお答えください｡」

　質問は、長良川河□堰と同等の機能を持つ代替

案によって､塩害や水不足を解決すると仮定した。

これは､河口堰撤去によって､塩害や水不足が深刻

化することを恐れて、法案に反対する人がでるの

を防ぐためである｡なぜなら､今回の調査で評価し

だいのは､長良川の自然環境のみだからである｡回

答者が自然環境の改善に対する価値のみを評価で

きるように質問を工夫した｡また､今回のアンケー

トでは､支払手段に税金を用いた｡税金方式を採用

すると､税金に対する拒絶感等から､抵抗回答が増
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えると予想されたが､基金などの支払方法では､温

情効果などのバイアス（ゆがみ）が生じやすいた

め､税金方式を採用した。さらに、ダブルバウンド

住民投票方式を採用した｡これは､法案に賛成の場

合にはさらに高い金額を、反対の場合には低い金

額を提示するという方式である。空欄に入る金額

は、800円¨､3000円、5000円、1万円の4種類を用意

し､回答者に無作為に提示されるようになっている。

支払意志額の推定方法

　問8の「河口堰を撤去し、長良川の白然を回復さ

せるために、年間＿_＿円の税余が必要な場合賛成

ですか」という質問に対し、提示した金額につい

て、（1）2回とも賛成、②I回目に賛成･2回目に

反対、（3）1回目に反対、2回目に賛成、（4）2回と

も反対とした人のみを､有効回答として扱った｡有

効回笞とは、質問に無回答であったり、選択肢の

「答｡えたくない」を選んだ人を除いた数である。ま

た、（4）2回とも反対とした人のうち、「税企で払う

必要はないから」、「寄付などの白主的な方法なら

支払ってもいい」とした人なども除いた。これら

は、「抵抗回答」と呼ばれるものであり、アンケー

トの支払方法に反対であったり、また､行政が支払

うべきだから反対とするものである。抵抗回答を

した人の中にも、長良川に守るべき価値を認めて

いる人は多いと考えられるため、これらの人も有

効回答から削除した｡今回の調査において､抵抗回

答をした人は多く、その中でも､行政の責任だから

税金に反対とした人が多かった。

　この有効回答をもとに､地域ごとに支払意志額を

推定した｡今回の調査では､グブルバウンド住民投

票方式を採用したので、この方式を分析するモデ

ルの一つである「生存分析」（Stat view:Abancus

Concepts､lnOにより推定を行った。

　さらに、これらの支払意志額にそれぞれの母集

団である世帯数を乗ずることによって、長良川の

自然環境の経的価値を表すことができる。毎年の

環境価値であるため、社会的割引率によって現在

価値化した。杜会的割引率は、一般的に4％が採用

されている。



結果

　地域ごとの回収率は束京都1幻％､名古屋市1&4

％、長良川流域26.2％であり、地理的に離れると関

心そのものが低くなる傾向がうかがわれた。

　一仕帯あたりの支払意志額は表1のように算定し

た。

表1.―世帯当たりの支払意志額

束京都　　6818円／年間／世帯

名古屋市　8636円／年間／世帯

長良川流域9772円／年間／世帯

　さらに、支払意志額の総和は以下のように算定

された。

1.長良川流域の支払い意志額呻央仙)に岐阜県

と三重県の世帯数を乗じた、二県の評価額、121億

1千700万円と、

2.名古屋市の同値に愛知県の世帯数を乖じた､愛

知県の評価額202億7千700万円を加えた､323億9千

万円を、流域の支払い意志額とし、さらにこれに、

3.束京都の同値に､上記以外の地域の仕帯数を乗

じた、2､748催4千700万円を加えた、3､072億4千万

円を流域外の意志額とした。

　この値に割引率の収束値25を乗じ､7兆6､800庶円

を算出した。

考察

　介回の調査で､一世帯当たりの支払意志額の中央

値は、流域で9､772円（表1）であったが、この金額

は、これまで行われた国内のCVMと比べても、比

軟的高額の部類に入るといえる。しかも、この金額

は毎年支払ってもいいという額なので、長良川の

生熊系への関心の高さがうかがわれる。また､これ

だけの金額を払ってまでも、長良川の白然環境を

回復させたいと望んでいる人が多いことがわかる。

今回、50％の人が賛成と答える中央値を支払意志

額としたが、平約値は一般にこれよりも高い伯に

なる。

　長良川に関して実施されたCVMは､宮野らが始
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めてで､流域で5μ00～6､500億円の推計値を得てい

る。

　長良川以外のＣＶＭの結果としては､藤前干潟の

自｡然環境、名古屋市民6､555円／回／世帯、名古屋

市民以外10､260円／回／世帯で、計2､9帥億円（鷲

田、栗山、竹内）、吉野川下流域の自然環境、吉野

川流域13､964円／世帯、その他5､973円／世帯で、

計2､650億円（鷲田、栗山）などがある。

　今回のＣＶＭよって7兆円以上という長良川の失

われた自然環境の経済的価値が推定された。この

金額の大きさは､長良川の自然には､河□堰を撤去

してまでも回復させるべき価値があるとの全国的

な評価が下されたものと理解できる。

　地域ごとの一世帯当たりの支払意志額は、流域

で最も高く、次に名古屋市、束京都の顛になった。

対象地域へのアクセス性や、河□堰に対する認識

の違いによってこのような桔果が出たと考えられ

るが、東京都においても毎年6､000円以上の税金を

支払ってもよいと考えていることから、長良川の

自然環境の存在俑値は､地域特有のものでなく、全

国的に価値を持つものであると考えられる。

　しかし、得られた長良川の白然環境の価値に早

急に社会的意昧を求めることは、現段階では無理

であろう。その理出として、CVMの日本における

実績の少なさや、我が国の環境に対する値値観が

CVM先進国の米国と異なること、また、税徽収の

方法が米国と異なること等が挙げられる｡だが､今

回の調査により、直接的に､･一部の一般市民の声を

聞き､その中に､税金を新たに出してまでも長良川

の環境を回復させたいと願う人々が多く存在した

ことは、重要な意味を持つと思われる。今回CVM

によって評価した長良川の環境の経済的価値が、

今後、長良川の環境を回復させたいと願う人々に

新たな方向性を与えると思われる。

文猷
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　The aim of this rePort is to estimate the economic value of Nagara River ecosystem that

hs been destroyed by estuary dam by contingent valuation method (CVM),CVM is regarded

as the best method for estimating the non･use value of ecosystem, such as oPtion value and

existencevalue,atthePresenttime.X¥econducted a quesUonnaire survey of the basin of Nagara

River･ Nagoya and Tokyo. The main query of this questionnaire iぐlf Nagara River ecosys｀

tem were imProved by removing the dam. could you Pay
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yen / year by tax.゛’We asked

eachresPondentwiththedouble一boundeddkhotomouschoicemethodjfthefirstresPonse

is yesμhe second bid is greater than the firstbid. Whilejf出e firstresPonse is noμhesecond

bid is smaller. We maned a questionnaire to 5,000 households in October 2000･ and we got an

answer from each l｡126 household. We estimated thee(20nonlic value of Nagara Rjver ecosys“

tem at 300 biUioli /year by using the Survival Analysis. The value throughout thりFuture was

estimated at abollt 7 trmion 680 bi1Uon ye削f the discount rate of the Pubk work is made to be

4％･This Priceseenls to be higher than the other CVM-researchesごnlereforeμhe imPortance of

the ecosystem of the Nagara Rjver should be reconsidered.
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　　　　長野県における草本植物の生活史研究

　　　　　長野県草本植物生活史研究プロジェクト

池田登志男1）・中山例l）・今井建樹l）・小林規甫2に橋渡勝也3）

友野増夫1｝・千葉悟志4h伊藤静夫1’ ・浅野一男1）・清水建美5）

　Life History of Herbaceous AngiosPerms in Nagano Prefecture

　　　　　　LifeHistoiy Research Projectof HerbaceousAngiosperms

Toshio lkeda, Kiyoshi Nakayama, Kenjulmai｡Noriho Kobayashi, Katsuya Hashjdo，

　Masuo Tomono, Satoshi Chiba, Shjzuolto,Kazuo Asano and Tatemi Shimizu

　この研究は長野県内産草本植物について種子から種子までの生活史を明らかにしようと

するものである。夏～秋におよそ70種の草本の種子を採取、また、野外の観察フィールド

を選定する一方、圃場での種子からのポット栽培を行った。

　一年間の観察の結果､次のような観察事項について多くのことが明らかになってきた。

それぞれの対象檀物について、果実や種子の形や大きさ、1果中の種子数など。また、発芽

については､播種の時期が秋播きの場合は越冬前の発芽は比較的少なく､多くは翌春になっ

て発芽すること、多くの対象植物の発芽率、同一種でも産地による発芽習性の相違などの

発芽状況。芽生えの形態として子葉の位置、胚軸の長さ、子葉の形、上胚軸の長さ、本葉

の付き方や形など。そして、開花・結実については開花時期や期間、果実の成熟過程や完

熟率など。さらにそれぞれの対象植物のその他の特性など。

1.目的

　自然保護の究極の基盤は個々の生物の生活史を

十分に理解することにある、ところが､任意にある

野生植物をとりあげた場合、その生活史の全貌が

概略にしろ究明されている事例は枢めて少ない。

調査を主眼におき、身近な柚物をはじめ､絶誠危惧

種を含めて､その生活史を観察するー方､栽培増殯

の方法を検討し、ついで長野県における絶滅危惧

種とされる種の育成を試みる。

　究極的には長野県の生物学的フロラ、Biologica1

　この研究では野外と栽培の両面から個々の植物　Flora of Nagano Profectureの作成を目指す。

の種子から種子までの生活史を観察記録し､成長、

種子生産、種子および栄養器官による緊殖状況の

1’長野県櫨物研究会
2’長野市茶臼山白然史館

3’長野県総合教育センター

ｏ大町市立山
5)信州大学名

佐
登
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2.方法

(l)植物種の選定　観察・育成の対象植物を1年

生、越年生、2年生、多年生の各カテゴリーから、

また、身近な檀物、絶滅危惧檀物などの観点を考

盧して選定する。

(2)種子の採取　夏～秋に複数の個体から種子を

採取､1果実当たりの種子数を数え平均種子数を求

めておく。

(3)種子の形態の観察と大きさの測定　種子の形

を観察し、その特徴をメモし、大きさを測走する。

(4)果実の観察　種子採取に際し、同時に果実も

採取し、形や大きさなどの観察をし、カラーまた

は白黒写真をスケールとともに写す。

(5)播種　手近に観察・潅水できるところで育成

箱かビニールポットに播種する。培養土は一般に

パーミキュライトがよい。種子の半数は冷蔵庫に

保存し翌春播種する。

(6)芽生えの観察　発芽したら子葉の位置、胚軸

の長さ、子葉の形、上胚軸の長さ、本葉の付き方

や形をチエックする。芽生えの写真をとる。

(7)発芽所要日数　播種後発芽までの日数を記録

する。

(8)その他　それぞれの対象植物のその他の｡特性

を把握し記録する。

(9)野外観察フィールドの選定　対象植物の白生

する野外に観察フィールドを選定しておいて、栽

培するものと平行して観察を行う。

(10)標本の作製　各生活史段階における植物は写

真及ぴ液浸標本、乾燥標本を作製する。標本類は

最終的には大町市立山岳博物館に保管し一般の閲

覧に供する。

(11)描面の作成　植物の生活史段階の描面を作成

する。

3.対象植物

アカネ科　ヤエムグラ　ヘクソカズラ

アブラナ科　イヌガラシ

アヤメ科　カキツバタ　キショウブ

イネ科　エノコログサ　ケチヂミザサ　ササ類

イラクサ科　ウワバミソウ
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オオバコ科　オオパコ

カタバミ科　カタバミ

カヤツリグサ科　クグスゲ

キキョウ科　キキョウ　ツリガネニンジン

キク科　アイズヒメアザミ　アキノノゲシ

　　　　アレチノギク　ウサギギク

　　　　オオハンゴンソウ　ヤチアザミ

キッネノマゴ科　キツネノマゴ

キンポウゲ科　オオカラマツ　トIJカブト類

ゴマノハグサ科　コゴメグサ類

サクラソウ科　オカトラノオ　サクラソウ

シソ科．ニシキコウジュ　シナノアキギリ

タデ科　イヌタデ　ミズヒキ

ツリフネソウ科　キツリフネ　ツリフネソウ

ナデシコ科　アライトツメクサ　ウシハコペ

　　　　エソカワラナデシコ　エンビセンノウ

　　　　シナノナデシコ　ハコベ　フシグロ

バラ科　キンミズヒキ　ワレモコウ

ヒユ科　ﾋ’ナタイノコズチ

ヒルガオ科　ヒルガオ

フウ♭ソウ科　ゲンノショウコ

マツムシソウ科　マツムシソウ

マメ科　イタチササゲ　カラスノエンドウ

　　クララ　ツルフジパカマ　ナョクサフジ

　　ヌスピトハギ　ミヤコグサ　ヤプツルアズキ

　　ヤブマメ

ミクリ科　ミクリ

メギ科　トガクシソウ

ヤマノイモ科　オニドコロ

ユキノシタ科　ウメパチソウ

ユリ科　ｸ.ロユリ　コオニユリ　ツルボ

　　　　ヤブカンソウ　ヤマユリ

リンドウ科　エソリンドウ　ツルリンドウ

　　　　　　ハナイカリ’アケポノソウ

4.対象植物の観察例

(1)ヤプツルアズキ

　ヤプツルアズキ祠g71a ajlg�aφ(Wmd.)Ohwi

et H.0hashi var.�即aasjs(Ohwi)Ohwi et H.

0hashjは、河原の草地や休耕田などに生える比較



的普通な1年生のつる草で、日本では本州、四国、

九州に分布するほか、朝鮮半島・中国・ネパール

に分布する。作物のアズキはその基準変種として

扱われている。

1）材料と方法

　松本市岡田地糖のヤブツルアズキが群生する2

アールほどの休耕田を野外観察地として、1999年

10月から1年間生活史を観察した｡現場は春から夏I

にかけてはコゴメギク､夏にはセリが茂る湿地で、

周辺にはツユクサやヒルガオが旺盛に生育する。

作物のアズキは違作困離であるが、本変種は少な

くとも前年同様、今年も旺盛に繁茂を見せた。

別に、1999年10月25日に現場で採取した若干量

の種子を室内にしばらく放置した後、l1月18日に

市販の山野草栽培用の培養土を用いて播種し、発

芽状況や幼櫨物の観察に供した。観察時にはでき

るだけカラー写真を撮影した。

　観察済みの試料は、芽生えは液浸標本、幼植物

及び成柚物は乾燥標本として保存した。

2）観察事項と結果

①発芽状況

　越冬前には発芽は皆無であったが､･4月中旬に発

芽し始め5月上旬までに発芽は完丁した。5月10日

には第3葉の展開が見られた。

②芽生えの形態

　子葉は地下性で胚軸は仲長せず、上胚軸は長さ

3.5～5cm､第1葉及び第2葉は小葉がl個の単葉複葉

で第1節に対生し、葉軸は無毛､小葉軸には上向き

の粗毛がある｡この第1節の左右両側の葉柄間には

長さ2.5～3mmの線形の葉柄間托葉があるが小托葉

はない。第3葉以降は3出羽状複葉となり、互生し

葉柄の基部左右両側に長さ５ｍｍほどの托葉がl個

ずつつく。小托莱は小葉柄の基部につき、頂小葉

では2個、側小葉では下側にのみ1個つく。

③分枝

　主茎はせいぜい本葉のつく第1節までは直立する

が、以降は直ちにつるとなり、かつ、盛んに分枝

する。6月中旬の栽培試料では分枝は認められな
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かったが野生の試料では7～10節まで仲長し、第2

節ないし第4節に1～14cmの分枝が見られた。第1

節では該芽は見られるものの枝は全く伸長しない。

つるの巻き性は右巻（上から見て左巻）で他物に

巻き付くかあるいは白らの枝に互いに巻き付いて

伸長する。

④開花・結実

　野外での開花開始は8月15日であった｡花序がつ

き始めるめは下から数えて第8～12節の葉該で､そ

れより先の葉績に道続しで花序が生じ順次に成熟

する。開花期に展開する葉は、頂小葉は3裂し、側

小葉は非対称に2裂する。

　花序は総梗がある緊密な総状花序で､3～14個の

花が下から上に向かって仲び、はじめは鮮緑色の

線状であるが、熟すると褐色を経て黒色に変色す

る。9月６日、任意に1個体を選び、主茎状のすべて

の花序7個について、下から順に花序ごとの開花･

結実数を算定した（表1）。ここでは緑色の未熟の

黄も果数に含めてある。

表I.1茎の花序における開花・結実状況例

　花序N(1　　果数　　花数　　蓄数
i
‐
‐
4
C
g
e
Q

¥
L
Q
t
p
t
S

４
４
２
４
２
０
０

－
１
３
２
１
２
０

４
７
８
８
８
５
７

計
一9
12
13
14
11
７
７

　これによると初秋には一つの花序に菅から果実

まで見られること、花序は無限花序であり、した

がって下方の花序ほど早く実ができること、花序

当たりの花数は下方の花序と上方の花序では少な

いことなどが分かる。なお、観察した花序のうち

2つの花序では最下の位置に緑色の直立した1本の

黄状のものが見られた。これらは長さ、太さ、色

いずれも若い黄そっくりだが上向きであることが

異なり1種の青虫であることが分かった｡擬態の一

つと思われる。羨は若いときでも直立しない。

⑤豆果の成熟過程と完熟率

　表1と同―主茎の同一花序において引き続き結実



の経過を観察した（表2）。表中、花序番号1～7は

表1の花序番号1～7に符合する。香号Oは最下の花

序を新たに観察に加えたものである。豆果は完熟

すれば2片の黄片に裂開して種子を落とす｡列開後

も少なくとも‐方の黄片は宿存するので果序に

残った英片を数えれば完熟した豆果数を知ること

ができる｡この表では褐色の豆果は黒色に算入し、

未裂開の黒色豆果は黒色の欄に入れてある｡9月25

日には裂開した豆果はまだなく､10月３日の観察で

は裂開した豆果があり緑色の未熟果は皆無となっ

たので緑色の欄は消去し､新たに裂開の欄を設けた。

表2.1茎の果序における結実経過例

齢E］ 9月17日 9月25日 10月3日 10月5日

果胆，

　０

　１

　２

　３

　４

　５

　６

　７

黒色緑色開花落下

２　１　０　６

１　２　０　６

０　４　２　６

０　３　６　４

０　２　５　７

０　１　４　６

０　２　２　３

０　１　３　３

黒色緑色薦下

３　０　０

３　０　０

２　２　０

２　１　０

２　０　０

１゛０　５

０　０　４

０　０　４

裂開黒色落下

　３　０　０

　２　１　０

　３　１　０

　１　１　１

　１　１　０

　０　０　０

　０　０　０

　０　０　０

裂開黒色

　３　０

　２　１

　３　１

　１　１

　ｌ　ｌ

　０　０

　０　０

　０　０

＊種子なし

　　表2から(ｱ)、緑色の未熟果が完熟するにはほぼ

　2週間を要すること、(ｲ)成熟途上花序の先の昔花

　あるいは若い果実は次第に落下し、特に枝の先の

　果序(NQ5～7)には完熟豆果が偕無となること、そ

　の結果(ｳ)表1と併せて考えると、豆果の桔実率

　は果序陥I～4においてそれぞれ1/3､l/3､2/13､I/

　7、平均23％であったことなどが読みとれる。

　⑥豆果と種子

　　野外で観察した個体のうち、つるの長さの最長

は165cmであった。10月７日、この個体のつけた豆

　果を数えたところ、黒色果が83個、未熟果(緑色)

　が39個、計122個であった。果序当たり豆果は1～

　4個、黒色果の豆果当たりの種子数は6～10個、平

　均8個であった｡未熟果が今後全て完熟するとすれ

　ば､この個体の種子生産量は122×8＝976個という
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計算になる。つまり、ヤブツルアズキは1粒の種子

から約1､000粒の種子を生産することができるので

ある。

　なお、豆果はよく乾燥すると逆Ｖ字形に裂開し

枝先から見て左側の黄片は左巻きに規則正しくね

じれることが観察された。このような現象は別種

のツルマメの豆果でも観察することができる。

　種子は短瑠円柱形で黒地に白斑があり、･長さ3.5

～4mm､長径2､5～3mm､へそは長形、白色で長さ

2～2.5mmある。

⑦受蔚様式Ｉ

　今年8月29日～30日、栽培した5個体について菅

状態の任意の花序1惘ずつに袋かけをし､結実の可

否を調査した。その結果、いずれの花序にも一定

量の成熟種子が得られた。本種は栽培種同様自家

受精をすると結論することができる。

（2）ヤチアザミ

　ヤチアザミCかs珀ms力珀aj2ense T. Shimizu

は平地から低山帯上部にかけて湿原や湿地にやや

普通に生える日本固有のアザミで、長野県及び

新潟県に分布する。地中に匍匍根茎を生ずる点が

極めて特徴的である。門田（1995）は本種のため

にSect.0notrophe Subsect. Stolonifera Kadotaを

設けている。

　1999年10月から松本市において栽培し､1年間そ

の成長過程を継続観察した。

I）材科と方法

　長野県小県郡真田町菅平の菅平湿原および同埴

科郡大岡村芦沼池畔の湿蛙において1999年10月初

旬に複数の個体から痩果を採集し、室内に保管し

た後、それぞれｎ月18目および10月27日に、市販

の山野草栽培用の培養土を用いて播種､栽培した。

芽生えの成長に伴って市販の径7.5cm､9cm、およ

び15cmの3種のピニールポットに順次植えかえた。

2）観察事項と結果

①発芽状況

　年内に芦沼池採集の2個の種子が発芽したが､そ

の他の種子は翌年の4月に多数発芽した｡5月１日に



は発芽は終丁し､すでに小型の第1葉が展開し始め

た。子葉の展開と本葉の展開は巡続的である。

゛③芽生えの形態

　子葉は地表性で上胚軸は伸長しない。子葉は無

毛で光沢があるのに対し、第1葉は卵形､全縁で表

面に光沢はなく、ほとんど無柄､葉面には短毛､葉

縁に短剌針がある。

③根生菓の形態

　6月中ノド旬には3～5葉まで展開した｡葉身は狭

卵形ないし長楕円形、細鋸歯はあるが切れ込みは

なく、最大葉の菓身は長さ5.5cm､葉柄は7cmに及

ぶ。中にはこの時期まで緑色の子葉をつけた個体

もあった。匍匍根茎はまだ認められない。10月初

旬､生存した菅平湿原産8個体､芦沼他産11個体を

④匍匍横茎

　10月６日の観察では、菅平6の個体において長さ

6.5cmのやや太い匍匍模茎、芦沼池3の個体におい

て長さ3.5cmの綴い匍匍根茎がそれぞれ1本ずつ認

められた。表3に示したように、ともにすでに分け

つを行い、合計葉数がそれぞれ28およぴ18個を数

える大きな株であった。したがってヤチアザミは

発育がよけれぱ発芽後半年内に匍旬根茎を生じ得

ることが判明した。

5.各観察事項についての観察例

　以下には断片的ではあるが得られた観察結果を

一部紹介しておきたい。

最終移植し観察したところ、菅平産2個体､芦沼池　（l）発芽時期

産の3個体でl～2個の分けつが認められ、1個体ま

たは1ラミート当たりの棋生葉の数はそれぞれ5～

10個および2～12個であった。そのうち、1～4個の

根生葉はすでに枯死していた。成長初期の葉は無

分装であるが、ある段階から葉身の切れ込みが明

らかに深くなjることが観察された。最小・最多の

根生葉を持つ株および分けつ株の根生葉の数と分

裂の有無を表3に示す。

表3.ヤチアザミの根生葉の数と形態

個体番号

菅平3
M
C
U
¥
h
　
~
e
Q

　
Ｉ
　
ｌ
　
ｌ
７
　
Ｉ
　
Ｉ

Q
C
Q
’
O
O
g

芦沼1

１
２
１
２
３
　
　
０

3
‐
ふ
4
‐
ｔ
‘
4
‐
６
１

数

1
0
７
９
ｐ
一
1
0
1
0
７
U
J

4
4
3
“
J4
1
1M
2
５
1
0
1
2

枯死数(内数)

２
０
０
０
１
０
０
１
λ
１
！
０
０
２
０
２
り
ａ

無分裂葉数

４
０
４
６
５
４
４
５
２
２
２
４
５
７
1
2

　秋まきで越冬前に発芽したものはアカツメクサ、

エゾカワラナデシコ、エンビセンノウ、オニノゲ

シ、ネズミムギ、ハコベ、マツムシソウなどで比

較的少なく、その他の多くの植物は翌春になって

発芽した。ただし、マツムシソウは産地により越

冬前に発芽する場合と翌春発芽する場合があった。

産地により発芽習性が異なるようである。

分裂葉数
C

S

l
f
M
S

U
3
Q

３
０
Ｈ
３
０
８
０
３
０

個体番号中枝番号はラミート番号

（2）発芽串

　供試資料のうち発芽率が計諒された例は次の通

りである。イノコズチ26％、イヌタデ60％、ウシ

ハコベ50％、エソカワラナデシコ9％、カタパミ25

％、ゲンノショウコ90％、ツユクサ16％、ツルボ

95％、ハガクレツリフネ14％、ミズヒキ55％、ミ

ソソパ69％

（3）1果中の種子数

　エンビセンノウ（4果）37～71平均55、コオニゴ

リ（3果）176～238、シナノアキギリ4、ハコベ6～

15、ヤマユリおよそ500.

（4）芽生えの形態

　ヤチアザミ：子葉は地表性、上胚軸は伸長しな

い。ヤプツルアズキ：子葉は地下性で胚軸は伸長

しない。
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（5）発芽から開花・結実までの記録

　エソカワラナデシコ　10月５日播種､U/22発芽

（率）9％、翌年3/15発芽（率）34％、5/22本葉

展開、6/16柚だい、8/2開花開始、11/I現在開

花続行中。

　ミズヒキ　10月４日播種、翌年4/8発芽（率）55

％、5/3本葉展開、9/4､8個体抽だい、9/13、21

個開花、10/2結実、ll/1現在なお着果。

　ゲンノショウコ　10月３日播種､翌年4/20発芽、

5/2本葉展開、8/10、1個体抽だい、8/21、2個

体開花、結局結実せず。

（6）開花から痩果散布までの日数

　オニノゲシの例

6月開花－6～7日　　10月開花－10～15日

11月開花－12～18日

6.おわりに

　10年牡画の第1年次として種子や果実の採取､計

測､播種そして発芽から開花･結実までの観察をし

て、およそ70種の草本植物について、さまざまな

観察結果が得られた。しかし､多年草などでまだ開

花には至らないもの、1～2年草などでも今後さら

に繰り返し観察する必要がある。

　同じ種でも産地によって発芽時期の異なるもの、

前年と翌年で異なるものなど､発芽習性の相違､環

境条件による相違など、今後の観察を待たなけれ

ばならないことも多い。

　自然保護活勣では、まず自然の現状を正しく理

解する必要があり、そのためには植物の生育状況

などに関する詳細な調査が欠かせない。

　この研究の継続によって絶滅危惧種を含む多く

の核物の生活史が判明し、適切な自然保護の施策

や自然保護活動に貢猷することが期待される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　The present resea゛ch proiect ajms to darify the life history of herbaceous angiosperm9

growhlg in Nagano Prefecture｡

　　　ln summer to autumn 1999， the partidpants gathaed seeds of the sPedes which were

volurltarily chosenby themselves. The total numbei of materiaI Plant spedes to be studied

amounts about 70. 0bservation was ca�ed out over one year on the fo11owing items : ①

shaPe and si2e of flljits°d seeds, ②germination advantages betweep winter'sown and sPring-

sownseeds,③sa(佃ng morPbdogy, ④flowdng and fruiiingphenok)gy,⑤Pomnation aology, ⑥

PfoductMty and matljrity of seeds, etc｡

　　　ln this rePort, the life history of an amlual herb, 詞g?1,2£11喀Mb･jsvar.niponensis.isintro-

duced as an example. The results of observation are as follows :

①Germination of salds whi出9ownbek)re winter occulTed in the next sPring asin lhe natuial field.

②Cotyledons aie hypogeal， First and second leafare ccnlPound with a single leanet･ and

oPPosite at the firstnode of ePic()tyl･

③The stem becomes twinning after the second hltemode. Branching occllrred from every node

except the arst.

④FIowerhlg began at 8出to 12th node. 111e infk)legcence isindeanite, consisting 3-14 fk)wers.

⑤'nle number of seeds Per plant was estimated t〔〕amount about l,()00.

⑥The flower was Proved to be self･pollinated likewise in the cultivated race｡

　　　As to any perennial herb, of course, observation of ihe whole life history takel! more

than two years. Continuous and constant observation for a lot of years will be needed for our

project，
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第10期ブロ・ナトゥーラ・フフンド助成成果報告書（2001）

　　森林施業により劣化した森林生態系の

生物多楡吐保全を目指した復元生態学的研究

　　　　　森林生態系復元研究グループ

　　　　　　吉田俊也1ぺ長池卓男2）

Research6:xrax)system restx)raUonin foressunder intensivejorestrymanagement

　　　　　　　Research grouP for forestecosystem restoration

　　　　　　　　　Toshiya Yoshida l≒Takuo Nagaike 2)

　択伐や皆伐母樹保残法といった非皆伐施業が行なわれた森林を対象として、生物相保全、

も含めた持統可能な森林管理の確立にむけた調査研究を行なった。北海道の大言山系およ

び天塩山地の針広混交林（択伐）と、新潟のブナ林（皆伐母樹保残法）において調査を行っ

た。

　非皆伐施業は､皆伐に比べて生態系への負のインパクトが比較的少ないと考えられるが、

今回調査を行なった施業地のいずれにおいても、持続可能性という点から見ると大きな課

題が残っていた。今後、森林資源の利用と生態系の保全とを両立させるためには、地域に

固有な生態的プロセスを充分に考慮し、伐採率をより低く抑えた施業を検討する必要があ

る。本研究で示されたような林分が大面積に存在すると考えられることから、こうした林

分の生態的復元を考えることがより重要な課題であろう。

ｔはじめに

　持続可能な森林管理の方策が世界中で模素され

ている。それは、木材を中心とする森林資源の持

統的な管理のみならず、地域に固有の生態的プロ

セスや生物多捨吐の保全を考慮した森林管理を求

める概念である（例えば､Hunter､1999）。しかし、

そのような持続的管理を実現するための科学的な

知見は、未だ乏しいといわざるを得ない。森林資

源の持続的な利用・管理を前提としたとき、皆伐

施業と比軟して、非皆伐施業は生物・非生物朧塊

への影響が少ないと考えられることから、今後の

生態的管理のあり方を考える上で、重要な施業法

であるといえる（藤森､1991）。わが国では、北海

ｏ北海道大学農学部附属雨竜地方演習林

2）山梨県森林総合研究所

道の針広混交林域で択伐施業（単木的な抜き伐り

を行う伐採法〉が、また東北日本のブナ林域で皆

伐母樹保残施業（皆伐に近いが種子の供給源であ

る母樹を一部に残す伐採法）が、一般的に行われ

てきた。これらの非皆伐施業は、伐採時の影響を

軽減し、次世代へむけた森林の更新過程を円滑に

進めるために採用されたと考えられるが、このよ

うな取り扱いが、林業的な意昧での有用樹種の更

新のみならず他の生態的プロセスや生物多様性に

与える影響については、必ずしも明らかでない部

分が多い。

　わが国の現在の森林資源の構成を見ると、原生

林は非常に限られた面積となり、何らかの人為の
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加わった森林が大きな面積を占めるに至っている。

地域の生態系・生物多様性を保全していくために

は、残された原生林を保腰することはもちろんの

こと、それに隣接し、かつ相対的に原生林に近い

構造を持つと考えられる非皆伐施業地を、いかに

元に近い林分に復元するかということが、重要な

ポイントである。本研究で、私たちはこのような

非皆伐施業が、森林の構造・組成の変化に及ぽす

影響を明らかにすることを試みた。かつて行われ。

た施業地の現状を把握することを通して、生物相

保全も含め･た新たな森林管理の確立への遺筋が示

されると考えているa　　　　　　　　　｡’

2.謨査対象

　本研究では、上述の針広滉交林域における択伐

林分、およぴプナ林域における皆伐母樹保残施業

林分を対象に謂査を行った。

3.針広混交林域における択伐林分

　北海道の針広混交林においては、非皆伐の天然

林施業、すなわち択伐施業が広く行われてきた。

しかし実際に行われてきた施業の多くは、次世代

への更新を考慮したものではほとんどなく、現在

の収穫に重きをおいたものであった。実際、施業

後に林分構造が劣化し、更新が順調でない林分が

少なくないことが指摘されている（例えぱ、

Nagaike吋貳｀1999）。持続的な管理のためには、

更新を考慮した施業法の確立が急務であるが、こ

れに答えられる知見は限られている。

　稚樹の更新は、定着サイトと光環境とに大きく

左右される。北海道の針広混交林では、とくに針

葉樹の定着サイトとして、林床の倒木や根株が重

要であることが応く指摘されてきた（例えば、

Kubota 吋趾､1994）。しかし択伐施業が、定着サ

イトの量、更新プロセスに及ぼす影響については

ほとんど明らかにされていない。本研究では、長

期的な継続調査と短期間での調査を組み合わせ、

定着サイトおよびそれに密接に関係する林分構造

と、更新や死亡などの生態的プロセスとの関係に

焦点を当てて解析を行った。
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3.1調査地と調査方法

　北海道の大雪山系（十勝三殷）および天塩山地

（雨龍）の2箇所の針広混交林において調査を行っ

た。いずれにおいても、林内に残されている伐根

の腐朽度合の違いから、調査地は過去数回にわた

り択伐施業が行われた林分であると考えられる。

十勝三股では、すでに設定された調査区があるこ

とから、林分のやや長期的な動態に関する調査を

中心に実施した。一方、雨龍においては、択伐率

の違いが、更新あるいは宛著サイトの量に与える

影響についての調査を行った。

　十勝三股では､1995年に設定した100mx50mの

調査区において、2000年に再調査を行った。調査

区内部を10mxlOmの小区圓に分割し、小区画ご

とに樹高2m以上の立木（以下、成木）を対象にし

て個体識別用のナンバーテニプを打ち付け、地上

高1.3mでの幹の周囲長と樹種名を記録した｡また、

樹高lm以上2m未満の個体を稚樹とし、樹種名を

記録した。また、伐採された個体数（以下、伐根

密度）とその直径を小区圓ごとに記録した。2000

年の再測定の際には、個体の成長、死亡個体や新

たに稚樹に成長した個体を記録した。

　雨龍では、択伐率の異なる針広混交林17林分を

調査地とし、各林分に120mx10mのベルトトラン

セクトを設置した。これを10mx10mの小区圓に

分割し、十勝三股で行ったのと同様の毎木調査お

よび伐根調査、ササの被覆率調査を行った。各小

区画にｌｍｘ２ｍの方形区を設け､I生育する椎樹の「

本数をカウントした｡倒木の量は、線交差法（van

Wagner､1968）を用いて、単位面積当たりの体積

を椎定した。また幹折れ木・伐根などの倒木以外

の枯死要素やマウンドについて、体積または面積

を測定した。それぞれのサイト上に生育する稚揖

の本数をカウントし、単位面積あたりの密度を推

定した。

3.2結果および考寮

　表1に、十勝三股の択伐施業林における5年間の

個体数の変化を示す｡成木は､約100本/ha増加し

ており、それは主として針葉樹（トドマツ、エゾ



表1.5年間の林分の変化
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マツ〉の増加によっていた。この2種においては新

規加入数が死亡数を上回っていた。一方、椎樹の

個体数も全体でわずかに増加しており、稚樹への

新規加入、稚樹から成木への進界のいずれも死亡

数を上回っていた｡胸高断面積合計の値で見ると、

この5年間で、死亡による1.05 m2/haの滅少、お

よび成長による3.77m2/haの増加が見られ､調査

区全体としては合計2.72m2/haの増加であった。

しかし、2000年時点における胸高断面積合計値

（19.4m2/ha）は､同じ森林タイプで原生的な林分

の値（34.4－75.6 m2/ha: 春木ら､1982､Kubota

吋記､1994､久保田ら､1994）の26－56％程度に過

ぎなかった。

　次に、同じく十勝三股の調査区における、林分

構造と5年間の更新や死亡との関係について解析を

行なった。椎樹の個体密度は、立木密度と有意な
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正の相関があった(R2＝Oj2、p＜0､01)が、光環

境の改善を示すと考えられる伐摸密度とは有意な

関係がみられなかった(R2＝0､16)。このことは、

稚樹密度が光環境よりも、定着サイトに大きく左

右されることを示唆している｡この5年間における

稚樹の新規加入個体密度は、1995年の稚樹密度(R2

＝0.32､p＜0.01)および胸高断面積合計(R2＝0.24、

pく0.05)と有意な正の相関があった。一方、伐根

密度と稚樹の新規加入個体密度との有意な相関関

係は見られず(R2＝0.02)、伐採による光環境の改

善は椎樹の新規加入へほとんど貢献していないと

考えられた。また、新規加入個体密度と死亡個体

密度には有意な正の相関があり(R2＝0.37、p＜

OJ)1)、稚樹の成長・死亡が集中的に生じているこ

とが推測された。

　次に定着サイトの重要性を明らかにするために、



雨龍の調査区において定着サイト別の椎樹密度を

解析した（表2）。トドマツの淮樹密度は、ササ、

林床状態ごササと林床状態の交互作用のいずれに

も影響を受けていた。　トドマツ稚樹にとって倒木

は有効な更新サイトであるが、ササの被覆率が高

くなると、その有効性が大きく低下すると考えら

れた。アカエソマツは、やはり倒木依存性の強い

樹種であるといわれているが、本調査地では倒木

上も含めて非常に稚幼樹密度が低かった。林床や

ササの披覆率が高い箇所では稚幼樹がほとんど確

認されなかったことから、やはり倒木やマウンド

ヘの依存や、ササによる更新の阻害の可能性が考

えられた。広葉樹では、先駆性樹種のダケカンバ

の場合、倒木やマウンドに依存した更新をしてい

ることが示唆されたが、一方でミズナラやイタヤ

カエデの稚幼樹密度は、林床状態による影響を受

けていなかった。

　択伐施業が、定着サイトそのものの量に与える

影響についてみると、強度の択伐により、トドマ

ツなどの樹種にとっての更新適地である倒木やマ

ウンドの量が滅少することが示された（表3）。ト

ドマツの場合に見られたようなササとの交互作用

を考慮すると、強度の択伐が行なわれた場合、生

育適地の減少と更新サイトの有効性の低下が同時

に起こることになり、相対的に更新の量が低下す

ることが考えられた。

表3.択伐率別の倒木体積・マウンド面積

糾広混交林･択伐施癩地(鏑査地:　雨龍)

　　　　　　　　　　　　　　択伐率
<25%

-－-
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トの供給が減少し、その結果、椎樹の更新が局所

的にしか生じ得ないことに起因すると考えられる。

現在の状況は、持続可能な森林管理とはほど遠い

状況にあるといえた。今後は、樹種間の更新特性

の違いを考慮に入れた上で、森林に固有の生態的

プロセスを模倣した管理を導入する必要がある。

4.ブナ林域における皆伐母樹保残施業地

　プナ林の天然林施業は、開発が奥山地域まで及

ぶようになった1960年代以降広く行われるように

なり、中でも皆伐母樹保残施業がもヽとも一般的

である。これは、種子を散布させる母樹を残す以

外は皆伐し、更新完了後に母樹も伐採するという

傘伐方式の一種である'。保残される母樹の量は、

林分材積比で30、70％に過ぎない。一般にプナ天

然林における攬乱形態は、比較的小面積な林冠

ギャップの形成であることから、このような施業

は、天然林とかなり質的に異な･る生態系を導く可

能性が高いと予想される。本研究では、ごく近年

に皆伐母樹保残施業が行われた林分において、伐

採前後の植生の変化を明･らかにし、今後の林分構

造回復の可能性について推測した。　　　づ

4.1調査地と調査方法

　調査は、新潟県と福島県の県境に位置する新潟

県上川村のブナ林において行った。当初は、皆伐、

母樹保残施業後10年程度を経過した林分での調査

を予定していたが、林道工事のために、今年度は

調査を行うことができなかった。そこで、別の小

流域に位置する、ごく近年（1998年）に伐採が行

われた林分において訓査を行った。

　伐採施業が行われる直前の1998年7月に0.4haの

調査区を設定した。この調査区を10mx10mの方

形区40個に区切｡り、各方形区に１ｍｘｌｍの小方形

区を2個ずつ設置した｡調査区内では胸高直径5cm

以上の立木を対象に毎木調査を行い、小方形区内･

では、胸高直径5cm未満の木本種の幹数および草

本種の個体数をカウントした。同年Ｕ月に皆伐母

樹保残法によって伐採が行われた後、1999年秋に

調査区を復元して同様の調査を行い、さらに2000

倒木体接“（m3/ha） 151,6

≧皿

107.7 ＊

マウンド面積（m2/ha）　　　115.0　　　56,4　　　喇

rl=17,＊pく0.05

4*側木休積には柚死木,切り株などの休種を會む

　以上の結果から、択伐施業により変化した林分、

は､長期間の間には一定の回復傾向を示すものの、

更新は現存量の極靖な滅少を補償できる範囲には

達していない現状が示された。このことの原因の

一部は、林分構造の変化によって有効な更新サイ



年秋にも追跡調査を行った。なお、今回の小方形

区の解析は、ランダムに選択した20個の小方形区

でのデータを元に行った。

オバクロモジ、コシアブラ、ササ（チシマザサ・ク

マイザサ）などは、伐採によって幹数がいったん

は減少したものの、ふたたび増加に転じ、回復途

上にある種群であった。また、ホオノキ、アブラ

4.2結果およぴ考察

　皆伐母樹保残施業によって、ブナ林の林分構造　表5.伐採前およぴ伐採後2年間の幹・個体数

は大きく変化した(表4).伐採前の林分はヽ胸高　　プナ皆伐母樹保残施業地(調査地:新満県上jll村)

断面積合計が43.6m'/haに達し、その約50％を占

めるブナの平均胸高直径は62､8cmと、大径木の多

い成熟した天然林であった。しかし、伐採後に調

査区に残された胸高直径5cm以上の立木は、ブナ

がわずか3本だけであった。実に、胸高断面積の

93％、立木密度の97％が失われたことになる。上

述のよう胤、皆伐母樹保残施業においては、最低

でも材積で30％程度の樹木が保残されることと

なっているが、実際にはこのように適正な母樹配

但:がなされていないことも少なくない。このよう

な極端に少ない母樹密度では、ブナの天然下種更

新を期待できる面積はごく限られるといえる(弘

田・紙谷､1993)。表5には、伐採前および伐採後

2年間の木本および草本種の個体数の変化を示し

た。草本種についてみると、伐採前ぱオクノカン

スゲとユキザサの2種に限られていたが､伐採に

よって多くの種の出現がみられた。しかしながら

これらの種の多くは、伐採跡地など挽乱蛙を好む

種であり、中でも遷移初期種であるべニバナボロ

ギクめ優占が目立った。一方、木本種についても

伐採は種組成に大きな影響を及ぼしていた。オ

表4.伐採前後の林分構造の変化

ﾌﾟﾅ皆伐母樹保独拙集地(調査地:新潟県上川村)
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胸高断面積合計　　密度

　　糧名
-
アプラチャン

イタヤカエデ

イヌザクラ

ウワミズザクラ

オオツりバナ

シナノキ

テツカエヂ

トチノキ

ハウチワカエヂ

プナ

ホオノキ　　，

(m゛/h一

0.0

1.6

0,1

0.1

0.0

0,0

0.1

15.5

　0,3

21,a

　4.1

　------

(/he)

-

　7.5

12.5

27,6

　10

　7.5

　　5

17.5

37.5

　10

57.5

32.5

…一----

　　　　　　2000

胸禽新面積合計

　　　　　{ma/h白}

　　　　－　　　－

　　　　－　　　－
－

一
』

－

－

－

一

－

－

－

－

－

3.0

－

－

　　種名-
木本（幹数/m2

アプラチャン

イタヤカエデ

イワガラミ

1998(伐採前　1999

ウワミズザクラ

ェソュズリハ

オオツリパナ
オオパクロモジ

キハダ
ウマイチゴ

コシアプラ
ササ(チシマザサ･クマイザサ

シナノキ

タラノキ

ツタ

ツタウルシ

ツノハシバミ

ツリパナ
予ツカェヂ

トチノキ

ハイイヌガヤ
ハウヂワカェヂ

ハクウンボク

ハリギリ
ヒトツバカェデ

ヒメアオキ

ヒメモチ

プナ
ホオノキ

マタタビ

ミズキ
ムシカリ

モミジイチゴ

ミヤマイボタ
ヤマウルシ・

ヤマプドウ

ヤマモミジ

密度

{/ha} イネ科

オクノカンスゲ
オタカラコウ

ススキ
チジミザサ

ベニバナボロギク

ミソソバ
ミソシダ

ユキザサ

.
9
.
4
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

１
１
０
０
０
０
(
Ｑ

　0.7

11.8

　0j

6,3

0.2

e
Q

c
9
4
9

a
｝
¥
‐
‘
￥
‐

　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
・

０
１
０
９
０
０

　0,1

23.2

　2.4

　9.1

　0.1

11.1

　0,4

　0.1

0,1

-

1.5

0.3

-

9
‐
4
¥
7
　
7
97
F

3
.
0
.
　
収
0
.

Ｍ

0

.
6

0.2

Ｏ
　
Ｎ
　
Ｏ

噛
‐
　
０
　
４

1.7

e
q
　
q
7
w
'
z
　
Q
i
.
t

＆
　
９
．
４
Ｑ
　
Ｑ
Ｑ

1.3

0.1

0j

4.6

0.1

2000

2.9

0.3

0.1

0.1

3,7

1.0

0.2

0.S

4.7

0.1

0.1

22%゛

5j

0.1

0.1

5.7

0.2

1ｽﾞ）

3.1

0.3

0.5

0.1

7
'
1
.
9
　
9

Ｏ
Ｎ
　
Ｏ

　0.3

71.5

朗
財

7.5
　　　　　　　　　　合　　　1.8　　　6.3　　74､5

＊2000年の調査におけるツタウルシは､幹単位での把握が困難で

あったため､被度で把握した。

ｒ
ひ

Ｑ
り



チャンなどは伐採後に幹数を顕著に増加させてい

た｡伐採後に新たに出現した種としては、キハダ、

ハリギリ、タラノキ、ミズキなどがあげられた。し

かし一方で、これら以外の中・高木性樹種の多く

は出現数を減少させていた。出現種数の総数でみ

ると、伐採前に27種みられたのが、22種に減少し

ていた。中でも、伐採以前に林床において高い密

度で生冑していたブナ稚樹のほとんどが伐採に

よって消失していた。ブナ稚樹は比較的高い酎陰

性を持ち､他の植生下でも生存が可能ではあるがi

確実な更新のためには、光環境改善直後の初期成

長が重要である（Yoshida and Kamitani､ 1991）。

　この調査地では、2000年の秋にブナの種子が結

実していることが観察された。この種子落下から

の更新がどれだけ今後の林分構造形成に貢猷でき

るかが今後の継続調査における重要なポイントで

あるが､ササや他の樹木に対する競争下において、

ブナ稚樹はこの幹密度を維待することさえ困難で

あると予想される。―方では、伐採と種子豊作年

とのタイミングが一致した場合には、ブナの優占

度がある程度は維持される可能性も考えられ、そ

うした林分での継続調査も必要である。しかしい

ずれにしても、ブナ以外の草本･木本種の変化は、

ほとんど皆伐地の状況と変わりないともいえ、こ

のような強度の伐採を伴う施業では、ブナ林特有

の構造や種構成を維持することは不可能であると

結論せざるを得ない。

5.まとめ

　針広混交林の択伐は、更新適地の滅少を招く一

方で、斯待された光環境の改善でも、有効に寄与

するとは認められなかった｡これらの点からみて、

れ、櫨栽などの方法を採らない限り原櫨生に近い

生態系への復元は困魅であると考えられた。

　非皆伐施業は、皆伐に比べて生態系への負のイ

ンパクトが比軟的少ないと考えられるが、今回調

査を行なった択伐施業地、皆伐母樹保残施業地の

いずれにおいても、持続可能性という点から見る

と大きな課題が残っていた｡今後､森林資源の利用

と生態系の保全とを両立させていくためには、上

述のような地域に固有な生態的プロセスを充分に

考慮した施案、伐採率をより低く抑えた施業を検

討する必要がある。また現実には､本研究で示され

たように、すでに施業が終了しその後不十分な回

復状況で放置された林分が大面積に存在すると考

えられることから、こうした林分の復元を考える

ことがより重要な課題であろう。

6.謝辞

　本研究に肋成していただきましたプロ・ナ
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第10期プロ・ナトゥーラ・ファンド助成成果報告書（2001）

金華山島のシカの高密度化による小型化についての研究

　　　　　　　　金華山島シカ研究グループ

　　　高槻成紀1)・南　正人2)・大西信正2h伊藤健彦3)

A study on sizむredllctionof sika deer caused by overPOPulation on

　　　　　　　　　　　　　　　Kinkazanlsland

　　　　　　　　　　　　KjnkazanSjkaDeer Research Group

SeikiTakatsuki l≒Masato Minami 2≒Nobumasa Onishi2≒and Takehiko lto 3）

　宮城県の金華山島では1967年以来継続的にシカ個体数の調をがおこなわれており、その

間に2度の大量死が確認された｡2000年3月の調査結果によると448頭が生息していると推定

され、1997年からの回復はすでに達成されたらしい。生け捕りによる外部計測の結果、金

華山島のシカは本土のシカよりも体重でオスが30％､メスが25％も小さいことがわかった。

オスのほうが小型化が著しいのは一夫多妻制における繁殖戦略の性差によるものと考えら

れる。この小型化は大量死後の食科条件の好転とその後の劣化とも関連していた。これら

の結果にもとづいで大型獣の個体群動態の研究には長期継続調査が重要であることと、個

体数のみならず個体レベルでの質的変化を明らかにすることの重要性を、保全生物学との

関連で論じた。

　宮城県の金華山島は圓積約10km2の小島であり、

拙食者がおらず狩猟もないためシカが増加し高密

度で生活している。そのため権生など生態系全体

へ強い影響を及ぼしている。このよ｀うなキース

トーン種の役割を理解することは自然保護にとっ

ても重要であるが、ことに金華山島のシカの場合

には過剰密度集団によってどのような生物学現象

がみられるかを知ることができるという意味で、

現在日本各地で起きているシカ間題を考える上で

も有意義である。同じ圭旨でこれまでにも調査を

計圓し、ＰＲＯＮＡＴＵＲＡファンド助成を受けるこ

とができた。この間1997年には大量死が起き、そ

れまで500頭レペルを維持してきたシカ個体数が半

咸した。これはシカにとっては不幸な出来事で

あったが、島における長期継続研究の重要性を改

めて示唆するものでもあった。その後個体数は顔

調に回復しており、この回復過程を正確に記録し

ておくことはきわめて重要な意昧がある。それと

同時にこれまでの個体詳生態学では、個体数のみ

が重視されるきらいがあったが、生態学的にはシ

カ個体レベルで起きている現象、たとえばサイズ

の小型化や繁殖率の低下なども総合的にとらえら

れてはじめて高密度の影響を理解する事ができる。

このような研究はごく限られた例しか知られてお

らず、白然保護にとっても貢獣するところが大き

い。

　このような背景から、これまでも継続してきた

シカの個体数訓査を行った。またこれまでの調査

1）東京大学総合研究博物館（T11e university Museum.T11e universily ofTokyo）

2）ピッキオ／屋野ワイルドライフリサーチセンター（Piceio/H｡shino Wildlife Research Center）
皿I...』･.』･･I■･j●■･■㎜i　_JJ･･■-」』」●　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
３’東北大学大学院・理学研究科（Department of Biology, Faculty of Sejence, Tohoku unjve�ty）
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により100頭近くのシカは個体識別ができており、

生け捕りにする方法も確立している。そこでこれ

らを生け捕りにして体重を含む外部計測を行い、

本土のシカ（岩手県五葉山の集団）との比較を

行った。これに加えて出生率の調査も行ったが、

現在解析中なので、本報告でぱ小型化について報

告することとした。

　支援いただいたPRO NATURAファンドと、困

難な調査に協力いただいた東京大学、東北大学、

石巻専修大学、束京環境工科学園（東洋工業専門

学校）などの学生諸君、アースウォッチの皆さん

に惑謝します。

調査地と方法

　金華山島の概況については一昨年度の報告書に

記したので省略する｡シカの頭数は区画法を用い、

2000年3月に島を20の区画に分け､33人の調査員に

よって調査した。

　シカの生け捕りは神社が行う「角切り行事」の

ために作られたパドックにシカを入れ、数頭を追

い出してネットにからませて捕獲した。捕狼した

シカは目隠しをしたあと、ゴムチューブで四肢を

しばって保定した。このシカを家畜用体重測定機

に載せ､体重を0､1kgの精度で側定した。一部の個

体は人に馴れているため、餌でおびき寄せて測定

機に乗せて測定した。

７００

６００

500

頭
４００

数　300

２００

１００

０

結果と考察

1.個体数調査

　2000牟3月の個体数調査の結果は表1のとおりで

ある。実際に発見されたのは374頭で､面積の按分

により島全体には447.9頭が生息すると推定され

た。これは1999年の509.2頭よりかなり少なかっ

た。内訳はメスが192頭、オスが117頭で性比は

1.64:1であった。これは1999年の1.73:1と違わな

かった。子ジカは40頭発見され､100頭のメスに対

する子ジカの割合は20.8頭であった。これは1999

年の37.6頭よりも少なく、出生率が頭打ちになっ

たことを示唆する。

　これに基づいてこれまでの金華山島のシカ個体

数変勤を図1に示す。これをみると、金華山島のシ

カ個体数は500－600頭という島の環境収容力に達

すると、家波などによって10年程度の間隔で大量

死を起こし、3、4年で回復するという過程を繰り

返しているようである6

　シカを含む有蹄類の個体数変動については、新

しい環境に導入された集団が爆発的に増加して食

料を食べ尽くして崩壊するとするもの

（Rasmusgen､1941 ； Leopold､ 1943 ； Klein､ 1968）

と、同じように爆発崩壊をするが崩壊は小規模で

最終的には植生とのバランスを保ちながら平衡状

態に達するとする考え方（Caughley.1977）が主

流であった。しかし最近ではむしろ環境収容力に

１９４５　１９５０　１９５５　１９６０　１９６５　１９７０　１９７５　１９８０ １９８４､１１１９８９　１９９４ １９９８．３

図1.金華山島におけるシカ頭数の変化.0は推定傭．
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表1.金華山島におけるシカ頭数調査結果（2000年3月11日）

　　Ｍはオスで右側の数字ほ枝角薮,Mcは角を切られたオス,Ｍ？は角が不明なオス,Ｆはメス,bは子ジカ,Ｕは不明．

　　＊：調査した区画の合計面積，
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図2,金華山島と五葉山のオスの体重増加曲線．

　　縦軸：標準偏差

達したのちに、環境変動に応じて滅少し、また回

復するという過程を繰り返すとする考え方が提出

され（Clutton-Brock M aZ､ 1991）、議胎は現在も

続いている。金華山島の結果は後者が正しいらし

いことを支持するが、このことの一般性について

は調査地の特性を十分に理解しだうえで検討させ

る必要がある（高槻､2000）。

2.小型化

　計測部位のうち、分析の終わった体重の結果を

オスとメスについてそれぞれ図2と図3に示した。

この数宇は1991年以来の測定値を年令別にまとめ

たものである｡オスでは4歳くらいまで体重増加が

見られ、その後43kg前後で頭打ちになった。図に

は五葉山のオスの体重も示したが、つねに金華山

島よりも大きく成獣になると80kgにもなった｡一

方、メスの場合､3歳でほぼ頭打ちになり38kg前

後で安定した。このパターンは五葉山のメスでも

同様であったが、最終到達体重は50kgにもなっ

た。

　今回の結果でひとつ注目されたのは、金華山島

のオスの体重が4、5歳で頭打ちになったが、この

値が現在6歳以上の成獣の値（51､2kg）よりも16％

も軽かったという事実である（図2）。これには時

間的経過を考盧しなければならない。金華山島で

は1984年と1997年に大量死があった（Takatsuki

42
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ｄ試1990､1994;高槻ら､1998）。現在成獣になっ

ているシカは1984年以降生まれで、シカの密度が

低い、比較的食料事情のよい時代に生長した集団

である｡これに対しで現在5歳以下のシカは頭数が

回復して、高密度下で食料不足の時代に生長した

集団である。同じ「成獣」に達した個体にみられ

た体重差はこの事惰を反映している可能性が大き

く、今後の体重の推移が注目されるレただし、同

様のことはメスにも起きてもよいはずであるが、

メスの場合、その違いはわずか3.3％に過ぎなかっ

た（図3）。このことは、環境劣化にとIもなう小型

化がオスとメスに同じようには働かず、オスのほ

うに強く働くことを強く示唆する。逆にいえば環

境がよくなった場合にはオスのほうがいち早く大

きくなることを意昧する。おそらくニホンジカの

ような一夫多妻制の社会をもつ種においては、大

型化することの適応的意義、つまり繁殖成功度の

向上が、メスよりもオスにおいてサイズ依存的な

のであろう。このことは体格の大きいオスが社会

的地位が高く、そのようなオスが交尾数、交尾す

るメスの数が多いこと（南､未発表）によっても支

持される。

　以上の結果は金華山島のシカが本土のシカより

も明らかに小さいこと、その程度がオスにおいて

より著しいことを示している。



3.保全との関連

　この調査によって明らかになったことを保全と

の関遮で2つだけ指摘しておきたい。

　ひとつは長期継続調査の重要性という点である。

金華山島では1967年以降シカの頭数が継続的に調

査されてきた。それ以前については断片的な情報

しかないが、1967年以降でも30年以上経過してお

り、世界的にみても息の長い研究となづている。

この間、少なくとも2度の大量死がおき、その実態

が正確に記録された（Takatsuki d aj､、1990、

1994）。このこともこの研究の価偵を高めている。

おそらくこの研究により、従来敦科書的に信じら

れてきた爆発・崩壊説や爆発・崩壊・平衡モデル

などは誤りであったことが証明されるであろう。

これらはひとえに困難な中を多くの協力者に支え

られながら根気強く調査を継続してきたことに

よっている。生物学の理論的研究にとって大型獣

は寿命の長さゆえに困難なものである。しかし保

全という観点からすれば、大型獣の保全はキース

トーン種としての重要さからきわめて重大な意味

をもっている。したがっていかに困難であっても

そしでシカの生息する地域の保全にとって真の力

にはなりえない。

　以上の2点はひとり金華山島のシカの問題にとど

まらず、広く有蹄類のいる生態系の保全に敷街さ

れることである。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　A census of the sika deer POPulation on Kinkazan lsland, northem Japan was carried

outiれMarch，2000,which estimated the deer number as 448 on the island （9.6kmり汀he

census records for over 30 years 垣dicate that the poPulation dynamics of sika deer on the

island show a high density which is attained by no Predation, whUe itis reduced by density

indePenderltmo次山tyfactorsindudingcoldwjintelsforeverydecades浬hissuPPortstheobservatk）n

onaPOP1辿甫on of wild sheep on St･Kildaj Scotlandパather than the ”eruPtion゛collaPse” or ”

equUibrium” model.The deer on Kinkazan lsland were aPParently smaller than those onthe

mainisland,Particularlyformales.ThissuggeststhatthefoodshortagesuPPressesmorestrongly

males than females, which must be caused by the difference in reProductive strateがes betwe邸

the sexes. Necessity of a long-term study indud垣g not only POPulぬon dyTlamics but also deer

characteristicsjood habits,and habitat relatk）nsis stressed，

－44
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　　第２回早池峰フォーラムの開催

　　　早池峰フォーラム実行委貝会

多田和広・井上祐治・望月達也・千葉　和・

　　　奥畑充幸・中嶋敬治・湯浅俊行

2 ndForum in session HAYACHINE 1999

　　　　　　Execut汝ecommittee of Hayachine Forum

Kazuhiro Tada，Yuji lnoue，Tatsuya Motiduki･ Kazu Chiba

　　Mituyuki Okuhata， Keiji Nakajima， Toshiyuki Yuasa

1.第2回早池峰フォーラムの開催

＜日時と場所＞1999年11月28日　盛岡市ふれあり

　　　　　　　ランド岩手（当日参加者90名）

＜内容＞

3.携帯トイレ無料配布キャンベーンの実施

　携帯トイレ（サニタクリーン）1000個を購入し、

登山シーズン中の7月20日、8月15日の両日、無料

配布キャンペーンを行った｡早他峰の各登山□､そ

第一部　早池峰からの報告　　　　13:00－ 14: 00　れに山頂にも人員を配して、希望者に手渡すとい

　　○今年の早池峰地域を振り返る　　　　　　　　う手法をとったが､ほとんどの人が欲しい､使って

　　○早池峰山頂避難小屋トイレ　　　　　　　　　みたかったという反応を得られた｡また､携帯トイ

　　○岩手インターハイ　　　　　　　　　　　　　　レ（山の持ち帰り）に関する意朧調査も行った。昨

　　○集団登山に関する報告　　　　　　　　　　　年から始めたキャンペーンであるが、携帯トイレ

第二部　早池峰のこれからを考える14:20－ 16:50

　　0県ならぴに早池峰フォーラムの今後の取り

　　　組みについて

　　○早池峰地域保全対策懇談会について

　　○会場参加者のフリートーク

2.啓発用リーフレット｢早池峰入山者心得七箇条｣

　1万部を発行し、無料配布を行った。配布は早池

峰の各登山□ならびに麓の施設においたのと､7－

8月の週末に登山者に直接手渡しするという方法で

実施した。また、マスコミにも宣伝し､希望者には

郵送するということも行った。県外からの問い合

わせが多く、かつ非常に奸評であったことも付け

加えておきたい。

の知名度も、確実に上がっていることを実感する

ことができた。

4.「早池峰の森と酸性雨」講演会と現地調査

　現地調査づ溝師　森林（やま）の会・事務局長

宮下正次氏。

　全国の山で酸性雨の実態を調査している宮下さ

んに早池峰に来てもらって、調査をしてもらうと

共に、酸性雨に関する講演会を行った。

　講演の中で､宮下氏は「早池峰の森が危機的状況

にある」と診断し、私達も驚いた｡小田越付近のオ

オシラピソは息絶え絶え、下のブナ林の土壌pHは

3､6とこれもギリギリの線だという。早急な対策を

打たねばならない時にもはや来ていることを参加

者一同実感した。
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第2回早池峰フォーラム会場の様子(1999jl.28)

旱池峰入山心得七箇条リーフレット
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狭帯トイレモニターキャンペーンの実施

　7月20日

　8月15日
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フォーラムプレイベント

　｢早池峰の森と酸性雨｣

　現地鋼査の様子

　上：講師の宮下正次氏

　中：小田越登山□

　下：小田越付近　梢枯れを起こすオオシラビソ
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　　利根川の水と白然を守るプロジェクト

　　　　利根川の水と白然を守る取手連絡会

　近藤欣子・武藤千鶴子・篠田信吾・香山建雄・

山田涼子・小林幸子・軽部仁・鈴木好晴・和田恒夫・

　　　豊田惣一・町田健一・林　都司青水弘違

　A Projectto Preser゛eWater ＆Nature of Tone River

　　Toride Conf. 硲r Preservationof Water ＆Nature of Tone River

　　Yoshiko Kondo, Chizuko Muto, Shingo Shinoda･ Takeo Kayama･

Ryoko Yamada, Sa�ko Koba戸面,肋Karube,Yoshhlm Suzu]昿TsuneoWada

　SoμitiToyoda，Kenichi Machida･ Miyako Hayashi･ Hiromichi Shimizu

　利根川河川敷の自然のすばらしさを多くの市民　2）ウオッチング

に知らぜ守るために、また市民の飲み水となる利　　6回（奇数月）行った｡5月からはウオッチング時

根川の水質に関心をもってもらうために以下の活

動を行った。

1）水質調査

　利根川本流5地点と、それに注がれる7ヵ所の排

水路の化学的水質調査を6回（偶数月）行った。ま

た、近辺にはゴルフ場が3ヵ所あること、ゴミ焼却

に市役所からゴミ袋の提供を受けゴミ拾いも行っ

た｡ノウルシ、ミゾコウジュ等の絶誠危惧種やハン

グショウ、ウナギツカミ、アザミ、その他種々の檀

物の群落が見られた｡3月のウオッチング時にはオ

オタカが観察でき、河川敷の自然の多様性を実感

した。

場があること、田圃があることから農薬散布時に　3）自然敦育

ヌカエビを使った農薬検査と魚の雌雄比軟による

瑕境ホルモン調査を2回行った。

　化学的調査では、取手の最上流地点から最下流

地点に流下するにしたがい汚染度が高くなり排水

路からの汚い水が影響していることがわかった。

市民より下水道処埋施設から未処理の汚水が流さ

れているとの情報を得、11月～1月の90日間、観察

と一部CODおよびBODの検査をした。

　農薬検査ではヌカエびの詫死がほとんどなく、

散布農薬の内、殺虫剤が中止になったことと関係

　ともすれば自然と離れがちな現代の子供達に利

根川のすばらしさを体験しながら自然のメカニズ

ムを学んでもらい、どうすれば人間と自然が共生

できるかを考えるきっかけとなるよう自然教室を

実施した。今年はより良い教室が開催できるよう

にと3名の運営委員が霞ケ浦研究会主催の環境敦育

講座に参加し多くを学んだ。取手市主催の消費生

活展にも「もっと利根川に親しもう」というテーマ

で参加し、市民の関心と共感を得た。

があると推察される。環境ホルモン調査では雌雄　4）他団体との交流

の比率に偏りがみられ今後も観察が必要と感じた。　　3団体と機関紙交換
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5)行政への要望

　利根川河川敷活用懇談会へ公募意見書提出。ll

月～1月の下水道処理施設からの排水調査をもとに

4月下水道組合へ改善要望書提出。5月要望書受理

(2〔〕00年10月に汚水垂れ流しが続いていたことが判

下水道組合との話し合い

自然教室　船の中にて

改善要求古提出時

50

明 目下再要望書、請願書提出中)。

6）広報紙の発行

　《すみれだより》9号発行。

ウォッチング＆クリーンウォーク（ゴミひろい）

水質調査　pHの測定
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リーフレット「ようこそ谷津干潟へ」製作

　　　　　　千葉の干潟を守る会

大浜　清・石川　勉・田久保晴孝・飯島滋哉・

　大浜和子・川西清子・国松俊英・佐藤有子・

　　　牛野くみ子・杉本秀樹り口波一夫

　　　　　　VVelcometoYatsuhigata

Save Tida1 Flatsin Chiba, Assodation to

Kiyoshi Ohama･ Tsutom11 1shika゛らHamtaka Takubo･ Sigeya lりima･

Kilzuko OhamらKiyoko Kawanishi, Toshihide Kunimatu･ Yuko Sato･

　　　　　Kumiko ushino, Hideki Sugimoto, KazuoVVanami

目的

　1960年代半ばまで、束京湾湾奥の海岸は自然の

ままの干潟で､潮干狩りの名所でした。しかし、そ

れから10年のうちに、あの広いゆたかな海も一気

に埋められました。東京湾奥の京葉港埋立地の一

画に残った干潟に生息地を失った鳥たちが集まり、

私たちはここを谷津干潟と毫づけ、この干潟の保

全運動をすすめました。1993年、谷津干潟はラム

サール条約登録湿地に指定されました。野鳥など

多様な生き物が生息する谷津干潟の来歴と現状を、

そして干潟の大切さを多くの人々に知っていただ

くために、このリーフレットを作成しました。

方法

　千葉の干潟を守る会､千葉県野鳥の会､谷津干潟

環境調査の会などの会員が中心となって、谷津干

潟紹介リーフレットの構成を考え、記載内容を決

定しました｡谷津干潟の歴史については､東京湾の

埋め立て反対運勣の中る的役割をはたした千葉の

干潟を守る会がまとめました。谷誰干潟で観察さ

れる野鳥の記載については、千葉県野鳥の会の長

期にわたる観察結果を利用し表にまとめました。

これにより四季折々観察される主な野鳥の種名が

わかります。また､代表的野鳥については、これま

で撮った多数の写真から選定レ各季節5種を､ヵ

ラー写真で掲載しました。谷津干潟の魚類や底生

動物、プランクトン、槙物については､上記の会員

が観察した結果や、各種の輯告資料からデータを

集め､イラスト化しました｡谷津干潟の経年変化に

ついては、習志野市が毎年公表している水質測定

結果を利用してまとめました。

結果

　大きさA2版、表カラー、哀モノクロのリーフ

レットに作成しました。紙面を祈り、A5版に仕上

げ持ち運びしやすくしました。リーフレットは16

面で次のような構成です。1）表紙：谷津干潟の風

景など､2）案内図とラムサール条約登録湿地の地

図、3）～6）野鳥の写真20種、7）谷津干潟の渡り

烏について、8）谷康干潟の主な鳥の種名、9）～

10）谷津干潟の魚、貝、カニ、プランクトン、ｎ）

谷津干潟の植物、12）干潟の食物連鎖、13）水質、

14）底質、15）谷津千潟小史、16）ラムサール条約

と谷津干潟の脱明、千葉の干潟を守る会などの紹

介。

Ｑ
り

ｒ
り



　'このリーフレットIを広く活用していくために、

谷津干潟自然観察センター内にも常備し､観察会、

集会などで配布する予定です。
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　ハ方尾根の自然観察ガイド作成のための調査

　　　　　　自然観察指導員長野県連絡会

小川朱実・小山泰弘・大畠春代・石川一朗・斎川祐子・

　高見滞信之・村上さよ子・望月明子・山中扶吉子

Reserch by Nature Conservation Educato6 in HaPPOone

　　　　　　NatureConservationEducator'snetwork in Nagano Pref.

　AkemjO聊wa･YasuhjroKoyama･HamyoOha嘱ld仙x)u bhjka肖a･Yu.ukoSaikawa，

Nobuyuki Takamisawa･ Sayoko Murakami･ Akiko Mochiduki/ Fukiko Yamanaka

1.目的

　従来の自然観察ガイドは、白然だけを取り上げ

てその名前などを筒潔に述べたものが主であった。

自然観察指導貝の自然賎察会における役割は個々

の名前を言うだげではないと言われていたが、ガ

イドブックにおいては実現されていない｡そこで、

自然保護を目標とした白然観察を進めるために必

要な自然観察ガイドとは何かを考えながら、自然

保護に結びつく観察の視点を獲得し、ガイドブッ

ク作成の手がかりとなる調査を行い、必要な情報

をとりまとめることを目標とした。

2.方法

　長野冬季五翰において話題となった長野県白馬

村のハ方尾根を舞台とし、県内の自然観察指導員

が専門家の支援も受けながら定期的に観察して、

人との関わりで生まれた自然の状況を読みとれる

技術を研究した。

3.結果

　季節を変えた継続観察により、自然賎察指導員

が必要となる賎察の視点として、自然を知るとい

う基礎的な情報だけでなく、次の3点を注目するこ

とが重要であると判断できた。

I）地域の自然保護を取り巻く情勢の把握

　高山植生の破壊に及ぼす影響として、人の踏み

つけなどの直接的影響と、スキーシーズンの利用

による間接的な影響が考えられた｡実際､スキー場

の維持による間接的影響を及ぼす因子はいくつか

見つかった｡一方､歩道を歩く最盛期でも歩道の利

用者が意外に少ない上ロープで守られていた。そ

れでも、シーズンオフには道を外れた人が認めら

れた。

2）地域住民の意識調査

　地域に見られた看板には、法規削への理解や環

境保仝への配慮に対して、疑問となるものが見ら

れ、地域への普及啓発の必要性を痛感した。

3）利用者のマナー

　高標高にも関わらず装備が不十分と思われる利

用者や、明らかに国立公園内で蝶を採取しようと

入り込んだ人など、マナーに欠ける人間を多く観

察した｡自然を紹介する以前に､自然への接し方そ

のものに対する指導が必要になることを感じた。

4.まとめ

　仁のように白然だけを見るのではなく、地域で

見えるものすべてに目を向けながら「人との関わ

り」をきっちり押さえて､長いスパンで地元の自然

を見ることのでき、地元の意識を変えていく指導

員が必要であることを提示することが出来た。
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積雪期の断面調査

最盛期の歩道利用状況調査
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残雪期の環境調査
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束中国山地のツキノワグマ個体群保全を目的とした

　　　「東中国クマ集会」のまとめと普及活動

　　　　　　　束中国クフ集会実行委員会

　　　　　　　　藤本光博・片山敦司

Wide sPread of theresultof “ The Bear Forum ln H2igashi’ChugokuMountain Area ”

　aimingat conservation of thelocalPOPulation of JaPaneseblack bearsin thjsarea

The excution committee for The Bear Forum ln Higashi-chugoku Mountain Area

　　　　　　　　　Mitsuhiro Fujimoto and Atsushi Katayama

はじめに

　｢束中国クマ集会実行委貝会｣は､｢束中国山地の

ツキノワグマ個体詳｣の保全を主要なテーマとし、

地域住民との対話を重ねながらツキノワグマの保

護管理のあり方を考えてきた市民団体である。本

事業は、｢束中国クマ集会｣の成果を多くの人に伝

え、その普及啓発の殼能を強化する目的で行われ

た｡具体的な作業内容は第3回東中国クマ集会報告

書の作成と活動の総括としての冊子の作成である。

第3回東中国クマ集会報告書の作成

　第3回東中国クマ集会は、1999年6月20日に兵庫

県養父郡ハ鹿町で開催された。本事業ではこの集

地元での聞き取り調査と対話

　第3回東中国クマ集会の報告を兼ねて､クマの生

息情報のある兵庫県下め23の市町と3ケ所の農林事

務所の鳥獣行政担当者にクマの生息状況に関する

聞き取り調査をおこなった。これと同時にクマに

関わるさまざまな情報を収集して問題点の抽出と

蛙元の関係者とのつながりをもつことに努めた。

調査の過程では､小冊子にも掲載した「親子グマの

龍城訃「六甲・北摂地域へのツキノワグマの出没」

などのトラブルが発生し、そうした事例に対して

は実行委員会のメンバーが現場を訪れ、現地での

調査や地元の人たちとの対話に心がけた。

会の報告害の福集・印刷および配布作業を事業の　小冊子の作成

第1段階とした。報告宵はA4サイズII6ページモノ　　　聞き取り調査や地元の人たちとめ対話をまとめ、

クロ印刷により3､000部を印刷した｡この報告害は、　束中国クマ集会のこれまでの活動を総括するため

関係各自治体や学校､図酋館､研究機関に配布した

ほか、その後に行った間き取り調査の対象者に無

價で配布した。また、希望者には有價で配布も行

い、クマの問題を伝える媒体として役立てること

ができた。
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に小冊子「ツキノワグマ～束中国クマ集会の活動

と保護管理の課題」を作成した。本冊子の体飲は

A4胆16面とし、2､000部の印刷をおこなった。この

冊子は関係者に無償で配布するとともに、希望者

には有償で配布し、広く人とクマの問題を考える

教材として役立てる予定である。
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　　　谷戸田に基層文化を探る

　　　　　山崎の谷戸を愛する会

相川明子・石井揚子・斉藤直子・淡中京子

　　　坂斎　明・丸尾早苗・丸山淑子

A Study of TraditionaILocal Lives around !)addy Fieldsof Yato, Yamasaki,Kamakura

　　　　　　　Yamasakino Yato o Aisuru kai

Akiko Aikawa, Yoko lshiijNaoko Saito,Kyoko Tannaka/

　　Akira BansaijSan&e Maruo, Yoshiko Maruyama

　里山景観、谷戸の生態系が残る「山崎の谷戸」

は、1966年の都市計圓決定で鎌倉市の公園に指定

されて以後、手入れが徐々に放置されたが、1990

年に「鎌倉中央公回基本計圃」が発表された。同

時に「山崎の谷戸を愛する会」を発足さぜ、「谷

戸を生かした市民参加の公園づくり」を目指して

活勤を始めた。平成の世まで残ったわずかな田ん

ぼを維持したいために、会ぐるみで弟子人りして

谷戸の米作りを習ったり、炭焼き窯づくりを古老

に学んだり、会の出発点である青空自主保育「な

かよし会」を中心に､子どもの遊び場としての谷戸

の重要性を周知するための企圃を行ったりと、

様々な方法手段で目的達成のために活勣してきた。

　1996年に市は［修正案］を出し、田んぼや湿地

が少しは残ることになったが、「防災公園」の名

目で国の補助金を申請しているため、従来の土木

工事による一般的な都市公園になりつつある。こ

の時代に逆行した計圃を幾らかでも食い止めるた

めの､ほとんど最終手段として、このたびの記録

集づくりが急がれた。

　実際に山崎で､燃料革命､肥料革命以前の「谷

戸の百姓」をされていた方は数少なくなっており、

昔の知恵を聞き取っておく緊急性を実感していた

が、目の前でどんどん破壊されていく里山景観が

どれほど貴重であるかを、昔のくらし方を学び、
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まとめることで訴える必要も、一刻を争う状態に

なってきた。

　聞き取り調査を約25人に行い、昭和の初めから

戦前頃を中心にした谷戸での農作業の詳絹を記録

することから、昔の暮らしや､今も残る古式ゆか

しい年中行事についてをまとめ、さらに山崎の地

名や史跡の地図、今はなきかつての谷戸の写真を

できるだけ多く掲載した。本来は重要な民俗調査

なので､時間をかけてじっくり聞き取りを行い、

質の高い記録集を出したかったし、本肋成を受け

るにあたってもその点を斯待されていたのだが、

進行する土木工事に危機感を募らせ、時期を早め

て出版の運びとなった。素人の稚拙なまとめでは

あるが､山崎の多くの方々の積柩的な諭力により、

地域の歴史の記録としても少しは役に立つことが

できたと思う。

　さて､発刊して新聞等に紹介されると､注文が殺

到して好評な売れ行き､を示した。特に山崎の地元

の方々は汀本来は自分たちがやるべきことを代わ

りにまとめてくれた」と、感謝の意を表された。ま

た、地元の歴史学者は全綱にわたる間違いを指摘

され、2001年8凡には「訂正箇所」のプリントを印

刷して､ほぼ完璧な記録集となった｡行政もこれを

参考にして、今後の整愉計画や管理運営を検討し

てほしい。



記録集［かまくら・山崎谷戸と暮らし］

市民農業体験田畑

元地主さんに聞き取りをする
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草取りをする子どもたち
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Preliminary Research on Releasing Program of the

Crested lbis （Nipponia nippon）

XIYongmeい），LU Baozhong l≒FU Vvenkai 2），SU Yunshan 3）

Summary

　　　　The Present study was designed lo try a Possible release to the wild of the caPtive-bred Crested lbis

(NiPPonia ni即on).A sPecial altention was PaidonPreliminary research about reProduction behavior of the

endangered Crested lbis.ln brecdillg seasonμhe Crested lbis incubated eggs and feed their chicks in tum by

male and female in the wild･ ln thc case ()fcaPtivatcd birdsパhey lay eggs and incubate them in tum in the

early incubation Period, but in caPtivity, the Parents tendcd to kiH the chicks dt�ng hatdling not Post hatch，

ing･ ln the Present research Projcdj'herefore, we tried to introduce the hand-reared Crested lbis to a kind of

nature condition using Parents and chicks which were Previously raised by hand rearing in the Yangxian

cenler. Wide range of flight cage was used for one pair lo be visually isolated from the others, leading to the

results of successful Parental carc or the Crested lbis in the caPtivily･ We criticallyevaluate the usefu】ness of

this Preliminary research on rcProduction as Part of reintroduction of this sPecies, suggesting the Possible

ProPagation Post‘release of the c叩tive-♭red Crested lbis.

Key wordsj Crestcd lbis，reProdudion，release

1.1ntroduction

　　　　The Crested rbis was formerly found from the Russian Far Hast south through the KoreasandJaPan

to central China. lt has bccn dcclining dramaticaHy since the early Part of 20tlヽcentury.By the late 1970sjt

was extinct in Russia and Korea ぐYamashinaパ977j Archibald/1り8柱The last five bil･dsin JaPanxvere caP'

tured for Possible caPtive brceding in 198打Yamashina,1983jshii/1999).However,a single JaPanese Crested

lbis survived unlil one Pair loaned from China successful】y bred at the Sado lbis Consel･vati()n Centerin

1999ぐChikatsujiバ999j Fujihara and xi, 2000 a,b).

　　　　ln China, the Crested lbxs(Ni即onia niPPon)had declined to onlysevenbirdsjnduding two breeding

Pairs and three nestling by 198打Liuj98D.Sincethen,a conservation Project,which has induded manage-

ment of the free-living ibis POPulation and a sort of basic researdles, started from the seven ibisesぐLiuバ98七

Lucn/.j986＆1999βhi,1990＆1992jTan,1989j xi and Fujihara, 2000a,♭).Some of the sdentific researches

have been conducted using accidelltally died bird肩I仙n?M/.,2000μ,iud�.,1995j Liu d a/.j999jxh?り/.，

19997Yanch7/.j999λWith regard to this bird, the P lntemalionaI SymPosium on this sPecics has been held

at Hanzhong, China in 1999. 1n which most of the reseal℃hes on the Crested lbis and some other related

endangered birds were discussed from the Points of future ProsPects of this kind of wildlife ぐCaod�.j9997

一 一 - - - -

l）Shaanxi Creslcd lbis Cal）tiveBrccding Ccnler Chilla

2）ShaanxiWil（lぽe Managcmcnt Dcparlmcnt of Forcstry Ministry,China

;りEnvironment Cullure lnslitute,Japan
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Coulterj999jLid�.j999jWang/1992jxid�.j999jZhengj999λSome of the scientificresearches on field

observation about the ibisjncluding genera1 reviews ofibis have also been rePorted (Caodal.j9947Fan�

rl/.,1990jFujihara and xi, 2000 a,b7Sul?陥/./1999jLu d�./1999j.ju/1999jMacり/.j999j Toshio Toriij999j

Wangバ999jYu,1991j Yoshio/1999j Zhang cM/.バ999jZhaiげり/./1999J.

　　　0n the other hand, cal)tive-breeding has been difficult and firstsuccessfully achieved in 1989, with

t゛o chicks su゛i゛ed to olle ゛゛eekillBeijillgZoo ぐLi,199D.Another caPtive POPulation began to be eslab，

lished in Yangxian lbis Breeding Centel･ in 1990 by rescuing few sick and injured chicks and ab()unded eggs

inthewildぐxid�.パ993jxid�./1997).The birds successfully bred since 19り5,thereafter some Progeny also

joined breedingCxietal.，･1999).

　　　Hitherto, caPtive rcaring of sPecies with release to lhe wild has been being an imPortant manage-

ment technique used in attemPts lo save sPecies from extinction (Sccott･･り/.，1987j.Sonleof endangered

birds ha゛e sllcceeded, such as Wh()()Pillg Crane G印s四匹心川削Benderj992),Califomia CondoＴＧ凹田o闘ps

c�面nlimnls（Kuehler,1988j3endelソ1993),Hawaiian GooｓｅＢｍＨｈ６ｍｌ面ic朗sis(Uxackj994柏nd Bald Eagle

Hnh�usleucoc叩lmhts(SXmons,1988月n united Statesj Bald lbis GeroHticus crc面tGnl Turkey ぐAkcakaya，

'1990jCadeバ994λand esPedally Mauritius Kestre目々7/oμ田�油ls in Mauritius, have been increased from

four known birds in 1974 1o more than 331 individuals by 1994 りoncs/199軌suggesting the Possibiljty of

rearing the endangered birds by human being in the caPtivity, though hard task has needed to be successful

evensolnefailed and/or are stilltrying to helP threatened sPecies ぐCloutぶ,/.j994j Cadeet{11.j994汁lolt,d

�.,1996j Richand d �.,1999j3rowneH,2000j.

　　　Thereforμo establish caPtive POPulation with an intention of reintroduction has been a long term

considerable attemPts for saving the Crested lbis in JaPan and China. Three caPtive POPulations have been

built resPedively with a number of 7 individuals in Sado lbis Conservation Center in JaPan, 21 individuals

in Beりing Zoo and 106 individuals in Yangxian lbis Breeding Centerバesulting o臼34 individuals in total.

However, of 112 individuals were raised by hand rearing since the abnormality of Parental care occurred in

caPtive breeding of the Crested lbis.lt showed that the Parents attend to kill the chicks during hatchingjt

seemed a sign of disadvantages for reintroduction in the future.

　　　ln the Present research Project, weconducted the reasons of this abnormalityjocusing ()n the Pri“

mary study of reintroductionJwas achieved by reestablished a new cage for one Pair to be visually isolated

from the others. Fortunately, one chick was successfully Produced by Parentaoncubation and care油as

fledged.As the result, that the Probability of the Parental bil･dsloosing the ability of Parental care in caPtiv-

ity was rejected. Theoccurrencesof abnormality were because of envir()nment Pressurdn relatively smaHer

aviaries. lt is indicator of lhe firststeP f()rhoPefully rehmoducti()ll()f lhe birds in the near future･

2.Materials and the Method

　　　ln order toleading the Parenta目ncubation and rearing, a large aviary with facilityfor rePr〔〕dudi()nwas

builtinthewoodsinsidethebrcedingcenterinNovember1999CFigj,Fig.2)This aviary was about 80 square

meters, located in the middle o臼he hi】ljtis 50 meters far from the other breeding cages ()fthe center so as to

Prevent the birds contacting with other bl･eeding birds. The sloPe of the hⅢwas used to be the ground of the

cageinsteadoflhenatground.0utsidethesurroundingofthecagehavemanyPinetrees,oak and cyPress. Thjs

circumstance access the naturally habitat of the wild Crested lbis. We used the nylon net to be the fence of
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｡上u_循　　　　　　　　　　　　ぶよよじここふごご、

　　ng.I Shaanxi Crested lbis CaPtive breeding Cenler　　　　Fig.2 New breeding cage

thecageinstcadofiron“etwhichwel'(ulscd forthe breeding cagcs beforc ぐFig.3パn order to avoid crashing

alld acddel豺haPPening. Sonlebl'anches wel'e alTallged on tlhetoP of a Pine tree inside the cage to be suP-

Posed the site of the nes目nstead o臼he man-made baskeoFig.他which were used to be the nest before. A

smallc()ncrete Pond was also Provided in the cage for drinking water, eating loadl and bathing. A set of TV

monitory system, which was facing the nest,wasset uP at the comer of cage for observing any kinds of

breeding activitiesand reProdudive behavior｡

　　　　ΛfterPreParation the facilityror reProdudion, firstbrecding l)air was introduced to this new cageon

3January,2000.The㎡alewasb()m in 1996 by caPtive-bred, with red ring on the leftleg and black ring on the

righ目eg. The female was also bom in the center in ･1996･with blue l'ing on the left leg and black ring on the

right leg. The fresh loach and arUficial diets were l)rovided for them ぐTable D. Some branches and dried

grass ゛ere Placed on the ground l()hcIP tlhebirds building nest. Thc Pail'was kePt in this condition only for

one month without getting any s()rtofbreedingactingandreProductivebehavior.Therefor,wemovedout

thisPair,andanothernewPairwasintroducedagainon3Febnlary2000.ThemaleofthisPairwastwo

yearsoldandthefemalewasthreeyearsold.Theyarealso caPtive“bred in Yangxian center in 1998 and 1997，

resPectively･

3.Results

　　　　Λfterhalf a month of setting the second Pair in thenexvcageμhe Pair started disPlaying flying to'

getheけFig.5),nacking each other and finally coPulating on 17 Mal･ch 2000 CFig.6).

　　　　To stimulate the behavior of nesting, some of nesting materials was Put in the nest site of the Pine

Fig,3Former breeding cage
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Fig･ 4 Former breeding nest



Table l，Basal diet for the adult Crested lbis breeding season.

Stage

Laying

lncubation

Rearing(1-20 days)

Rearing(20-42 days)

I.oach

　(卯１)

--－　２００

　２００

　２２０

　２７０

Artlncial

food゛(gm)
一
５
５
５
５

四
７
７
７
７

Mealworm

　　(卯･)
一
　
　
〇

面
３
０
１
０
7
0

Totalamount“

　　（gm）
３４５

３１５

３９５

４１５

*The component of dietfor adult bjrds are: 75％beef，10％boiled egg，

8％starch（26％com，34％wheat，40％bean），5％carrot，l％milk。

1％ycast， calcium tabletsand digesUve enzyme tablets.

**Amount for one bird per day

Fig.5Flying in the new cage Fig.6COPulation

tree.However, the birds threw the bl･anches, which were introduccd in thc nest, away.Λfter that they started

Picking uP the materials from theμotmd to build lhe nest by lhemselves on 2211倣)fMarch. ln thiscasc，

usuaHyμhe nlale took ParticiPation in bring the malerials to nest and the remale PrePare and arranged 出e

nest. Sometimesμhe female tried t()sittingon the nest for a short tjme. APProximate】y lwo days after this

aPPearance of the behaviorμhe female started laying eggs. The firstegg was laid on 29tl｀ofMarch･ Since then

fresh mealwornlsxveregjven to the birds on the basis of '1()Ogram Per day･ Until 3“jof APril 3 eggs were laid，

they incubated the eggs themselves in tum. During incubation Periodバ)ne egg accidentally was broken jn

the nest on 25tlヽofAPril,and another egg on 30'11of APril. The last one was laken out for checking the fertility

because that,judging by the incubation Period, this one should be hatching 4tl｀ofAPril. lt was found this egg

was infertile．

　　　　Fonowing thistreatment, anothel･fertileegg,whichwaslaidbytheotherbreedingPairandjustdufingPiPing

stage,wasintroducedinthenesttoteslfurlherincubationbytheParentalbirds.Unfortunately,thePairthlでwthisegg

away during itshatching. This series of rePr()duction was finished for the firstdutch. Fonowinμhis haPPening，

new nestling materials 肖ere PrePared foけhe second clutch. Then on 16“lof May, they started relaying and t゛o

eggs were laid ぐFig.7j.The Parental birds incubated in tumバluring this incubation Period, one egg was dam-

aged again on 26t“of May, but finally,the last egg hatched on 13≒)fJune.This series of events was monitored

byTvseuunfortunately,the last dlance of the chick hatching was nlissed by Tv monitory due that the trouble

h叩Pened to the fadlities.Howeverμhe voice of the chick was heard by our stufμFig.8).

　　　　14tllof Junejt was found that the Parental birds takecareof the chick to feed the firsttime. The male
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Fig.7Two eggs of the new Pair Fig.8 The Parents take care of chick

and female fed the chicks in tum, with about 20 times in total a day.

　　　　2PofJune,atday8thechick'sbinwasfoundtogrowaslightlylong,andthebehaviorofbugging

food from the Parenta1 birds was observed.

　　　　221概)fJune,Parenta1 bird Pr()teded the chick by making a shedder with their body and feather since

sunshinevvasexcePtionally hot at that tinle.

　　　　23'“of June, when it was raining, the Parent�bird disPlayed thesanlebehavior as mentioned for

strong sunshine Previously･

　　　　As the chick grew uP, gradually increased amount of mealwol･ms were given, together with some

kinds of vitamins and artificialdiet.

　　　　27≒)Oune,the chick was observed grown uP to about 800 gram of body weight, disPlayedlnoving

and standing uP for a short time, Since 4tl｀oOuly,the male and female of Parental birds tried to leave for

taking food together, leving the chick alone in the nest.Λfter sPending several minutes outside the nest, the

male or female retumed to the nest to feed the chick ｡

　　　　1芦o目uly,the chick with Plumed feather could stand on the edge of the nest, showing the Practice of

・
１
　
ｙ

ｎ
ng･

　　　　2511ヽoOuly,the chick tried to ny down on-to the ground to foHow the Parental birds for feedinμFig.9).

Sometimes,the chick couldn't eat the fresh loach, thus thc Parents fed the chick again. Λbout3 days 浪er this

behavior,the chick could go and back between the nest and ground to get food freely (Fig.10).

Fig,9 The chick fledged
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Fig.10 The chick feed by itself



4.Discussion

　　　　This exPeriment is the firstto indicate the Possibmty of ParentaHncubation and rearing･ so far the 10

chicks had been killed by the Parents during hatching in the Previous exPeriments｡

　　　　The Parental birds killed the hatchlings was occurred in Yangxian center ぐxid�.j999J also in Beりing

Zoo(Lij992J.Wehadeveranalyzedthereasonforit.Two asPect fador Probability Presented for the Crested

n)ises. 0ne is because of incomPlete ability of Parental care since they we1･e an taken cared by hand rearing.

lf so it would be failwith the reintrodudion Programj)ecause that there would not be Present ProPagation

when the caPtive individualsarereleased to the nature, Another reason is because that limitation of cages

size and crowding of vicinity closed breeding cages caused the environment Pressure for birds. But carrying

out the Present exPeriment rejeded the former reason｡

　　　　As we mentioned the size of cage the former breeding cageswerevery small in size and very dose to

eadl other, thi§;Probably induce a kind of stress for the breeding birds. ln this exPeriments wild range of

flight cage was used. And lhis Pair couldn't see the other breeding Pairs in the center. This exPeriment was

informative for successfuI Parental care in caPtivity due to environment dlanges. lt suggested that we have

to build the breeding cages seParately in the future in order to train the offsPring for PreParing the further

reintroduction Program｡

　　　　AsW.Conway noted, ProPagating birds in caPtivity has the Potential to accomPlish three main goals;

(D Providing a "gene bank" to Preserve the unique genetic information of sPecies that have become greatly

reduced in number or have disaPpeared in the wildバ2)Providinga sourceof individuals for use in the

management and restoration of rare birds in nature and 削Providingalneansof Public education, a fourlh

goal would include sdentific resealでhぐCadej99舷

　　　　Breeding the birds in caPtivity to suPPly birds for reintroduction emerged as a goal for many endan“

gered sPecies･ At least 83 sPecies of falconifoml birds had been bred in caPtivity by 1984 ぐCade,1986λand

self'sustaining caPti゛e POPulatiolls now exist for several sPecies. There is every reason to exPect that a self'

sustaining caPtive POPulation can be achieved for this sPecies, and ProsPeds for successfu1 reintroduction

also look good. POPulations of the Peregrine Falcon have been re'established or significantly increased by

fostering, cross"fostering and hacking caPtive“Producedor caPtive‘reared young in Germaバc.30 Pairs re-

introduced to vacated range, Hussong 1993),s()uthwestem Sweden and adfacent Norway Cc.16-17 Pairs

reintroduced),eastem and nlidwestem North American ぐc.150 Pairs retumed to an unoccuPied range珀nd

the Greater Yellow Ecosystem ぐ53 Pairs in formerly vacant rangej. The Mauritius Kestreoncreased from

what was believed to be two surviving Pairs in nature to nlore than 60 Pairs by caPtive breeding, harvesting

wild e部sjostering and haekinがCade＆Jonesj993J.The Bald Eagle has been reintroduced into New York

State by hacking wild eaglets mostly from Alask肩Nyej988)｡

　　　　Regard to the ProPosal of the Project for the Crested lbis, we Planed to hoPefully release some of

youngbirdsthatlwouldberearedbytheParentalbirds,butitdidn'tachievedthegoalduetosma11POPula'

tion size of caPtive birds at the Present｡

　　　　Howeverμhe Crested lbis POPulation has increased suffidently both in the wild and in caPtivity. A

total of 98 birds were Produced in Yangxian lbis Breeding Center during 6 yeal･sぐ1995-2000)jn the wild，

about 100 birdsvvereProliferated during around 20 years ぐI,u,1999jShi/199U Zhaiパ999λlt was likely it

would exPand into the suitable habitat by reintroduction in the future.
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トキ(NiPPonia nipPon)の野生復帰プログラムに関する予愉研究

席|泳梅・路宝忠・傅文凱・蘇雲山

　本研究の目的は、飼育下繁殖によるトキを野生

復帰さぜる道を探ることにある。絶滅に瀕するト

キの繁殖行勣についての予帽研究を特に重視した。

野生の状態では、繁殖期にはトキは雌雄交代で抱

卵し、邨に餌を与えている。飼育下の場合、産卵

後､抱卵初期には交代で抱卵するが､孵化後ではな

く孵化の過程において雛を殺してしまう傾向のあ

ることが観察されている。

　本研究では､それ故､洋県トキ枚護飼育センター

で人工飼育された親鳥と雛を用いて、人工飼育で

育てたトキを自然に近い状態に置いて観察する実
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験を行った｡繁殖ペアを他のトキから見えない､飛

翔可能な大きさのケージに入れて飼育した結果、

飼育下に置かれたこのペアのトキは十分な抱卵と

育雛行勣を行ったのである。

　トキ種の生息に適した地域への再導人の一部と

しての繁殖行勣に関するこの予備研究は、飼育下

繁殖によるトキの野生復帰後の繁殖の可能性を示

している｡我々は､注意深く本研究の有効性を評価

していかねばならない。

　　　　　　　　　　　　(推薦者：河合明宣訳)



　　　　　　　　第10期ソロ・ナトゥーラ・ファンド助成成果眼告啓（2001）

　　　　Study on the vegetation Zonation in Doi lnthanon

National Park and lts APPlication to Environmental Education

I)ongsak Sahunalu l≒Sakhan Tcejuntuk l≒Chettha SungPalee oand Anusit Methavararuk 2)

Abstract

　　　Foresl vegetalions (trees with DBH ≧4.5cm)in 46, 0.16 ha Plots of six forest tyPes; dry diPterocarP，

mixed dcciduous, dry evergreen, Pinc‘diPteroca甲,Pine'oak and moluanc forests distributed along the 油i-

tudina】gradients ranging from 40()t()2320 m ･lsl were enumerated t()gelherwith soils, air temPerature and

humidity analyzed and recorded in D()Hnthanon N刮ionalPark,Chiangmai,northwestThailand.Two broad

altitudillal z()nes are recognized as l()wland zone at 400｀1000 an(lmontane zone at 1000 m asl uPward. 0n

lhelowerjn(IParl of uPPer zone al゛cParlially overlaPPed by dry diPterocarP forcst and lnontane forest at

about 1020 m asl where Pille°diPtcrocarP and Pinc‘oak foresls are()verlaPPed recognizing as a transition to

montane z()11e xvllere,IS(111 tlle illterl11C(liilte,11tittl(le,111ixe(ltledtltl()tlSfcll･eStiS illtel･111illgletiillilllarl･oxver

range of jtitude ゛'ith a sma11 Porlion of dry evergreen roresl occurs along the stream bank. Λboul293

sPecies， 155 8enera and 70 families or trees with few llnidenlified sPecies considerillg as minor elements in

some forcsoyPes are identified. Th('ir distrib"ti()ns and dominances in differcnt forcsoyPe on the 涵itudi‘

nal ranges can be Preliminary discriminated int()grouPs of familics･ genera and sPecies. Some Physical and

chemicall)roPerties of surface and subsoils are obviously differcnt toward the al山udinal shins in corre-

sPond to thc sequence or forest tyPe occurrenccs. Monthly mean air tcnlPerature during the 9-month Period

covering dry and wet seasons insi(le the forests on various allihldes exhibit the dear trends and significant

dedine "Pwardly along the altiludinal gradients･ Monthly mean air humidily ill dry season greatly decline

in deciduous forcsl tyPcs o" the lo゛'craltihldc｀゛hile “laintdin relatively high throughout the Period in

evergreen foresoypes on the u円)er altilude. |;urther quan山ative analyscs are being carricd out alld ex-

Pected to elucidatc thd()rcst vegclalion z()nalion in relatio削ｏ油itudc,soil and climatic variables.

lntroduction

　　　　Thcre are few studies of the 油itudinal zonation of vcge回ion()11 mollntains in Southeast Asia. The

mostdeいiled ones have been that on some troPical mountains such as on Mount Kerinci, Sumatra，lndone-

sia(Ohsawy�.jり85),Gtlnung(Mt)KobiPoto and Gunung Binaia, Seram, Malukujndoncsia(Edwardsd

･1/･，1990)，Mount Kinabalu,Sabah，Malaysia(Kitayama，1992),(;ombak and Genting l･lighlands, Selangor，

Pcninsular Malaysi･1 (Nakashizuka ,･h,/.，1992),Gunung Silam, Si,bah,Ma】aysia(Bruりnzceh,h,/.,1993;Proe-

tord‘11･，Iり88)and Bukit Belalong， BI･unei(Pt｀n山･yand Proctor，Iり97).A11 these studics iu･c叩Parenlly fo･

cussed in lroPical rain forcst and in humid rcgions where moshlrcas lieclosely to the equat()r and evergrcen

forest sPccies Pre｀'ai1.八Paufrom thcse cqualorial forestsjorest vegetMion tyPes on mainland Soulheast

Asia are more diverse where dimatc is mostly 油emated belwecn dry and wet seasons and their tyPes vary

;jむX

,;,1,2j?;?包;;I;;;,i°;l;,｀,Iどlyご,2ｺﾞ;;l';ぶ,‘;7;l:こ:,M;な1;sllx;£;笥?:｡I,;ｺ'aSI,l;t2,;;‘,t1 ,0,6o.｡,,｡｡｡,,｡
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from those on lowland Plainzonetomontane zoneon mountainous arcas as wcll as from dcciduous to

e゛ergreen tyPes recognizcd as v訂ious formations and zonalion of forest vcgetation on these troPical moun-

tains is difrerenl from that on temPerate mountains (Ohsawa d �.j985).Morcover, zonation sludies of

vegetation in troPical forestilre always conceluraledonasingle hm range and generjly dcalt｀゛ithone or a

Particular rorest tyPe，less studies have been done in a conlPlex hiII range with differelu foresl tyPes and

several sludies did not illdude soils and dimatic conditions in exPljning the relationshiPs between these

factors with the zondti()n of vcgelations illvarious ranges ()f油itude.

　　　Doi(Mount)lnlhanon isiocl)rcsentative name of a gl‘()uPon5 hil1 1･angcs with differenh･idge height

and some smalI P】ainso削he valley along thcse mounいin ridges included in an arca cover of 482.4 km2 and

desigllatccl as illlilti()11alPark ill'I'llililalldil1 1978. 1tis locate(l()11 tllc 'l'llilll('11tllo)lgdl･lir･!11ge stl'ctches along

tllenorlh゛･est highland of Thailand (18゛1　24‘N･98° 24' E).11s landscape is characlel･ized by the hilly and

comPlex mountains which suPports ｀'ariouslypes【】fvegelalion ゛'ilhdi6rent physiogllomic, species com'

Posilion and richness. This mounlain comPlex vary in altihlde ral妬ｎがrom 400 m asl a目he fo(油ⅢuPto

2565 111 asl at tlle stll11111it of l.)〔〕iIIltllallo】1,rellresellt引11c llil;11est l)eak ill lllc! ct)tllltr}･.'|'11e gredt difference in

altilude makes uP six forest tyPes (Faculty of Forestryj992)distrjbutinlい,lo叩lhc油itudil,al gradienls : dry

diPlerocarl)forest(･1()()-'1000 111 i･sl),111ixe(1(leci(ltlc,tls forest (･100･800 111 ,1s1),{-lr}'(ﾊ.'(･l'gl'eell fol'est(40{}-80{}111

asl),Pine-dry diPteroc司)forest(800-12(X)m asl),Pine･oak fores田000･M00 m asl)and montanc forest(1000-

2565 m asl).TheseforesoyPes are well Prescrved and rePresent a majority of lhe terreslrial Plalu c()mmunity

in Thailand, As thc arca lies in the northwcsl high】and(SamaPudhi， 1957)jt is ulldel･lain by a graniticnlas-

sive inlruded into the range lyil場some 60 km to the southwesl of CI励|馬mai and divides betwecn the Ping

and Maejaem l･ivcrs. Three n刈or rock tyPes are found in the highland ilccording to Pendelton's reconnais-

sancegcologic nlaP(I)cndclton･lり62)･Parent lmterialsaregneiss, conneding lhe norlhwest rangc with the

east range of D(ji StltlleP, a llal｀l‘()x｀'1)ocket()r sllalc･ siliceotls silll(lstollc･(111ill°lzit{｀illl(lslilt('ar()tlllti tll｀?111iddle

Parl of the area and al the mjn hiH of Doi llllh･lnon is a granitic massive. Climate o臼he area is recognized as

monso()nal tyPc with a slrol畢altemation of wcl and dry scasons. H(｀nvicst r油百alls durj叩Λugustand

SePtelllber coillci(lilll;ゝvilll tlle xvt?1-cill･I･yillg ll()rtllxゝ･estlllt)11so(jll a11(lt11･iesll11(IIltll is l)ccclllbcrc(lllrorming

to dry norlheast nlonsoon. MeaILmnuj r･linrall of thc norlhem region i引500 mm although thc detailed

record of clilllatc i11 1で)()illltllall()11 is llot ax'aili!1)le,olll}'1()c･ll figllrcs ilr1ヽfl･t)111tllcヽ1()ヽヽ･li,11clstilti(III.Minimum

lemPerature is 3･7'7.5℃duri叩No｀'emb(jr lo Februal'yand maximum lemPeralure is 39 6･41.5℃during

ber.However,annualrain�o削heuPPcrP副ｏ口)oi lnthanon may excecd 2()(X)mm(Robbins and Smilinand,1966).

　　　　Studies on rorcst formations of thc n(剥hwesl highland Partic111arly in Do目nlhallon was initiated by

Ogaヽ'･lt'1･･/･(1961)f()||()ヽヽ･(･{lt,}･I{(,bL)illsallciS111itillancl(1％6)allti l7･lctllly()f17()r{｀str}'(1992).Sillllistlk(1988)'s

account of forest vege凶ion of norlhem Thailand has als()included lhe foresl formati()nofDo目nthanonand

Pengklai(1996)Poinled ouohe哺;nificance of Plant sPccies l･ichness o臼his area. Thcse studies arc nlainly

focusscd on thc broad PersPcclivc or lhe forest in theareaand Providcd fun(lamental underslanding of the

forest formation and Plant sPccics comPosition of each forcst tyPc. Ecological studicμocussing on thcir

vegelalion zonation in rclation lo 油itudinal gradient esPccially in association with soils andsolnedimatic
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conditions have been scarcelycarriedout.Soilsin Do目nlhdnon ha｀'ebeen studied by some invcstigators.

This inchldcd some det“ils of soil lyPes (PCIldelton，1962),soil ProPerties in some {lry diPterocarP subcom-

1111111ityt}'1)es(Sllkxヽ'()11P'1 ･'/･，1976; 1977) i･11(lil111il)e,･el･1;I･cclヽfol･est(l{obbills a11(I S111itillall(1，1966).

Obivouslyjherearc norccord of soils in other forest types in DOHnthanon and also no relalionshiPs be‘

tween soil proPerties and ve8etalion distribution along the 油itudinal gradient to assess their intcrrelation‘

ships訃urthcrmore, climatic conditions ｀゛hichare generaHy covaried with altitude may Play an imPorlanl

role as a Profound 6ctor detcl'mining the distl｀ibutionof val‘iousforcst lyPes and sl)e(ics abundance have

never bccn investigated in this sile.This study is lhercfore aimcd lo exPlore the floristicand struclural

variations accountcd for by thc alliludinal zonalion， to1;ether with the investigation of sPecies diversity

PMtems along the altit｀ldinalgradients and to relate these vcgetation Pardmeters to some edaPhic and cli-

matic variables at a range of altitude･ Particuldrly in Doi lnlhanon. This P叩cr is a PrcliminaryrcP()rtonthe

resllltsof this st"dy. The detail or study analyses wiU be de禰with in anolher P叩er under PreParation. This

study wils financially su円)orlcd by PRONATURAFUND 1999 together with the mutual su円)ol･hmd en，

cour賜cmcnt of Dr. M. Kanzaki･ Kyoto univcrsily to whom lhc aulhors gratcfully acknowledgcd.

Materials and Methods

　　　Six sttl(ly' sitt｀sxへ'1'1‘(?sclcde(lbase(|()11 111い´egelilti()11111ill)ゝvit11111e illtittl(lillal dasses t()1;e111el･ xvitll a

loPogr･11｀11ic lllal)(l;actllty cjf l;t,1･tヽstry･，1992).|?ilcll selecttヽcl silcヽloc,ltecl ill tヽadl fcヽresl t}･Pe,,･as rlll･lllcr rall-

domly selcctcd for 3 locMi()ns on 3 altitudinah･,lnges at lower, middle and uPPcr alliludes exc叩□orone

foresoyPc; dry evergrccn fol‘csいvhere the arc･l cover is relativcly sm･lll (lessthan l ％of the t(,lal forcsl

area),only one location an(目PI()twasseledc(1.1n each lociuion, 3 Plols were set aohelowel･,middleand

uPPersloPe.ThestudyPkぢwcl'e thcn comPosed of g Plots cilch in dry diPteroc訂Pr()rest(450-9りO m asl)，

111ixe(S(1('ci(ltlot's t'()rt｀sl(･1り()-73()111 asl),1)ill･゛･1lil)lc｀rocarl)f()l‘est(980-11〔〕()111 ･lsl),Pille-oak foresl (1020-1180

111 asl),111()111･IIle rc)I･csl(13･1()-232()111 ,1sl),III(l,II)lt,tillclry･cヽ,,･cl･|;recl,forest(715111ilsl).I;()1゛esttyl)e(listr･Iblltioll，

studyloc詞ions and 油itudinal r･lnl;careshown in Figs. 1，2 alkl 3 rcsPcclively.

　　　ln tlach plol (40×4011f),trccs of DBlhlllual lo and (,vel･,1,5cm wel･e tagged，individuals cotlnled and

DBH nleastll･ed.AIl individual lrees were idenliried inlo specit･s and specimens collcclcd for llnidentjfied

ones lo ゛xamine theirspecies i1111ilngkok l;ol･(･slHerbarium or lhe Royal Foresl D叩arlment and herbarium

of lhe Rlcully of Faresll'y,Kaselsart univel'sny. Treecensllstls tve】‘ecarlliedmlt since the middle of October，

1999, sFcics checked and spぼimens colleclal periodically since lhen.

　　　　Sex'(lllsels()ftllel゛111()111e1{｀|'i111dll}'gl'()111ct(｀rcqlliPI)(゛1｀x'illl(latal(jl;gel゛s゛'creillstalled f()rmonitoring

the air temPerature and humidity in the samPIり)lots rePrcscntingsonleclimatic Panmeters in each forest

tyPc at difrcrent alliludes. Theyxverefixed to lhc inverted PlasUc boxes and auachcd to the seleded trccs at

aPProximately hn油oveground. Theseseven sets weredistl'ibuted one set each insidc dry (liPterocarP

foresl, Pine°dry diPterocaq)forest and Pinc｀oak forest Plots and lwo sets both inside mixed deciduous forest

and montdne forest Plots. Thcse loggers wcre sel since the middle of November， 1999 and data rccorded at

30°milultc interv�sin(lala loggcrs wcre rurlher stored fol･every 3 monlhs and reinstalled. This rcPort cov-

ers only 9“monlh Period as fiekhlata record is slillcontinued while this rePort is PrePared･
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　　　S)ils were sludi伐目n e･lch μouPofsmlかPlols by exa面ninμsoil Prorile ･u the middlc Part (刹hc middle

sloPCPlo目賜cthcl･wilh undishH･b(xl soil samPI6 c(,lk7ledwithcoliヽsjmPkヽlylohcsu雨ce jnd sllbsoils (い,5jnd20，

25cm soil dcPlh nJ'slx｀ctix'('15')ft)|･ll11･tヽ{ヽ-1111ilscs,Ill,11}･sis,ll}.･dl･,ltllicc,,11tltldix･i1}･,lll11 111t,ist1,1･1･tヽ11,11-,lt･tcljstit刈l)17)111e･1･

surements of s()ilsilnwh ho心o".|)i咄"'bcdsoilsmP】es were illso collぼklrromlhes面soillいrizonsdown,,･ardlv

varyil11;t(l(ltヽ11111()fcヽ,lcヽ111)l･t,l'ilcヽill(ヽiltヽ111'{,l･cslt}･l乃cヽrl･t)111 111e llliclcllcヽslc,I)el)1{,tt,111y･ 1‘t,l･t‘tll･1111ヽl･illl,ll}scs of soi l chemical

゛11d Physicdl ProPellics. For s田詣ce soil horizolいlisturbcd soil samPles wcl'(｀colledcd fl″o"1 5 r･mdom Poillts･lt the

f()urcornelsand the ccnttヽr(､臼hesjmPIり)lolthen comPosited into one sdm西吋orsoiIProP削yjn･!ly§

‘111(11(lx｀'('I゛S)(11｀CI)|()tS･C()1'(゛silllll)|゛Soils゛″(゛l'｀゛C()11｀x｀t(｀|r(｀rStll'r･1゛(?s()il

rr()111 tll‘゛｀1｀111゛l‘
゛)fl)|‘'tS

hydraulic conducliviり|吼｀‘lsurcm('|あand disturbcd soilsimlPles、､･crefrom 5 1･andom Poil面､lt the comel･s and

ccnter of Plots then comPぶile(li曲)ｏ阻｀silmPkい｀'hertMssu山cc soils` ゛el｀crl‘omoncl屈11hlthe ccnter o師lolsfor

analyscs ol‘chcmic･lhnd PhysiQI PmPerlies､Soil hal･dness 、vjsJlsoin､･esli回lcd aohe centcr of evcry Plots by
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tlsing soil Penelrometer. Soil analyses were carried out aHhe Laboratory of Foresl Soils･Faculty of Foreslry･

Kaselsarl universily, Bangkok.

Results and discussion

Forest type distribution along the altitudo

　　　　Six forest community tyPes of Do目nthanon Nationa目)ilrk distl‘ibutePartially overlaP along the alli，

ludes especially those on the altitude lower lhan 1200 m asl however, thcse forcsl community tyl)es can be

broadly classified into 2 油itudinal zones. Fjrstone is aPParently from 400 m asl lo l000 m asl rccognized as

lower or lowland zone and those above 1000 m as】as uPPer or lnontanezonereaching to the summit at 2565

masl.

　　　O11 111t?loxvlall(lz()11e,{ll'}'('li1)teroGII'1｀f()resta1)1)earst(j(lisll‘ibtlte()11xへ'i(i(?rrill11;eof altihlde than mixed

dcciduolls forest allhou1;h both tyPes arc dcciduous forests. Whilc dry diPleroca甲forcst is found from 4()Om

asluPt()1{XX}m ashltitude, n似cd deciduous foresl is al゛'ays r()undinbetwcenatthealtitudeoM80゛750masl

with narrow rjngc of油itudc. Within thc r･ll場cof油ilude covcring the lowland zonc, dry cvel･grccn forest is

observed威)ngthelargestreambankeitheritflowsthl･oughthdlat】owland diPtero(arP or mixcd deciduous

foresls. The uPPer limit of dry diPtcro(a甲forcsl extending uP to l000mas目s found to ove山P with the Pine'

dry diPlerocarP foresl aohe altilllde around り80 nh!sl ｀゛heRりhel'｀゛IIlsition7olle bet｀゛cen the lo゛'er and mon'

tane zoncs is gcnerally l)ostuhucd by Santisuk (1988).Pine-diPteroc,1rP forcst exlends its uPPer 油itude to 1100

m asl where il also ovcrl叩s with lhc Pine,o誄forcst in which the lower limit of montanc zonc is fustヽdtogcther.

ln this lowland zone thereforc comPrises of りl)lotsofdry(liPtcroca甲forcst M 450‘9ﾘOmas1.りPlots of mixed

deciduous forcst at 490･730 m as】andり)lot of dry evergreen forest at 715 m asl (Table l).

On thc montane z()ne,Pille･oakforest叩Peilrs to dislribulefrom below l

with Pine‘dry diPteroc訂pf()rest()n the lower limit and exlcnds k)the uPPcl･ lilT

l(｀

lit

)O m asl which ovcrlaPs

油out l200 m asl.The9

Table】.Summaryoflhes111dyPlotsinDoilllthanonNalionalP,1rk,h･ccs�|〕BH≧4.5 cm arc elulmeralcd.

Plol palamclcrs

1.PIot size (11;1)

2.Tol;11 11umbcl of plol

3.Altiludillal la111ge

　(m asl)

4. Nllmbei of fillllily(no.lylle'1)

5. N11mberofgcnlls(no･ lype｀1)

6. Nlll111x!｢ofsl'ecics (no･lyPe‾1)

7.Nlllllberof individu;11s

　(slellls lyllc'1)

１／

【】ＤＦ

0.16

　9

450-

990

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｑ
り

Ｏ
　
ｌ
　
Ｑ
　
Ｏ

C
U
S
　
C
C
　
S

　
　
　
　
　
　
　
　
１

ＭＤＦ

０,１６

　９

４９０-

７３{}

　３０

　５５

　７２

７３７

FolesHype

ＤＥＦ

一

〇．１６

　１

７１５

Ｈ

１３

１４

２６

l)l)F°dry diptcroca4)forcsl、MDF=mixcd dccidu(lus folcsl、

DI!F･dly cvclgl!cn folesl、|｀|〕|゛･pille－diplerocalllfoiesl、

P011=pille－o;lk foresl、 Mlj･monlalle forcsl
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Plots of Pine'oak forest are thereforc locatcd on the altitudinal range from 1020 to 1180 m asl. 0n the altitu-

dinal range between 1200to130()masいhere is no Primary forest exccPt for some sccondary forests and the

disturbcd montane k)rcst which is the resull of the swidden (shirting cultivation)Practice(Faculty of For-

estryj992).Above13()O m asl to the summit of Doi lnthanon, montane f()restis Predominan日ype covering

the widest range of allitude. The g Plots of montane forest are theref()rc located on the altitudinal range

between 1340 to 2320 m asl(Table l).

　　　ln similar l()calhabitat of the same northem region at Doi Chiangdao (2175 m asl),dry diPterocarP

forest was found from the foolhill(･100 m asl)uP to 700 m asl where two･needle l)ine(肖皿s川びｈ函)was

found mix with dry diPteroc訂l)forest sPecies uPwardly to 1000 m asl wherc three,necdle Pine (PinuskcsiF)

xvasPrevailed uPヽ,･ardbut no altitudina目imit is recorded for this foresoyPe(Khemnarkt?h7/.，1972).lna

more extensive area, several subcommunity tyPes of dry dil)terocarP forest are rccognized fronnhe lower

altitude as lo｀゛as280 m asl where low‘scl゛ubtyPe comPosing of S陥ﾀ'凹辿皿cl雨s is dominant sPecies and

sometimcs as low as 130 nl asl uP to 370 m asl｀゛herenledium゛scrllb tyPc dominating by S. 油111gis found

and at350-り00 m asl where /)卵,7ぽ,1,･即s油1隔φ甫附;-S,油1四lsubtyPe is common (Sukwongd,?/.,1976;1977;

Bunyavejchewin，1983a)，Howcverバhis foresl type is recognized to be common co�ining to dry sites of

northeas目ndia,Myanmar,Thailandj｡oas,vielnam and Cambodia rccordcd by several authols induded in

a most rcccnl Publication of Santisuk (1988).

　　　Mixcd dcdduous forest on Doi lnthanon is howeverd)revaning almost aohesalnealtitude as for dry

diPterocarP f()restbutinallarmwerrangeofaltilude.Doi Chiangdao mixcd deciduous forest was not delim-

ited to be at any altitudinal boun山ry but itmighl not be observed at the altitudc higher than 750 m asl through'

out Thailand (Khemnilrkr陥/.，1り72)while at a wider PersPectivc this forest is mostly dcve【oPcd below 800 nl

asl(Sanlisuk,1988)andoftenoccursallematclyorinnlosaicortransitionswithdrydiPlerocarPforest.0nthe

other hand･ dry cvcrl;rcen f()rcstin Doi lnlhanon is confined to a s【mll arca as Pockct'likc along large ballk of

main stream only wherc in other locdliliesitmay be found on nat arca atlhc 油itude aPProximately 720 m aslin

the norlheas1 region (Sahunalu 4'h11.，1979)andnothigherlhan900maslinthenorlhemmounlainousregion

(Santisuk,1988).Λt Doi Chiangdao, this forest tyPe was found below 600 m asl(Khcmnark d �J972).As

toPograPhy in Do目nlhanonisgenerallyruggedandsteePwherelargearca�ongs1rcambankisnolfrequently

fo"ndcxcePtsomebl'oadvalleywherearealwaysoccuPiedbylocalinhabilantsanddevoidofPrimaryvegeta'

tion･ a small Pocke1｀likcPlain with an area of(h゛yevergreen foreslless than 1％of totillforest area is classified

(Facully of Forcstry, 1992)therdorejl may be considered as a minodorcst tyPe in this area.

　　　八bove 900 nl asl 油ilude･ lhrce‘nee(11e Pine (Pinuskesi鼎)is common in association with several dry

diPterocnrP tree sPecies in Doi lnthanon and lhe area extcn(ls upwal'(ho c. 1200 m asl but does not clearly

seParale from Pine^oak forest whcre il always distributes overlaPedly at c｣010 m asl as the lower limil. This

Pine゛diPterocarP foresl wm gradually change to Pine-oak foresl as some membcrs of Fagaceae are found co-

occurrently･ lt is Poslulated that (11･ydiPterocarP foresl is advanced iIUo hin evergreenormontaneforest

(Stott,1974; Santisuk， 1988).ΛtDoiChiang(laojwo local Pines are foun(Ho be associatcd wilh dry diPtero-

carP forest tree sPecies aowo difrerent altitudes starting one from 700 m asl and another one from 1000 m asl
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uPward but Pine゛oakforestwas not observed (Khemnarke陥/.，1972).

　　　　Areaof montane forest in Doi lnthanon is rePorled to be largest being aPProximately 54％of tota1

forestarea(Faculty of Forestry, 1992).This forest lyPe is generany classified into two tyPes: lowermontane

and uPPer montane forests by Santisuk (1988).Pjne-oak forest classifiedin this study is therefore considered

to be corresPondent to lower montaneforest and n!ontane forest rePorted here is uPPer montane forest

under forest tyPe nomendature of Santisuk (1988).These two tyPesaregenerally knoxvnas hill evergreen

forest while it was rccognized as moist lo｀゛ermontane forest by Smilinand (1％5)in DoiChjangdoa,alime，

stone nlassive at 1300'1800 m asl amtllde as well as always found in several nlountainranges under the

management of the national Parks, wildHfesanctuariesandwatershedmanagementunilsinThailand(Royal

Forest DePartment, 1962; Robbins and Smitinand， 1966; Smitinandj977; Santisuk, 1988).ltisknownasoak

forest in Myanmar (StamP，1925)and montane humid evergreen broad-1eaved forest in central and west

Yunnan･ China (xiwen and Walker･ 1986)in a vicinity of Doi lnthanon area northward.

Floristic composition along the altitude

　　　　Λbout 293 sPecies in 155 genera and 70 families oOrecs with DBH ≧4.5 cm are recorded jn 46 Plots

with few unidentifiedoneswhich are considered as minor comPonent sPecies of some forest tyPes only･

SPecies numbers in allPlots vary from 14 to 135anlong each forest tyPe･ Table 2 shows the laxonomic break

down in each foresoyPe.

　　　Number of family of trees is most sPectacular in mol｀tane forest(49)follo｀゛by Pine･oak forest (37)

and identicaHn dry diPterocarP and mixed deciduous forcsls (30).Λlthough in Pine,dry diPterocarP forest

is almost identical in number of ramily to dry diPterocarP forest but some families are found in both forest

tyPes, some are in seParate forcst tyPe and the least is in dry evergreen forest (11)，

　　　　Five families are found widely distribute and the most imPortant famiHes as indicated by highest

relativc basal area cover in allforest tyPes (Table2)are Bignonaceae, EuPhorbiaceae, Labialae, Legunlinosae

and Rubiaceae while olher families are found in al least four forest tyPes and sonle families in only a single

forest tyPe althou8h eadl foresl tyPe has differenl dominant families such as DiPterocarPaceae hl dry diPtero-

carPanddryevergreenforestsinwhichinthelatterforestitnlaybeconsideredasamonodominanttyl)eof

DipterocarPaceae family forest in this area･ Labiatae and Leguminosae are dominant famiHes in nlixed de-

ciduous forest･Pinaceae in Pine゛dry diPterocarP and Pine゛oak forests, Fagaceae and Lauraceae in montane

forest(Table 2)suggesting their Prcdominating characteristics in corresPondence to the altitudinal range

diffcrentiation goveming eadl forest tyPe.

　　　　With 55 genera of trees，there are no tree genus frequently found in all forest tyPes but 5 genera :

Dalbergia, Phyllanthus, Schima, StereosPermum and vitex are found in widest range of occurrence across 5

foresl tyPes』O genera: AIbizzia, Anneslea,ΛPorusa,CamcarPa,Canarium,Dalbergia,Gardenia,Glochidion，

Stryrax and Wendlalldiaarefrequently found in 4 forest tyl)es.0ther genera are found in 3 or 2 tyPes and

the rest are only in a sPecific forest tyPe (Table 3).
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Table 2. Relative hsal area cover (‘X,)byfamilies in each k)rcst ty1)e.

Family

　　　Aceracぐae

　　　Aclinidiaceae

　　　Anacaldiaceae

　　　Annonacぐae

　　　APocynaceae

　　　Aquifo】iaceae

　　　AMliaceae

　　　Bclulaceae

　　　Bignoniaceae

　　　Bomb3caceae

　　　Boraginaccae

　　　Burseraccae

　　　CaPP3ridaceae

　　　CaPriroliaceje

　　　Celaslraceae

　　　Comblelaceae

　　　Conn3raceae

　　　Coillaceae

　　　D即hniphyllaccae

　　　Dillcniaceae

　　　DipleroぐalP3ccac

　　　Ebぐnaccac

　　　EhcosarP3ceae

　　　Ericaceae

　　　E叩holbiaceae

　　　Fagacぐae

　　　Flacoulli3ceae

　　　Gesncriaceac

　　　Guuifefae

　　　Hippocaslanaccac

　　　lcacinaccae

　　　Juglandaceae

　　　Labj31ae

　　　Lanliacぐae

　　　Laufacぐae

　　　Lecylhidaceae

　　　Lcguminosae

　　　Lythracぐae

　　　Magnoliaccae

　　　Melaslomataceac

　　　Meliaceae

　　　Meliosmaceae

　　　Morac4ae

　　　Myricaceae

DDI2

-
　一

　－

０ 4?

一

５

０．２５７

０．６５４

０．２８５

Ｏｊ５７

０．１９９

０．２８６

0.521

　　一

〇．１２３

０．１７４

０．１１８

　　－

　　－

０．１４２

0.M6

0.672

0,842

０．７１２

０,２６６

　　－

0.527

0.257

　　－

0.317

　　－

ＭＤＦ

0.168

0.823

0,368

　　－

０．５７５

０．３４５

０．１９３

０．３４０

Ｏ 754

0.466

0.189

０．２５０

０,２２３

０．７５６

0.959

0.186

0.176

0,189

0,360

0.327

0,164

　　－

　　一

〇.128

　　＝

　　一

D111;

０

一

１

－

＝

－

Folestlypぐ

ＰＤＦ

-

0.482

０．９４５

１２

０．Ｓａ･１

０．１１２

　－

○

０

０

７

－

Ｈ

４１２

－

７５８

　　－

　　一

〇,４７０

０．３９８

　　－

　　一

一

－

０．１５９

　　－

Ｏ １３１

　　－

Ｏｊ９０

０．１２４

０．１６８

０．３４８

　　－

０．７２９

０．】８５

０．８１５

０．１７５

０．２７０

０．１５１

0.355

0.276

0.425

0.397

0,531

0.475

0.297

0.490

　　←

０．１９９

　　＝

－77－

POII

0.639

0.145

0.270

0.689

　　－

０．４７３

０,１４１

0.270

0.322

　　－

　　＝

０．４９８

0.958

0.380

0.540

0,956

0.212

0.177

0.446

　　－

０．２４１

０,４９８

０．２３３

　　一

〇.383

　　－

0.820

　　一

〇.386

0.352

　　－

M17

0.866

0.578

0.363

0.153

0.995

0.293

0.154

0.665

0.642

0.263

0.326

　　～

　　一

〇．７５３

０．１２３

０．１４６

0.112

0.618

0.149

0.486

0.242

0.323

0.265

0.964

0.278

0.218

　　－

０ ２ 55

0,284

　　－

0,634

　　－

0.123

0.464

0.267



Table 2. 1Conl.1

Family

　　Myrsinaceae

　　Mynaceae

　　Nyssaceae

　　Ochnaceae

　　Oleaccae

　　Pinaceae

　　PodocalPaceae

　　Proleaccac

　　Rhamnaceae

　　RhizoPholaceac

　　Rosaceae

　　Rubiaceae

　　Rulaceae

　　SaPind3ceac

　　Sal}{}laccae

　　Sarcos阿【malaccac

　　Saxifragaceae

　　Slelculiaceae

　　SIrychnaceae

　　SIryraceae

　　Symplocaceae

　　Theaceae

　　Tiliaccae

　　ulmaceae

　　velbenaceae

　　unidcnlified

ＤＤＰ

一
〇,695

0.434

0,243

0.738

0.262

－

一

0.258

　　－

　　－

　　－

　　－

　　－

0.646

０．１３３

０．２】８

０．１８９

　　－

For roresoyPe ahblcvialionssee Table l

ＭＤＦ

一

－

0.581

0,226

【】.264

0.231

0.464

　　－

0.680

0.435

　　－

０．１２３

０．１３９

D11F

０．５５３

－

＝

0,620

一

一

　
　
４

　
　
４

’
４

　
　
０

Fo【esllylle

　　　　　　　PDp

　　　　　　0.2S3

　　　　　　0.331

　　　　　　　　－

　　　　　　　　一

０．４８３

　　～

０．５５１

　
　
3
8

’

‐
３

0.663

0.133

0.345

0.215

0.15n

一

一

ＰＯＦ

-

０．２６６

0.438

0.579

０．８３４

　　－

　　一

0.2･17

0.6･16

0.257

０．１４５

０．８?４

０．３１８

０．１３７

０,２５２

０．２１１

０．１７３

　ＭＦ

一
〇,189

0.458

0.200

　　－

0.456

　－

0.123

0.215

0.236

0.562

0.584

0.167

0.344

0.767

0.767

0.788

0.337

０．２５０

０,１２７

０．５７４

0.225

　　　　Most widely distribute sPecics x碍'rescntcd by frequent ()ccurrellcc across the 5 fol'est tyPes are 陥而喝向

面11×11�t'115is,1)/lj/1/11111/jllst･11117/fc,?,S(･ljj111,111･11///cヽ/lfj,Slt･l･co司7肖'?111111111t'111'11111/1｢1111，WMリJ�1川朗/‘�sand匯'1�/四晶1

治1(?lo幽/rherestmaybefoundonlyinsomeoreveninoneforesttyPe,These sPecics are the most dominant

conlPonent sPecies in seParate forcsl tyPe･ The nlost dominanl sPecies i削cmlsoP‰basahrcacovcrineach

foresoyPe as sh()wn in Table 3 are D卵肖･ぼ訂凹s lld￥ml/油ls，Qm･mlsM限s陥限)面J･，S陥ｍｎ,１而即ａｎｄ Ｓ．

ｓ面7消1治in dry diPterocarP forest. IJ)卵肖w‘lり"‘s印s回'‘sμ1‘)'珀面'訓印//'1'面“川and X!lh x!Iloc‘lrl'‘l｀Jai.kerrii

aTexn dvy everがeenioTest.LaScrstro印面c萌lcul油l，Milleli,dcuc,mtll叫Plcro印TPus nmcroc(lrPus ana Tedona

SM�js arc Predomi【lant sPecies in mixcd deciduous forcst. Pine-dry diPterocarl)forcst which is on the

highes1油itudeofdrydiPterocarPforeslisdominatedby/知｡印s心丿晶)s,1,D.1油ぼc晶山ls,G/油Ｈ詞1油lj)泊心

kes￥,Q.r･哨jsl咽面面with minor dominancc of S. s泌,1閉治ａｎｄ Ｗ．面do雨.ln Pine･oak forcst whcre most

of evergrccn trcc sPecics are foun(hlrc dominatcd byA. 11iUos‘|･ LitllocarPus elegmls, P. kesi!μlana S.紬IUidlii.

Most evergreen broad,leaved trce sPccies occuPying the high altitude in montane f()rest are /1d函�叩仙t?

sP･,0s面凹屈s戸印x,Cjribuloidcs, L. llggrcx'ltus, Litsea dllbele, Mlmgl{｀itia gllreltii, Mnslixia euon!μ11oidcs, Ncolitsea

岬//朗s･Q･/肖丿汝d/'向･S. R'�＆/1μand Syz双jljl川‘?前‘昿These floristic c()mPosition which only trees were enu-
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Table 3. SPecies comPosition and relative basal area (％)oftrees(DBI-l equal orover4.5cm)in six forest

tyPes. Each tyPe is consisted of g study Plots excePt ・r dry e゛crgreen forest,only l Plot is investigated.

Species

Ａｃｅｒｌａｕｒｉｎｕｍ

Acljno(fal)IJne?lenjが

Acr珀odal)11ぼsp･1

Adeflajldra j'nleje汀jma

Adenanl＆raμn'o㎡lla

Adfnandfa sP･

Aegle man?lelos

Aesculus a∬afnica

Aidja yurlaaj】ef一s

AIbjzjadljnensjs

Aルjzia lebbcck

Albija o【joaljss・】,l

Anne51ea lhlj;ra月j

Anollejsus ac脚㎡nala

Ar雨＆∫川a acidu川

Anljde5maがlae∫embj･1/,1

Arorug ne/lvo5a

AμoμJsa ocrandra vaf･yuni田el函s

AμJμjsa yjj/o,s'a

ArCljj＆ndfり1? dylJeajia

A�jsja ，ubro一君landlllo,り

Ardjsj゛asP･

ArlocaJI)usc訟jpj,l仙;1

Aμoc訂P肌1まooぐlla

Af附琴討聊eo凶

Ａバocafp1Js sp.

Alajanljajn{}nophyh

Bauhj�a vafieμla

Be恚dlf�e(jja a55a月面,1

13e氾dlmjcJa gammfeallil

Beilschmiedia globulalia

£je治d琲ljcぷa ro,x＆尽11j‘afla

Betula alnoides

Bj7esa n)1}usla

Bombax aぼり)

jjombax cejba

BrassioPsis slxciosa

Bridehretu詣

Bu油紹a㎡a lallz朗

Cal＆aJpa afl)orea

CalophyUum polyanthum

CaJ71gia oleffira

Caj71eljjasiamen5is

ＤＤＦ

一

　　一

〇．７９２

０．６２１

２．１２１

0.624

0.464

１．１１６

0.317

0.964

　　－

0.654

　　－

　　一

〇.450

0.672

　　－

　　－

ＭＤＦ

0.466

0.264

0,756

０．８６３

０．３２４

4.417

1.776

0.282

　　－

０．２４６

0.34

Foresttype

ＤＥＦ

-

０．７１１

５

　　一

〇.312

　　－

０．１７６

　　－
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ＰＤＦ

　　一

〇．４９０

0.378

０．５１６

０．３４３

０．４･Ｍ

Ｉ．１８･１

0.854

2.513

0.195

０．３９０

0.122

　　－

１．２３１

0.264

0.375

0.397

POF
一

〇.122

　　一

〇．４９４

０．１５８

0.278

0.975

4.920

0.999

()．３７４

０

一

３１ ４

　　－

　　一

1.262

0.214

　　－

　　一

ＭＦ

0.866

6､944

0,428

　　－

0.185

　　－

　　～

０．８５７

　　－

０．１５５

　一

〇.23jl

0.241

　－

0.172

0.196

0,667

0.464

0.344

　　－

0.192

0.695

0.184

1.698

0.154

0.642

０．７２７

　　－

　　一

2.446

0.982

0.692



Table 3.（Cont.）

SI)ecies

Cananga latifolia

Canafium denticulatum

Canafium strictum

Canajjum gbulalull】

Cajllj?ium a)flioj＆s

Canlねium djcoccljf71

Canl垣u川parv』'ro瓦jm

Can冶沁川sP･

Ca肖)訂is sabjilblia

Cafelljaわracjala

Cafeya∫μlaerfca

Cass/a lysl�a

Cお帥7叩s/s acljm畑一∬吊la

Ca豺allo/函sa啄yrop/lylja

Ca仙ln叩sjs amlala

Cajlafl(?sis c�allli柘ｍ沿

Ca5ra/lopsjs cerebfみ)a

Casla/loljjs ferox

Casfanol)sfs jndica

Casr訂lo戸ysPu甲urea

Cがranol)ふrox以i

Casl釘1叩ふsP.1

Casr闘叩石s sP,2

Cおr闘卯s扨�bulokjぐs

Car聞肘egullμomenlosa

01沁n朗1加1 raJnjf7orus

ClljofJan面ls sP.

Chukfasia velutina

C哨namomljm&cjolがlola

Cinnan】omum caudalum

【M】nan】omumがauc6cens

(ﾆjnnamomlj川μy朗泌町n

Claoxylou lonがnoh

C/eMonjlya�clJm

Colona f7咽r()ca？a var. jamica

Colona 17ofjbun心

Co�ja djcboloma

Co�ja sp｡

Craibiodendmn stcUatum

Caloxylu川cocllighinenjj∫

Craloxyjufn lbmM)∫um

Crolon oblongfli)ji吋

Cり7)roc4り'a(たn�olja

ＤＤＦ

２

一

６９３

－

0.328

0.292

0,189

0,248

0,265

0.129

0.524

０，

０

７３８

－

１７

－

一

５

0,223

　　－

１． 444

－

ＭＤＦ

0.823

１

73
２

0.264

0.360

0.289

　　－

　一

1.279

0.289

1.477

　　－

　　一

2.230

0.619

－80

R)restlype

Ｄ１!Ｆ

0.553

　　－

一

一

－

一

ＰＤＦ

-

　一

　－

0.131

　　－

０．２３４

　　－

０．４７５

0.865

0.756

　　－

0.962

0.200

０，

一

４２６

－

一

０．６２４

０,２９９

０．５５５

０，

ＰＯｐ

-

１４１

－

0.484

　　－

1.472

0.358

0.149

　　－

Ｏ

１

１７３

－

１ １８

　　一

〇.438

０

一

１１１

－

０．２５２

0.763

0.446

ＭＦ

0.238

0.278

０．４５２

0.326

0.562

0.197

1.949

9.487

0.655

0.189

2.435

0.456

0.228

0.529

0.298

0.248

0.311

　一

1.427



Table 3. （Cont.）

SPecies

　　Cり芦ocafyj sP･

　　Djllxヽりびaa∬amfca

　　Da16cQjacoぐ・nclil朗sl‘1

　　Dj11)ぐりがacu11rilla

　　Dalbergiadongnaiensi，

　　Da/befがa f7or泌聞J,|

　　D,1/＆fがaflj∫c,l

　　Djkり11‘aj141rf∫ceM

　　Dajbefがa ol八？ri

　　£)jbぐfがa治17ojj

　　Z)jlberが,lsP.

　　Dalbefgkい･６雨na

　　pjl'11�μly//um sP.

　　£)il/erljjoboy,･向

　　Dilleniaovatal

　　D沢e川･･リlaハ･j‘f7,)r｡

　　Djo,りり7o5ellreliojtた，

　　Djo？yros re汀ea

　　Djo？yfos glandu/ひ,･a

　　Djo51)μos moljμ

　　Dj‘o5/'yfosmonlJlj

　　DかlaocJPu5 co仙lflh

　　DJ゛ρle脚cjl印必lubぴctj/,山バ

　　Ｄび1)ぐrむsp･1

　　Drypelc∫sp･2

　　D/ypぐ1rcshojen,a

　　Ehfelj,l？.

　　Elar{xヽaり}u∫βorjl)IJnj11,s

　　Elaぐ()c,|り)u51a/lcぐadoljljs

　　filac()c‘1り)MsP.l

　　Elaぐocaり)us sp.2

　　EleaocarrlJ∫br,lflcjana

　　aea{}ca？lj∫/anCeJeilj‘lバ

　　Eljφanl力uoomenlosu，

　　11rlSdぬa�fl'a5e汀ala

　　Fngc訥afd面sp.

　　Engelhafdtia spicala

　　Ejiolaena candollej

　　£fyl＆ｉｎａ５ｕわu川bran∫

　　Euonμnu5 coぐlljndjnel】45

　　Euonymus similis

　　£uryaacumiMla

　　l?ufy∂�liJa

DDli

一

　　一

　　一

〇.42】

2,729

0.189

0.335

　　一

21.679

　　一

〇.286

一

一

ＭＤＦ

0.657

2.227

1.251

0.716

　　－

　　一

〇．１７５

０．１４４

　　－

　　一

〇.251

　　－

　　一

〇.959

　　－

　　一

－81 －

Foresoype

D11p

一

〇,５１９

0.392

１．１２０

8G.438

ＰＤＦ

-

　一

　一

１．３１７

０．８６３

0.998

0.644

０,２３６

０．４９３

０ ８１

－

５

１４．９５４

０．３４８

　　－

0,276

PO12

-

0.488

0.435

0.148

0.M2

1.700

０．１８･１

０．１４２

　－

0.･S98

0.S74

0.231

　　一

　　一

〇.257

0,363

　　－

　　一

0.319

0.321

0.387

MF
一
〇.612

０， Ｍ２

０．１

０

０

２３

Ｎ６

１

～

１２

0.194

2.250

0.393

０．２？１

０．２５９

０．３２２

０．７８゛１

０．５３４

　　一

〇.569

0.157

0.265

0.124

０．２３８

０,９５５



Table 3. （Conl.）

SPecies

F7∂cou㎡り朗Somas

Gafclnza sP･

Gardenia obtusifolia

Gafde�a5c)(,lercMis

Galuga pinnala

G/ocllMjon acl哨面aru川varJam朗sJls

Glochidion abalm

GjocMdiof】sP･

Gj(xhidjon 5一acf叩y川jm

Glula u禎ara

(;j)IJaa ajborca

Gomphandra quadfifolia

Go�on/a(j功μj‘e仙f,lna

Grewl‘aefiocaJ囚

11aldjnaco�j畠隔

Hclicia戚cneuta

Hcliciafornlosanavar,oblane

|{elicianilaがliぐa

11eliciaspヽ

Heliciopsistennin3lis

Heterophragma sulfufcum

11olaf711en3pu＆5cぐn，

Ｈｏｍａｌｉｕｍ（ｃｙｌａｎｉｃｕｍ

11μn朗oぷclyol?exceμ1｡n

μex sp.

llex trinofa

nex umbenulata

ZJjlersroemjasp.

IJgeμ1rひむ71jabalaM,le

LJger51foemia cjycul,j｢;｣

Lageμ1r()むnjam3croalP･l

l.∂gersひひemja5j゛ぐcjo5a

l.agerslfoemjavjllo∫j

£annea cor【琲】朗＆1泌,1

La∫ia/11ゐぴsiUr7Jli

£jrKlefamefacaﾀﾞ;lelM

Zjn(jerdmi∬ncd

Zjn{たra sp｡

ZjiOぐaη}1Jsaggrgallls

lj111ocafru∫annamぐ1雨s

L晶(xヽafpu∫ce�crul

£f111(x7a？叫＆aj&1rus

lj哨o(wPse19ans

ＤＤＦ

0.117

0.397

0.155

　－

0.167

1.394

　　－

０．１７１

０．７８７

0.831

　　－

1.274

0,596

0.186

　　一

2.279

　　－

ＭＤＦ

-

　－

　一

0.362

1.666

　一

１．３３４

　　一

1.388

0.137

０．３２６

　　一

〇.652

0.913

14.323

1.153

0.134

82

ForesHypc

ＤＲＦ

-

　一

　一

0.620

４．Ｈ９

　－

0.398

ＰＤＦ

-

　～

　一

0,257

0.349

3.590

0.198

0.5j15

０．６３７

0.9･15

０．４９０

Ｏ

－

４５

－

PO】7
-
0.212

0.135

　　一

〇.212

0.592

0.62？

０．７９４

０．４４･１

　　一

〇．６８９

０， 167

６

　　一

〇.821

0.318

0,935

4.990

MI;

-

０．１５９

　　－

０．９２３

０，

０，

１

１１

135

0.964

０．１４５

０．５５７

１．３７３

０．７７７

０．３２３

0.923

0.900

0.245

0.477

0.63!1

0.550

2.653

　　－

０．２１２

０．５●８

０．５２】



Tab】e3.（Cont.）

Species

£j11}ひca？usPol)'sladlyu∫

£jr/1(xヽajpllssP･

Lithoぐaqlus tomsonii

£jlねoぐa？usrrilx)j＆s

ljμea l)ぐs＆of�j

£治ea cllalacea

Zjlμ､lclu＆le

Litsea glutinosa

Ljl∫ealancj11)lja

L沁ea sp.1

Lj‘15eJsP.2

Ljlaea l趙】1廼括11a

Lophopetalum wallichii

A仙eia sp･

Mallolus khasianus

M､lnがrefa cal()neura

Mangleitia garlcuii

Masljxia euoり'moi＆∫

Maμezlus c碍rl‘､哨

Meliosm3仙叩kifolia

Mejnぐりりoll∫culcルllznl

MineUia bMndijana

Milkttia leuc、|/1111a

Afl'lral7ynal)jljn{}lll｀き

λfofj‘njaCOrCJ゛Ji

Morinda eUiPlica

lMJ'rica e∫cu/elllil

MJ'r∫inご∫eml｀scrrara

Neo痢sea llajJcfls

Nyssaμya月lcjl

OcllnjUnreZIぐ汀j411a

Ofひxy紬川J゛ndjcum

Ojlひdesp朗ic�ala

Paramichelia bjlonii

Parezlaja canlelほ7orJ

Pavellaおj}eril

Payella lon】enμ)9

1)aye/la pafallej(μlc1Jra

Pllod)e lanceolala

Pねoebe sp･

Phyllanthus enlblica

朽nus大ejya

Pod(xrafrM nefrijfolj'us

ＤＤＦ

0.312

　　－

0.842

　　－

0,963

0.595

0.1
４ ３

　　一

〇.527

0,222

1.276

0.493

0.191

0.81･1

　　－

０ ２４

－

－

３

0.856

0.262

ＭＤＦ

0.189

0.139

6.966

0.683

　　－

0.286

　　－

０．６２０

　　－

一

－

０．７３２

83

Foresoype

ＤＩ!ｐ

-

０， １１２

－

ＰＤＦ

2.537

0.4？9

　　一

〇．４９６

０．２５３

　　－

Ｏ １

－

１８

０．３７３

0.366

4.831

POF

　　一

〇.367

　　－

0.386

0.820

0.694

0.646

0.131

0.147

0.199

57.946

　　－

ＭＦ

-

０．２５２

１,３３７

０,５３６

【】．２４６

４．４７４

０．１４３

０．４１３

０．１９４

０．１２６

　　－

0.233

4.664

゛1.529

0.267

0.168

6.972

1.996

0.956

0.370

0.265

0,323

0， ５ 43

　　一

〇.12a



Table 3.（Cont.）

Species

Pojyal哨ja sP.

1りlyosma jnregri畠lja

＆肖llna sp.

Premna，jlk)sa

lyoljulllse汀alum

片unas pjacoslkrus

l々erocajpusmacrocafl,ぴ∫

昨reMffa can】ajμ/7ora

QuercusglabricuPula

Qぴerclj∫fnd/ca

Querclj∫知�j

Q£jercu∫kinがana

Quercus lenticeuata

Qljerclj∫rおnsb()砥)11111

Quercus sp･

Ra/)agayunn朗el雨s

Rhus chinensis

Rllynd?olecllu川ob(片a117m

Rubjaα?ac

Sarcospem)aafk}feum

Sawavja n叩aulej雨s

Schef17erallypoleucoj(le,ζ

Schima wallichii

Sdlleidleμojeo∫a

Sborc;lol)ruja

S11oreasjaηleがj4

S泌c沁raj卸lensj∫

Sjx)n(liaぶがnnala

Slegiljjanjbjがnosa

Slercujjasp･

Srercu隔vjllosa

Srereo51)emlum cy/訥(短c町n

SleμosFmlum neufal�njm

51fycllnosnux－voll】ic,j

Slyfa.xbel】zoides

Symploco∫codlind面en肩s

Symがoco510nがrblia

Syml)jocos macropllyμa

Symがocos facemosa

Symplocos sp.

Syn】Pocosゐoolefji

Syzyg治m ajljlkae

Syzyがum balsamea

ＤＤｐ

一

　一

　一

　　一

〇.672

0.244

2.720

0.640

　　－

8.289

　　一

〇.2白９

０ 621

5.119

25.335

0.333

0.665

0.178

0.646

0.343

0.695

ＭＤＦ

-

０ １１４

－

５．３２６

０．４６４

　　－

0.123

0.154

０．４６６

1.575

０,１２８

０,４ａ２

０,６８０

０．４３５

　　－

－

一

－

84

ForesHyPe

ＤＥＦ

-

ＰＤＦ

-

　－

　－

　　←

0.272

　　一

〇.180

　　一

1.917

0.173

　　－

8.353

0.542

２ ２４ ７

0.366

3.1S3

０．１５９

0.663

０．１１８

０．１４９

　　－

　　－

ＰＯＦ

-

　－

　一

０

０，

０，

5?1

１１９

１７７

0.257

0.639

7.746

０．１４５

　　Ｓ-

0.219

0.188

０,８７４

０．３１８

0.473

　　－

MF
-
0.153

0.788

　　－

0.126

0.255

0.584

0.454

0,5】3

4,377

1.467

0.363

0.767

0.578

0.286

4.721

0.298

0j27

０，
６ 65

　　一

〇.250

0.227

0.874

0.217

　　－

０．７９６

４．１１８

０．４６５



Table3.（Cont.）

SPecies

Syzygium cumini

Syzyが町1□iaJllen5ぐ

Syzygjllm sp､1

Syzyg沁川sp.2

Tafenna coJljflsac

711re/mj dj､？erma

7iclolla 11randj∫

7imljnjfac＆＆画

Tem面涵a daauillana

Temlj月jl/a sP.

Temlinalia lfiplaa

Terl】srroemja gyl紺1朗1＆rj

Tremafomぐnrosa

Tﾊﾟsla㎡afむfejcむjs

Trisla㎡(ηlsabumMnkヽ､1

Unidenlified

Vaccij'u川sp.l

Vacjnl･山n sp･2

Vaccjrl沁m∫rrengejjj

Vacdl匝jm wlljlmovc

vibumum inopinatum

yj･reλcJne5cens

Wrex l｀e(1聞cLJμΓ以

Wlex ll泊向la

Vifex ycjrjrj

Wa餓Jf､l函C力OSremo/1

Wa哨爪□司叩a

Wcn(hndia tincto面

wr4ゐrfa a71x)rea

xanrolJ‘sbumlanj‘ca

xallloli∫sP･

xyjja,り'lo(ヽafPay,lf.kejrjj

Zj'zyrhus oむ1()p隔

Z()ljjrlgぐfljacumfn31,1

Zyzyllllus incu,1･a

For roresl【ype abblevialio【lssee T;lb】el

ＤＤＩ゛

-

１．９６３

０．２７４

０．３２８

0.352

0.989

1,552

　　－

2.1？7

０．６４９

　　－

０ 94

－

２

0.568

0.839

0.257

　　－

0.812

０．３６３

　　－

ＭＤＦ

-
　一

　一

　　一

14.821

0.995

0.153

1.１１４

1.112

　－

0.612

0.453

1.162

0.114

０，

一

４２

－

４

13.522

0.581

2.214

　　－

ForesoyPc

D11F

-

0.444

1.579

　－

０,７５８

４

一

６１

－

２

ＰＤＦ

0.261

0.135

0,998

０，

一

16a

一

0.184

2.434

0.7jl()

0.465

0.253

0.162

1.718

0.142

0.190

　　－

0.365

0.325

３

－

１

－

１７

ＰＯＦ

0.272

　　－

1.247

1.256

1.124

1.732

0.3a7

　　－

0.270

　　－

0.498

　　－

2.463

0.270

　●㎜

～

－

Mll
-

　～

　－

0.387

０．９６２

2.259

０．１４９

0.123

0.155

０．１８３

０．７５６

0.236

meratcd are observccho be more or less diverse than ever Previously rePorted by Pengklai (1996)in this

area,csPeciany ror trceswith D ≧4.5cln.

－85－



0.720.700.59

　3.34

35,32

15.H

49.57

　1.17

３．７８

２６．４０

１３．()０

６０．１１０

　１．２７

7.28

49.26

18.56

32.91

0.91

26.15

66.48

17,44

16.08

0.71

POP MF

２．５６2.68　　2.71

3.76

56.43

18.89

24.68

0.81

2.65

０．５２

2,75

０．５６ 0.67

2.64

　　　Obviously lhese sPecies distributc along the altitudinal gradicnls differently suggesting their amP】i'

tude resPonsesand Prderences in occuPying the different breadth of habitat so as to corresPond to their

most favourable habitat con(Hlions.Their quantitative structural charactcrislics, distribulion,sPecies diver-

sity as well as other ecological Parameters wiH be analyzed in relation to soils and some dimatic variables in

order to discriminate their zonations along the altitudinal range of DOHnthanon national Park.

Soil properties along tho altitudo

　　　SoilsofDo目nthanon(liffcl' in theirtcMural comPositions i" both horizons ilcross forest tyPes located

on different altitudinal range, varying from sandy loam to sandy clay loam in surface soils and clay or clay

loam in subsoils･ Thcir average gravel conlents as ｀゛ellas other Physica1 ProPerties also vary considerably

among the 6 forest tyPes (Table 4)，

　　　Soilsordry diPterocarP forest and montane forest are more gravelly and sandy in surface hori7ons

than those in other f()resoyPes.Λsgravel contents are large d()゛'n゛'ar(llyt()subsoilsof dry diPterocaP forest

but on the contrary they decrease considerably in subsoils of nlontane fol･cstwhile sand comPosilions are

large in both forest lyPes. Dry evcrgreen forcst so函､on the other hand and alth(､ugh invcstigatcd fron1 1

Table 4. Soil texture and some physical properties in Doi lnlhallon f()l･csls，

Propcllic､s

Sulface soi】s(o－5cln)

(3ravcl(絢

Sand(･μ)

Sill(邨)

Clay(幻

Bolk densily

　　(g cm'3)

Palliclcdensily

　　(gcnj)

Polos】ly

Subsoils(20－25 cln)

Gavcl(90

Sand(句

S出(§)

clay(9る)

|同kdcl油y

ＤＤＦ　　ＭＤＦ

24.09

61.16

18.13

20.71

1.29

15.46

47.73

26.67

25.60

1.13

Folestlypc
-
DEF　　PI)F

0.50

46.40

23.40

30.20

0.99

2.72　　2.76　　2.61

０．５２

22,16

43.58

17.38

39.40

1.38

　　　(gclj)

Pmiclc densily　　　　　　　　　　　:

　　　(g clu'3)

Porosity　　　　　　　　　　　　　　！

I;or folcsoyF abbrcvialions see Table l

2.74

０．５０

86

0.59

19.18

44.40

24.00

31.60

1.19

2.83

0.57

0.62

　0.70

52.40

18.00

29.60

　1.24

2.58

０．５２

　5.96

51.51

19.22

29.27

　1.09



Plot only･ are excePlionally low in gravel and sand Particlcs in surfacc soils but greatcst sand Partides are

found in subsoils. SiltcomPositions are mosl abundant in both horizons in mixcd deciduous forest but least

in surfacc soils of montane f()resland in subsoils of Pine‘(liPtcroca甲forest. Clay fl'adions are abulldant in

surface soils of dry evergrcen and Pine°dry diPterocarP forests and few in montane forest but most abun-

dant in subsoils of Pine゛diPtero{2arP f()｢estand rc゛'estin dry e｀'ergrcen forcst.

　　　Bulk density of soilsin dry di1）lerocarl）rorestare greatest in bolh horizons and lo｀゛estin montane

forest although thecoarseParlidcs such as gravel and sand are largc in both forcst soils. Their organic

matler contents nlay be greatly differenhs indicated by their Porosilies whidl are mos1 Porous in both

horizons su煕csting their loosc structure in soils of nlontane forest but more conlPacl in both horizons of

soils illdry diPter()ca甲forest･ lhllk dellsity of sllrfacesoils in dry diPterocarP･ mixcd deciduous and dry

evergreen f()restsare found higher than in simhljorest tyPes in Doi Chiangdao (Khemnark d‘1/･,1972)but

fan ゛'ithinthe ranl;cs of bulk densitics in soils of dry diPterocarP forcst ()fseveral subcommunity tyPes in

Thailand(Sukwong,･1�.，1976; 1977; Bunyavejchewin， 1983a)but lower lhan in mixcd deciduous and dry

evergrccn forests elscwhere(BulＷnvcjchewin, 1985; 1986)･However･ bulk densilies in soils of Pine‘diPtero°

carPd)ine°oak and montane forcsls are lowellhan in Doi Chiangdao s()ilsinvestigatcd by thc above workers.

　　　Although Pdrlide density of soils in both horizons of mixed deciduous forest are obscrvcd to be

greatest but aH soils may not be grcally differcnt in their｀'jues in the six rorcsoyPcs. Howevcr, Partide

densities of soils in dry diPterocarP and mixed dedduous forests are found to be greater than in similar

foresl tyPes clsewhcre recorded by Bunyavejchewin (1983a; 1985; 1986).These PhysicaI ProPerties of soils

although have becll Part】yanalyzedjhey may exhibit some signiricant effccts to the dislribution of different

1ree sPecies, diversily and c()mmunily tyPe on 油itudinal gradients as Postulated by Bumham (1974).

　　　　Sonlesoil chemicdl PI･oPerlics havc becn investigatcd (Table 5)md found that soiI PH range fronl

neutral to strong acidity in surface soils and allstrong acidily in subsoils of all6 foresoyPcsd)H ofboth

surface and subsoils 訂c likely to follow the similar trend･ being relatively high in the former and low in the

l洲er horizons and lhe tendency ()fsoil acidity obviously increase from those un(lemealh the lower to the uPPer

altitudefolでstse｀(でP匯)rdryeverglwi召orestwhich always distribuleon soilsak)nがhcstrambankatmoderatelow

altitudcwhelでmo(lcl‘atead(lilyofsoilsin both horizonsareobscrved as(omParcdtootherforesttyP(s.

　　　　Carbon and nitrogcn conlclUs of soil in both horiμ)11s arc virtually (liffcre削among the 6 rorest

tyPes distribute alo叩油itudina】μadients,being lowest in dry diPterocal･P forest and largest in montane

foiest(Table5).However,while cal･bon and nilrogen conlents arc found to be closely associated and de-

dinc downwardly in thc simhr m弗nitude in subsoils of allforest typesjheir average contents in surface

soilsareslightly differcnt esPecially in soils()f mixed dcciduous an(IPinc,dry diPterocarP foresls where

carbon contents of the fol4mer forcst are low next to lhat in soils of dry (liPlerocarP forest but nitrogen

conte削s of lalter forest are lowcr lhan that in the former forest.This difrerence may be due to surface soils

of mixed deciduous forest may have some influences from ilssPecies comPosition as itis found that mem-

bers of LegunlinosaMtee sV'edesj)‘曲ergia nigrcscens，Milkttia lcucmlhl， PtcrocarPus m‘lcrocarPusand x3/陥

87



Table 5. Son reaclion(pH)and some chenlicalpropertiesin Doi lnthanon foresls.

Propcllics

Sulface soils(o-5cm)

pII

C(96)

N(如)

C/Nfatio

Subsoils(20－25cm)

pH

C(如)

Ｎ(§)

C/Nlalio

PorcsHypc

ＤＤＦ　ＭＤＦ　　ＤＥＦ

6.1

1.!

0.

16，

21

93

12

35

5.7？

0.72

0.06

12.01

Por fores日ype abbrevialiolls sec Tab】c l.

7.1

3,1

0.

13，

０．

１．

{}，

１１

04

26

24

88

17

45

12

49

5.05

4.95

0.26

18,83

5.50

1.33

0.09

14.60

ＰＤＦ

６．

４．･

０．

２１

72

07

19

７５

５,６９

０,７７

０,０７

Ｈ．４３

ＰＯＦ

5.30

？.13

0.29

24.54

５．

１．

０．

２２

34

57

14

.41

ＭＦ

4，

9，

0，

１４

５

73

19

63

91

05

Ｉ
　
６

７
　
－

２
　
０

１６， 60

M/1()c“？'｀'゛｢.加雨a'｢e folllld c｣(cePtiol゛Ily abundant in this forest tyPe (Table3)which lnay Pro,･ide better

nitrogen contents to soils than those in dry diPteroca甲forest as it is clearly observed that average nitrogcn

contents in soils of Pine'diPter()ca甲forest arc similarly lo｀゛asinsoils()fdry diPleroca甲forest even in the

subsoils of this foresoyPe also exhibit the same magnitude. C/N raUos ()f soils are found to be highest in

Pine°oak forest for both horizons (Table5)butlowestinmixeddeciduousforcslforsu山ce soi】sand in Pine-

diPteroca甲forest for subsoils･ 日owevelいendency of C/N ratios in soils of forests distributing in xeric

habitat on lower 油itudes toward those in mcsic habitat on uPPer alliUldcsarcsimi】allo tha1 recorded by

Ogawachil･(1961).01her soil ProPerties included son nloisture characteristics, moistul･e Perlneability, hard-

ness･ mincroloがcal ProPerlies nnd some chcmical contents: P, K,Ca,Mg,Na,Si,FeandΛ1arebeingana-

lyzed･ PH andsolnechemicaIPr()l)crlies of soils in various f()rcsoyPcs in Thahnd sho｀゛similar trend with

sonle｀'ariali()11s ill(liffcrcllt l()c‘11ilics･ls sltl(lic(le)se｀s'11ereill alterllate (lry illlclxs'etse･lst)11sites(KIlel1111ark

d�.j972;Sukwon胞ﾘ�.j976; 1977; Bunyavejchewin, 1983a; 1985; 1986; S涵unalu‘'陥/･･1994; Sakurai cり1･･

1998)･DOHnthanon soil PI‘oPerties as variably dぼferentiated due to 油itude and vcgeldlion zonation will be

assessed as Parl of environmenlal ractors determining thcir sPccies comPosition and divcrsity distribution

alonglhe油itude.

Temperature and humidity along the altitude

　　　Monthly mean airtemPcr･lture insidetherolでs6d1"仙g lhe 9'month Pcriod from 】)eccnlbcr,1999toAugust，

2(XX)vary dearly amonlいhe forestcover typcs of each measuring sitealong the 油itu(hal gradients, b{2inghighest in

drydiPlcrocarP forcstatlower 油itude,l()westinmonlanefores1MuPPer altiludeand intcl･me(liatebetwecn thelwo

k)werand uPP{?r allitudes where 山ey are mixed deciduousd}ine,diPterocarP and Pine-oakf()restswhich(listribute

uPwardly by altitudessuggesli叩temPeralure laPse rate Pronounce clearly油)ng thc allitudinaldifference.While

mean airtemPerature illthe lower altitudewhere two deciduous f()1rsltyl)csalrlocate(h･iscuP greatlyin dry season

(DecenlbcrlhroughΛPril),th(seincvcrgTcenfolrstcsPecianyinPine,oakandmontaneforcstsdonotgreatlydlange

(Fig.4A),During wet scason (MaytoΛugus1),whilelneanairtemPcmtulでinside allforesHyl)esdonotnuctualemudl

bul inside those on lower altitude;dly diPterocarP and mixed dcciduous folでslslminlaiIUh(1･meanairtemPerぬlre
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1y(B)during the 9-month Period in 7 1oca-

tions varying illdifferellt油itude(m asl)ofDo目nlhnon rrom Dcccmber, 19り9 to August, 2000.

asl粕hasabove24℃but those on ul)Per油ilude esPeciallyin Pine'diPter()carP,Pine･oak and montane foreslsare

always lower than 23℃･On the uPPermost sileof montane forestjl has nevcr exceed 15℃an over lhePcriod of9

months and being almost constant at 14℃throughouohewelseilson.ThesctemPeraluremeasuremenlsmaynot

directlyshowlhelra】airtemPeratureregime()vellhesi1(sastheSQreinsidelhef()ll?sts and theirnuduations may not

asgreatasi引hearea o"lside the foreslsbul in the relati｀'elyoPcnforestssllch as in dry diPtcrocarP and n叙ed

deciduous for凶s･daily nuduatiols alでobscr｀'edlo be gfeat as comPared to the dosed and everglでcn forests;Pine，

oak and montane foresls.

　　　八｀'ailable clilmtic data at a｀゛eatherslation situated at 1300 nl asl which may be comParable to those

measurcd inside Pine'oak forest M H 10 m as目n this study， mean monthly air tempcrature in 1992｀1997

during the g corresPonding months arc always greater than these observed values in the range of 0.5･3℃.0n

lhe basis or lemPeralurc laPse ralesμentati｀'casscssme“t during cold and dry seasons (December to APrn)
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and wet season (MaytoΛugust)found thaHhereareslnan variation during the two Periods being about O.7

℃/100 m estimated by y ＝27.509,0,0()701 x,r2＝0.976and y ＝29.735･0.00709xy＝0.977,where y ＝monthly

mean airtemPeraturc, ℃;x°altitude,masl;l゛゜coemdentofdelerminatiollsduringthetwoPcriods n?sPectively.lt

is noted that these cstimations are from air temPerature measurements inside lhe foresls.This laPse rate is

dose to the vぬle given by Whitmore (1984)for the troPical rain forests iluhe Far East ()fO･67℃/100 m.

Howevcr,several evidenls from studies in Malaysia, laPse rates varied belween O.55 to 0.61℃/100 m (Burgess，

1969),0.6℃/100 m from sca levcl lo 200()m asl and 0.5℃/100 m abovc 2000 m asl in Malaysian mountains

(van Steenisj962),0.7and0.51℃/100 m for maximum and minimum of mcan wcckly air tcmPerature and

0.44and0.43℃/100mforlmximumandminimumofmeanof2-yeilr山削nSelangor,M画ysia(Nakashizuka

d�.j992)but il was O.43℃/100 m in liquador (Grubb and Whitmore, 1967),ln teml)erate rcgio�orinstance;

in Mount Emei, Sichuan, China,Tal,1;and Ohsawa 0997)observed as 0.54℃/n)()m in mean annual air

temPerature, 0.6℃/100minMay,0.45℃/100 m in December bcil,glowinwintcrandhi1;hinsummerwhile

in Wenchuanj3aoxing and Yaan, China, as O.49℃/100 m in mean annuaHemPerature, 0.58℃/100minMay

and 0.45℃/100 m in Dccember.

　　　Monthly mean air humidity inside the forests during thesalnePeri()d show largc dirference in dry

(DecemberloΛPril)and wet(MayloΛugust)seasons esPecially in the oPen and on lower altitude forests

(Fig.4B).Forests on ul)Per altitu(linalzone esPeciany Pine-oak and m()ntane forestsmail白in high air hunlidity

almost allovcr lhe Pcriod as lhcsezoncs areal゛'ays｀゛etalld roggy days ()flen Prevail. These differcnces in

air humidity suggcst the atlnosPheric condition controlling forcsl tyPe dearly･ Thcse climatic Parameters

will be rurther studied in relatiolno moislure condition both inside an(loutside lhe foresl condilions together

with soil Parameters in association with the distributional Pattems o臼ree sPecics and f()rcstcommunity

lyPes alon8 1hc ranges or 油itudc h L)o目nthanon.
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第10期プＵ・ナトゥｰ-ラ・７７ンド助成成果報告I,'1‘!2001)

　　　　　　　　　　　要　　旨

ドイインタノン国立公園における植生帯構造の研究と

　　　　　　研究成果の環境教育への応川

ポンサク　サフナル

　タイ北西部チェンマイ県のドイインタノン国立

公園において、標高･100mから2320mの範囲に祁個

の0.16haの調査区を設置し、胸高直径4.5cm以上の

樹木種を対象に森林随生の訓査を行った。また、

同じ調査区を利川して土壌訓売と、林内気温なら

びに空中湿度のモニタリングを行った。圓売した

標高の範囲には、乾燥フタバガキ林、混合落菓林、

乾燥常縁林、マツーフタバガキ林、マツーカシ林、

山辿林などの森杯タイプが含まれていた。調査地

域では、大きな2つの垂直分布帯が認識でき、標

高400mから1000mの低地帯と、標高1000m以上の

山地帯に区分できた。低地帯で優占する乾燥フタ

バガキ林と山地林は問高1020m付近で重複してお

り、さらにこの標高･

とマツーカシ林が混

仙
ｊ
ｊ
yでは､マツーフタバガキ林

Ｅし、低地帯と山址帯の移行

帯を特徴づけていた。低地帯では乾燥フタバガキ

林が殼も広く分布し、混合落菓林の分布する賤高

帯はこれに比べれば映かった。また河川に沿って

乾燥常縁林がわずかに混在していた。祁個の調査

区からは、70FI･、155属、293陸の附木が出現した。

これ以外に科レベルで同定されていない優占度の

低い数種が出現した。このデータをもとに、科、

属､種のそれぞれのレベルで､各森林タイプヘの

出現状況を予㈲的に解‥晰レ整埋した。また､表層

土と下層上の物埋的、叱学的な特性も、標高の推

移とそれに伴う存林タイプの変化とともに明瞭に

変化していった。乾期と雨朋を通じて9ヵ月間巡

続して測定した、林内気温と空中湿度の測定結果

も、標高傾度に沿って変化した｡気温は標高の上

昇とともに明瞭に低下した。空中湿度の月平均値

は、低標高の落葉性の森林タイプで乾期に明瞭に

低ﾄﾞするのに対し、高標高の常緑林では乾期を通

じて相対的に高い瀧度を維持していた｡今後､定

量的な解析をすすめることによって、森林植生の

帯状分布の様子を、標高･土壌･気候条件と関巡づ

けて明らかにすることができると期侍している。

(徊 揖者：神崎　護　訳）
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SUMMARY

　　　The Churiya Hills arc lhc youngesl and southemmosl mountain chain of the Himalaya. Theycon-

joi削woecologicalrcgimes:thetroPicalinthesouthandlemPcrateinthcnorth.lnNePj,thcChuriyaHins

cover 12･7‘X･()fthetota目and討ea and contribute to 25.8‘‰ofthe forest cover of the country･ As the human

encroachment continues to increasejhe fragilelandscaPe of Churiya is ilulal場er･日owever,ecologicaHn･

formation on NePaI Churiya is almost non'exislent. The Prcsenl study covering the Churiya of eiヽslemNePal

isanir

analys

ion of creMing ec()lol;icaldata basc of NePal Churiリ.The study dwells on six n刈or arcils:(i)GIS

change in landuse Pauem belwecn l958 and 1992, (ii)noristic comPosition, foresl strudure and

regen1｀rillion,(iii)treesPecies associalion al vi!rious allihltles,(iv)local knowledge on planl uses alnong the

residcnl{lthllicgmul凧(v)dis11･ibulion of b1111el･fljes,and(vi)baselinein硲I･lmtion on birds.

BACKGROUND

　　　ThcChuriy“ coml)｢isetheyoungcst･mdthesollthemmostmounlilinchainoftheHimdlayansystem

(B11all 1977, 1'I咽ell1998)alltl ctllljt,illtxvt,tlislillct cc(11(,gical l･cgillles: tlle trc,l,ical ellx･il･olls of Gangelic Plains

inthest)tltll all(l tlle tc゛1111)el゛atel11()tllhttp:/／www.idl.t｀xtc11cl.to.lllc゛.illllille.ill.tlle.llc)rlll(I'il;. 1)･Λlso known as the

Siwaliks･ the Churiya consist ()f Terliary unconsolidate(hmd highly erodible rluviatile sedimclおranging

from rclatively fineボrained gray wackes in lhc south (Lowel･Siwalik),through soft of clay (Middlc Siwahk)

to very coarse sands and congl()merates(UPPer Siwalik)in the norlh (Carson 1985).The Churiya Hills

extend from Afganisthan to Assam with an average summit oHess than 1500 m asl and lhe widlh varying

from 8 to 50 km.

　　　The Churiya rocks arc rich in vertebrate fossil contelホ.Churiya's unearthed rossilsoflatel･Tertiary

have Pr()vided basis for nluch of ourPresenl knowledgc of the evoh雨on of Asian flora and fauna 『ltihara cl

�』972).Major fossil fauna indudes Primates･ camivores･ ungulates･ elel)hants･ mdents･ birdsJePtilesand

fish. The Primale coHection fr()m the Churiya formations includes a number of genera of ΛnthroPoids.Λ

comPal'ali｀'e st"dy indic“tes lhilt lhe allilmls or thal Period゛'erelhcimmc(hteJlcestors of the Prcsent-day
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sPecies.Furthermore,the varietylhat existcd then was greater than whdl existstoday

Fig.|.Physiographic zones of Nepal

　　　ln NePal (arca: M7,181 km2)jhe Churiya Hills cover 12.7％ofthctota目and area and contribute to

25.8％of tll(４()rcst c()x'er()f tlle c()11111｢y'(LllMI)1978).C11tlriy･a's llal･dxv(ヽ(lcico)1111oll(･11t(S/1∂1･,･,1r(71,11slμand

Tt'r･'･i'･･'//61)P)is tlle lli1;11esti･1 11･e c(http://www.ll.con4)rjsc.s.379;. of ll･c｀1()ti･|(I･IMC;N 1988).The existing

ProtectednetworkdoesnotencomPasstheChuriyaHillsbutatleasttwoProledcdarcas in thesouth，Chitwan

dor such as betwcen l3al゛diaand Shukla Phal白in the far°westem NePal｡

　　　　There is a growing concem ()n raPid dclerioration of lhe Churiya llillsin NePal. Λs the human en°

croachment continues to incrcdsejhe fragilelandsc叩e of Churiya is in dimger. However,ecologica目nfor-

mation on Churiya 日illsof NePal is almosl non,existcncc, excePt a few studies conduded in sul)Port of

develoPment aclivities.The Prescnt study, c()nduded in eastem NePal, covered lhe Churiya Hills between

Mechi and SaPtakoshi･ Thc study included six major areas･ viz. (iμhal,gc in land,use Pauem in 1958, 1978

and 1992･ (ii)floristiccompositionjorcst structure and regcncralion, (iii)tree sPccies association, (iv)loca1

knowledgeonPlant use, (v)【listl･ibulionof butte】・ies,and(vi)baseline infol･mation on bird sPccies.
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METHODOLOGY

Study area

　　　Thestudyarea is a Part of thc Churiya in east Nepal (26°40'N-2753'N,87°08'E-88°11'E)extending 105

km from the Mechi River (NePalls easlem border)to the SaPtakoshi River covering a total area of 779.24

k�(width: 500 m －20 km; elevation: 115-1300 nl)(Fig. 2).There were 390 vihges (settlements)under 37

vi11age DeveloPment Committecs of the five districts:JhaPa (32.9 k�),Morang(21L3 km2)and Sunsari

(89.4 km2)djstricts and hm (443.9 km2)and Dhankuta(L8k�)distrids.
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叉

ｌ

5×4《X)

―

―

ｌ

S44xyOO 56(X》00

Fig.2.　GeograPhic rererence poinls for samPling

SSOQ(X》 6収収X7

in the Churiya of eastem NePal

Sampling methods

　　　For GIS (Geogl゛aPhiclnformati()n Systcm)analysisμhree tim。scries maPs of 1958 (scalel:63,360;

Govt. oflndia 1961),1978(scale l:50.000;LRMP/HMGN 1986)and 1992 (scalel:25000; HMGN/FINNIDA

19％)wcre digitizedusing Ardnfo 3.52and Arcview 3.2.Land,use categorieswere agriculture,forcst,shrub，

grazing･barrenバmd sand/gravel. lnformation were alsoassessed for tu･banarea,swamP,tea/coffee Planta，

tion,orcha�and infrastructuresuch as canals.

　　　SamP】ing Plotsfor fieldふ白colledion werc asce由illed using gcograPhical grids on 1992 mal)using

random tableof Rohlf and Sokal (1969).lnthefic】dthegrids were locatc(lwith the helP of GlobaI Posilion-

ing System. There were altogether35 geograPhic referencePoints(samPling grids)･Fieldsurveys were com-
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Pleted between January ・APril, 2000｡

　　　　vegetation samPlings were done in quadrates, each grid based sitc conlPrised of two large quadrales

(25m x25m)rePresenting two different sloPes where aPPlicable, For shrub stratum, each such quadrate had

twosub｀quadrates of 5nl x 5nl･ and four small quadrales oom x lm for ground vcgetation･ SamPling Pa'

rameters included height, DBH,coverage,seedling and saPling density of Plant sPecies. Beside,noting site

con(lition, soil samPles were collected from the study Plots. Recorded l)lants were identified at sPecies level

where Possible and specimen were confirmed at the National Herbarium, Godaval･i(KΛTH).Nomendature

follows Press d ･71(2000)。

　　　　0ccurrence of bird and buuerfly were recorded en°route to the samPling Plots･ Ethnobotimical inror'

mation were gathered from the nearest village/settlemcnts of the samPling Plols for which raPid ethno，

botanical aPPraisal (Marlin1995)was aPPlied. vegetation data were also collected from 64 selected Points in

an elevational diffcrence oH00 m en'route to the samPli叩grids which ranged from 200･8001n.

RESULTS

Landuse pattem

　　　　　GISanalysis()f the recent maP 1992 showe(Hhat the major land in the Churiya in the eastem NePal

was occuPied by the forests with an arca of 477.28 km2 covcring 61,25％of the tolal area (779.24 km2)andthe

agriculture landxvas221.71 kn12(28.45％).Sand and gravel covered nearly 6.0％indicating the Prescnce of a

】argenetwork of rivcrs and strcams. Shrub and grazing land occuPicd l.5％each,and lhe rcstland-use

including urban al･eanlade l,5‰Both the forestsand agriculturelands varied in similar Pattem in their

alliludinal distributio】lwhich were high in lower elevation (＜300 m)ilnd decrcased gradually in the higher

elevalion showing allinterrelationshiP betwcen lhe foresls and agricultural Practices in NePal. (Fig.3).

　　　　八nalysis showed that the forest coverhas decreased by over 25(‰in less lhan 35 years. ln 1958μhe

total area of the forcstsin lhe Churiya was 631.6 kn12 sharing 81.0％of the total area･ By 1978jt 面creased by

10％oranareaequivalent to 63.5 km2. 1n 1992jl further deteriorated and the forests shrunk to a totalarea of

477.2 km2. DuringthesanlePeriodμhe agriculture land had increascd by more than 120％j.e. fmm a total

area of 101.8 km2 in 1958 to 221 .7 km2 in 1992. Alsojncrcmen目n agricultul･e land was high comParative】y

belween 1978｀1992 than 1958゛1978. Whilc lhe highest gain was for agriculture with 127.1 km2 or 56％ofthe

total changed area, and a marginal change for urban area wilh a gain less than 0.1(‰of the totalchanged area.

Similarly, grazing land and shrub land had increased during the Period aHhe exPense of f()resls･On the

otherhandパhere was a littlegain (48.9 kn12)for the forests which indudedsolneforms()f Plantalions (Tablel)，
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TI,ble 1

1,andljse pattern in l958， 1978 1,nd l992 in Churiya， eastern NePal

　　　　1958

Xrlヽ,l（kmlj Area鴎）

81.0

13」

　0.6

　0.7

　4.6

-

100.0

1978

Afea alnl）Aiea lS）Ar･a lkmi）Aren隋）

568､02

138j4

　18.70

　3､56

5(|､82
-
779.24

72.9

17.7

　2.･1

　{1.6

　6.5

-
100.0

Floristic composition and forest structure

　　　Over 265 vascular Plant sPecies･ belonl;ing to 85 families and 178 genera, were rccorded from the

study sites.l゛all｀ilyl.egllminosae induded the highest numbcr of sPecics (25sPP.)which includcd rare/

threatencd 1rec sPccics like n?尚乃湘/,鯛β面ｈｍｄ ／ｋ,７ｄ,ｌｃ油･,ヽ11μ,andenclemic sPecies Oj･川o訪り涛11MI.01her

familics comPrisilり;high numb(ヽr of sPccicsぃq2reGramineae(16 sPP.)，ComPosilae(12 sPP.)and

EuPhorbiaceae(10 sPP.).By habiいI･ce and sub･trce sPecies comPriscd the highest comPosition wilh 45％of

the total sPecics, followcd by Herbs(22(‰),Shmbs(20％).Liana(10(‰)and Fem(3(‰)･

　　　OutoH6 PlalおofNePaHndudedinCITES･thrcesPccies(CM,曲e,was匹Cytls Pedinala and huひolfia

serpentiu,l)werc found in the sludies area of Churiya. Λtot･llof 36 individuals of C･ 戸･ｄ函姑Mvere observed
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which were found growing nloslly iluhe S油面fland/oTShorca｛orests in association with Pﾉ1卯�.¥sP.and/

oi Paudanus J,lscicldaris.Smhrly， 19 individuals of q測加‘l sP. were also noted･ The rccorded individuals of

both species werc growing near slreams and jn lhe eastem sites in the 油itudinah･angc of 300-750 m, Seven

rare and/or endangercd sPecies idcnlificd by IUCN, and several sPecies of sPccific scientific interest were

also noted.

　　　　The foresls of Churiya in eJem Nepal were estimated with a basal area (BA)of37.28 m2 ha勺nda

densjty()f 786.5 11 11a-1.'1'11el,l･ctl(,111illallttrce sl,ccies at calllll)y sll･attl111(11eig111＞1()111)were Shorca robusta

(relative basal area: 44.0‘‰),7W面回/沁,/晶1(RBΛ:6.8％)，Ltlgerstro即面即即i月ora(5.0(‰),and /1面･にo�面陥

(5.0恂.MeanDⅢ･I(diameter at breast height)of these sPecies was 26.4 cmjhough a few S. 1'油1�r? had a

maximum DBH OH24.0 cm･ The (lominant sPecies Presented a sPoradic tyPe of sizc゛class dis1ribution indi°

cating the variation in samPle PI(おand/or Prcsencc of sPecies with different agc μouPs.Beside these sPe･

ciesjhe most frequcnlly occurl･ing(Freq.>40％)ueesweTe Scmcc{lr凹s皿uc(ﾐrdium, Albij‘l lcbbcck･ S罫昭ium

む11j�11い11�Sd面M zl'‘l陥'jljj.S,1圓ljj油jjwas observed up to 300 m, a lowesh･ecor(lor ilsoccurrencewhich

could be altribuled lo lhe moister em･irons of easlem Nepal. (Fig.4,Table 2).

　　　　The ullderstory stratum (Ht.<4m),had sPedes likc Colcbrooke,l叩即sit㈲h(Freq.32.9％),陥/副a泊････

sPP.(Freq.>22％),/7(な･sP.(Frcq. 18.61‰),A如６･ロ･･凹随･㈲Freq.17.1％),andμ�凹肖‘哨面り/μ/り/陥(Freq,15.7％)，

Thehighcstdensity･however･waslhatofC/m)‘炳�r四ほ冶印slμ'lwith294()nha‘1.E叩池�田μsP･,C.opposi呼)un，

andl)加四ａ sj//z｡!s�s,atrcc sPccies bul occurring in the understory in the study sile (Λverage Ht. 1.3nl)，

sharcd comParatively a high basal al‘ea,each having RBA over 3.0‰The ground stratum was Poorly devel-

Table 2

SlructuraS ａｒａｍｅｔｃｒｓ ｏｒ ｍｎｊｏｒ ｔｒｅｅ ｓｊ 'cies in the Churiya， ea8tern Nepal

SN　SPecie8

1aorea r仙ust♂

21.a詐rstroemia一n･i17ora゛

3Terl�llalia alala゛

4＆･辺か(?μfpむざ/μ?,jtMn荊/扉

S Albi仙debbed

6 Syzyがu11）c11雨11i

7＆･がg∂，r∂///c･屏i゛

８Sterc�ia villos8

9 Adina cordin,lia゛

10びr4｡,佃θμ/四

１１か1脚7四(り加/刀甜,1かﾉ/(｡･∂
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oPed with a coverage of 15.4％in average whkh can be altributed to Prevailing dry season during the inves-

tigation and wide sPread over“grazing. The most abundant sPecies by frequency ofoccurrence xvere

O所sz田"‘s sP. (Freq.23.46％),C叩f/卵�面回s油面e(Freq， 16.54‰),and Sida cordf面(Freq.10,38(‰).By rela-

tive dominance, C. 邸ｊ面/ら/1rl川面11涌ulり�肖雨s，(力'治訓四lfs sP･, /1Xm山μ11印男/zo�,?sandCarcx cruciata

were most Prevalent in the area.

Tree Species association

　　　　Λdendrogram from similarity anaSysis based on RBA and noristiccolnPosition categorized the study

site into se｀'engrouPs with varying diversity index･ The n刈orgrouPs were that of dominated by S陥ml

印陥靖7,瓦印面油･a al‘㈲,Lagerstro朗面即印げlor‘l,Adhm cordﾘoh,Sd面Ⅲu'allichii andμ山11加xc�｡じrhe Pre-

dominant sPecies was S. 印陥sM iluhe studied site indicating its higher germination Percentage, higher

adaPtability and higher rate of survivorshiP. The sPedes was recorded as dominant sPedes in 24 sites(37.5％

of the lotal),and co-dominant in at least n sites.However,as also shown by the dendrogram.S.robusla

aPPeared along wilh other dominant and/or co,dominant trces in those sites (Table3)｡

Table 3

Association rre，tlency（Sl of mlljor tree species jl thB Churiya， 【!nstern Nepal

　　　　　　　　　　　　　　　　　　As6ociationFreq.哨･
　　　　　　　　　　　　‥‥＿___･_＿

A8sociated

ｎ心7a･s j.aa・cajぷ!yzzl＆,rsjyyE4/j‘　j.aylllyWぬITotal 8】

Shorea rて,1)usta

Terminaliaμla陥

Lagerstn)emia parvinora

＆?£ZM,C∂jμ/S∂/?ac,1μｶ゛1/Z71

Scllima wjlichii･

Adina cordin)lia

42.18 35.93

28.13

32.81

17.19

20.31

21.88

　9.38

　7.81

　9.38

20.31

17.19

17.19

　7.81

　7.81

46

42

44

32

20

39

　　　Out of 64 Sampling SjteS,S. dJI�a WaS rOUnd assOCialed wilh one or more spedes in 49 SileS,and was

growing with 46 tyPes of tree sPecies in lotal, While L.jJ11riJ昴】Mand 7',alata had an assodation wjlh 44 and

42 types of species. S.r油』�a showed the highest associalion wilh alldominanl species; ,,･ilhT.,11,11s42.2％

frequency, with L･ μ･lnJび?an135,9％,with S.flllaca�jjl川32.8‘‰,wilhS. 11･Jic/一21.9％,andwith/1.a)rd面11

20.3％.Λhigh aSSOCiatiOn waS alSO seen belween T.�曲land£.IJal･Z,び7aril(28.1％).0n the 01her hand, S.

adljdlij show{!d lesser associatioll frequency (＜10％)excePl with lhe S. a)1用sla.Amollg the dominant spe‘

cies･ S･ r涌1�ざlhad lhe widest distribution range and occurred from 200-800 m altiludes, while S. ?凶陥面j

゛'asbasically a midhill elenlenl mostly dislributed above 500 m.

Local knowledge and ethnic 9roups

　　　　　ThePresent sludy docunlented 82 sPecies of medicinal Plants and 76 wild edible Plants. Λltogether
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30 tyPes of diseases were found to be treated by phyto'theraPy using lhe rePorted 82 PlalltsPecies in the

Churiya of east NePa1. Λzadir{lchhdudictl(Neem)was rePorted to be uscd for the highest nunlber (10)of

diseases as antisePtic,amlgcsic, antisPasmodic and antiPyrctic. Thc sPccies was found also effective to cure

diabetes, gastric,snake bite and fever due to tyPhoid, malaria, Pneum()nia･ Three sPecies, viz.P佃/仙lf仙s

eⅢblica(Λmala)，Aeglc mmuelos(13el),and陥/o&7al11仙μ/lyrsび7ぽμs(Chuwa)were rePorted to be used for six

differentdiseases.Similarly,R副心)砂ls司'朗面μ(Chandnlaruwa),h蝕口1面ぼ(13holetro)andTm面1必一�/cr凶

(Barro)゛'ere also folmd for lmllti'uses tl'eatingatleast six different tyPes of comPlaints and disorders｡

　　　Among the four major ethnic grouPs interviewed･ Limbu rePorted a total of 64 medicina1 Plants

【78.17･ of the total P】ants rcPortcd for medicinaI PurPoses)while Bahun'Chhetri informed 55 such sPecies

(67ぷ以)f the total).Similarly, hi and Magar informed 43 and 37 sPecies resPeclively (Rg.5).ln average.

cach individual bdonging lo Limbu， Rai and Magar was familiar with lcs引han four sPecies of medicinal

Planls, while each individual belonging to Bahun｀Chlletri was familiar with more than five such Plants. The

LimbuswerethePionceringandstilldominantinhabitanlsortheChuriyainEastNePal,Bahun and Chhetris，

donlinating socia1 Hindu class have given them access to better lheir education･ They had knowlcdgeon

Λyurved and otherﾄHndu literature which contain a wcallh of knowledge on P】antsand Plant uses.
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Distribution of butterflios

　　　　Altogether 35 sPecies belonging to 28 genera and 8 families were enumeraled from the Present study

sitcof the Ch11riya of eastcm NePal (Table4).The documented sPccies comPrised 5.3％of the total sPccies of

butlerflies known to NePal. Genus l)r‘'dswas found to be thc most conlmon with its four sPedes, while

Ath!lmll，Danaus，Delias and Eり/四面s wcre also common in this Par1; the rcst were single sPecies gcnus.

Figure 2 shows that the nujority of rcc()rdcd sPecies come from NymPhalidae fanlily｀゛hich comPrised

34.3‰followcd by Lycae�dae(20.0'‰)j)ieridac(14.3‰)and Satyridae(口.4‰)，

　　　　Considering seasonal changcjhe sPecics richness of buuerfly was round to increase fronl winter to
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sPringseason.0ut of 35 sPecies collccted， 15 sPecies (42.85％)were found in winter season and the rcst in

sPring. A significant correlation was found between the sPecies richness and the months jndicating that the

abundance of buuerfly was Positively affected by aPProadling warmer days and availability of nlore food

thatisthenectar.Similarly･thesPeciesrichnessofbutterflyintheChuriyaofeastNCPalgraduallyincreased

uP to 500 mjhen it decreascd. This tendency corresPonds with lheareaof shrub-land in lhe studiedarea

indicating the habitat Preferences of the buucrflies. However,the habitat loss is adversely affeding the but-

terfly diversity in NePal.

Table 4
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Baseline information on birds

　　　A total oH50 bird sPecies were recorded totaling 2,374 birds during the field study･ From the ob-

served datajt was inferred that a sPecies/time curve is of interest because it not only indicates sPecies

richness Per unit tinleinvestment but also ascertains whether time investment in the fieldvvasadequ゛lte. 0f

the 255 observation, birds were Predominantly observed either in forests (38％)orinfarmlands(31％).Ad･

ditional 24 observations were not included in the analysis as birdsxへ゛ereseennyjng out of a given habitat

tyPe. Majorily of the birds were found in agriculture fields,esPecially at the edge of cultivationordegraded

shrubberies。

　　　AIl observed bird sPecies were grouPed into fourcategories to determine their status: endangered (E).

vuhlerable(V),rare andconllTlon.The nrsowo categories (Eand v)constilute4％of the lotal sPecies (Table5)｡

0f the obser｀'ed bird sPecies, giant hombHI (Buceyos bicomis),Pale blue nycatcher (Musdc叩a lmicolor),and

long4ailed broadbi11 (Psarisomus dalhousiae)are endangered. SPecies that are vulnerab】e were crow-bmed

drongo(Dicnげus almectans)，Pintail green Pigeon (Treroll卯icauda)an(Harge necklaced laughing4hrush

(Gamdax pcctomUs).The orange'♭reasted green Pigeon (TTeron bicinda)was considered rare. Some six habi-

tatsites where aH endangered and vulnerable sPeciesxverefolmd, were considered inlPortant for birds and

these sites need to be monilored to check if these sPecies continue lo exist illsuch adverse seltings.

Table 5

Bird 8tatus and ob8ervation frequency in the Churiya， ea8tern Nepal
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Endangered

vulnerable

Rare

Common

C
y
M
9
‐
4

C
y
2

　
　
　
　
　
　
４

　
　
　
　
　
　
１

６
ｎ
ｏ

　　1

2359

ACKNOWLEDGMENT

　　　　Thestudy was suPPorted by Pro Natura Fund to the firstauthor. GIS facilityand GPS were made

availableby thc Resour(es Hinlalaya,Kathmandu. Sincerestthallksare to Dr T･ Nakamura of Natura1H励ory

Museum and lnstilute,Chiba and Prof.DrM.0hsaxvaof universityof Tokyo for theirkind cooPeration.

　　　　AIIGIS work was conducted by Bidur Baidya. Giri Joshi and Bhesh olidid noristicsurvey. Daya

Bhusal conducted butterny survey. Gokama Khanal conducted bird survey. We thank them aH.

REFERENCES

Bhatt, D.B. 1977. Natural Hjstory and Economic Botany of Nepal. 0rient Longman Lld. New De】hi

Carson, B. 1985. Erosion alld sedimentation processes in the Nepal Hjmalaya. jCIMOD Occlls仙1111P叩Er j，

　　　　lntemational Centre for lntegrated Mountain Development, Kathmandu.

Govl.of lndja 1958. jl�111Sljrz,哩Ｍ叩795S.Survey of lndia Offices, Govt.oflndia.

Hagen, T. 1998. NI!μ�.Hima】Books,POBox42,Lalilp1】r,NePal. Forth ed.

HMGN 1988. M‘lslllrPI‘11jjbrFares哨/S11dorNりJ111 Maj11 RqJ∂rl.Minislry of Forests and Son Conservation, His

　　　　majestyls Govt. of Nepal/ Govt. ofFinland,Kathmandu.

ltihara,M.,Tatsuo,S.and Noboru,M.1972.Photogeological survey of the Siwalik ranges alld Terai plains，

　　　　southeastem Nepal. J.Ga)sc必lgs,0saka univ. 15: 77-98.

105 －



HMGN/FINNIDA 1996, 1J,油呟,刮叩j992,His Majesty's Govt. of NePal / Govt. ofFinland,Kathmandu

LRMP/HMGN 1986. Landuse MaP 1978. Land ResourcesMaPPing Projecl, DePt.of Foresls, His Majesty's

　　　Govt.of NePa1 / Govt. of Canada / Keating Earth Sdences, Kathmandu.

Martin, G.J･, 1995. E㈲励由･ﾘ/M Md/�sM凹�,ChaPnlan and Halls,London.

Press,J.R･,Shrestha,K.K. and Sutton, D.A.2000.Annoled CheckUst 吋the FloluerillgPla111s吋Ｎ叩nl.Natura1

　　　History Museum, London.

Rohlf. J.F.and Sokal, R.R.19S.Slalistical Tables. W.H. Freeman and Co･･

第10期プ･:･・ナトゥーラ・フ７ンド助成成果恒告i!i（2001）

要 ﾋJ
目

　　ネパールシワリク山地の桂生の生態学的研究

勣的景相域（ランドスケープ）における生物種管理

ブジュ・ディネス、ヨンソン・プロラド

　シワリク仙区は、ヒマラヤ山脈の最南域に位置

する。地史的には最も若い山域である。ここは､南

から熱帯、北から温帯と二つの生態域の結節域で

もある。

シワリク高地はネパールの国土の12.7％､森林面積

の25.8％を占めている。現在､土地開発が増加し続

ける状況の申で、シリリク地区の白然環境の分断

化が深刻化している。しかし、これまで、ネパー

106

ル、シワリク地区の生態学的情報は砥めて少な

かった｡この訓査研究は､東ネパールのシワリク地

区の生態学的基礎情報の収集を主たる目的としつ

つ、以下の6つのテーマについて詳しく研究され

た｡①GISによる1958年と1992年の土地利用状況の

比較､②咳物相および森林の構造と更新､③様々な

標高域における脚種構成､④地域民族の植物利川、

⑤チョウ煩の分布､⑥鳥川相のベースライン調査。
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EstablishingDNA bank of mammalianand bird faunaein lndonesia

SriSulandari,DwiAstuti,Maharadatunkamsi，

　　　Muhammad Syamsul ArifinZein

INTRODUCTION

　　　　lndonesia isoneof the megadiversity countries in the world･ lt has at least 47 distinctnatural ecosys-

tems ranging from the ice fields and a1Pine meadows of PaPua (formerly lrian Jaya)to a wide variety of

humidlowlandforestsjromdeePlakestoshaHowswamP,andfromthesPedacularcora1reefstosea“grass

beds and mangrove swamPs.

　　　　lndonesia is rich in sPedes and Possesses uP to about 17％ofthetotalnumberofsPedesintheworld.

APIToximately 12％of the world's mammalsJ5％of allamPhibians and rePtilesパ7％of allbirds and at

least 37 (沁ofthe肖orld's fish are available in lndonesia. ln vertebrata grouPjndonesia is the firstrank for

diversity of birds and the fourth rank for that of malnlnal with totahlumber o昌531 and of 515 sPecies

resPedively(Mittermeier出μ.1998)as shown in Table l below，

Table l. Tot�spedes and totalendemic speciesin lndonesia for ve吋ebrata只roupin the world

vcrtebl･ata Total spccicsm

lndoncsia

Total Endemlc

ln lndoncsia

lndoncsian Rank m thc wol･ld

Diversity Endcmic

Mammul ５１５ 201 ４ ４

Bird 1,531 307 １ ５

Rcl)tilc ５目 150 ２ Ｕ１１ｋｎｏｗｎ

Λmphibian 270 100 Ｕｎｋｎｏｗｎ Ｕｎｋｎｏｗｎ

Soul･＆i'MiUcl･I,leiel･ 1･hj/.1りり8

　　　　These biologica1 resources are not only imPortant for lndonesia but it has been an intemational con-

cern as 恥/ellsince they may have imPortantly unknown genetic materials for future generation. With excel-

lent techniques on DNA technology availableパ江's泊lconservation of the biologica1 resources may be devel-

oPed in the foml of DNA bank. This aPProadl is believed to be more imPortant in thecaseof endemic and

endangered sPedes｡

　　　　With the Presence of DNA bank comPosing total genomic DNA from various mammalian and bird

faunae of lndonesiajurther genetic research will be effectively conducted. Further collaborative researchon

gelleticasPects between hldonesia, as a rich country for biological resources, and JaPan, as a technologically

and financially rich country would be ideal one. Therefore,an initialeffortin establishing of DNA bank of

mammalian and bird faunae in lndonesia is designed for this study.

METHODOLOGY OF RESEARCH

　　　　Two activitiesvvereconducted in thisstudy. The firstadivity was to colled samPle from various

caPtivebreeding sites.The second activitywas to extractgenonlic DNA in laboratory and tonleasure con-

centrationof DNA obtained.
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Effort to 9et entrance permission:

　　　　ln this study, samPles from endangered and Protected animalsarecollected because number of those

animals are linlited and tends to decrease on their natural habitat, Those animalsarePartly kePt in caPtive

breeding sites as an βx-s泊lconservation including in lndonesian Safari Park, bird Parkor zoo.Those are

managed by either governnlent or Private organization. 0thers are stillin their natural habitat and Protected

undergovernnlent's regulation｡

　　　　ln most cases，a Procedure to get samPle of those animals from caPtive breeders is required･ An

officia目ettersigned by head of Zoologica1 Division is delivered to every caPtive breeder. A short ProPosal

describing PurPoseof this study is also attached to the letter and il was sent to:1. Bird Park (TMII,Jakarta)，

2.Jakarta Ragunan Zoo (RagunanMargasatwa Parkjakarta),3. 1ndonesian Safari Park (Cisarua,Bogor),4.

Bird Trader(Jakarta),5. Yogyakarta Zoo (CentraIJava),6. Surabaya Zoo(Eas巾va),7. Bali Bird Park (DenPas肌

Bali)and 8. Gibbon Foundation Center (DenPasar, Bali).ResPonse's letter was obtained after 20 ' 40 days. lt

wasatinle-consunling Procedurefor entrance Permission to the caPtive breeding sites.S2lmPle collection at

Bird Park(TMIljakarta)jakarta Zoo (Ragunan Margasatwa Parkjakarta)and caPtive breeding (division

of zoology, Bogor)vvere conducted on Phase ll，

Collection of Samples:

　　　　SamPlecoHedion forthissttldy was conducted in lndonesian Taman SafariPark (Cisarua,Kab.Bogor),Jakarta

Bird Tradel･(Condet,Jakarta),Yogyakarta Zoo(Yogyakarta,Central Java),Surabaya Zoo(Surabaya,EastJava),Bali

Bird Park(DenPasar,Balilsland),Gibbon Foundation Center (DenPas肌Balilsland),Bird Park (TMIljakarta)，

Margasatwa Ra即nanPark(lakarta)and caPtive breeding (Division of Zoology, Bogor).For this PurPose, we also

obtained blood samPles of Russa deer (Om/μ面θmls恥seeTable4)which｀゛as donated by M.S.A.Zein｡

　　　　SamPlesxverecolleded in the form of blood, tissue,liver,shed feathers,hair-root，feces or salivajn

caseof died animals, samPlesvvereobtained fronl tissue and liver while blood, shed feathers,hair root and

salivavvereobtained fronl living anima】s･ Blood whenever Possibleiverecollected followed the Procedures

from the zoo. Total volume of blood was taken 0.05－0.10 ml from individual of bird and 0.10－5.0 ml from

individual of mamnla1. 1f collection of blood was tedmicaHy difficult or sometimes vvas not Permitted to be

taken,shed feather,hair root, feces or saliva was coHeded｡

　　　　After colleding samPles， eachsalnPle was Preserved with 96％of ethanol absolute in a 1.5ml of

ePPendorf tube･ These collectedsalnPlesxverebrollght to the genetic labor“tory･ RDC for Biology･ LIPl and

kePt in refrigerator(4cC),These samPlesxvere ready for further Processing in laboratories.

Extraction of DNA and measuring concentration of DNA:

　　　　This activity was done in genetic laboratory, Zoologica1 Division, Researdl and DeveloPment Centler

for Biology ｀L�I,
Cibinong

'
lndonesia汀otal genomic DNAs of blood･ tissuejiver or salivawasextracted

using a standard Protoco1 (Sambrook d �･パ989).Total genomic DNAs of shed feathers or hair root was

extraded using ISO Hair Kit (NiPPon Gene, Made in JaPan)，

　　　　A11exhctedsamPlesweresubjectedto measurementsofDNAconcentration.ltisimPortanttoquantifyDNA

molecules obtained forfurther analysis.TherearetwolTlethods that are widely tlsedto measure the amount of nudeic

add in PreParations (Sambrooket al,,y）89).lnthjsstudy,theanlount of nudek addvvas nleasttred using a sPectro-
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Photometer(Beckman DU 650, Made in USA)basedontheamountofultravioletirradiationabsorbedbythebases

andalsovvasestimated from theintensity of fluorescenceemitted by ethidium bromide.

　　　The sPedroPhotometric readillgs of OPtica1 Density (OD)was taken at wavelength of 260 and 280

nanometer(nm).The ratio between the reading at 260 nm (OD2a))and 280 nm (OD2.)givesa nleasureofthe

Purity of the DNA samPle, with Pure DNA having a ratio of 1.8.The OD26o a】1ows calculation of the concen-

tration of nuclei(radd in the samPle･ An OD of l corresPonds to aPProximately 50 μg/mHor double stranded

and 40 μg/ml for single stranded DNA or RNΛ(Sambrook d α/J989).

Conversion of OD 260 into a concentration unit『μg/ml or ng/F』|)

Concentration(μ9/ml)＝OD26o x 50 × 50 同/�

Where: A26o＝value of OD260

50＝a dilution fador

50＝value equivalent to l of OD260

RESULTS and DISCUSSION

　　　　Results and Discussion of this study was Presented into 2 Parts, collection of samPles on birds and

mammals.

Sample Collection on birds:

　　　　SamPles colledion of birds which collected under Pro Natura Fund was obtained from a bird trader

(Jakar㈲jndonesian Safari Park (Cisarua-Bogor, West Java),Yogyakarta Zoo(Yogyakarta,Centra1 Java)，

Surabaya Zoo (Surabaya,EastJava)and Bali Bird Park (DenPasar,Balilsland),Bird Park(TMIljakarta)and

Margasatwa RagunanPark(Jakar㈲.Asunllnarized result from this study was shown in Table 2 and also

Presented in APPendixes 1,2,3,4,5,6,7,8 and 9｡

　　　　Three hundreds and sixty three (363)materia1 DNAsalnPles from birdsvverecollected during this

study(see APPendixes l-9),From thesulnnlarized results (Table 2)けhe 363 samPlesareobtained from 87

sPedes and 23 families of bird, consistjng of 40 Protected, 23 endemic， 18 threatened and 4 near threatened

sPecies. The collected 87 sPecies of bird is about only 6 ％from alllndonesian birds. Since samPle collection

of materia1 DNA for DNA Bank has established this year in division of zoology (RDC for Biology －LIPI),we

ha゛e received samPles from other Projectsjnduding receiving of 214 samPles (consisted of 57 bird sPedes)

from Biodiversity Conservation Project (JICA and LIPI)and 76salnPles(consisted of 14 bird sPecies)from

Nishiunli and Darjono's Project･The detail donated sPedes is not rePorted in this study, however,sPedesof

birds from the donatedsalnPles are totally different from our colleded bird sPedes. So farjf we calculated

the totalconeded samPles, it has shown about 9 ％from aH lndonesian birds. From this study suggested that

colledion of samPles for DNA bank is required to be continued｡

　　　　Since most caPtive breeders in lndonesia keeP Parrots in their caPtivityμhe biggest number of samPle

collection was 30 sPedes and 4 subsPecies of Parrot birds. Nowadays the POPularity of Parrot is worldwide.

lndonesia has 76 sPedes of Parrots･ Of these, 32 sPeciesare endemic to lndonesia (Andrew,1992).ltwillbe

intelで価ng証DNA bankjust established at the Zoological Division -LIPl has comPlete collectionof DNA Parrots from
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　Table 2， COIlected blood samples from lndonesian SafilriPark (ISP)，Bird TraderJakarta(BTJ)，

Yogyakarta Zoo (YZ)，Surabaya Zoo (SZ)，BaliBird Park (BBP),Margasatwa Ragunan Park(MRP)，

　　　　　Bird Park-TMn (BP-TMII)and Zoological Division(ZD)for DNA Bank，
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Table 2. Continued

NO

Famay Species Collected from 　　　　　　Status･）

（I）　　　（2）　　　　　　（3）

13 Columbidae 1.Ge卯凶･a Strlala SZ －

！.Goura cristata ＹＺ,ＢＢＰ,ＢＰ-ＴＭＨ Protected Endemic Threatened blrdﾆvulnerable
3.ＧｏｕｒＱ ｖｌｃｌｏｒｉａ BBP､BP-TMII Protected Threatened blrd:vulnerable

4.GourascheepmQkerl
ＢＢＰ，ＢＰ-ＴＭＩＩ Protected Threatened bird:vulnerable

14 Ploceidae 1.PQdda orμi゛ora SZ Endemic Threatened bird:vulnerable

！.Padda加scala BP-TMII Endemic

15 Timaliidae 1.Garrulax leucolophus SZ Protected

16 Dicruridae 1.£)1･Ｃｒｕｒｌａｍａｃｒｏｃｅｒｃｕｓ SZ

lﾌ Picidae 1.乃･ｃｕｓｍａｕａ旨 SZ

18 Megapodiidae X.Macroceph�on mQleo SZ Ｐｒｏｔｅｃｔｅｄ Endemic Threatened bird:vulnerable

19 Bucerotidae １．ﾒ縁l画racoceros�わ1･roslrl･ぶ ＹＺ

2.Ａｎｔｈｒａｃｏｃｅｒｏｓｍ�卿ａｍ超 ＹＺ Ｐｒｏｔｅｃｔｅｄ

Near threatenedbird

３．Ｒ恥liceros Mndl』IQlus ＳＺ,ＹＺ､ＭＲＰ Protected
４．Ｂｕｃピros rh雨ｏｃｅｒｏｓ ＹＺ

5.Aceros subrufico山･∫ SZ Threatened bird:vulnerablc

6.Rhyllcero3 pllcalus ＭＲＰ

７．ｊﾀﾌが7π7c∂ca･Q∫cQrvどrz巧 ＭＲＰ

20 Onolidae X.0rioluj cilinensis SZ
２１ Ｃａｓｕａｎｄａｅ X.Casuarius una即en冶･ｃ�ａｔｕｓ ＢＢＰ､ＢＰ-ＴＭＨ Threatened bird:vulnerablc

！．Ｃａｓｕａｒｌ･ＵＳ ＣａＳＵａｒｌｕＳ ＢＢＰ,ＢＰ-ＴＭＩＩ Threatened blrd:vulnerable

22 Ciconiidae 1.L印topn･lo幻av(mlc心 ＹＺ Protected Threatened blrd:vulnerable

23 Ardeidae X.j4rdeaClylerQ ＹＺ

！.Bubulcu5ibis ＹＺ Ｐｒｏｔｅｃｔｅｄ

＊)Source : (I).Prota=tedby lndonesiazlGoverzlrnent

　　　　　　　〔2〕.According to Aldrew (1992)

　　　　　　　C3).Shajlnaz gf�･(1995)

(based on wildlifbConservation Law)

＊’）Thesajnple isをom origjn place and eoUected by Dwi Astutl.



lndonesia. As mentioned earner･ only half of the totaI Parrot sPecies ｀゛ascolleded from this study･ Although

we coHeded samPles from the three biggest zoos in lndonesia, but we could not obtain a comPlete conectjon

of 76 sPedes- Parrot samPles. Becausethezoos orbird trader which we visited for samPle collection has

almostthesalllevariety of Parrot sPedes･ They only kePt famous Parrots which often used for bird trading

or colnnlerdal use. I�ormation of collectiollsite for othel'PalTots has being tried through non govemment

organization(NGOs),unforttmately,there is no resPonseyetJn addition, most lndonesian PalTots are das'

sifiedin CITES APPendix 2 meaning that¨exPort of this sPedes must be based on annual quota¨｡

　　　　The birds for con!lTlel'cialuse are usuaHy obtained from natural habitat. Uncontrol exPloitation makes

significant decrease in number of POPulation of birds and lead to be threatened sPecies in lndonesia. As

mentioned abovejortunately some of the (near)threatened sPecies has also just been coneded for DNA

bank.lt is imPortant to have allgenetic information before the threatened sPedes are extind｡

　　　　ConectingsalT1Ples in Maluku and Nusa Tenggara Timor Province were cancelled in this study, be-

causeMaluku and Nusa Tenggara Timor was not safe Place for visitin this year｡

　　　　Not allcollededsalnPles of birdsxvereextracted･ The genomic DNA of the samPle is extractedjf the

extractedsalnPle wi11 be used for further DNΛanalysis. For examPle, the extracted samPles which seen in

APPendi)(es l'9werea1ready used for bird sexing using DNA analysis and showed good amPlification.

Thus, the extracted samPles (aPPendixes l-9)has good quality DNA, This study is Preferred to keeP samPles

forlong Period in lhe form of materia1 DNΛsudl as blood or tissue｡

　　　　A famous name of our institute (division of zoology)is lndonesian Natura1 History Museulnwhich

has 1･200･000 sPecimens and consist o口7･500 sPedes of fauna. The conected sPecimens is good Potential to

contributeinestablishingofDNAbankonfauna.lnthiscase,wehavetoimProve ourcaPability to extract

samPles from skin sPecimens.

Sample Collection of mammals:

　　　　Mammal samPles coHection which coHected under Pro Natura Fund was obtained fronl lndonesian

SafariPark(Cisarua-Bogor,WestJava),Yogyakarta Zoo(Yogyakarla,Centra1 Java),Surabaya Zoo(Surabaya，

EastJava),Ragunan Zoo (Margasatwa Ragunan Parkjakarta)and Gibbon Foundation Center (DenPas肌Bali

lsland).AsmentionedinTableljndonesiaisoneofthenlostdiversecountriesinnlammalsPecies.Considering

the imPortance of the sPecies richness, conservation at large must be in oul' resPonsibility･ Yetjhe majority of

them remain une)(Plored in term of genetic information. At the same time, the Priority for conservation of

biological resources is focussed on the conservation sPedes, ecology and genetic diversity. DNA bank for mam-

mal sPecies has been established in thisstudy･ Asunlnlarized result fronl this study is shown in Tables 3.and 4.

　　　　AIl coHected mammal samPles has been extracted well (Table 3. and 4.)，excePt for donatedsalT1Ples

fronl Gibbon Foundation Center (Bali)･On the Phase l，a total of 43 samPles of DNAlnan!lnals，andcon-

sisted on5salnPles from hldonesian Safari Park, 9 samPles from Yogyakarta Zooj5 samPles from Surabaya

Zoo and 8 samPles from Gibbon Foundalion. While on the Phase II,a total of 54 samPles of DNA mammals

were collected，and consisted of 21 samPles from Ragunan Zoo (Margasatwa Ragunan Park)and 24 donated

Rusa deer samPles･ At the last nlinute of writing this rePort, we received gsalnPles of Primate from Gibbon

Foundation，Bali.Detail of Phase ll samPles collection and their status are Presented in Table 4. Systematic

arrangement followed Corbet and Hi11 (1992)and Suyanto etal.(1998).
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Table 3.　Mamlllalia saIIlplescolleded from lndonesian Safari Park, Yogyakarta Zoo，Surabaya Zoo，Gibbon Foundation Center for DNA Bank

ｌ

Ｎ６．！

　　　｜

S2mple

　NO.

ｌ
‐
ｉ
‐
－

Species SぐX Kjnd of

Sample
-

COUection P12ce Oriがn PI2ce Distribution

(ln Lndonesia)

Ｄａｔｅｏｆ

Ｅｘｔｒ２ｃｔｉｏｎ

DNACon-

centration

Status゛）

１． TSl i.I Ｈｊ必ar乙moloch
ご Hair TSLCisごｕ２－Ｂｏ９ｏｒ

　　　　　　　　　　－

Ｊａｗａ Ｊａｗａ 03.04.2000 125.ﾌ5 Protectcd.CI:1

つ
－． TSI2､! H､lobび6 mwlleri

ど Ha注 TSL Clsごui!－Bo2or
　　　　　　　　　　－

Ｋａｈｍ２ｎｔ２ｎ Kahm2ntan 31､03.2000 1257.50 Protected.CI:1
ヘ
Ｘ
－＝ TSI 3 1 H:d訪c心昭直s .7

－
Ha仕 TSL Csどu2－Bo2or

　　　　　　　　　　－
Sum2tra KaLimanta瓦Sum2t2 31.03.20()0 63.50 Protecてe(t CI:1

4. TSI4.1，j公･必蝕7ご乃77&2ご？Zzμ ９ Blood TSLCsどu2－Boﾐor
　　　　　　　　　　－

Sum2tra Sumatnl 27.03.2000 5996.75 Protect昿Ｃ□
－
ゝ

－¶
TSI 5.1 Hﾊﾞohr6写ndactyls ９ Blood TSL C5aru2－Bogor Sumiltra Sumatn N.03.20()0 113.25 Protcctcd､CI:1

6. TSI 6.1 Ｈ債)bare5mQlo油 ９ Bloo《1 TSL CLsanla－Bogor Jawa Jawa 27.03.2(X)0 94.50 Protected､CI:1
－
／． TSI 7.1 Tcplrlだlr1&cus ざ Halr TSL CLsaru2－Bogor Ｕｎｋｎｏｗｎ Jawa 03.(μ､2C)00 912.50 Protect紙CI:1

S. TSI S.1 Dlcerorhinu5sumat7-er1SIS ♂ Liver TSL Csaru2 － B()2o｢

　　　　　　　　　　－
Sumatra Sumatr2 1 1 .(μ.2000 253.25 Protected.CI;1

9. TSI 9､1 Tayii･なj&a,7ごα,7心 ９ Livcr TSL Cls2JIJ2－Bogor Ｕｎｋｎｏｗｎ K21iman恥Ｓｎｍｍ H.(μ.2(XX) 184.50 Protected.CI:2

10. TSI H.1 Babalus depressicomis UnJこosll Hair TSL Can2 －Bogor Palu.Sulawesi Sulawesi 03.04.2000 109.00 PTotect昿CI:1

11. TSI I2､1 hbaluj d9ressicorn£s UnknoQ-n Hair TSI,Caru2 －Bogor Unk]ﾕowll Sulawesi 03.(μ.2000 90.25 Protected.CI:1

12. TS□3.1 ｈ屁l唱depressicornis Uaklﾕｏｗｎ Hair TSL Clsaru－Bogor Unkｴ1owll Sulawesi 03.04.2(X)0 115.00 Protected.CI:1

13. TSI 14､1 Panlhera rl･g7-む∫ａﾌｱ7αΓΓど2e Ｕｎｈｌｏｇ１１ Hair TSI.Csanla－B。gor ＵΣｌｋｎｏｗｎ Sulawcsi 03.Q4.2(X)0 165.25 Protected.CI:1

14. TSI 15.1　1 戸ｇ卯必＆f Un㎞os11 Hair TSL CisaJIﾕ2－Bo（7o「Sumatra Sum2tra 31.03.2000 40.00 Protected.CI:1

15. KBYI.I Panlhera n･か･む51j?ﾌﾏαΓ7･αε

ci Hair Ｙｏ５２ｋ２ｊてaZoく)． Sum2tra Sum2tl2
03.(μ.2000 125.75 Protected.CI:l

16. KBY4.1 戸∂可Q乃g777α心∫ ９ Hair Yo2vzk2Jて2Zo《⊃. Kalim2nt2n K21imant2ユ 31.032000 141.75 Protected,CI:l

17. KBY6.1　1amzJ a･c�りr ９ Hair Yogvak2rtaZ(x). Ｕｎｋｎｏｗｎ K21im2ntzn，Sumata 31.03.2000 87.00 Protected

18. KBY7.1 Hvlobares moloch(?)
(ﾀ

Bloくxl Ｙｏ５２ｋ訂t2Zoo. Unknowl1 Jawa 11.Cμ.2000 136.75 Protected.CI:l

19. KBYS.1 Hylobale5syndactylus
(ﾀ

Blood Ｙｏ５泌c訂t2Zo(). Ｕｎｋｎｏｗｌｌ Sumatn 27.03.20{)0 170.50 Protected.CI:1

20. KBY9.1 Mw7r7･ａａｉｓ ｍｕｎ肋ｋ
９ Blooくj Ｙｏ匹ak2n2Zo《). Unknow11 K2limantan.Sum2tr4

Jawa.LX)mb()k

27､03.2000 5489.50 Protected

21. KBS□ TrQ詐l唱Jawaaic唱 C「 BI(x)d Sur2bavaZo(). Ｊａｗａ K2Limanta馬Sum2t恥

Jawa、L()mbく)ｋ

27.03､20(X) 26.00 Protected

22. K£S21 Ｈφｋ;６ａが氾
C「

BI(xxl Surabaw Zoo. Ｕｎｋｎｏｗｎ
Kjllim2ntan。Sum2tr2 27.03.2000 6924.50 Protect昿CI:1

23. KBS 3.1 ｊα&アひzzjα&乃7･z∬α ♀ BI(x〉d Su17baw Zoo. Sulawesi SulaweskMaluku 27.03.2000 55.(X) Protected,CI:1

24. KBS4.1 λ沁む屈゛ ど Bloo(i SuJ11baⅥ1Zoo. Baweに Bawean 27.03.2000 80.(X) Protecl昿CI:1

25. KBS5.1 Muniacus munぴak ど Blood Surab2vaZoo. Ｕｎｋｎｏｗ７１ Kalim211um.Sum2tr4

Jaw4 Lx)mbok

27.03.2000 147.25 PTotected
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26. KBS6.1 Elephas maximt£s ９ Blood SuJ2baya Z(x)･ Wav K2mbas.

Sum2tra

Sum2tn 26.G.20(}0 440.75 Protectcd､CI:1

27. KBS 7.1 PonZo abel ９ Blood Sur2bava Z心く〕． Sumjtr2 Sum2rn 26.G.20(珀 485.00 ProtecteとCI:1

28. KBS 8.1 Hylohl已smoloch Ｃ

９
Blood Sur2baya Zoく)， ｊ２ｗａ J3a･a 26.03.2000 499.00 Protected､CI:1

29. KBS 9.1 Hylobatessyl＆zc邸us ど Blood Sur2bava Zoo. じｎｋｎｏｕて1 Sum2tra 26.G.20()0 734.75 ProtecteiC□

30. KBS 10.1 CEnな∫匹池ﾌ泌ｒ ど
B1(xxi Sur2bava Zoく)． ＵｎｌＪｏ四l K21im2m2mSごmご2 26.03.2G00 108.00 Protected

31. KBS 11.1 ?α,7jゐごrごz芦７ど心 ぷ

Ｗ
BI()oヽi　lSこbayaZoく)， UnJこ⊃oQ71 Ｊａｗａ 26.03.2000 1263.50 Protected､CI:I

32. KBS 12.1 Helarctos mal弓･arluj ど BI(xxi Sur2bava Zoo. Unknou71 Ｋａｌ池2nl2n.Sum2こ 26､03.2000 425.50 Prolected.CI:1

33. KBS 13.1 Panlhera rigrissumjrrae ９ Blood SuJ2b2ya Zoo. Sum2ごa Sumatri1 26.03.2000 250.25 Prolecte＆CI:1

34. KBS 14.1 B油al心depressiこor71活 ど BI(×)d Su2bava Z6Q. Su12wesi Su12､､でsi 26.03.2000 ﾌﾌ.50 ProtecteとCI:I

35. KBS 15.1 BosJawQ,jcu5 ♂ Blood Sur2bava ZOQ. Ｕｎｋｎｏｗｎ K21imaman_J2wa 26.03.2000 18.50 Proてected

36. GF I.1 Hylobcres邨旨 ９ Hair Ｇ弛bく)ｎ Ｆｏｕｎ&ｕｏ・

Ｄｅｎｴ)asar.

Kahmant2JI K21imam2n Sum2tn 03.(μ.2000 53.50 Protected､CI:1

37. GF2.1 Hylobales muelleri ９ Hair Asab()ve. Ｋａｌｌｍａｎ咄ﾕ K21imant2こ 10.(μ.2(}00 52.25 Protected.CI:1

38. GF 3.1 恐必＆心侭心 C「
Hair A5 abQve. Sum2tra K2Umant2jl_Suこ2こ２ 03.04.2000 264.50 Protected.CI:l

39. GF4.1 恐心＆jご乃77ゐＱ'泌 ９ Hair As2bく)ｖｅ． Sum2tra Sum2tr2 10.04.2000 S8.00 Protected.CI:1

40. GF5.1 Trachypitheこusauraais ♀ Ｈ趾 Ajabove. Unknow11
(Jawa?)

Jawa、L4)mbok 03.(μ.20(X) 62.25 CI:2

41. GF6.1 Hyloba16syndacrylu5 ど
Ｈ趾 Asab()ve. Snmltra Sum2tra 10.04.2000 67.75 Protected.CI:1

42. GF7.1 Trach!?ahecusc咆alrus ♂ Hjr Asabく)ve. Sum2tr2 Kj!1im211t2n.Sum2ta
10.(μ.2000 58.00 CI:2

43. GF8.! Hylobates kjossi ９ Ｈ趾 Asabove. Men2wail、

Sam2tr2

Mcntawai 10.04.20(X) 75.50 Protected.CI:1

*）

Protected bylndonesian G【】vemment.

CI:I　CITES Appendix l.

CI:2　CITESAppendix 2.

COUector:

　　　　N0.1－9,卵dl5－43

　　　　N0.10 -14:.

M.

Sri

SyamsulAri丘nZ＆l and Maharadatunkamsi.

Sulandali and Dwi Astuti.



｝
ざ

Table 4， Details of mammals sPedes collected at Phase ll from Jakarta RagunanZoo and donated samPles.

N(k Sam画
　Na

徊is hmiv Sex Kixjof
Sam汝

-PI心 Oi妙IPlxe Dillilxltkxl
(lnhxi(xxsia)

DatofEXlnlごtixl　　DNA
Gxxnliml㎞

S431xか）

1、 KBROI 岳らａｍ･５心む面7 H､奴油(泌 言 Bkxx1 Ra2ロlrZ£x).J2klta 心n S1Σmm 5C吐1ご:MX） 15(yﾌﾌﾌ5 趾たｺﾞ凪CI:1

１ KBR02 Mzalφ心£吻 ａ≒細ik
つ

← Bkxxi salxJw JaヽM1 Kahmaltlx&jma瓜Ja鳴

　　　LJrS4J�a

５(辿ixr2(XX) 3097.75 CL2

3. KBR03 所£λzil!771必xj7 H政)むai』 ９ Bk戻 asjx)w Jaw1 JふMa 5aldxr2(XX) ％Ojo 趾心一.GI
4. KBR64 太心 囚d或i& ざ Bkxxl asalxJ､e Js噫 JaxM1 50ctixr2(XX) 3086.75 所畝戈砥C11

５ KBR05 ゐｱａね2j74
必7≒rx訟s

V恥ari(k ざ Bkxxll　　s叙)ｗ Ｗ呟Jaw� Kまmartl1Sumま4Jaw4

　L=Su織Sd心

　　　Makiu

5C吐血y2(XX〕 710525 CI:3

6、 KBR(X5 づ四 IWlick 了 Bkxxi　　　asalx)ve Kalil7atnSum21ra(7) 心 ５(λ忿〕txi2CXX) 1143075 所鳶Σt㎡

7. KBR07 忌西az7az77y｀Mdが｀ Eai2rlk泌 Ｊ Bkxxi　　　asixMs Slm宜a &ｍｍ 5Ckijx･2ax） 14524jo 弛恕唸喊C11

＆ KBR08 /沁血z97sヱz7s｀tかＦ Ek面rl-
○

－ Bkxxj as如喝 Suallla SUrl-1 5at£txy2(XX) 303125 弛忽1凪C11
9. Ｒ１ 七励四 vi､ali& Ｊ Hair　l　　asaix7z Sunllra KalinlltlλScll凪Ja､4 5atx)1xr2(XX) 1275.&） Rて恕忽1

10. R2 七泗四 Xlsidz ９ Hair asix7､e Sualm Kalinalz1SzlllaJa､､71 5Cktig2(XX) 1C93.10 F¥てtaai

11. R3 He7tb�7叩us 恥xsijs
ぶ

Ｊ Hair salx7､e SuΣΥ11tra 心吻皿 5Ck忘血r:9X） 5Q2.a）

ll R4 心&匹 Vh7i(k I⊇ Hair ｓ如､ｅ KalirTalz Kahm4匹Ja9 5(λ;t6&r2ax) 915j5 雁tc忽1

13. R5 Å心心m VMΣΥi(k
○

一 H2i「 as如､ｅ Kahns Kjir=lzxSurTま4Ja9５(Ｍ沈g2ax) 64名.(X) F¥c畝忽1

14. R6 Her芦紺榔Ｑね4s arr雌ik
つ

■- Hir a5如､ｅ Jiala ＪＳＱ 5(λtia2(KX) 631.5X） (Ｂ

15. R7 ぶ7心呻=ａＥ Ha匹ik Hir salx7w Jikita Jaw2 5CXカ1xr2(XX) 72775 CIﾆ3

16. R8 ルお神7公7 Mali& ９ Hir Ｓ如袴 JaMI KahnzxSrT11aJaa

　　LJSu池

5(kjxr2(XX) 1918､10 WC□

17. R9 池２幻ａ蕗z7(?) Fhsrii(k Unklx7呪! Hair ｓ如xe K画ra13n(?) 心心Tta ５(ﾆλljxr2ax) IS63ﾀ5 弛畝:d
1＆ R10 H四7baj7ぶru(9) HN公ik UnkΣx7wn Hair salxy叱 K画Tatln(?) -心畝1 ５(瓦なixr2(XX) 357.1610 Raectai

19、 R11 7吻&四= lopli&
へ

ヾ
一

Hai- asalx7w Ja､廼 Kj㎞lセaSus収Ja心
　　　Lmlx)k

5atcixr2(XX) 6％勇 弛窓加i

20， R12 瓦面血S Taziiif Ｊ Hair asix7､e SaT2tla Suma誠 5C吐〕1ご2(政) 791.85 雁畝4C11
21. RI3 Pαnl泌?un炉ssuritzlJてｚ S(iaさ

⌒ご Hai ｓ血四 Sum血l Sumla ５(辿ixr2(以) 629.45 弛愁戈喊(11

22. Nrr01 -- CJ& 回 Bkxxl 心心 Akr K血＝心匹L=
Su心Sda心a㎞

12Mぞ2(XX) 37940.CX） 雁恕ct政i

23. MTQ2 C四匹四 Cavik ２ Bic� as如ｗ TilTKr ｓかxt 12Mavlxx） 4238825 ＰＭａ忽1

24. NIT(B Gm吻7mmy Cajd2E ⊇ Bk戻 as如ve 石rrKr sa1刄唱 12Niav2(XX) 35687.75 F¥(支以ai

25. yIT(M am4yか7z)むzg (ふik
つ

－ Bkxxj WTW Tilxr asか､で 12Mzy2(XX) 4328925 雁勉戈ai
26. MT05

--
Gljdlご

○

－ Bkxxl KlzallこTirTxr Aky six7ve 12Mzv2(XX) 3531X).75 Rua;tai

27. NTr(沁 (加皿77m7aﾀ C㎝4(k I⊇ ａ(畑 aixi)､Tim(r Akr ｓ如､ｅ 12Mav2(XX) 36410jo 趾畝血xi
28. NTrOﾌ Gmymm3 Caj(k づ BI(戻 six)ve Akr six}xe 12Nlav2(XX) 413(沁25 P沈恕aal
29. NTr08 GrⅥ�tz7m陀匹s C心(泌

Ｃ

← Bk知 Cλs･)､TiTxr Tim(r salxwe 12N!zv2(XX) 3378625 雁敞忽j



｝
司

Table 4. Continued

N4 Ssl画
　Na

Sixxi5 Rlmiv Sex　　Kixiof
　　犬ａ再ie

C(逼a;tixlPlaz Oi妙IPlsa Diillilxltixl

(hlhxi(xx!i幻

Da鮑orEＭrx戈i(xl 　　DNA

C(xxxilnltixl
S咄lか）

30. MTCy? G･m5･a7?XJた7z∫z∫ Cふi&
－
Ｊ

Bkxxi asalx7xe Thr Ｓ血以ご 12NIふ･IXX） 3241525 R太ｺﾞ�

31. NTT010 (池謝四　　　ｉ　Ｃａ､咄
⌒
マ Bkxxi asjx7w Tirlxr asalx7xで 12Nh･2al） 211(S25 F¥てtaal

32. NTrOll GクＭＪむlyl?ss Caヽi&　i　苧　　Bkxxj Cjr7こ)ふ(xlfTiTlr Tirrxf asalxse 12NIふ･2ixx） 303ﾌ1.75 Fそて窓㎝i

33. NTr012 Gm4m)mz∫ Caj& J　　Bkxxi asゐ7ve nTKr おまかt　　l l2Niz､･2C{X〕 161&425 P応た忽j

ふ4. NTr013 G回勁回　　　I　Cぶ血 マ　　Bk� 心Thy 'nrllr　　:　　3i刃唱 12Nilv2(XX) 3777Zjo Pr咳之j

35. 汀rOI4 G悶助四　　　；　C辿ａ; ○ Bkxj asゐ]ｗ �xr お血7Mご
12Nほ･IXX） 309X).(X) 雁畝llxl

36. NTT015（i,uδlz77z）,lｸls巧 ら心 つ B政xi as如､ｅ lh･ ３如､ｅ 12NIふ･Ixl）　　j　24618.75 弛竃之i
37， NTT016 G717ぶか7z)esy Csidaさ ○ Bkxxj ａ如哨 lhy salx)ve 12Mふ･IXX）　　；　3&416､（X） F屁畝放1

38. yΓΥOI7 1（｝､wか7xw?2sz∫ Ｃａ４泌
⌒
Ｗ BI(xxl sixg 石nxy Ｓ血g 12N謐2(XX) 3男3325 P耽畝1�

39， NTrO18（i7M6･か7z717zs巧 Cかik ９ Bkxxj asix7w �xr as如唱 12×lzv2ax） 3732975 弛畝ｺ玖1

40. Nrr019 aハgか7al93　　　　　1（2gvi1E J　I　B㎞j sixyt Akr as如ｗ 12Ma､･2((X) 344)1015 r奴総忽l

41.nqT020 Cmsmm･ Ciidz
タ

｜｜ Bkxxi saix3t 佃X・ as如ｗ 12N旨･:狐X） 2671625 弛恕忽i
41 NTrG21 G7MδむzyE725巧 Q･111 　ミ ○ Bkxxl Ba4TIlltr RTxr　　！　　asalx3e 12Mふ･IXX） 30幻175 F¥aa;�

43. NTT022 必四m Cかidz
○

－ Bkxxi six7鴇 Tirlxy　　i　　asiひt 12Mzv2(XX) 26S4.(X) Ptaa:taj

44. NTr回 Gmμmyだ?2szy らidz ○ Bkxxl 心lhr ｰIZr asalx3e 12Nlzv2ixx） 28769jo Rて忽忽1
45. NTrQ24 Gm7四 aj& ９ Bkxxl Ｓ如唱 Ftltr asix3e 12Mふ･2al） 2568125 F駄勉こt㎡

46. GF13　1，7kz剱７涙口ざこ77或忿が1s.｀｀ Cごａ屈咄i址
～

○ Bkxx1 G奴xl!Rxixitkx1Ba丘 5W 心 一 一 Ｇ２

47. GF14 池必&之sヽyz血r池yて辿i゛｀ FM⊃iziil，1　9 Bkxxl ｓｊ１ｒ､ｅ 心い　　W1 一 一 F駄た21G1

48. GF15 所1血お-廊ざてll･･ii｀’　I　H､k）＆iil， 子 Bkxxi ｓ必μｅ Ulkrxwl 心心 - - 弛恕た1(11
49. GF16 所1血之９ｱzz4盛7iてzlli1ど｀ H､1(え或j&

○

４
Bkxxi　l　　　asゐ7､e Uirx7wn KalirTalzl 一 - 弛畝忽μﾆ11

50. GF17 7瓦九７血ayaazなy｀･＆｀｀　；Cごimi!kj(辿 ９ Bkxxl six7､e Unkrx7､m Jぷ吼LJlrSllx勉 一 一 G2

51. GF(y9 7沁匹７＆ロむ2z21zzぐてｋ)｀' Cごてailkiir ○ Bkxxj　jab&xlFkxnilicl1Bali Unklxw1 Jax啄LｅｇｉSaxil - 一 CL2

51 GF10 瓦zy7回がz2yazzzな｀l虹ぐ｀ (ｋ加Sj＆
○

← B1(xj ｓ如､ｅ UnkrKw1 salx7xt　　　　　　－ 一 Ｃ２

*）

P戊･cdbyln(icxxsianGovemment

CI:1　CmES却pendix1.

CI2　CmESAplxjndix2.

Conector

　　　　N0.1－21

　　　　N0.22－45

　　　　N0.46－54

:M SyamsulArifinZan窟xl-

:axlまdbyM-SyamsulA一nZj11

:ax咄･dby(lbb(xlF6uixSoixBali.



　　　　Our results of Phase l and ll was summarized, a total of 33 mammals sPecies were samPled for DNA

bank,which about only 4.9％from a1Hndonesian mammals (土681 sPecies,Suyanto d �.1998).ln term of

Protcded sPecies, our collection resulted about 22.7 ％from totaI Protected lndonesian mammals. Therefore･

the continue of conectionaresti11 required. The DNAs colledion from this study are very useful and benefi“

cial to our living. They are Protected, endangered and/or endemic; and considered as key sPedes. ltis dear

that this conection is a great value.

　　　　Limited collection resulted fronl Phase l and ll was caused bysonleProblems ゛hich we encountered･

and these are discussed below. The limited fund seems to be restricted our location for samPling. Hovvever，

fund itselfwas not PrinciPal imPediment that we faced. More serious one was limited samPles (live animals)

available at既-shconser゛ation, since itis ゛ery difficultcollecting DNA materials from the wild. Also lack of

database information relating the origin and Pedigree of the animals. Several samPlesvveredonatedor con-

fiscated animals with very Hmited information and it caused tracing their history became imPossible. CouPled

with these Problemsjor sonle reasons, wewerenot anowed to take blood. ln factμakhlg blood sometimes is

not easy for small mamnlals.

　　　　0vercoming these obstades hsted abovejt needs information of database on cx-s価lconservation

induding sPecies they have, status (endemic, endangered， Proteded， rared etc.);and can be accessed by

PeoPle゛゛honeedit.ThisinformationwillbringustobelnoreeffectivelyinPreParingandcolleding.Thea's面

conservation bodies (zoos, Safari Park, breeder, etc.)suggested us, we should synchronize our schedule for

samPles collection with theh' sdledule fol'diseases/blood examination, and this wm Promote us in colleding

blood. Alsojrailling to be e｀Pertised in taking blood is urgently needed.

CONCLUSSION

　　　　An effort for establishment of DNΛBank on bird and mammalia faunae has been started at the Zoo-

1ogica1 Di゛ision, RD Center for Biology‘LIPI, lndonesia. At the moment･ 叩Proximately 6.5％endemic bird

and 16％endemic mammal of totj nunlber in lndonesia are available. 0ur DNA collection has not yet

rePresented an mammals or birds sPedes hve in lndonesia･ Therefore, extension of the Project under Pro

Natura Fund should be considered, to continue our collecting effort in establishing DNA bank.

　　　　The colleded DNA or material DNAsalnPlescanProvide a usefld reservoir data, esPedally Promoting

conservation for Protected and endangered sPecies.

　　　　Res�ts obser゛ed from this initialeffortmay be useful for fudher gelleticsれldiesinvolving collaboratio11

between lndonesia and JaPanese institutionsother institutions in the world.
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インドネシア産鳥類および哺乳類の遺伝子バンクの蓄積

スリ　スランダリ

　鳥類の組織・血液・羽毛の標本は、インドネシ

ア・サファリ公園、ジャカルタ鳥類取引センター、

ョギアカルタ動物園､スラバヤ勣物園､バリ鳥類公

園、TMII鳥類公園、マルガサツワ・ラグナン公

園などで採取した｡23科87種から合計363標本を集

めた。

　87種はインドネシア産鳥類のわずか6％に過ぎな

いが、40種が保護種、23種が固有種、22種が絶滅

危惧種と、比較的緊急性の高い種から標本を採集

するように努めた。

　哺乳類の組織’血液川匯液・毛の標本は、イン

ドネシア・サファリ公園、ョギアカルタ勣物園、

スラバヤ勣物園、ラグナン勣物園、ギボン基金セ

ンターなどで採取した。合計33種から97標本を集

めた。

　33種はインドネシア哺乳類のわずか4.9％に過ぎ

ないが、保護種に限ると22､7％に達している。

　標本は96％エタノール液浸としてインドネシア

利･学院生物学研究センターの実験室に持ち込み、

冷凍保存した。組織・血液・岨液標本からは標準

プロトコール法で、また、羽毛や毛からはISOヘ

アー・キットを用いてＤＮＡを拍出した。さらに、

119

分光光度計を用いて、塩基濃度を測定したのち、

ＤＮＡを超低温フリーザーに保存した。

　以上のように、ＤＮＡバンクの立ち上げとして、

本研究は予期以上の成果を挙げることができた。

しかし、以下のような課題も残している。

　1）今回ＤＮＡ標本を採取できたのは、インドネ

　　　シア産鳥類・哺乳類のわずか約5％程度の種

　　　からである。非常に緊急性を擁する絶滅危惧

　　　種を中心に、これからも標本採取に努めてい

　　　く必要がある。

　2）いくつかの小個体群に分かれて分布している

　　　種については､個体群別の標本採取を行う必

　　　要がある。

　3）超低温フリーザーによるＤＮＡ保存はコスト

　　　がかかるため、より安価な保存法の開発に努

　　　める必要がある。

　4）標本の蓄積と同時に、ＤＮＡバンクのシステ

　　　ムやソフトの開発も進めていく必要がある。

　以上の理由により、ＰＲＯ ＮＡＴＵＲＡ ＦＵＮＤのさ

らなる協力をお願いする次第である。

(推薦者：束　正剛　訳)
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Appelldlx2. Collecledslmlllesfrom llldolleslallTgnlan SafarlPark(Clsarua･ Bolor)

Slatus

Prolecl

- - -
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-‥－---－Endenlic

Endemic

一･-・Proleclcd

脳廠図

Pro【eclcd
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1 ) r o l e h t t p :

/ / w w

w . l e c t c d

一 －

- - 一 一

No. Salnl)le

No.

Colledoll

dale

Species Family DNA

Concentration

（11gﾉml）

Dislri
bulion
゛）

Killdor

samPle

Collector “） Stalus

１ TS口 28.02.2000 Cacaれ司ｓ．ａ･１ゆ,θμ雨ａ帥 Psitlacidac 463.0 T収lmbalり I;calher SS.｢)A＆AM Endemic

２ TSI 8 28.02,2000 Glcaluas.ci･μ1･lo/,･なμ,r,J Psiuacidac 2512.5 1｀･Slmhlり Iふ･c「 ＳＳ．ＤＡ＆ＡＭ Endemic

３ TSI3 28.02.2000 G7a71四g司恥1゛ Psi【tasidae 888.5 ＦＴ Fealhcr ＳＳ．ＤＡ＆ＡＭ Endemic
４ TSI7 28.02.2000 Cacα11jag政恥f Psiuacidae 2900.75 ＦＴ 1.ivcr ＳＳ．ＤＡ＆ＡＭ Endcmic

５ TSI4 28.02.2000 GIごallja5.51吻ゐ11r四 Psiuacidae 136.25 JCT Fclhcr ＳＳ．ＤＡ＆ＡＭ Ende【nic

６ TSI5 28.02.2000 (ｊｃα１１ｊａ５．ｊ励面,r6z Psiuacidac 3ll3.0 JCT Tissue SS.DA＆AM Endemic
７ TSI6 28.02.2CX)0 /勿r,�沁心lμ面∂r Paradisaeidae 3325.75 1.iver　i SS.DA＆AM

８ TSI9 28.02.2000 Eclcclusrora鴎 Psittacidae M78.0 MTI Feadler

，ljvcr

ＳＳ．ＤＡ＆ＡＭ Prolected

９ TSI10 28.02､2000 Goura vicloria Psiuacidac 103.0 Ｉ Featllcr

,11SSUC

ＳＳ．ＤＡ＆ＡＭ Protcclcd

10 TSlll 28.02.2000 Proboxcilgeraler治･川∫． Psiuacidac 209.0 Ｉ Fcalhcr ＳＳ．ＤＡ＆ＡＭ Protected

11 TSll2 28.02.2000 /)Γθゐθ∫ｃなcrぶ･7rみ･IM Psiltacidae Not measured 】 Fcathcr ＳＳ．ＤＡ＆ＡＭ Prolecled

12 TSll3 28.02,2000 £卯c叩抑rro尚d晶/f Slumidae Not mcasurcd Fcathcr SS.DA＆A徊 Endemic;CITESapp.I
13 TSH4 28.02.2000 Psit削chas釦lがd唱 Psiltacidac Not measured 】 1;cather ＳＳ．ＤＡ＆ＡＭ CrTESapp2:ncar

'nlreatcncd spぐcics

14 TSI16 28.02.2卯0 Edcぐnll ror41usl Psittacidae 134.75 ＭＴＩ Fcalhcr SS.1)A＆AM Prolected

15 TSII7 28.02.2㈲0 Edcclux n,r4皿万 Psiltacidae 110.25 ＭＴＩ Fcalher ＳＳ．ＤＡ＆ＡＭ Prolecled

16 TSII8 28.02.2(X)0 /句ｍ唐珀ｃａｎｊ&Ｍ Paradisaeidac Ｎｏｌｍｅａｓｕｒｄ Ｉ Fcalhel ＳＳ．ＤＡ＆ＡＭ Prolccted

17 TSII9 28､02.2(X)0 Seleuclljl‘∫，,,e/a,,olafaj Pa【adisaedac Nol measuicd Ｉ Fcalhcf ＳＳ．ＤＡ＆ＡＭ Prolcctcd

IS TS124 28.02､2000 G7cαΓ11,M.stdPhwca Psittacidac 630.75 ＪＣＴ Fcathcf ＳＳ．ＤＡ＆ＡＭ Endemic

19 TSI25 28.02.20(X) Cacaれlas.jl赤ゐ吋凹 Psiltacidae Not mcasured ＪＣＴ Fcalhel SS､DA＆AM Endemic

20 TSI26 28.02.2000 G7c如沼川θ/�r朗珀 Psitlacidae Nolmeas11red Ｍ Fcalhcl ＳＳ､ＤＡ＆ＡＭ Endemic

゛)J forJava;CforCeletxs;M forMollucas;TforlndoncsianNusaTCI1践ara；l forIIanJaya゛)J forJava;C forCeletxs; M forMollucas;T forl,i
●●I

ollesian Nusa Tcllggala ； l fol

)SS forSriSulalldari;DA fbrDwi As�;AM f()rAlwin Marahdikusuma

－120 －



Appelldix 3. COIlectedsamplcs from YOQlakarta ZOO (Yogyakarta,CelltralJava)

No. Sanlple

No.

Collcぐlion

dale

Spccics hmily |)NA

ConcelUralio

ll

(llg/ndor

･lがlll)

Dlstrjl)li

lioil゛)

Kjndof
sample

Colleclort･） Status

１ ＫＢＹＩ 07.03.2000 L91oliloり･axlａ?ｎ1aバ Ciconiidae Nolmeasurd SKJ Fealhcr ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ PTotected,C汀ES叩ｐ． １

２ ＫＢＹ２ 07･.03.2000 Glajrljα哨�ぼ,ヽ朗ｊむ Psiltacidac 171.5 Ｍ Feathcr ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ Endemjc
３ ＫＢｙ３ 07-.03.20(X) j,11ゐΓαΓ()ccり5，j/加･rOSlnSI hccfotidae Nol measured SKJ Fcather ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ

４ ＫＢＹ４ 0;-､03.2000
Proboxciger ･luc･iml･s Psiltacidae Nol measured ｌ Fcather ＳＳ,【)Ａ＆ＡＭ Protected

５ ＫＢｙ５ 07-.03.20(X) G7ぐα1,/a�みａ Psiltacidae □5.5 Ｍ Fealher ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ Endemic
６ ＫＢＴ７ 07-.03.2000 zl�azφ1ぼｄ Ardeidae Ｎｏｕｌｌｃａｓｕｒｅｄ SJT Fealhcl SS,DA＆AM
７ ＫｎＴ８ 07-.03.2000

jjl面,ｚｃθａ･Γθ∫四z/の'ぶjM B11cerolidae 402.0 SK maod SS,DA＆AM
８ ＫＢＹ９ 08.03.2(X)0 Rhylicfros l川d�al旧 Bucerotidac 26.5 SKJ Blood ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ Prolected

９ KBY10 08､03.2000 沿glj盾7四∫ａ曙1バ l)hasiallidae 102.75 SK mood ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ Protected

10 ＫＢＹ Ｈ 08､03.2000 励/遥,/a呟川辿ｎ両 Phasiandac 266.0 SK Blood ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ Protected

１１ KBYI2 08.03.2000 Ｍ,ｌｃｒｏｃｃｐ�ｏｎｍ�ｅｏ
Megapodiidae 119.0 Ｃ Blood ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ

12 ＫＢＹ１３ 08.03.2000 Spilonlisdleela Accipitridae 145.5 SKJ mood ＳＳ,ＤΛ＆ＡＭ Protectcd

13 ＫＢＹ Ｍ 08.03.2000 /缶緬7凶ICrど7 Ardeidae 15.5 SJT moo(I ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ

14 ＫＢＴ１５ 08.03.2000 £cl叩a加1叩'z SlriQidae 172.5 ＳＫＪ lll(x)d ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ

15 ＫｎＹ１６ 08.03.2(XX) hbulcus ibis Ardcidae 100.75 ＳＫＪＣＭＴＩ nlood ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ Protected

16 ＫＢＹ１７ 08.03.2000 μ�1･αjlljr函面∫ Accipit【 dac 58.25 SKJCMI B】ood ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ Protected

17 ＫＢＹＩ８ 08.03､2000

Kel叩akl叩u Strigidae 70.25 ＳＫＪ Blood ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ

18 ＫＢＹ１９ 08.03.2000 hcびos rhinoceros B11ccrolidae Not measured SKJ Blood ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ

19 ＫＢＹ２０ 08.03､2000
た卵MI/lf∫詞･心l？,1治 Accipilridae 350.0 SKJ Blood ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ Pfoteclcd

20 ＫＢＹ２１ 08.03.2000
む7JI(珀7ひ∫ｿ出WI趾叫 Ciconiidae Nol mcasured ＳＫＪ Blood SS,DA＆AM Pfotected.CITESapp.｜

21 KBY22 08.03.20(X) GaUus ganus bankiva Phasianidae 977.0 SJF Blood ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ

22 KBY23 08.03.2(XX) (7θljMぴ1･∫ωなj Coulumbidac 789.5 Blo《)d ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ PTotected

゛)SforSunlata;K fbrKalimantan;JforJava;CforCelebcs;M forMohcas;l forlndoncslanNusalcngSaia；l forhjanａｖａ
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７■･－
妬

ヤ

僥._、
57

11a58

59

APPendix4.Conlinued

Na.

－-
60

61

62

-63

-----
64

-65

･--
66

L」

－---
70

７１

72
--－
73

74

---
75

71

－
7

６

--･
７

78

---－
79

－--
80

－ - - － －

８
１

L!
　●

●●

）

）SS b Si Sul･ndaii､DA bDwiAsl､11i；AM bAlwilIMarlksllla11



Ｊ

一
Ｉ

一Ｉ

---－
Ｍ

－－-一一--－－-b】ood　lSS､DW､KM

Ｄ’

Prolected,CI2

Prolccled

一
Pfotected
--
Endemic.CI,2

　　　－Protected,CI.2

rolected,CI.2N!

blood　i SS,DW,KM

--－－－－-･-------－－ヽ－－SS.DW､KM I Protecled､CI.2

blood　lSS,DWKM

－--blood　l SμjW叉症

IProtected,CI.2

1Protecled,CI.2

　　　－-IProtecle4CI,2

－　　　　-－-－
I Pfolecled,CI,2
　　　-

　ISS,DW,KM

--●--－-－　ISS,Dw,K刮

　…･--一一

Ｉ
Ｉ

- 一

♭lood

---－-
blood

ｂｌｏｄ　ｌＳＳ,ＤＷ,ＫＭ

　　　　　－　‥----－－

= ¶

Prolccled

一一
Pro【cぐ【ed

-

blood

－123 －

プ'織T爪厄旺瓦函薇石,y'‾‾‾‾

--　　　　　　　　　－－－－

Λppe･ldix 5.Collectcd bjrd saml)les from Bali Bird Pal‘k(Denpmr,Balilsland)

No， Sample
No.

SPぞci6

ｌ ＢＢＰＩ G7cθ11jaga/crl･M

２ ＢＢＰ２ Glarμ,口μθ/1,ぼμ削･∫

３ ＢＢＰ３ CjcallgJ dlゆ1θcM∫Mfa(M)
４ ＢＢＰ４ Glcaz,司５．ｄＭｌｚ,りひ1･j/αla（F）

）
ＢＢＰ５ j/印r印∫μ脚＆函朗51゛J

６ ＢＢＰ６
aJ11j心?/陥

７ ＢＢＰ７ むyj゛115gamj/lt∫ｿ7a1り声7/陥f附

８ ＢＢＰ８ (･a11♂a∫、jl吟)力argα

９ ＢＢＰ９ Psi･/�むゐα∫力,如･面∫

10 BBPIO 1.ct,coPsarratschildl

１１ ＢＢＰ１１ ρΓθみひ∫c4yr arlerl‘用吋

12 BBPI2 Ｇａ�ぞい･1'び∂rlα

13 ＢＢＰ１３ (7θ11ra∫cゐ?川α知４

14 BBP14 G7cα11jajα7191jc/la

15 BBP15 Ga11Γαcrl∫Mla

16 BBP16 ＆ljy刀lj∫川ebl叩防ηlj

17 ＢＢＰ１７ C心四万1£51,,1卯β朗泊そ�a116

18 BBP18 C61Mrl･1バc釘1吊rl｀16

゛)16rlrianJaya;M forMoluccas，J

　　----－-－
Colleclion

dale

一-13,03.2(XX)

げ3mlly

Psittacidae

13.03.2000

13,03,2(XX)

　‥－---13.03.2帥0

一-
13,03.2000

13､03.2000

13,03.200(月Psltlacidae

13.03.2000 1 Psiuacidac

-一　一

　　　------－…-…‥
ぼ012四げsillacldac

　-----－--　－--

－--
13.03.2000 1 Psi･lacidac

----－－－－

- -

－ － ａ

．μ“!叩“叩叩叩‥　．ﾕ!惣恒!懇吐9竺き!?£＿.□_Jlatherl差!!!eそli
lofllialljaya;M rarMQluccas，j forjavl;C fi】rCalebes,T fofl.6sei Sullda ； F species assllllle，

一還■●㎜■　■■■-．－&-ふ　　・　－－㎜　■■■・　■

13.03,2000

-一一－
13.03.2000

-
13.03,2(XX)

13.03.2(XX)

　－-----･－13.03.2(XX)

DI面bu

tion゛）

Killdof

samplc
Concelllratioll

orDNA(1lgml)

Colleclorn）

FI fbathcr 185.5 ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ

Ｍ feather 2407,0 ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ

J(汀 feather H20,75 ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ

JG Feather 707..0 ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ

ＣＭｉ Ratller nol mcasured yet ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ

－

Ｍ kather nolmcasur�yet ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ

Ｍ fialhcr notmeasur�yet ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ

JCT fealhef notmcasllr�yet SS,I)A＆AM
Ｉ fealhcr 11ot measllred yct ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ

Ｊ fealher 11ol measuled yel ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ

ｅ

Ｉ fealher notmcasu【edycl ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ

Ｉ feather nol mcasured ycl ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ

Ｉ feather nolmcasurcdyel ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ

Ｉ feathcr H5.5 ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ

一一

一一

-

fiadler llotmeasu【edycl ＳＳ､ＤＡ＆ＡＭ

katller 11ot mcasured yct ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ

fcather 11olmeasur�yet ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ

1ather 11ollneasuled yet ＳＳ,ＤＡ＆ＡＭ

--
Pslllacidac

Appelldix 6.Collectedsamples from Taman Margasatwa Ragunall (Jakar㈲

･㎜･=--==＝＝=-Psillacidae

-･－----
Psillacidae

一一一－
Psicucidae

｜

－２

－３

－４

TMRI

TMR2

-－TMRj

-TMRi

-－－－-‥
TMRj

TMR6

一TMR7

-TMR8

TMR9

-
T141R10

-
TMR11

　　　　　一一一－Edeclt,s roralM

//�必仙,r訥而∫

------------
27､07､2000

‾m匯涙0

‾匠厨T泌00

－－－－27.07､2000

J､07.2(x)0

-----･---､--27､07.20(X)

回｣

27.07.2000

Family

－-一　　一Psittacidae

Accipilldae

NO SpeciesSample

NO ご判
－－---－-－
ＤＮＡ ｃｏｎｃ．

“)SS fi)｢SriSulandari,DA fbrDwiA向ti；AM forAlwinMarakamlah

－－-一一--－
13.03.2000 1 Csuriidae

－-･--
COlumbidac

一‥-－-------Slurnidae

－--･-
Casuariidae

誼首-|

Psitlacidae

■■-一･･=･＝･-･Cohlmbidae

Slulmdae

【uが･向

一--－
　1】000

一一-･
5S:

27､07.2(X)0

27､07､2000

--－
27.07.200{}

‾2‾y､07､266ij･

言

27､07.2000

27.07.2000 1

ﾐ|」
13

－14

－15

－16

－ロ

一18

－19

12
ＴＭＲ１２

11

二二
-|

Spilornischぐcla

βα/�lj∫
　　　　-－-－…－Spilornis cheela

10
27.07.20卯

９ －　　　----－-励』'lanlilcJla･&j

nalidldl

励jjanli3cゐffja

μjlldlis

匠言･|

６

－７

－８

-=＝一一Ｊ=㎜㎜-　　　㎜■-還■■㎜■-･■■■･-■㎜㎜■･
Haliasll1rindl,1　　1 Accipilidae l llot 11･easllfed

　　　　　　-----･------･一一---一一11alilasllljr l‘jldll,s　　Accipilidae 1 11o1 111easljled

　　　　　－－……－--　　　－-一一11aliaslur illdl£s　　　Accipillidae : 11ol llleasufed

　　　－-－‥‥--－-－－……

-－
５

__＿＿＿……………＿＿＿＿‥‥

iaglujEI｀rrlMI』ls　l Accipilndae i not measllred

S=-＝一噸＝･“ ･I’-=ﾐｰ=一=･＝･’･･-･･’-＝－

//油･ぞleeluskuco＆1w「　Accipiidac

－　　一一-
知1･zaむ1吋c政晶116　・ Accipltridac

＝===-＝＝========＝＝㎜=･＝=-=====

μ油･面∫

-
/)出･0哨1珀･Ｃ吋

　　　　　－/JαVO附ljZ泌1£∫

P肌･Q r711jffClzj

/)出･θ附1珀゛CIZj

戸出･θ附1珀‘clj∫

AcclPI・ldae

IAccjPilridae

一 - - －

AcclPltndae l 627､6ﾇ

IAccipithdac

Psiuacldae　l l 10.45

・ll3.3S

！

｜

↓
ｉ
１

l)islribll

tion･)

一･--－
939.63

＝■■■■-■
698

.7j

:二二浬莞白亘二L亘Jし二:土I:〕二桓弓二lss,匹目

石石丁ご石F石涵こ‾ｍＦM遥灰T6竃aoncsiaNugT司函司T石rlrianJaya

ＭＴＩ

-ＳＫＪＣＭＩ

-ＳＫＪＣＭＩ

20

- 21

゛)S

固釧
umatra;

I P11asjuldae

.pllasialidae
一
11111siaidae

　IP11aiialidae

---－一一-－--
　I P11a5ianidae

白⊇
1101

--･
１１

－

ｌｌ

－

１１

11otmcasured

------一一･--

ｎｏ【ｍｅａｓｕｒｅｄ

- －

１

－

‘
‐
ひ

88

－ －

－‥----
ｌｍｅａｓｕｌｅｄ

一-

ｎｏｔ ｍｃａｓｕｒｅｄ

　Qlcallja Sain'la　　I Psillacldac　l 7･I､50

　　　　　　　　■－－－･㎜■■㎜■㎜　　　皿皿－Jla･･a■■･－■㎜|　CacallaSa＆n'll　　I Psillacidae　l llol llleasured

･-こｰ－･¬･i－－－-'･' ･"'.･こIli'-'｀-･-'－こ'i－-'.'1"-・　‥
&jゐ∂n,gaaarz｡la

---－-･－……jJnllillaり･

imantan;J
J･
1「

回門

ＳＫＪＣＭＩ

--ＳＫＪＣＭＩ

SK」

SKJ

- － － － - - － ・

ｄ ● ㎜

SKJ

Ｊ

一Ｊ

Ｊ

一-
Ｊ

“)SSforSriSulandafi;DAforDwiAsいjli;KM forKundalMasno

"゜)Proleclcdbylndonぐsi朗Govemn､enl(Cロ:CITlSaPPぐnal;CI2:CITES砂凶ndix2)

to
－　　　-
exdlsively fcral

ご]

'1'1&j‾"

｣

bl，
ood

一-－　　-･一一--･-－-一一一
SS､DW.KM Protected.C12

ｏｏｄ
--･-－･---－-－－－--
　iSS,DW,KM I Pfolecled.C12

---－･----ood　lSS､DW､KM

ＩＳＳ､ＤＷ､ＫＭ

--－－--－
OO(1

bl，

－･bl，

－･bl，

blood
－－－-------－
ＩＳＳ,ＤＷ,ＫＭ

------－---一一blood　SS.Dw､KM

－-－-－－blood　SS､DW､KM

-‥--－-－-－
blo()d　SS､DW､K刮

-－-
blood　l SS､Dw､KM

sllllple　4●）

－---－-一一

Kind or　Collcdor

',ＫＭ
｜

Status

---‥－-Proleclcd CI ｡2

Prolected.CI､2

　　　　－Protected

--
Prolccted.CI.2

㎜㎜a㎜㎜㎜ふ　㎜㎜JProlectcd､CI.2

--－
P【otecled.CI2

-－－－－
Protccled.C12

Protccled.CI.2

SlaUls

Protecl ITりPμ
1士皆胆叶］

　　一一--Endcmic,C汀ESappl

　　　　　　　　-－－Endcmic

-･一一
Endenlic，

--------･･

End，

一
End，

CITESapp

－－－－-－一一一－－－-
emic,CITESal

enlll

２

２

唇肘
Prolectcd，

CITESapp･2
一一
E11demi，prolcclcd

－　-－

Prolected

Prolected

Prolecled
一

　　　　　　　－----IElldemlc､Prolectcd

Elldemic， rote£led
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　　　－---－--げＩけ"leぽごOll

22

－23
’
４

’
１
４

　ITxtR22i

→・TMR231

－－.－－－1　TMR241

-－－25 ・ TMR25

--
26　TMR26

-－-27　TMR27

－--－--28 jlMR28

---一一-　---
29JTMR29

30 ，TMR30
－-
31 ’TMRjl

32 1TMR32

3111MR33

－‥---－……
34

j
TMRjl

---35 1TMR35

36

－37

-－-－--･
jTMR36

－　－----－
TMR37

'圧‾｢汚胎8'

---??ﾆﾛ2悲箆

葱上n烋曼
４円TMR41
‾汀Tm函‾

江｢鎖咄‾
耳|'四山

－－－…一-‥

45 TMR45

j配ITMR懸

47 1TMR47

‾f‾!‾TM陥
０「

-･－-－27.07.2000

--
27.07.20(X)

-－-－－27､07.2000

一　一
27､07.2000

27.07.20伍)

　　-27､07.20伍)

　　－－---27､07､2(X)0

－－－･-－－27.07.2000

－･－-－------27.07.2000

---
27.07.200{}

---
27.07､2000

－－--･－27.07､2000

----------･一27.07.2(XX)

27.07.2000

--－-－-
27､07.2000

27･9リ胞_

?7タリ９_

丑照ぷ懇．

刀巫摂剔

27.07j200勉

態9リ9晩，

oし9リ999_.

戈し唇？剔

涸隻惣と

OI.08.2(X)OI

荊‾jk泌必‘i

斑葺2肺配

;umalra; K for

Species

7,硯

- － － － ･

一･－－----‥･-----

αΓゐlj∫川Qμ7たμy/�1∂1

-一一-・
--一一-・
Z?7りylα哨11j坦哨池)り7�lo∫

　－･----･　･-･-----－－　　　－･－---･　・－･-－－-－－－
jprθ∫川1･c11バcり仙,‘叩la‘lj5

‾こ7‾‾7‾‾-て‾‾’？”ヴ
1･㈲晶i1吋,iMjcl･

－------　－－-‥一--－
C陥lcopsi㈲{陥･valMr/cl･

-･7¬＝=--=======＝㎜㎜㎜■■-㎜＝･=---=･=㎜■㎜㎜㎜㎜■■
a＆6声|･胎l dljlli･fsSa,il.

’

==･--==--■=・=･　＝-=････..　--------－－－　－-－
Ciaた叩jj･･a&|111･lllbiiai‾i･

-－-－－-･‥－－－----
－ －

Cゐa/co/Jjjrμ7alaJarrα

←〃-･--jC加/r叩5･μαα９“μ隻

-=＝=
Cゐα， Ulaatr{μ11ra

一　一‥－－-
7ii‘ご11agjalllJjl,lf｡I｡16jlji‾'

･･還■a･a-■■■･a･&･････＝･･･-＝･･■-･
　7yl'ご11agjajslj ljafj,la�lj1'‾'‾‾

･------－---‥--－-－-‥－-------－－-‥-－－

Psil･11aculil･･個ll11，

　　　－－-----

&丿四jr6111f

八1･UaCu11
－-･－･一一-･･-
roslris des,llareslii

&＆dls ranlljjj

--－■-㎜㎜

&＆cjljs rOrilljj

‥･一一一一－－－‥
&jlCIljj roralljj

Cacaaぞa

-
Ciどallja

g(亦nl･

一-捌励仁_
　　　　－--

G7al四刄司7i'111

　　-----－
　　　　－－一一・
G7/∂e,1α∫附･cob4rica

λn111racoccrox rO/1'enJj
-一一--‥-‥－-

jjljゐraraEalaj r6nlfjljj

詰
'ra∫/j/1･Cα11び

ｰ･-

～ － － １

白鮮淋コ:コ1
　　■㎜■･===-』=･-･･-皿･－=＝-･瓦瓦;11‘clr6j

lmdulallil

㎜==㎜-■■===-･===･･=

/び1‘/1αcllj∫匹7倆゛四511

　　　　　一－-－･－

-－
Family

にゴド

に言ド
Psillacidae

－－--－
Psillacidae

･㎜㎜■■■■･■■■■■■
Psillacidae

一一----
Psillacidae

-

詣たづ
------－-・　Psilljci＆e

－-----･---－･Psitlacidae

－-一一---…
psitlacidae

一 －

Psillacidae

-－-･Psillacidae

Psiltaci， aC

Psillacjdac

Psillacl
-

ａＣ

－--－-

Psiuacidac

-－－－－－Psittacidac

Columbidac

－　－------Bucerolidae

Buccrolidac

-－･－-Buccrotidae

ヨE〕

|)NA

CQncenlr2tion

160.35

-----－-－-not measurcd

ふ=･=
98

-
　75

－ －

.55

W¶.35

not

－-－－

mcasulcd

一－--
nol meaiured

nol me●slfcd
‘
７

-

nl

-－--
5.35

－-一一

〇tmcasurcd

－ ･ -

l l l

olmeasured
-－･
35,1

一

－－----－‥-
notmeasured

　－-－－-－----lao､05

-・--
not measufed

l　　　　inot measurcd ・

--
nOt llleaSUred　l

11oll11aiuxed

-－--
nall11eas11【ed

--一一
37.45

ｎｏｌｍぐasufed

1101meaSu」
- -

ｎＯｔ meaSul red

一一一

11al measufed

－ - ･

11almeaiufed　l
__

11o1111easufed　l

亘一蒔町TI

1123.3S　　I
-一一－-－･-－･－･--一一－-
imall翻;11rjava;CfalCelebes;MilMollll{al;1

nlslrill●

11an･l

-－－CMTI

‥一‥ＣＭＴＩ

･------
１

Ｉ
・
Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

- － - 一 － ・

一 - -

-･--JCMI'l i

FM'Hづ

一-
Ｉ

－ － ･ ■ ■ l ･ ㎜ ㎜

ＭＴＩ

ＭＴＩ

－－ＭＴＩ

Ｔ

-Ｔ

-Ｔ

ヽ---Ｃ

---1

・｀－-1

･---－
MI

MI

----　－
SKj

SKjCM

orspls

-－-･-
bloo《1

㎜㎜-･bloo(l

－---blood

blood

　-－--
blood

－･---
blod

blood

blood

--･-blood
------･]ル

：
ド

blood l

------･-blood

－一一blo(xl

－-－-－
blood

･-------
blood

－･‥－---blood

－－－
lood

聯
od

Collector

-－--
SS､!
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Appendix8,Collected Blood Samples of拘/崩四/αα趾切zl洽μΓomcaplived bird aohe zoologicaldivisjon,in Bogor-lndollesia
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_411jllgrMd』かr叩_1鰐!哩＿_＿＿.____

j御1一jび帥?ぞ･叩嘸r哩___＿__＿____

j債四辿四!四

_41包1竺lsdjlaぞ習撫ぞ憲_＿＿_

.蚕1抱!竺£咎1哨11Srljj　　　＿

－ － 1

-〃』=&¶■j㎝¶a一戸=-=
氾但塑に沁啓き哩_

- - － - - -

NO Spl

NO

Collcclioll

Date

Species

１ III Augustl999 j/爾enl∫c/1拓洵
２ II2 A1㈲ssll999 ｊ紛r酢吋c仙四

３ H3 Augllst1999 ,41£lflmfcM∂即
４ II4 Ａ叩usll999 A11slenls cldon31

５ H5 Augustl999ｊ紛附me紬四
６ H6 AIlgustl999 ,41111erujc1&加
７ Ｈﾌ Augllstl999 j/1･slenlschloro

８ H8 AuR11stl999 AI削enuchloro
９ H9 Augustl999 7y泌加妙,IJI,j/

10 IIIO Ａ卯ustl999 TrichoRloss｡肩
Ｈ ＨＩＩ Au只ust1999 Ch�c(jMiUasc

12 H12 Au只ustl999 Ch�coμlllflsc

Appendix 9.CollcetedParrots Blood Samples (Psittacidaefamily)from Bir(ITrader(Jakarta)

　　　　“）KM Ktmdar Masllo

Note: Bcfbrcbirdskeptin captivity，origillplaccofthebirdswerefiomJon8gol,Cepu，Blora,Yogyakana,Ngawi and Bawenn

-－　　　　　－--‥
・)SforSumatra;Kn)rKalimalltan;JrorJava;

Psittacidnc

－－－-－･-----

Psitlacidac

-　－

Psitlacidae

--－-－

Psitlacidae

-㎜㎜㎜㎜　㎜㎜㎜㎜㎜㎜
　Psiuacidae

-------一一----

　Psillacidae

-－---－
　Psiuacidac

-－---‥

　　　　　　　　一－　　　　■r====･‾/)jljωc�αα/exa7,φ1･

　一j
ぶ1‘11μcμ/αα/aa堆加･

　　　－－－－--－－－
‾7iぶ石cl面�aa71ふ/

　　　－-－-‾jj7iiぶμ/aα/e.翔琲加

　　　　　　===－--=ふ■　　　－－9~ﾐ汚jl必cl涵a/exα�rj

　　-－－--－万融み台E桓

-.
‾ji･11r7czj/a�aa斑加'

　㎜㎜　　　　　　㎜

ＳSll‘ DNA

concentration

Dislribu゛）

lion//orilinplace

Collec

tor“）

Slalus

nc not measured SKJ/Jollggo1 ＫＭ

aC llotmeasぼcd SKJ/Ce問 KM
ae 110い11caS町cd SKJ用lora ＫＭ

ae 1㈲measured SKJ/Yogyak削a ＫＭ

ae not measured SKJ/Cel11ほIJava ＫＭ

ae not measured SKJ/N只awi ＫＭ

aC llot measured SKJBaweall ＫＭ

'函1毎‾‾つ
－ ■ J j

･ふ･･〃¶

eciej

NO Sample
NO

Collection

Date
１ Pa3-Pa8 11.05,2000

２ Pa9,Pa22 H,05､2000

３ Pa23･Pa28 ll.05.2000

４ Pa29→Pa38 II.05,2000

５ Pa39-Pa45 II.05.2000

６ Pa46,Pa56 H､05.2000

７ Pa66･Pa72 II.09.2000

－ －

j担･?j男_c吻列り懇吟___＿____...＿

4回四!.怖19r雙!lnl!.._....＿______＿
油£如g沁J･J･竺竺飽色tヨ£ざ幌聖J.

!也蝕画竺吃!５凹!竪蝕匹回が£壁y＿
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733，

----158

--･-447

---172，
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1564､75
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ApPendix9， Continued

NO Sample

NO

Collection
Dale

Specie3 DNA conc.

(ng/μ1)
Distribu
tion゛）

Kind of
sample

Collector

＊*）
Status゛“）

13 H13 Au只ustl999 Ch�copsillascinll1lala 1233､50 Ｉ Blood ＳＳ,ＤＷ,ＫＭ
Protecled　　　！

14 HI4 AuRustl999 C/1�cθ以/1帥5･cjnlilala 719.25 Ｉ Blood ＳＳ,ＤＷ,ＫＭ Protected

15 H15 Au限lst1999 /Falゐ∂rjlea 301.25 Ｍ Blood ＳＳ,ＤＷ,ＫＭ Endemic
16 H16 Augustl999 Eosborllea 482.00 Ｍ Blood ＳＳ,ＤＷ,ＫＭ

Endemic
17 H17 August1999 Pse14ゐosβlscala 1077.00 Ｉ Blood ＳＳ,ＤＷ､ＫＭ Protected

18 HI8 August1999 Pseudeos和scata 2318.75 Ｉ Blood ＳＳ,ＤＷ,ＫＭ Protccted

19 H19 AuRus11999 Pse�eosβlscala 395.50 Ｉ Blood ＳＳ,ＤＷ,ＫＭ Protecled
20 Ｈ２０ Ａ叩ust1999 7y/油θ以θ∬lj.りjα四1α1(J請&y加四1α/θ請a･ 213.75 ＪＣＭＴＩ Blood ＳＳ,ＤＷ､ＫＭ

21 H21 Augllst1999 7WC/1吸1/Q∬1/jゐど7g附αω必£∫みａむ四/0請jぷ 920.50 JCMTI Blood ＳＳ,ＤＷ,ＫＭ

22 H22 August1999 C陥lc卯si㈲dlli1yむ1&∂虎1･ 386.50 Ｉ Blood SS,DW､KM Protected,CI2
23 H23 Augusl1999 Chalcopsjlla dlll1venbodel･ 204.25 Ｉ

Blood ＳＳ,ＤＷ,ＫＭ Protected,CI2

24 H24 A叩ust1999 Cj�c卯sl･㈲面ivenbodel･ 334.25 Ｉ Blood ＳＳ,ＤＷ,ＫＭ Protected,CI2

25 H25 August1999 /1βΓθ∫z7濯IMeこy//1Γθμen11 132.50 Ｉ BIDod ＳＳ,ＤＷ､ＫＭ

26 H26 Augustl999 /哨以)slがcllj∫ayl/1Γθμenjj 235.25 Ｉ
Bood ＳＳ,ＤＷ,ＫＭ

27 H27 AuRust1999 P加lac141iros哨･sedw(lrdsil 414.25 Ｉ Blood ＳＳ,ＤＷ,ＫＭ Protected,CI2

28 H28 Au只ust1999 Psiuacuh･rOSIrl･sedwardsii 214.00 １ Blood ＳＳ,ＤＷ,ＫＭ Protccted CI2
29 Ｈ２９ Augllst1999 Cyclopsl･向di卯1陥lma H2.25 Blood ＳＳ,ＤＷ､ＫＭ

30 H30 August1999 Cyclopsi･㈲dioplh�ma 826.50 Blood ＳＳ,ＤＷ,ＫＭ

３１ H31 Au只ust1999 Psi㈲cuh･だ)1㎡ぷ画ぶ抱ａ陀j/yl･ 361.75 Ｉ Blood ＳＳ,ＤＷ,ＫＭ Protected,CI2

32 H32 Au卸st1999 Psi㈲culiroslrisdesmares哨 321.00 １ Blood SS,DW,KM Protectcd,CI2

33 H33 Augus11999 C11annom旧place闘s 262.25 ＭＩ Blood ＳＳ,ＤＷ,ＫＭ

34 H34 August1999 Charmosy?la placenll1J 62.75 M,I Blood ＳＳ,ＤＷ､ＫＭ

35 H35 Augllstl999
Ｃａｃａｌｕａ�ｂａ

10L25 Ｍ Blood ＳＳ,ＤＷ,ＫＭ Endemic
36 H36 A11gust1999 GRM/四�ゐａ 694.75 Ｍ Blood ＳＳ,ＤＷ,ＫＭ Endemic
37 H37 Augllst1999 Cαcal四�漏 453.00 Ｍ Blood SS,DW,KM Endemic
38 H38 Au畝lstl999 Cα(刈11α�みα 244.00 Ｍ Blood ＳＳ,ＤＷ,ＫＭ Endemic

=＝.＝-■-』＝』-●-』--』●s゛｀--'｀“'･--=-J=~｀ﾐ乙－-－------L■=㎜･㎜■･-ふJJ㎜aJ･･)SlbrSumal嘱K fbr Kalimlnlall; J fbrjavl;C1rCelcbes;MfbrMOIlucas;TfbrllldollesiaNusaTellgSara;11orlrislJ墨y●

ふ●－－－ －●皿●　●●皿●－㎜■●　■-㎜･㎜㎜㎜㎜　■㎜－
“)SS fbrSriSulandari;DA fbrDwi Astuti;KM fbrKundar Masno

゛＊゛)Protectedby Govemment onndonesia (CI2: CITES appendix 2)
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第10期プIｺ・ナトゥーラ・７７ンド助成成果報;I?i’l･（2001）

Bird Migration Links Betwcen Kamchatka and JaPan

　　　　－Essentia目)ataforC()nscrvationHI－

Ｙｕｒｉ Ｇｅｒａｓｉｍｏｖ ｌ ，Nickolay Gerasimov l≒Kiyoaki Ozaki 2≒vsevol()d voropanov 3)

Summary

　　　The main works illchlde(l migralion shldies,shl(lies of breeding biology of birds, prepilration of

posler about banding and marking birds on lﾐast Asian‘Λ1lslralian Flyway and secon(lissueo臼he colledion

arlicles book rThe biology and Conservalion of the Birds of Kamchalka｣.During sPring migralion shldies

on Khallaklyrskiy Bt｀‘lchmore lhan 315,000 waterfowl were counted･ inclllding 12‘1,り59Analidae; 107･696

Auks; 53,‘129 G1111s; 16,427 Col･moral,ls;り,236 Loons and olhers. During banding ，,,ork(july-Seplember)in

total 2,3･14 birds of 45 species were rjnged， including l,538 birds or 43 spt!cies during Russian ・Japanese

exPedition in August. ln lotal mol‘e lhan 220 nesls of 32 species or birds wel‘e f{}llnd during breedjng bio】ogy

sludies in May｀July. AII 11esls sx'cl‘e`1(｀scl‘ibe(|･slalldar(l)11eastll'elllelltsall(lllll(ll(!s(lfllll!111ゝ ゝ'erellladl! 1｀'11en

il｀゛as Possible. ln｀'t'stigalion about breeding ccology (songs adivity, making nest, laying eggs, incubating

Period， halchillg lime and so on)and behavior were con(lucted.Transects counls of nesting birds were

conduded in differenl areas and dirferen日ypes of habilats.

Destination of the projects

　　　　Destination o臼hel)rojccls is gcUing essclltialbiological information indudil場banding data for con-

servation efrorts for birds of Kamぐhatka which migrate lo or through DI)an.

　　　　Projeds works had thrce main directions:

1.Migration studies (ΛPril-May; August-SePtember)･

2, Studies of brccding biology of Passcrinc birds (May －July 2000).

3. PreParation of Publication ()f Poster 【For what band birds?〉and monograPhs くThe bio】ogy and

Conservation of the Birds of Kalnchatka, lssue 2〉.

Site of the project

　　Kamchatka Peninsula, mainly centralPart

-

１１

２】

３１

一 一 －

Kamchalka lns{iluleof Ecology l;ar･11aslBranch Russia Λcademy of Sciences

Bifd Migralio11 Rescarch Cclller､Yalmshina lnslilu【efor Omilhology

Kamchalka Hunling Mallagcmenl Seivicc
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lntroduction

　　　　Kamchatka Pcninsula has slillremainc(hlmost non'develoPmenl area with wild nature. Many pcoPles

believe that unique nature of Kamchatka must be keePing non'devel()1)ment for the future. 八t Present local

govemment is aohe crossroads. Thcy have 2 main possibilities for ruture cconomic develoPment of the

Province. First way is develoPmcnt of mining industry, gas and oil exPloring and extracting industryμim'

ber'cuuing induslry and so on. Λnother way is use nature without develoPmenトmainly for diffel゛entkind

of tourjsm. 0ne or the main tasks fol'omith()logisls in Kamchalka is 1()sh()w PeoPle n･uional alld intema‘

tional imPortance of Kamchatka for migratory birds lhrough the Publications and Posters. To elucidate

migration links belwccn Kamchatka and JaPan and other countries is exlrcmely nccdcd｡

　　　　The project was focused on reseal'chcs, which Promote nah"'c conservation via national and intema‘

tional rccognition Kamchatka as imPortant area for migratory birds: banding rcsearch, visible migration

studies,brceding biology studies.

Materials and methods

　　　　Some field triPs to Central Kamchatka and southwcst coast of l)cninsula conductcd to diffcrcnt Part

of Penillsula during ΛPril ' SePlember 2000. The main investigated areas arc showc(目11 the Table 1.

Table l.Tinle,areas and nlain PurPoses of fiekl triPsin 2000，

Date ΛΓea Main l)urpose

1， 22 AI)ril－29May IlallaklirskivBeach Observation or norlhward

miμalion

2. 31 Mav－5 June CenlralKamchalka Arc3 Brecding biologv suldies

3. ﾌｰ8 J1111e Klilamovilskiv Rescrvc Brecdil咀biologv shldics

4. 12-21 Jlme CelltraSKamchalka Area Co皿ling and breeding biology

studics.

5. 25-27jⅢle PravavaKamchatka Rivcr Breedil唄bio】oRvsuldies

6. 28Junc－3 Jtlh･ Ｋ】面movilskivRcscn･e Brccdil咀biolo勁･sい】dies

7. 6-7 JI11v Tolmachcvskoc Lakc Coullting and brecdil咀biology

sludics

8. 14-17 Julv Makovelskoc Lake Collnling,balldillgalldbrccdillg

biology studies

9. 6･8Λugust Bolshoc L;lkc Sol曲ward migraliollsn】dies

10. 14 －25 August BvslravaRivcr Ball(lil咀expcdition

目． 目･13 Scptember PlolnikovaRiver BandillR passerinc birds

The main melhods o

l.Visible migralioxl

fmigration由ldies wcrc:

studies:

2･Passerine banding use of mislnels.

　　　I)ircd couIU of flyingand fccding birds was a main melhod during visiblemigr･11ionsludies.Λddi-

lionallyallother m･!terialswere coHeded.

　　　SPring count ()fmigrating waterfowl was carried out on Khahktyrskiy Beach (ocean coast near

PetroPavlovsk｀Kamchatsky)during 3-13 hours daily.Thead(mional calculalionswere made foreslimation
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of number of migratcd birds. Tolal observalion lime was 202 hollrs.

　　　Three'days observalion of ゛'ader southward migralion was conducled on nolshoe Lake.

　　　Passerine banding workR″erecarried out jn three poinls of Kamchalka:

a)Avadlil River near lllizovoTown(South'eastem Kamchalk‘1 53° 09'N; 158° 2､11E).nanding work ､､･as

　conduded in july‘ SI'pk!mber 2000 by Nick Gel･asimov (collabol･alor nf this projed)wilh assistanls olher

　peoPles. Six nels wcl‘euscd.

♭)UPper part of Byslr･lya River (CentralKamchalkavalley 53゜ 50'N; 157へ121E).Banding wnllk was con-

　dt】ded 15'26 Augllsl by sPecial handing expedilion inchlding 7 jaPanese banders 43 nels were used.

c)Plotllikova River(53'3 00‘N;157° 201E)･Banding work was condllded ll'13 Seplember. Twelve nels were

　used.

The main mothods of breedin， bjolo･ investi･ ations wore:
- -

＊Transed counts of birds f()rcslimation of brecding density of birds in the dirfel･enoyPes of habitals: fixed

　width of(ount transcd 100-50()mwereused;totalextendofcountswas75,5 km;

＊Searching of nesls of Passerine birds; allncsts were described･ standard mcasuremcnts and Photos of

　them werc madc when iい,･ilsl)ossible;220 neMs of 31 sPecies (exduding colonial sl)edes)werefound.

＊Studies of timing or bl･eeding of Passerine birds (sings songs activity,lmking nest, laying eggsjncubat-

　ing pcriod, hatching lime an(ls(,on);

＊Studies of behavior of birds dul･ing bree(ling Period.

Results

Mi9ration studies

ａ visible mi，ration studios

　　　　Waterfo｀゛lsl)ril侶migration studies ｀゛ereconducted from 22 APril to 19 May on Khahktyrskiy beach.

ln total about 316 thousand waterfowls were countedjncluding 9,236 Loons， 1,662 Grebesj 6,427Cormo-

rants,124,959Λnatidae,53,429(;ulls,l,572 Tems, 362Skuas，107,696Λuks,57 Shearwalers and 183 Waders

(APPendix l)。

　　　　From 6 to 8 Augus1 2000 observation of southward migralion of waders on Bolshoe Lake (52°30'N，

156° 30'E)was conducttヽd.This l.akeisinclu(led in lhe listof lBΛand Potelltia目むlmsar Siles.

b)_9卯dlり9_u鮭丿叫s卵嘸
　　　ふ㎜＝㎜＝====㎜㎜㎜㎜㎜㎜･

　　　During july －SePtembel･ 2000 in tota】2,3φ1birds of 45 sPecies wel･e banded il，Kamehatka Peninsula

induding 2,2】lpassel'illebirds of 3 hpecies and 【lab】e2).

　　　Frt,m 15 unlil 26 A11gust speciillinlemaliollal japallese ' R11ssiallbilllding expalith,nゝvas(:onducted

in Cenlral Kamchalka (｀nthe bank of Bystraya River. This place was chnsen in 1997 and lhis year was a fours

banding year for this Poi吐ln 2000 in total 2,003 birds of 42 sPecies werc callght on Bystraya Riverj,538 of

them were banded (･165 Willow Tils were not banded)(table 2).
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Table 2, Numberof bandcd birds on Kamchatka in 2000，

Spccies Number ofbandcd birdsin2000

BvstrM･aRiver Avllcha River Plot�kovaR. TOlal

M(㈲cihJlava

Molacih cinerea

Mol(lcUla alba

山油us hodgso削

λnthus rubescens

1.anius cristatus

ＰｒｔｍｅｌｈＨｎｏｎｌａｎｅｈ

Er田旧cus sibilans

E哨lmcus c�liope

/frjl/jaal∫∫l？dal∫

狗μ啄Crり'四1ひμ.i

Tur面ｓ ｏｂｓｃｕｒｕｓ

I.ocllstellaocholensis

1.0custeh lanccolala

Phylloscop14s jﾐscallls

PhylloscoP14s boreans

Fice面l(IParva

･1/1ぴｄａ７戸7肩み/ﾀja7

Muscic卯a griseiMicln

Pぽusmo削anus

Parus alcr

Silhlellroptlca

Embcl･iza rustic(l

Emberiza aurcola

Fmberiza variabihs

Fmhrizn 5choenich,s

Frinが11a mo削唐i叩ih

Cardllelis sinica

jtcanlhisJla川川ea

Cr7？θ涛7むＭ{?り涌rj川び

Py�mla pyrrhula

Cひ(7Cθ1/jMI�μ(7びC(7θ//Jml�び

Tolnl Passcrine

山lser角balis

ル1心(7以?cca

陥lco stlbbl{lco

F�co rt4slicohls

Calidris nφcoⅢs

Tringa breviPes

Tringa hyPoleucos

1,arus ridibl川面s

CIr�1ひa7/jθΓla

Cucldus saluralus

λegoli鄙jmereus

DendrocoPos mtりｏ「

/j励�片)む卯θ･り1面脚･

Picoi(lcslri面clyh4s

Tolal Noll passcrille

　　　　3

　　　　18

　　　　9

　　　83

　　　　2

　　　　1

　　　　55

　　　　8

　　　　2

　　　　6

　　　　28

　　　　102

　　　　2

　　　　24

　　　　148

　　　　322

　　　　8

　　　　71

nolbandcd(465)

　　　　35

　　　　86

　　　　120

　　　　2･1

　　　　　5

　　　　143

　　　　　5

　　　　　17

　　　　　5

　　　　150

　　　　　7

　　　　　･1

　　　　1,493

　　　　　3

　　　　　1

　　　　　1

　　　　　1

　　　　　4

　　　　　1

　　　　　1

　　　　　5

　　　　　1

　　　　　23

　　　　　4

　　　　　45

　　24

　　27

　　53

　　　1

　　　1

　　日8

　　　2

　　　1

　　33

　　　1

　　59

　　199

　　　1

　　　4

11olbanded

　(＞500)

notballded

　(>200)

　　76

　　　2

　　　13

　　　･1

　　　1

　　　4

　　　H

　　　6

　　641

　　　10

　　　1

　　　9

　　20

　　　2

　　　2

　　　26

　　　　1

　　　30

nolbandcd(26)

　　　　3

　　　　10

　　　　2

　　　　1

　　　　77

　　　　　4

　　　　　4

　　　3

　　42

　　36

　　138

　　　1

　　　2

　　　1

　　56

　　128

　　　2

　　　8

　　55

　　135

　　　4

　　　54

　　　目8

　　　521

　　　9

　　75

nolbandcd

　(>1000)

　　35

　　8ﾘ

　　2()6

　　26

　　18

　　14り

　　　6

　　22

　　　5

　　161

　　　7

　　　10

　　2,211

　　64

　　　3

　　　1

　　　10

　　　1

　　　1

　　　4

　　　1

　　　1

　　　1

　　　5

　　　1

　　36

　　　4

　　133

Tola

Sllec es

1､538

　42

661

25

81

10

2､344

　45
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　　　　WehavecomParcdquanlityofthecaughtbirdsofvarioussPeciesin1998j999and20()O for comPari'

sonof intensity or migration of birds in different time. Wc consider such comParison corrcct･ as lhc duration

of a bandjng and quantity or llsed mistnets was aPProximately idenlical during three years.ΛPProximately

the same nunlber of birds was bimded bu目hc Percentage ratio betwcen different sPecies has aPPeared

vari()us(Table 3: Fig. l).

Table 3. ComParis()n of banding data on Bysh‘aya River in 1998, 1999 and 2000.

NO SI)ccies Bandcdin l998

　(5-16 Scp)

Bmlcd in l999

(26ΛuR－4 Sep)

13andcd in 2000

　(15-26 Aug)

Numbcr ％ Numbcr ％ Numbcr ％

l.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

H.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

1り.

20.

21.

22.

23.

24.

25.

26.

27.

28.

29.

30.

31.

32.

33.

34.

35.

36.

37.

38.

39.

40.

41.

42，

43，

44.

Ycllow Wnglail

Grav Waglail

Whilc Waglail

llldianTrec Pipil

Pechom Pipit

WalerPipil

Brown Shrike

Sibcrian Acceluor

Sik函n Rubvlhroat

Swinhoc's Rcd-Tailed Robi11

Sibcrjalll3hlechat

muclhroal

Grav-headcd Thnlsh

Wood NI曲atch

Middendorfrs Grasshopl〉crW;1rbler

LallceolaledGrasshol)1}erWnrblcr

Arclic Warbler

Duskv Walblcr

Rcd-brcasted Flvcalcher

Sootv目vcalcher

Grav･s)oucd Flvcatcher　　。l　　　.

Ruslic Bulllillg

Yellow･breaslcd Bunling

Grav Btl111jng

Rccd Bunting

OrientalGreennllch

Common Rcdpo11

Brambling

ScarlctFinch

Bullnllch

Hawnnch

Nutcraker

Grate Sporlcd Woo(lpccker

Lesser Sportcd Woodpccker

Three-loed Woodpeckcr

Common Cuckoo

Oricnlal Cuckoo

BorealOwl

Common Sandpiper

Gray｀lnilcdTamcr

Rcd-ncckcd Slint

Hobby

Sparrow llawk

Grccn-wil唄cd Teal

　6

21

159

　7

55

37

17

　1

56

10

2

100

　3

　7

　4

801

　2

　9

129

　2

42

　4

　1

　6

　1

　1

　1

　2

　2

0.4

1.4

10.7

0.5

3.7

2.5

1.1

0.1

3.8

0.7

0.1

6,7

0.2

0.5

0.3

53.7

0.1

0.6

8.7

0』

2.8

0.3

0.1

0.4

0』

0.1

0.1

0』

0.1

　3

　4

　2

131

　2

　1

41

16

9

4

18

7

49

　6

185

　16

107

22

4ﾘ0

33

21

153

　2

　1

　6

47

　1

　3

　1

　22

　2

　4

　1

　2

　1

0.2

0.3

0.1

9.6

0.1

0.1

3.0

1.2

0.7

0.3

1.3

0.5

3.6

0.4

13.6

　1.8

　7,9

　1,6

36.1

2.4

1､6

日､3

0.1

0.1

0.4

3.5

0.1

0.2

0』

1.6

0』

0.3

0.1

0j

0.1

　3

　18

　9

83

　2

　1

　8

55

　2

28

102

　2

148

24

322

　8

71

120

24

　5

143

　17

　5

　5

150

　7

　4

　1

23

　4

　1

　1

　5

　4

　1

　1

　1

　3

0.2

1.2

0.6

5.4

0.1

0.1

0.5

3.6

0.1

1.8

6.6

0.1

9.6

1.6

20.9

0,5

4.6

7.8

1.6

0.3

9.3

1.1

0.3

0.3

9.8

0.5

0.3

0.1

1.5

0.3

0」

0』

0.3

0.3

0,1

0.1

0.1

0.2

Tolal 1,491 100 l,359 100 I,538 100
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　　　　ln 1998･2000, in total ll f()reignrecoveries of birds banded in Kamchatka and 6 ｢ecoveries of birds

banded abroad were rcccivcd. A11 recovered birds belong to Reed Bunting (Table 4).

Table 4. Forcign rccoverics of Passerine birds, which were receivcd during 1998･2000.

Ban(lcd Ｒｅｃｏｖｅｒｅｄ

Species RillsﾐＮＯ Plnce Date Place Date

Rccovcricsofbirdsfiomfbreigncountries
Emberiza

　schoenich4s

XD823477 HlizovoTown，
Kamchatka,Russia

18.06.1993 Nanaeln;lchi,Hokkaido，

J叩nn

19j0.1998

E�)eriza

　schoenich45

XS-32831 BystrayaRiver，

Kalnchatka,Russia

16.08.1998 Sagat;l,Niigala･city，

Niigala Pref, J叩;ｍ

OI.H.1998

Emberiza

　5c/Jθal/c/115

XS-32978 13yslrayaRiver，

Kamchalka,R1lssia

目.09」998

－　－･-－－29.08.1999

Manlりima,Nagano，

Nagano Pref. Japan

¶　＝　＝・＝－　－－･■ふ㎜■　＝　r■Wal;1rilse,Fujioka

towll,Shilnolsllga･gun

Tochigi Prcf, Japan

13.H」998

Emberiza

　schoenichls

XS-33745 ByslrayaRiver，

Kamchalka,R1lssia

20.H.19り9

Emberiza

　schoenichほ

XS-33220

・-－－－－－XS･33320

Bvslrava River

　y　　●　　　多Kamchalka,RIlssia

15.09.1998 Mitsukaido,lb;lrakiPrcf

J叩a11

22.H.1998

Emberiza

　S油θ肖心/1ひ

13yslrayaRivcr，

Kalnchalka,Russia

27.08.19ﾘ9 Shinkaisakunishi,Kou闇n

kll,Ubc･shi,Yamagllchi

Pref.Jal)all

26』2.1999

Embcriza

　schoenichls

XS･37070 nyslrayaRivcr，

Kalnchalka,Russia

01.09jﾘ99 Abllkllma River，

Tcnlshima，lw聞Ⅲ間-

shi､Miv叫liPrcr,Japan

22.11.199ﾘ

E川beriza

　schoellidu5

XS-37075 ByslrayaRiver，

Kalnchatka,R1lssia

OI.09.1999 Ukishima,Numazu，

Shizuoka PreE J叩an

16.11』999

Emberiz(l

　μ?ﾉ1θe房c/心

XS-33402 ByslrayaRiver、

K;mlchatka，Russia

27.08.1999 |Jke Kabukuri， Ta.iiri-

m;lchi､Tooda-gllll， Miyagi

l)rcr.Jal);m

17.10.2000

Emberiza

　5choenidu5

XS-35838 Byslray;IRiver，

Kamchalka,Russia

21.08.2000 L4lkcSagala, Niigala･shi，

Kiigala PrcE JaPan..

Kilashinden,Nctosila､Abik

os-shi,Chiba PreE J;lpan

21.10.2000

Emberiza

　schoenich{s

XS-3･1246 ByslrayaRiver，
Kamchalka,Russia

07.09』997 03.H.200()

Rccoveriesofbirdsbandcdabroad
Emberiza

　M7加肖汝ヽ/1び

2F,89140 Simuki,叫lulgasaki，

lbaraki PrcflJapan

28』O」997 BystrayaRivcr，
Kamchatka,Russia

10.09.1998

Emberiz(1

　g?晶£?がc/μ∫

2K･38604 Kabukurilulma，

Miyagi P.reEJap興

Yollago City，

Touori Pref.Japan

25.10.1996 BvslravaRiver，

Kamcllalka,RIlssia

BvstravaRiver、

Ka】nchalka､Russia

14.09」9り8

Emberiza

　sdloenich4s

2M-55295 04.11.1998 29.08.19り9

Elnberiz(l

　5＆θe/面/rび

2L-98342 Nishio Cily，

八ichiPref. Japan

30.H.1998 BvslravaRivcr，

Knmchalka，Russia

31,08.1り99

Emberiza

　jCﾉ1θ四/油1,y

2L-34646 Taziri,cllo，

Miv収i Pref.Japan

25.10.1997 Byslrayn River，

Kamch;11ka，|りlssia

01.09.1999

Emberiza

　g/1θal/c/1/∫

2K･09274 Yolmgo City，

Touori Prcf.Japan

09.11.1り97 ElizovoTown，

K;lmchalka,Russia

02.06.2000

Studies of distribution， breeding density and breeding biolo9y

　　　　　Duringbreeding biology rcseardles wc investigated birds, which inhabiled Central Kamchatka .Main

studied arcas wcre:
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2. Pravaμ恚皿幻鉱ka River, We studie(Hhis area 31 May-Uune, 4-5j2･13,25-27 June. ExcePt brceding

biology studies, 目.2 km lenglh count of brceding birds has c()nducled. Based of materials of this and last

years rcsearches･ artides ¨Birds of Pravayil Kamchatka River¨has PrePared.

3.Middle l1肛t fKamchatkJ １

－

!!こJL we studied thisarea l-4 June，14･21June.More than 100 nests were

found,35.8 km lenがh count of breedin1;bir函was condudcd in allmain habitats.Based of matcrialsof

thisand 1998 years researches,articles̈ Nestingbirds of Kamchatka River¨has PrePared.

4ぶ由ｍ函5:skoe Lake and｣池yi四に秘!

　brcedillgbirdshasconducted.

la Rivcr.We studied this al･ea 6-7 July. 12.6 km lenglh count of
－-一一

5.MakQM1血koe Lake. We studicd thisarea 14-17 July.15.9 km length counl of brceding birds has con-

　duclcd.

　　　八d山tionaHy wc invesligated somc arcas near PctroPavlovsk-Kamchatsky， ln lotahnol･e than 220

nests o01 sPecies (addili()nally lnore tha】II00 1nst year ncsls)werefound(not including colonial sPecies，

Cぽ四s(w･tη1,･and/)活り濯,1)nleasurcd and described during brccding season of 2000，

PUblishing activity

　　　　Poster about bandin旧)f birds was PrcParcd and Printcd (3,000 coPies)in Moscow. lt,vおPrePared

゛7iththc hclP of the omithologisls from the Russian Banding Center･ Moscow State university and Geese

and Sw･ms Study Groul)of Eastem EuroPe and Northem Asia』)ostcr is disPatched in Far East and Eastem

Siberia re1;ions of Russia. The main PurPose of PreParalion of ilis to involve a Public in work on Protedion

and banding of birds. Poster c()11いi"sthe informMioll olUhc main Projecls on a banding of birds,｀゛hichare

carried out on Easl Asian'Australian Fly｀゛ay.lt also conlains the sPecij rcquest to alり)eoPle to send the

infonllation on the bandcd and lmrked birds in the Russian l3anding Center.

　　　　Seco】ldBook くThe biology and Conserv一ion o臼he田llds of Kamchalka, lssue 2〉has Published in

Moscow. ltincludcs 16 articles 油ollt currcnt 由ldies ofbirふof Kamchatka (APPendix).A11 omithologists

currenlly workingonKanlchatka(Gerasimov N. N.,(;el･asinlov Yu. N.,ΛΓlukhin Yu. B.,vyatkin P.S.and

l･obkov E.(;.)and olhcr rcsedrchcs which studied birds of Kamchatka in last years have represent them

matcrials f()rthisissue. SPcciah｀eference lo sul)Port of "Pro Niltura Fund" is contained in two PaPers of this

book.B()()k゛9s disll｀ibutedfol‘Russian omithologists an(hllso for omithologists from JaPan, USA, China，

Tai゛'an，lndia, Shri-Lanka， lndonesia,Λustralia，Malaysin and GI･ate BI･itain.The inrormation dbout this

book included in 'IOrienla目3irding List¨and we continue t()rcccivc lhe rc(luests for sending of this book to

differcnt countries.

Listof arliclesprepared in this year, which base of matorials, which were collocted during carry out

ofthe project:

SPring watcrfowl nliglJion on South-Eastem Kamchalka

Birds of Pravaya KanKhatka River

Nesting bir(lsof Kamchatka River
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カムチャツカ年

　　　要　　旨

|乙島と目本の間の,! 剔順の渡り解明ｍ

ユーリゲラシモフ・ニコライゲラシモフ・尾崎清明・ブセボドボロパノフ

　日本とカムチャツカの間を行き来する渡り鳥に

関して、渡りや繁殖生態の研究を実施するととも

に､その桔果をまとめた｢カムチャツカ鳥類の生態

と保護一I目を出版した。また、標識調査の筰及啓

蒙のためにポスタ･-を作成し、カノ､チャツカを含

むロシアの極束地域の関係機関に送付した。

　カラキティルスキー海岸の春期の渡り調査では、

31万5千羽以上の水鳥をカウントした(内訳はカモ

科124､959、ウミスズメ･{判07､696、カモメ科53､429、

ウ科16､427、アビ利･9､236など}。即識調査では７月

から９月の間に、介計45種2､34羽;jが放鳥された。

このうち1､538羽は８月に行われたロシアと目本と

の共同調売での成果である。

　５月から７月の繁殖訓査中に､32腫220巣を発見

し、それら全てに関して記核・測定をするととも

に､可能なものでは写頁記録も行った｡繁殖生態に

関しては、嚇り・造駆・産卵･抱卯期間･孵化時期

などの調査を実施した。繁殖鳥のセンサスをさま

ざまなタイプの環境でおこなった。

　なお､プロ･ナ1ヽゥーラの助成によって出版した

沓紡とポスターは下記のものである。

The Biology an（IConservntion of the Birds of

Kamchatka,II（カムチャツカ鳥煩の生態と保護－

11).2000.Kamchatka lns山ule of l

M()scow,1281)l).

ｌｃｏｌａｇｙ．

内容：カムチャツカにおける渡り鳥の生息状況や

保護に関する論文16編からなっている。このうち

助成を受けた研究者自身のものが10棉含まれてい

る。

For what ban(目)irds？(鳥の足環はなんのため？)

ポスター

　内容：カムチャツカを含むロシア極東欽域と日

本を渡る鳥類の標誠回収記録を呼びかける普及啓

蒙川のポスター。

　　　　　　　　　　　(捌薦者：尾崎　清明訳)
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Appendix l.

Table Counled numbcr of watcrfowl spccles migratcd alonR sea coast ncar

　　　　　　　　　Pclropavlovsk-Kamchalsky jloprlng 2000，

Ｓｎｅｃｉｅｓ Ｃｍｍｌｃｄ

(J出･lr7･Vλ
PodiccPs grisegtりｍ

Podic叩s aurilus

陥�ａぴ(ｌｃｏｒｕｘ?･

Bmua bernida (BJigrica,㈲

jlnser知b油s

山ms plalvrhvlldlo.s･　　　Pmlyrll.

ルlas acuta

,,哨ど75/4'zlc/θ/7c

ふ1心crrcむ｀rl

/1皿∫ぺ印四/ど7

ルms知lc(山l

Bucq)hla dmlguln

A/cりμ/･り肌'哨ωIMり゛

Mcrglls serralor

.Mcrgus albellus

ふ仙Va川ａ削(l　J　.

Clangtda hy四旧隔

Melallillajilscaaf. deg』,uldり

MelanilhHligM(M.nmcrica,面

11istrionicushistrionicus

PolvMicl{lsldlcri

Somaltcria mollissima

陥rushy阿rborells

1.arllいchislisaglls

1.arllsargcnla111s

1.m･11sRlnllccxccnN

/.ω･1びCωjlMヽ

1.aruバ油btⅢ面s

Laruslri面clvhlリRiga鴎ヽ面clvhlヽ）

Ｓｌｅｎｍｈｖｎｍｄｏ

沿erlm即.

Slercor{1雨{眉ｏ叩ｉｃｍ{ｄｕｓ

X/(?rcθΓω･/115戸7r心泊･ｃ心

Slcrcorarj14s印･

Urin aa厦cyuri(domvia

Ｃ叩phus cohmlba

jlci面c小帥n�hizo

ｈｍ面cirrhala

Fralemda comicuh㈲

Ful川arus只laci油s

OmradriMmo叩olux

Plu､･ialisdo｡ljnica {P.j･lvaj

(:7�idri5rlφcolis･

Calidris(11pi11(l

jrc脚7r吊/11防孕r6｀

脊inga brむ･jl)es

N11川c削us川adag‘INcuricllsis

円面arolⅢ肩obalus

　9,236

　1,451

　　2H

16,427

　　　12

　　　6

　　136

目,003

　4,091

　4,491

　　　3ﾌ

　　　28

　　31ﾌ

　　174

　3,95C

　　　29

　4,176

53,62,1

30,390

10,381

　1,533

　　91

　　490

　　566

17,り85

　　254

　　　7

　8,438

24,058

　2,121

　1,538

　　34

　　54

　　32

　　276

12,901

　1,043

81,303

H､948

　　501

　　　57

　　　1ﾌ

　　　6

　　　10

　　103

　　　5

　　　3

　　33

　　　6

　　Loons 9,236

　　Grcbes l,662

Cormorants 16,427

　AI㈲idac 124,959

　　　GI111s 53,429

　　　Terlls l,572

　　　　Skuas 362

　　Auks 107,696

　　Shenvatcrs 57

　　　　Waders 183

Tnhll JIS.583
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Appendix 2，

Table.NumberofbandedbirdsinKamchal㎞,Russia(1966-1999)

Group ofbirds 1960S 1970S 1980S 1990S Total

　　　Swans

　　　Geese

　　　Ducks

　　　　Gu)ls

　　　Waders

　　　Auks

　COrmorants

Falconsand Hawks
　　　Owls

　Woodpe£kers

　　　Cuckoos
　　　Pass�ne

　7

106

　3

　7

　13

　73

1,605

　1

177

　8

　603

　1

8,788

　52

　1

　5

1,236

　755

　480

　27

　3

　4

　16

　1

5,516

　8

1,456

　9

10,980

　90

　7

　13

　15

　9

　85

　5

10.860

TOlal 209 I,793 10,694 6,802 23,505

Appendix 3.

Table l, Brecding denslly or blrdl of miln lypn of habltal ln Pravay翼Kamch轟lk･ Rh･cr ･rea，

(palrs/squarekm

Specles Birch forc31from

　BdulaEfmanli
　BIrchfor61from
1哨ulakamhdldca

Flood･l如dsforelt

λ仙ac曲1μl回

Molaclh clMrea

Moladhalba

Anlhul hodg4o削

Erjlhacusslbhns

7irぬlo&jcμysjl

Loa山h lanceolala

r勿･陥∫c叩1/j&w�ij

Rcf,九而戸2片a

μsjglr,やlj爾r/印

μ吋cj印芦7gr/∫f/ぶ故吊

八yljj哨朗1間Mj

＆向ｆぽ卯aa7

＆n&f,/zaれjjllca

EmberizaaMreola

Carduellsiinlca

Acanlhlsμamn1fa

Fringlh monlφingih

Q2？oゐご1jl¢91ゐφ11jj

Pyrhula lyrhula

CQccolhrauslel£occolhral,sles

G)ryμ∫c∂rai

Den＆ocopQsれ吻Ｑ「

Z)朗φaco/}∂幻1甫lar

CMCljllj∫Ca月∂rljj

CKljl吋即|ぽa/l∫

7yj昭aり芦7/fucoj

hleo lagoPus

Falco s14bbuteo

ZjMr9ゐa/ac/ほ1ぷ1請1

λnalcrecca

μf7Fjjfm吻｢

16.7

7.4

3.7

7.4

3.7

1.9

42.6

14.8

5.6

11.1

9.3

20.4

7.4

1.9

0.2

1.9

0,5

3.1

34.4

6.3

25

3.1

9.4

3.1

15.6

6j

6.3

6.3

1.6
3.1

3.1

37.5

3.1

7.7

3,8

11.5

19.2
3.8

H.5

34.6

23.1

11.5

7.7

42.3

7.7

30.8

34.6
23.1

3.8

3.8

1.9

3.8

　1

1,9

3.8
0.5

0.5
T01●| IS6.5 167.3 293.9
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Table 2. Brccding dcnsity of birds of main types or habilat in KIlmchalka Ri･･el･valley･

(palrs /sqllarCkm)

SI)ccies Comhined

rorcst N0.1

Combined

fol･eM N0.2

Folでstfrom

　　Piee41

　則uncnsls

OI}cn bllshes Col油ined

fol･estN0,3

Flood･huMls

　　fol･est

Molacih jlava

Molacilla alba

山曲14肩lodgsonj

Bo川bvcih sznmdlls　　　．　　ｇ

７ａμ／μΓ(ﾐ印皿四y

7Wr/1/sθMaびIM･

1,0cuMeh od田1脚l出

1.0ctlMellalmlceolala

Phvlloscopllsborc�is

Ficcd�a Pan'n

,1/1μ･d(y7戸7jみ泗aj

Mu託ic叩a griseislicl(1

Parusmo削amls

/゛aj･1ぴt71a･

λ収i山aloscaud(曲x

SillaeuroPaen

Embcriza ru頑c{l

Emberiza aureol(l

Embcriza schocniclus

Car面ehs畑面a

(々7r(/11c/js刄治1115ヽ

λc{㈲hisJlm}lmc(1

Frin如ｈｍｏ削i升i即ih

C附‘/珀請7clほcn･//1ゆ1匹

Py�Ⅲla Pyrrﾉｎｄａ

C(Jぼθ/加al�6

　COCC01ﾉlmlハ1μ

Mlc吸αμど7a7りりa7吊c/心

Ｇ)ｎ･附び)r∂71{?

Ｃｏｒｖ１４ｓｃｏｒａｘ

/知甜かθcθZ)θ∫z11司θ｢

Dcndroc叩os川inor

Picoi面s lridoclvhls

(缶c�心ca/7θΓ心

Cuc1面s卯luralus

Tring(Dleb�ari{l

S肘nia uhda

,･1egolillsjmerells

Pmldion haliaelus

Bulc｛｝lagoplls

jxccipilerge削山s

F�co subbuleo

Bucel)陥lnd{Ⅲ籾1(l

･山ｌａｓｃｒｅｃｃａ

0.7

11.8

5.3

2.6

11.8

13.2

23.7

5.3

1.3

9.2

42.1

2.6

1.3

2.6

】,3

6.6

26.3

38.2

　1.3

19.7

0.7

0』

6.6

1.3

1.3

0.7

0.3

1.3

0.3

1.3

1.3

　l.0

21.4

7.1

7,1

7.1

10.0

5.7

31.4

5.7

2.9

11.4

60.0

5.7

2.9

1.4

5.7

.↓7.1

　50

　5.7

　15.7

　0,7

　1.4

　0.3

　12.9

　7,1

　1.4

　0.7

　2.9

　0.7

　1.4

9.7

12.9

25.8

り.7

9.6

12.9

6.5

3.2

り.7

12.9

12.9

9.7

9.7

1.6

3.2

3.2

3.2

7.7

15.4

53,8

15.4

76.9

30.8

0.6

16.2

0,6

12.3

5.2

3.2

5.8

13.0

5.2

26.0

3,9

3.2

13.6

7.8

0.6

0.6

3,2

50

24

5.2

3.9

13.0

0.6

3.2

2.6

0,6

0.2

0.3

0.6

0.3

7.1

50.0

7.1

14.3

7.1

目.3

7.1

7」

50.0

14.3

78.6

35.8

7』

21.4

目.2

7j

7.1

7.1

Tol;11 242.1 JJ4,5 156.4 200,0 225.5 J56.8

142



Tablc 3. BrcedinR density of birds of main types of habilahlear Tolmachcvskoe bkc.

(palrs/squarekm

Species Mounuinl)ushesＤり･mounuin tun{|ra 　　Flood lends of

Prin･ava Opala Rh･e「

川ａｕｄａ ａｒｖｅｎｓｉｓ

Molacilln Jlava

Molacih cincrca

ル出ls ho面soni

山油us sPinolelta

Erillmcus callio匹

/り宕/laaび∫vどdclび

1.0cusleUa ochotcns･μ

Phy･HoscoPusj{sc{11us

/)/りj//θM?ぞ,/JμSゐθΓCa/j,､･

Emberiza rllslica

C�cariusl叩即削cus

Ca�uehs.sinica

jcamhiづ1(1川川ea

.Vljc脈ど1μfla7り'θa71r7dcs

Ｃｏｒｖｕｓｃｏｒｏｎｅ

Ｃｏｎ'ｕｓｃｏｒ(ｌｘ

Cμcw/115aμ1ひΓμ5･

1.agoPI仏･h唄o即s

nj叩(qlぼcola

C�idriパ｢山ｍｉｍ山l

(;nlljn収o卯11面啄o

/.Γμ'1バC'f7?11jy

BI11eo l卯叩11s

F(面oM山b田co

函ｌｏｓＣｒＣＣ･ca

Melanilla dcghmdi

3.8

38.5

　1,9

23j

3.8

23.1

3.8

日.5

3.8

34.6

3.8

7.7

26.9

19.2

　1､0

　3､8

　3.8

10.4

20.8

13.0

28.6

1.3

65.2

21.7

4.3

･1.3

26.1

13.0

17.4

8.7

8,7

･1.3

4.3

8.7

4.3

Total 2H.1 74.1 191.0
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Table4,Bree(ling dcllsityof birds in swampy {uluh･a arollnd MakovcM{oc Lakc，

Species

Cavia Mell(lt(1

Gα姑n7rl/cα

/々?請a?/J∫gr/卯ｇａＭ

Anas Plalyl･hvnchos
　　　　‐　．’・

Aylliya mぽUa

MehmilkHligra

Mergusserμ11o「

ia印∫∫c力μ/ar?g心

lar115ca11肘

L(lrusi･i(libtmdus

Slcnm hinmdo

＆ぴ/la戸7片7濤刄7a7

Calidrissubminula

Caliみis alPilm

Linosa hmo珀

Numenius川adag(lscnrien山

G�ljllagogalljnago

Ph�aropu肩ob油ls

1･叩o凹slagol)11s

Motacilla芦R･a

ルuhusgu珀lvi

1.0ct�eUa odlolensis

C{11cariM I(1即onicus
--
Tolal

ご∩
0.6

1.0

0.2

0.4

0.2

1.0

0.4

3.6

3.1

0.1

0.4

0.2

1.3

0.6

0.6

0.2

0.6

1.3

i
n

e
n

６
Ｄ
‐
４

9.4

1.3

27.0
-
57.3

Appen(lix 4.

List of articlcsof the collecting al･liclesbook ((The Biology and conservatioll of lhe birds of

Kamchalka,lssue 2〉》.Moscow 2000. 128 pp.

Gerasimov N. N.，Gcrasimov Yu. N.,vyatkhl P. S.lmporlant bird arcas or Kamchalka.

vyalkin P.S.Nestcadaslre ofcolonial scabirdsonhe coastsofKoryak Highland and Eastern Kamchatka.

Dyakonov P, N.Birds of Kamcl㈲ka River vaney･

Arlukhln Yu. B.0n thc brceding biology onhc birds of Kamchatka.

Gerasinlov Yu. N.Materials on biology of bjrds onhc lcha IUvcr.

Geraslmov Yu，N.，0zak1 K. Nastillgbirds ofΛnava Rj,･cr(Wcstern Kamchalka).

Gcrasimov Yu. N｡Gerasimov N. N.，Arlukhin Yu. B｡Maeina A. I.Nasling birds of gamc realge

　　“Khlamovilskiy".

LadyRin A. V.Birds wilucring on lhc Kamchatka's sahnon spawning groullds:ecologicahl【alcgicsR】rcxislencc.

Gerasimov Yu, N｡KalyaRina E. E,The sl)ringmigrationofgullsonthesoulh-wcstofKamchatka.

Gerasimov Yu. N. 0bselvalion of spring migralion ofbirds ollKharchinskoe Lakc (lhc Cenlral Kamch;･lka).

Gcrasimov Yu. N.，Gerasimov N. N.Spring migralion of Grcat Kno1 Cahdris lemliroslrison Kamchalka.

Gcrasimov Yu，N.，Gerasimov N. N.Spring migralion of Dux県n Calidrisalpina Qn Kamchatka.

Artukhill Yu. B.Status orlhc Cassin's Aukla Plycllor6mphus aleulicu以lohe Russian FarEasl.

Gcrasinlov N. N.，Gerasimov Yu. N.Pacinc Brcnt GooseβΓω㈲ゐml/r/r7萌ycr171,9illKalnchatka.

Gcrasimo,･N，N，Kuril Mounlain Finch む｡co蹟咄,。叔,r7＆｡｡｡｡a｡g/･a(Bmndlj984)in Kamcl咄ka，

A吻lkhin YII. B.，Burkanovv.N.，Zaochny A. N.，Nlkulln v. S,Mo自lity or seabirdsilohe Japancse drinnct

　　salnlonnshery in the Bcring Sea，1993-1999.

l羽



　　　　　　　　　　第10期プいナトゥーラ・ファンド助成成果報告害(2001)

INSECT FAUNA AND THEIR CONSERVATION IN TROPICAL NEPAL

　　　　　　　KeshabShresthal),Bhaiya Khanall),and PusP K. Shresthal)

Summary

　　　　TroPicalreがon is much disturbed Part in NePal mostly due to o｀.'erPOPulation Pressure and raPid

deforestation. Though NePaHs regarded rich in floral and faunal wealth･ study of such resources is much

negleded in outer Himalaya region. Thus a study was designed to exPlore the insect fauna and their relation to

foresthabiほinouterfoothmofKoshiintheeas1･ParsainthecenterandKamaliinthewestofNePaLThestudy

colnPrises following five objedives, (i)to make survey oHnsect in Koshi, Parsa and Kamali (Kailali)regions of

NePal with their slatusinnature,(ii)to survey Plants assodated ゛ithinseds of Koshi, Parsa and Kamali regions

ofNePal(iii)toPreParemaPsofsurveyareas(iv)to emPhasize imPortance areas for conservation and manage゛

ment,and(V)to recommend ProPer conservation measures A total of 102, n6,124 sPecies of butternies and 71，

93 and 91 sPcdes of other insects were rePorted from Koshi, Parsa and Kamali areas. A total of 538 sPecies of

Plantsパ)fwhich lhree new to NePal, are rePorted from the stlldied areas. FiveneivrePorts ofinsects containing

one henliPtera and four coleoPtera were co】lcctedfrom Kamali region.

　　　　L油�凹川訂面7･ a nymPalid bulterfly was coHected for the firsttime from centraI NePal in Parsa as

its former rePort comes only fronl eastem NePal. Conceming the management and conservation asPects，

Koshi TaPPu WHdlife Reserveof Koshi necds sPecial attention to bring firmness in the conservation ef°

forts.Artificial waler sources need to be construded in different Potential sites of Parsa Wildlife Resel7ve.

This he1P to accommodate many waterloving insects and buttermes. Forests along the belt of Kaman river

and its tributaries need Protection. Stlict rules and regulation or the develoPment of community forest

have been feltin this region. This helP to shelter rich diversity of insects and butternies.

Back9round

　　　　TmPicaI Parts of NePaos the mos1 POPulated region in NePal. Migration of PeoPle from hnl and

lndia is uncon1rolled. Most forest areas are under Pressure and cleaned to make shelter for lhem. Forests

are randomly utilized for timbel'･ fuel･ fodder･ nledicine etc. Dlle to these the good habitat for insecl is

declining and a Point nlay arise ゛'hen insed POPulation wi】lbe decrease and extind before their recording.

Less attention has been Paid to enumerate insect fauna and their food Planls in NePal and outer foothm is

not excePtion. ltis seriously felt that a delail study on insect fauna of the troPical region has been carried

out. vegetation is the essential asPect of insed for their existence in llature.

　　　　ln the Present study three region has been selectedas rePresentativeareas.Two areas onKoshi(MaP

！.)and one KamaH (MaP 3･)have the biggest river systems in NePa1. Parsa (MaP 2.)in the central NePal

has also RaPti river. Thus these rivers arising from lhe Himalaya has nluch imPad in the comPosition of

nora and fauna in these regions of NePa1.

1）Nalural Hislory Museum,Trjbhuva11 Universily,Kalh111andu，Nepal
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　　　　　Koshiarea lies in east NePal under the eastem develoPment region of Koshi zone. AI･un and Barun

originating from norlhem side nlerge out with five other rivers to make the unilcd river called Koshi river.

This belt is denscly forested Providing Preferable habilats for many nora and fauna including the Plentiful

of insects. The southen Part of Koshi

continue to the mountainous and H

i region continue tolhe flatland oHndian territory.The northem Part

imalayan regions across the olher districtof Himalayan border in the

northem NCPal. The eastcm Pall goes into Mechi zone･ which is border line to lhe wes1 Bellgal of hldia.

Koshi region encomPasses five Political distrids of ゛'hich Sankhuwasabha district makes borderline to

China.Sunsari and Morang are lhc olher distrids of Koshi. KoshiTaPPu Wildlife Rcserve is thewellknown

Proteded wetland areaofNePallyinginSunsaridistridborderingMorango】nhe south, JhaPa in the east，

Mahotari and BhojPur ()n the wcst and Dhankuta in the norlh. lnsect(liversity is very rich in this Part. Most

of the nora and fauna existing in thisreserve areof the kinds Preferring wetland habitat. 0ur study in

Koshi focused along the belt of Koshi river including rivulets merging lo Koshi finally and comPrises

troPical and subtroPical climate｡

　　　　The forest in this region are, (i)evergreen lroPical and (ii)mixeddcciduoustyPes.TheformertyPes

includes forest around riverbell and in bhawar areas. Main forcst comPonents are D�＆り両治即馬/lad7

catech11，Bomb,lx(でeiba,Adilmcordlfoliaand Albiziad山lensis,Trelりia nudﾘlom,M(IUotus phili即enesis,Sﾘzigilml

clmlj�rlc.Koshi TaPPu WildHre Reservehas three biological habitat which includes grassland 80.0％，

wetland 12.9％and forest 6.3‰Commonly observed grassland vegetation along the river bank of this

reserve included Sぼ(7/lml四1-/)/lr昭面les tyPe. The other tyPe includes S‘lcdl財副nn,Tﾘph(1，h叩eyata and

C!lmbopoga11.TheconlnlonPlant species are む川助la印川ｃＭ，Ｅ叩池Jr面'lo而r‘面バ即川卯心:四印,Ｚ吃卯hus

匹71�1函jrland Clerodcndron l,iscosⅢｎ，The wetland P】ant dominant in this Part are CｈＭｓ匹Hydrihs匹

verticihta sp･, Eichhon面cMssiPcs,N!凹Phe(nlouch涵,Ｎ画mlbo nuc㈲r(HmdT卯ha dcPhanline.
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　　　ln the celltr‘llN叩aいhis stu(lyw･lscaITiedoutinParsarc1;ionwhichis200kmsouthofKMhmandu，

Most of the arca of Parsa region is dominaled by densely woodc(lareas showing very good diversity of

various flol･jsr,mging from small herbs to big trces of dirfcrent stalus. The warm climatic condition and

varied fk)ra hあled to shelter Plentiful sPecies of inseds rangil畢a()m very commnon lo significant conser'

vation Point or views. Unifomhlltiludinj level o000nl excePt a1 ChainPur l,500m has nccommodalcd the

inseds of difrerent h涵itat tyl)esindlding those oh･ivcrinc fol･esls,shaded areas,oPeluu･eas,grasslands，

dense f()restetc. RaPti river crosscs lhis l'cgion. Thc rcccnt mou削油百〇rmationパhe Churia or Siwalik

range runs through lhc forcsls onhis l)arsa l･e6ion. Southem sidc of this region is bordel･ed to Birganjパhe

gate way to Ne即I･ Once lhe arca was well kn()wn for itsexcel】ent f()restconditions and thc unique fauna

exislinghel°e.ThisregionconsistorChurjaonthenorthパ11id bhawar area and southem aHuvial flatland，

Mostonhel)arl of lhisnewly formcd mountain is covered wjth good vegelation.Bhawar is sPecializedjn

having sandj pebbles alldstones and is fol'mcd by the llivercoullsescoming oul from thc Siwalik moutain

system. This arca is not suited for agricu】ture･ lmPorlan□rces found in this Part are S/jl)mロ'油16郎ni/陥り向

μss㈲,/1印d,1(ヽ油T/melc.Below thtヽbhawi!r area is the contilulMion of alluvij flallan(lwhich gocs to lhe

lndian border to thc soulh. Pilrsn region is influenced by troPical dimatc. Regarding lhc forcst condition，

about20‰or the land of lhis Parl havc vel･y good rorcst coveragc. ()n the basis of clinlatic condition, three

main tyPes ()f forcst exist herc. These arc nc゛9‘i゛erine fol‘est･ol(1ri｀'crinc forest an(lbha゛'arorChuria

forest｡

　　　　New riverine foresl is develoPed due to lhe dePosition of fertile soi1 brought by river courses in

different areas o臼his region. Warm clilmle and good rain has lcd t()grow dense隔rcst in such areas. 01d

riverine fol･cst occulTing in this Part is liUlc clevated from the rivcr courses, Flood during monsoon times

does not affed this forest hardwood evergrcen forest is found in this Pa比S加ml印陥辿?in the dominant

foresl of area. 】n addition to thxs,nolllb,lx cciba，Albizia sp.,A,lilla col･difoli,1,Tennhlllli,HII,11,1，D!曲ergin l,IUjoli,1，
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T四治IJa(7加面/a,71,わd/�印are also common. Besides the rich diversjly of insectsパhis arca is also rich in

other fauna and birds. Anlong intercsting mammals found in this Part are clePhantμiger, bcarjeoPard，

wild cat, jacklejox･ ♭lue bull･ s゛amP dccl',sPoued dcer, gaur bis()nd)orcuPine,｀゛ild boal｀jourhomed

antePole and hares. Prominent rePtiles onhis Parl are king cobra･ cobra, Pytholl alld crocodile･ Sometinles

thesefauna migratetonearbydistridofChitwan,whichProvidcsverygoodilnddi｀7crseh涵i囚for many

wildanimalsjntcresting birds observe(lherearejungalfowl,Phc･191おjongtailed magpic, drongos, s゛'al‘

lows, serPent eaglc laPwillgs･ warblers･ robin dayal, doves･ wil(IPigcons etc. lmPortanl butterflies re'

Ported here are ル/り/μμ?sP･,N叩治sP･an(□)叩晶)sP. II11Povta貳bee面satecallistussP･,S叩rinus sP.,Pscudoides

印･,S吻/μ仙s叩.μ)り初1ぽmlssμ･and milny more.

　　　　　　　　　　　　　　　阪

‘φ‘j'ぴI籾μglal

㎜-■aj･㎜J■---|-J

　　　　Kamali l･ivcrborderes Kahli districlin the west and hrdia dislrictin the east. Kamali river has

many diversificalion iluhe border si(le()rhrdia Nationj Park and comPosed many smalh゛iver islands･

This area orfer lmny factors for the richncss of insect diversity. ln Kailali districtGhoda Chod目ake(150nl)

Pro｀'ide viu'ied habitats Preferred by lmny insed sPecies. TIらis ･m lUCN Pmtected lilkeaccommodating

mixed forcst around and is stillleasl disturbed area･ Geogl別)hicjly･ the northem P･1｢hldds its altitude

and continue引o lmny nlountainous districts uP to lhe higher clevMion oりumla distrid of Midwcsl NePal，

This brings total changes in the vegelalion an(hhe sheltering inscd 叩ecies and other faun,l existing here

dePend uPon such vegetation. Climillic condition in very cool in such areas. The southem Pjrl of Kam油

region continue to the Great ln(hn Plain making least differenccs in lhe elevation. Summer is vcry hot and

vegetation Pauem is almost simhr with the charaderistics lo sul･vive illwarm and humid con(litions.Due

to the Presence of good vegetatiolいnd weather, southem belh)f Kamali region rcPI‘cM'11tsgood insect

diversity as c()mPared to the northem belt.
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　　　　Royal Bardia Nationj Park encomPasscd by Kamali region is well Protedcd and nlaintained for

unique flol‘aand fauna charactcristic to subtroPicj clinlaticzones.This 1)arkcovers an areaof 968 sq.km，

which also indudes the newly formed mountain system or Siwalik or Churia ranges. Due lo the Prcsence

of multifarious Plant sPeciesパhe insect rauna Present hercare nunlerousand inleresting， and keeps

significances aM)revious works on insects are lacking from this Par1. The Kamali river, whkh originates

fronnhe llorthem Himalaya and Tibcl･ after reaching ChicaPani nlakcs tl'ibutilriesilnhree Places viz. Sati，

RajaPur and Mohana rivers o臼his region. Many Parts of Kamali reがons arc slillbeyondourexPI()ration

due to thc increasin1; aclivitiesof lerrorisl. The lmin concem of Kamali rcgion is thc incrcasing dcforcsta‘

lion rates. Hill and nlountainolls PeoPles startcd to nligrate to Kamali's fertilearcas when Governnlent

oPened its seulement Pr()gram afler clearing the existing luxurious forests of this Part. 13esides lhis, nlany

peoPles migrate here, clearcd up the forests for their requirements to extend their agricultural Practices

311d to established their own business･ So deforeslation ratc is very extcnsive in lheseareas.Royal Bardia

National Park, now has nlade its extcnsion kcePing in view toconserve rareand endangered flora and

fauna occurring here. Many unique and interesting mammals likc one h()med Rhinoceros,BengaI Tiger，

mackbuck･ Asiatic ElePhant etc are found ilnhe forest of Kamali rcgion. Ilueresting rePtiles likc Croco･

diles･Gharial･ King Cobra, and lmny other sPecies exist here･ This region is the Paradise for bird and insect

enthusiasts. very rare 】mmlmls like ri｀'erDOIPhins are numerous in this Parl. lnsed diversity shown by

lhis study is remarkable along the belt of the riverine forcst of Kamali.

Studied Areas:

a)ln Koshi, 】lahari,KoshiTaPpu WildlifeResen'e,Prakashpur, R中bash, Chilkraghali,Ramdhuni, Chalara，

Kusaha，Rajabas,Chhinamaslil，11arahchhelra,Tribeni,Simle,Lamibagar, Piula，|,unibagar,Anderighat，

Pakhribaas, Dhankula and Basilnlapur.

♭)lnParsa，Adhavar(P,lrsa Wildlire Reserve),Niunlalbasli，Pattlajya，Amlekhganj. Hetaudajlhaise，

Bhimphedi.Manah,11･i,Chainpul･,|.olhar,Sunachari,Churia,Pralapur,Machan,Tcen Piple and mrganj.

c)111Kamali,Tikapur,Khal･g,var,SaUi,Rajapur, KolhiaghaljMohana, Lamki,Ghoda(;hodiLake,Chisapal,i，

Kachali,Bhrjgaon, 11hakurdwara，|.almati,Sjtakllnd,Katachhi and Chhaliwan.

Methedolo9y:

　　　八bo｀'e mcntione(IPlaccs wcre visited two times in a year in differenheas()】ls.13utternies and in，

seds were colleclcd by sweePing the insed net. Watemet was used to collcct a(luaticinseds. 13ealing and

swcePil場n刈hod was followcd rorthose inseds sheltered in shrubs and trce゛branchesよigh□raP゛'as also

used lo collect night inscds･ lnsccls inhabiting in dung･ excretory mauers were laken direclly by forceP

and killcd them in killing boule. |゛ood Plants ohnost of the insecls werc identificd in lhe field.Some of the

inseds were identiried by ljlyil場with the sPecimens Preservcd aHhe NaturaI History Museum, T.U and

Entomology Seclion (NΛRC)，Kathmandu，Literatures consulted for lhe idcnlifications were as

follows:Anadaげ1�.(1978),Andrew(1り35),Arrow(1917j925j931，1939),|)istant(1902,1904,1906,1908)，

Flelcher(1914),Fowlwe(1912),Habu(1967),Jacoby(1908),KaPoor d ･･/,(1978),Kirby(1914),Kimoto(1972.

1973， 1979， 1981， 1982)，Kim()to and Takizawa (1981)，ljynerberg(1976)，Numala(1983)，Shrestha

(1980,1982,1999),and Tetsue and Shinji (1999).For identification of l)lants sPecies, seeds,flowering and
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vegetative Parts werc colle(lc(いmd idcntificdin the fieldand in the Naturdl Histoly Muscum using the

literaluresof Maheshwari(1966),Shrestha and Corvinus(2000),Shrestha(1984),Polunin and Stainton

(1984)and Stainton(1988).BuUcrflies were identified with the hell)ofSmith(198り),Khanal antlSmith

(1997).lnsccts and plalおaredcPositedintheNaturaHlistoryMuseum.

Result and discusslons

a)Koshi region

　　　　ln Koshi region a lol‘II (lf l73sPecies of hlseds and 297 Plants has bcen repol'tcd. 'rlle mosl common

and preゝ'al(･111 btllt('1‘rlit'ssl.1eci1's ゛lcelll‘rillgil1 111is l)artilld11(le l｡;111'la･‘11'‘｡111‘゛,li11rt'ljlrlljlll'‘11'‘',0吻j's陥り駅‘･11111jf

and Ca仙泊･11S nlsjljjall. hl･e sllt･Cit･s l･tヽC111･lj(!【li!】･t･1〕,･jf,is11･ISiljlll,･,ゝ‘jj111jlj111A･,ISjlilj11‘r,1,jl,il｡11,1j･1･t･lizJj'1111,j.,･･IJlosf,j

llilla,MR｀a‘jl四ほlmil゛‘H'lc.Thelol･|lspeciesreporledinthisregioncomeslobl115'5‘;･oflh(･ total sPe(ries(645

species)found in N叩al. Most ('r lhe sPecies occurringinthisl)al‘| belong to lropical climatic types and are

said lo be nriental sl,ecies.ln lhe hilly regioll of Koshi species stlch as C,･111,1sj,d･jl,1,･s,ljll,|曲e4い･1ﾘrrha,p叩ilio

111gl1111JI』‘･lji‘ILa‘ljr11 111j/11111″ls,jJj‘･l'isl'r‘lssjc‘1゛'･ゝゝ'11ile1｀tltterflhttp://www.xlils.ll゛http://www.xlillKoshｒ|'aplltl Wild^

life Reserve are mlmemus in pakhribas and ΛΓun river side. /1×1‘,|り'!/1'‘'jl‘いlnol‘ienl‘1l species was very

common along thc bell of Λnln i,nd Koshh･iver. This bulterfly shows sextlal dimot･phisnl. |日Ms two gen･

eralions in a year. Common among lhe commollest spccies observed in mll' shldy is Eldm11‘1 11‘'f‘11'‘･.This

SpeCieS waリoulld aUI‘aded lo lcplminous planls oCCuiring in wild and cullivalcd bolh. C'|弛11j“S "‘ISj'lja11･

a small lycaenid･ ゛'as vl｀ry abunlhlnl in Koshi laPPu ill A1lgtlsl･ but il ゛'as very scill‘e during Januay in lhe

sanleyear･ This Pr(wided us a vclly good conclusioil thal the winler seilson checkcred lhe growlh of legtl^

minous Planls in lhis Pal'l which in sllmmer had hlxurious gro゛″lh thus increasing lh{'凹p111ation of C‘�㎡j‘“s

rOSI限ａ月．

During summcr time

lnsect order representing percentage of species Diversityin Koshi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Region

５

26％

10％

　4

‾1

１

％

３

１％

６
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'一コ

　　】
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1□Lepidoptera

2繭Dictyoptera

3□Dermoptera

4 0 Hemiptera

l ●Coleoptera

6□Hymenoptera

7鱒Diplera

lnsect di｀'ersitywas found to be high in hilly and m()untainous rcgions as ilis the transilional and
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meeting zoncμor bolh lhe orienlahmd Himalayan sPccics･ Most o臼he sPecies observcd here are the

derivMivcs of castcm ﾄHmahy･m elemelus. Eastem Part ()f Koshi region，close to L)hankuta is

Sankhllwasabha dis1rictand is found to be the best region for inscd (liversity in NePal. Λboutり0゛‰ofthe

insect sPecies occurring hcre arc the cast 日imalayan sPecies. Mortヽthn 15 sPecies of buttcrflies oc(urring

here are no1 rccordcd in olher 四|･ls of Ncl)al but are found in the casU･limalnyan ran1;e of Myanmar，

Sikkim and Λssdm State()flndia.|;ndcmic and endangercd sPccics of insccts (exccPtone)wcrc not ob-

servcd in Koshi region in the Prcsent study. S叩函削ss面印ｍ面s is the ()nly endcmic coleopteran insect

collcdcd at Koshi rcgion. Beetle sPccies, C面�浩ゆ涵‘心バＪ函陥印皿印and S‘!/面□岱'油'印1‘1�aretherare

sPedes rcPol'ted in K()shi. Like｀゛ist'ilbeetle･ 0�削回弛川‘'11s was coHccted fronnhe dung or wil(1｀゛ater

buffalo，Λmolりいhe other rarc sPccics of i】lscclrePorted in Koshi l'egion al･e thc HemiPteronsル府s両

四c加?'ｒｄｃｃｄｉｎｇｕＰｏｎＥ叩油而皿IPlant， 0‘･り㈲削面引雨０�μs al奴IColcoPtcron】ikc l知哨/防阿面卵?，

O111h叩haSus lwlofal･11is,C).a7四s on c･則lc grazing sites where dungs wcre dePositcd，‘1】soProvided very

good di｀'ersilyor COleoPtel'oll species. I

diversily of forestinsccts. Fronnhc Prcsel

jkewise forested arcas a1 Koshi TI)Pu also Providcd vcry good

nt study it has been k)und th･ltthe scason forinscct in lower basin

of Koshi rcgion was foulld from Mal゛ch onwdrd till the starl of Novembcr. Maximum divcrsily was found

inJuly/八uguM.L)cccmber to the cnd of February rePrcsents very h)w diversity due t()the cold dimate

and Poor rl゛)l'illgl‘(jx｀'tll･lt is xl'el゛y'illl(｀rcstillg t()11ote tlliltex'cll ill lllc 111()lhttp://www.lltlill'5'.llle f(゛rcs1()fCharata

(Sunsari,500m)provides very good di｀'crsity or insed sPecies. hl Jalulary, 42 sPecies of buttcrflies and 1 5

sPecies of other insects werc rccord(｀drromlhisarea.lnChatarathel･ichncssofinsecぱulna is daimed due

tothee｀'el‘grcen mixcd foreshlnd good sourcc of water. L)ue to thesdactors buuerfly (liversity is rich even

duringtheextrenlecold months o臼he year･ Warm･ humid and good vegetation in this arca influcnce the

richncss of the insect di｀'ersity as well. Koshi l'egions receive hcavy rainfal目luhe mons()on time. This has

】eftdirecleffed uPon the inseclsocculTing here.lnseclsherearelnorcbrighler and 山rker comPare to the

insecls of wcsl NePa】.The mdin buuerfly season in norlhcm mounlainous Parls of Koshi region starts

general】y froln lnay on｀゛ard tillthe('nd ofOctober･Peak time is July/八ugusl of thc ycar. 0ctober to June

rePrescnts dry sc･lsol百〇rms｀゛ith lcss Promincnt colours and sPotsごFhe only ncw rePort on insects made

during our study in Koshi rcgion is O�防m?sslls and Onilic cashmeus， dung bede rePorted close to for‘

ested area of Chatar,1｡

　　　Λt()t‘ll()f 63 sllecics ()fillseds(C(lll･c)11tera,ﾄlelllil)tel･,1,1･I〉･111tヽllt)I)terai!11tl【】id5･cll)ter,|)t)esides butter-

nies wcrc rcPodcd. Miljorityonhem al‘eColcoPterons. Most of lhese insects were recorded from warm，

h｀lmid and rorested lower basin of Koshi region. Huge wct land al'cas of Koshi T即Puprovidedsonle

water beelles ･ls we】I･ 66 sPecics or inscct under 67 genera 5 ordcrs and 44 food Plal佩,verc rcPorted. Rare

sPecies(刹nsects include Hemil)terons are /j面回�‘'11,昌直祠げ川川1仙川ls,ル山り函川tヽ晶昨/炉/,)jo川,百11,栓皿1，

Coslllocal･la illdus11，ColcoPterons illcludcs Sr/函tH即仙り'皿?�ｊ万c印出用11ﾀ函‘c皿�,雨1バCarabidae).Lank

bnllmf,1，Moり1llosl'l‘wyn 111olllil3'IS‘l，lj叩lisP‘lniSr‘l.APhradium c｡1･ibricoll"，L叩hosl‘lnnls illilicus，Aceynus gralldis

etc･ Ecologically lhey are mostly r()resl sPecies and are distributed larl;ely o【Hhe woodcd mountains and

vaHcy, soulh of thc crcstline of the GI'eat l limalaya and to a very small extent in the east and ccntraI Himalaya

and gradually disilPPcar a目he wcslem cnd of the Hill匍aya “t the S"tlej ddile.

b)Parsa rcgion

　　　Parsa rcgion in the centl･al NePj was explored lwice in a year in the month of February and Sep'

－151



tember.Λtoいlor目6 butternies categorize(lunder 10 familicsゝvcre rccorded.Aboul70‘‰of lhese re-

corded sPecics arc oriental.Pieyis br,lssiclle， Em1"j?j‘1 111'r'11ﾀ4･,11111 /.,11111Jj,/,･sl,(,t･lft711srec(ll･tleli ill tlle l(lxx･li!11d of

Parsa l‘egi(111 a)st)exist illlligllel' I'lilllil】ilyilslll)t()all i!1tittltlt｀()f‘15()j11(S111itl11989).T11(｀se arc thccosnlo･

Politan sPecies occurring in alohe油itudina目cvels of lowlalld，lnid hillsand Himaldyan region. 13esides

theirdistributionallMuem, 陥凹'仙引ｗぼ｡s isim oligoPh叫;us sPccieswhich fecd on cultivaledcroPs andtheir distributional lMuem, 陥凹'仙引ｗぼ'‘s is im oligoPh叫;ussPccies゛'hich fecd on cul

forest Planls as wcll. Rare sPecics N‘7雨り'印白心･尺卯‘面sP･， 1･16哨j‘□1‘附1‘?･TI'1/泊川口1，

‘u･j弛而r11,1,･and知11j,1,･s l,�1111sare seen only in some Pal･ls of P,11･sil.lj

･111･lljl･l，TljljjjⅢ,□|,･11･,ml，P,1,'jj泊･叩1,1

11｡1,1,･,iMa･陥j is lhc fil･st l･ep(,rlmade

from PJ'sd rcgiolhls its fol'mer rcPort comcs only from eastcm NCPill (Smith 1989).Widcly observcd com-

mon sPecics in this rcl;ion 訂eCnt叩詞i則叩別曲らＺ函宕知皿面1,/)n'ds ‘ﾘj治列,M'?/四雨s M/‘J etc. SPecies like

Cθ/沁s万訪侑･哨μ叩/�沁1J皿ct' alnl (‾)rs‘治'涵皿□限'山ls are vcl'y conlmon sPecies. C油冶か'/‘侑is a Palearlic

sPecics occulTing uP to an altialdc of 3500m， is very scal･c these days. This sPecies wds observcd only at

Teen PiPle near Lothar. G面ｈ拝曲'isits･|lliedsPccicsandwilsvcl゛yconlmonfewyc･1rsbdorc.hlBrindaban，

28 sPecics of butter出cs were recorded of which /りぞｄ沁山μ四‘1，EIり㈲‘'‘ltw‘tl and TM/函皿sP.Anc□)叩ilio

面限晶'16 were abund･mt and ゛心sccn attractcd lo the cjll‘us Plalu. K･1//面‘旨皿油11s, a dry lcaf buucl‘fly in

frcsh forln ゛'･ls obscrvcd here aurdclcd to citrus l)ldnt. Likcwisc･ SJ/川渥‘'削/面sP･･C‘山ﾘJs晶1即皿田‘1･Q/rt's出

1/IJ/∂11,111111S,IIlcl/jl･,･,7ys111/1'1,･Sxx･ere ,11St, S(ヽcllilrt)tlllcl Ci1rlls tl･cヽtヽS.1)Lll･il11;llltヽ111t)lllllt)f l;t!bl･1lill･}･,/J,l/,i/j,ll｡,/j/lt's

andび‘川‘'涯四'11‘/j('‘lwel'e quite fresh fol'ms/|'he forest of this Pal･1 hns becn oPened f()l･s1ヽulemcnt fol･ land･

less pcoPlc thus dcslr{}ying a vils1 ･1rca of mixcd trees for lulnhlll sett】ements.The dominant vegetation

here are S/1｡m目l)面仙1，μ函哨印浦田j�,St'/jj111,1 11｡1//j(･/11'j,llt,?111｡J,xe‘'ib‘1，Dall't'rSi･l sisso･l ana Acllci,l c,ltcclm.
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一 － 皿 ■

l□1-epjdoplera

2同○曲optera

JＤPhas面d3

4［］Hem･ptera

5 ●Coleoptera

　　　　A(lh･n'･!Il is thc llQadqualell or Parsa Wildlife Rcsel‘ve and is onc onhe l)olenti･1l sik4or insecls｡

Diffcr(｀nl plac(js in lhis l'eserves wt｀｢e visiled. This reserve is vt!Ily dry excel｀t Kaminidil]la,So w,Uerloving

and aqUilliC inSeCIS al‘ealmOSI laCking in the reSel‘Ved. SI』llr‘I‘1r‘面ISI‘1･T‘り‘jl面1而1111曲|･S‘1面1｀11り゛11S 11‘lal�1‘jlljl･

S!/z!/xj11111‘7jj'ljjjljilll(|/1‘･,Slj4'j11'lrljl‘11‘)S‘11‘1｀llleclt'111illi111tsPecies ゛lfl｀|‘!111111'111is l〕ill'l.C附‘111j･Jdjs an(1Pghiliophl

沿･j弛)1ぼjl,1,･ are lhe nnlyrarebuuerrlies rect,rded in lhis art･il./1かijls r油ljlij･1･11sjs was thc common sPecies



auracled to む1雨印|)limt. Common sPedes like /句'j/沁1な川減'μsand A4油田雨s/�いvere scen altractcd to

citrus and bamboo PI･mt resPcdivcly. llesidcs butternics all ()ther insccls of this Pal‘t al'e of comm()n stalus

excePt/1面昨面即11凶山･s(Hemil)tera)j凹雨･印･ls･J川而rm(ColcoPtcra)and C/��,面s加川膀r(Coleoplera)，

HemiPlcr()ns like h)/削‘1μ‘川‘硲μ一面/面面h7･ 1)111/s叩冶‘口面雨曲land C/面朗flび/j四1卵r are therare

colcoPtcron insects existing in this Part･ Beetles like Mo11(lr/j泊fs srl川�晶向･Cぼｄ哨弘ls叩吊即11汰向ａｎｄ

／仙㈲６朗炳�朗js arc thc mosl common sPccieμound ilnhis Part. /1頑面印油面四1治j力/μ萌/川限四as陥/面7

and x/朗6s面濯凶were scen aul･,lctcd to Plant like 7習面リ'印印1油r心,畑雨(涵sP.dnd□ぶcr�涵乱26insect

sPecies under 2 ordcrs (Hemil)lera and C()】eoPtera)exist here. /U'11φ仙リ'皿凶向(HemiPtcl･a)and

/)卵９汀卵阻'陥リ1面ｍＪ‘山1バIlemiPtcraDrerarebug sPecies occurring in this Part. Rare beetles like

l知呻/廓即面卵Mv泌汪)und fecding uPon p‘涵‘'り両s硲印and/)ゆ/別川皿sP.Tiny dul畢beetle, 0�陥μ/1･叩ls

m洵c田泌swasfound k,eding uPon co゛'dung and dog raeccs. Mosh)臼hc insed occurring in lhis Part are

dePendenl on agricullural croPd;r･lsscs and dungs.

　　　Pa山m Pokhary and Churia (430m)arc the next sited of our study l)rogram.The main vegelalion of

this area include '/い･川面晶HI/,㈲，S陥ｍＨ･,面,弛1，nclls s,･面印�,㈲，D,11高川別が,J面び7{}M etc. 0rchids like

WI�,MI'･μ)c川吊面1皿sμ.，P/1,7/�,ロり･汝晶珀larc also common on the lrec lrunks. ThcsearearcPrcsent 23

butterflies sPecies otcg()rized undcr 5 families (PaPilionidaej)ieridd(ヽ，Nyml)halidae，Lycaenidae and

Danaidac).Rare sPccics onhis Part al･e M,油lzりﾘ･ぼ治and /1れ?/�,lsP.Mosl common sPecies existing in

this Parhlre EI四川･1/w‘面'fecdinPIPon leguminous Pla祇･Ｎ叩lishﾘhls,Pi函s brnssic,w,Prccis iPhihl, D,lnaus

油り/s絢用s etc. Among other insccts 13 species o臼wo orders (HemiPlerd and COleoPtera were found here.

C�μsMり1川‘山6， is the onlyl'arc carabid bcetle rePorted here. Common hemiPlerons existing here are

Eusacocoyis ro9c印sa以HT)ﾘs面rcus dnSuhlhﾐs･ Aquatic common bug μ面限ｍ哺丿隋ヽ,皿/油lalso exist here. Com，

mon bcelles foulld here ilre M‘"“J/‘'西's卵��ccding uPon μ(卯卯川皿Ｐｌａｎｈｍｄ両面哨リ‘川μ汝1μ11feeding

uPon沁面Js t'/卯伍｀附9lal止ljkewiseC/m涌'�ｍ□冶a)s皿land M‘lzlむげ1卯'刈are the host l)lant(j Coccinela

Sり㈲凹出｀1‘㈲.

　　　/-j111‘'?lj'IJ‘sl'|‘･l･'ljjs｡III}･llll)llilliclt)tltterfl}･is tlle llexv ilcltlili{}11 111acle,!t llllilllpll1,cli.C�叩S面り'Jμ印11加，

/)1'改'js‘J/1?111'1‘1,1)jt'j゛y引'″'･lssj('rl‘'･lll(l /J117'‘'111‘1/1"c'117‘'illl of (ol11111()11 stattls f(ltlllll llel･e. YPthi･111,1 bs/1111jr,J xx･as tlle

raresPed｀s･ln Febru訂y lhe mosl common sPecies observcd were G面岬晶リ'{}川･川･り句油句屈沖･sj佃面凹

core･ D‘nlluls μmlli'l･ hPilio山･lm心us,Gy叩hius saypdan al･,d Ｃ叩加田/川'川面's. IJI山'川･l/匹油匹lnd£田･t?川d

陥㈲are also found of which thc l･lter is rarcrthan thdormcr･ These sPecies rely on leguminous Plant for

thejr rood･ This jre･l hds 2りspccics of insects induding OrthoPteril， HcmiPtera and ColeoPtera･ Thisarea

1)1｀o｀'i(1り;(｀(｀till油il･ls ft'|｀I'lt｀111il)tt｀l'()llslike /で'‘1/14'jl゛11(l./i,//(./.t･/'1(lc｀()?'j゛z･1･1(｀111･･･111cl/J/ljl,1 ,り‘f?11fljsof which the

food Plalおare 711‘t'il'1･‘?lj11‘/び7‘)1‘‘1‘1lltl'X'1‘1//()ljlり'/lj/1'/J17t'ljsj‘s･|ll l.illilllilti tll(･111()stc(,)lll11()111)eetle ？ecies re，

corded Me Coccinch sq㈲即峨恚㈲，Ｇ田1ぼ"μ/1油哨lc面cl四,/狗月'面限叫7面四･田ｄ�'ｍ面sandん卵面川∂？加

川面治･Of whjch lhe food l)lanlor/1吋'仙)川ぼ冲心'川随?'m�sand/狗哨仙限)り面1面/1�sis/即皿)閔印印回.Λ11

these sPccics were also rel)ollled h･om Koshhmd Kamali as well. 0�出sr幽ﾘ,直ヽ11s iscolnnlonsPecies re-

Portcd from this Part.ThissPeciesoccursinaIHhesitesorKoshiand Kdmalircgionofoul･studyProgram･

lts habitat was found to be intcresting in a】l thc thl･ee Placcs. ln Koshi l‘egion it was l･ePorled from buffalo's

dung while in Λdhav,1r(Piu･s,1)and Kamali rcgion these were collectcd fl･om wild elePhanl and cow's

dung rcsPcctively. |仙tilPI)ur is lhe next Potential site and was rcvisitcd in SePtember. 八total o01 sPecies

of buucrnies ｀゛ere recordetl from her(り)��0'1･回治f誠)油�and玲㈲皿7 sP were the rare sPccies re(orded here.
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T11e mosl common sPe(ies sighted herc are G㈲μj//‘1阿即μ1似Ｇ四印1哨/画限川り゛m7函面回la,/リtり㈲晶ls,/).,?前6，

E11m開/lmlk'etc. ln Nil'lnalBasli(Palsa),a rare bulterfly 恂/凹,加函cヽ,川α(7,･was found in the S面/a.v Plant. 0ther

insects also showcd a good (livcrsity in SePtember. Good growth of vcgetalion and warm wealher also

influenced to flourish. Among the common inseds recorded in thisseason areCo,T面･陥絢㈲μ1りld油1，

8r皿川ss油u゛訪s･G川ぼ印陥/11sc面印川,陥面即附陥函皿�印etc.These are allColcoPlcron inscds which also

exist in Kamali and Koshi rcgion, 0面肖面s加訓面r is the only rare sPccies rccordcd rrom this Part, Among

lhe hemiPteronsj泗/匹面ゆ品リ.‘7㈲a)1仙lza心ユ油面が,川ぶsandIPhihdimb油l(food PlanいTr佩･ia nud弔ora)

are common specicsJnsed sPecies showed increasing from 29 to 43 in l)arsn in S叩lcmber than in Febru-

ary･

c)Kamali rcgion

　　　　Kamali region was exPI()rcd rrom evcry comcr along thc belh)f Kdmali rivcr and ilssidc tributaries

｀゛hichgoes "P to the Mohal‘a rivcr of lndian uuar Pradesh states･This region Providcd varied h油itats for

diversified butterny sPedes ralり;ing rronuhc smaH lycaenids lo the big paPilos. |)"ring the firstPhase

study or Kamali region in mid summer time before the monsoon revealcd the exislencc of sPecies of but-

1erfly categorized under difrercnl families. ΛmongtherarcsPecies obscrvcd there during this time in°

cludes YI涌面'7加s/限面,Sj/凹面鵠吊□面s,G凹面皿1肖仔佩印/･川面り凹,ｍ限函㈲and CI出･冶陥ljs.Thisre･

gion is almost with the uniformity in altitu(Hna目evel and has forcst of dirferent tyPes like mixed forest，

deciduos rores1,(ヽver1;|･cenforest and riverine foresl. Both the old and new riverindorest exis目nlhePart.

Many forested arca are also run･ by the local communilies maintain in excellenl (ondilion･Conlnlonbut-

terflicsexisting in th(゛seforest are /)rt?ds�皿Ⅲ″1･り四四s油り/s絢用sj)･がlmtin,P卯ilio面mol印s,CatoPsihs匹

ＥμΓ肖皿加ａ渥,Ｇ)�陣'り/け加限�,/勿㈲即雨/四‘面1面,応z肖'山皿面?‘'h｀.N()endemic and Protactcd sPecies

were seen existing in this region during firstPhse Program.

　　　　13ardia encomPasses one of thc largest National l)ark of midwcst Nel)al. This NationaH)ark has

Played a vital rolc t()Protect many vahlable insed sPedes in wild. ChisPanos one of thc Potcntial site fol'

many inscd sPecies. Situatcd olHhc ballk of Kamali river･ ChisaPalli stillmaintjns 即od forestcdareas.

vegelation like ひ而り両辿仙)･S/1‘w‘□'油Ｍ郎Glss剣μ泊涵and manytyl)cs of grasses arc domindnt in this

Part. BuucrfHes like 陥r‘'川'油ｍ晶'and C叩匹り1‘"jss'1゛'ercround abundantly in lhis Part. Good diversily of

insects were obscrvcd at Lalmati al･ca of Royal Bardia Nationa目)ark.Λtotah)r 26 species of buuernies

were recorded from the weH managcd foresl of ChisaPani and Lalmali areas･ Next Polentij sitc for insect

in Kamali region is lhc Sati Kamali arca. very good foresけun by the locals exist here. 0ur study revealed

the exislence of 23 sPecies of butternies in lhis community forest covcril畢an areao口39 hcdors.Rare

sPecies()f buuernies observed herc are Υμ1/面1‘縁‘7仙面Mand/1向/"'a sl).0ne of the most Potential site for

our study Program was found in (lhodaghod目ake of Kailai Districl，Midwest NePal. This is a Protected

lake by lUCN and has very good rorested areas around. About 15 sPecies of bultcrmes were found in this

Partduring our firs1Phasc ProgrJn held in the month of Mayjn Lanmati rol･est,lycaenid butterflyGls�面1

ros面四was also()bserved. This sPccies is the most common sPecies in Koshi rcgion. C邸�吊s ros面o月is

not so common in L,alimati arca like in Koshi region.RaresPecies of butlerfly rePollcd in Lalimati f()restis

S!lmplmedr･1 11ais，a rcd nymPhalid and is catcgorized rare under the nati()】lalstahls.
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lnsect order Representing Percentage of Species Diversityin KarnaliRe9lon

１
（
べ
）

４

17％
3％

。1
49％ loLepidoptera

2●0｢thoptefa

3□Hemlptera

4□Coleoplera

　　　　Kamali region is a vilsl an(h'ePrcsent many Potential siles for many inscd sPecics. Totaonscct

sPccies besidcs buuerrlicsパcPorlcd from this reがon includes 69 sPccics under 5りgenera.This indudes

OrthoPtera 5 sPecics (5genera)，ﾄlcmiPtera 2 sPedes(2 genel‘a)and COlcoPtcra 44 sPeeies(34 genera).

Anlong lhe rePorlcd insccts during lhe rirst Phase Program， C叩losomus siumicllln･ TesscMtomn jamnica･

Homoeocrrus sりmh4s,Mono)りxhげjdulus ana Otinohls onmltus weTeTaTe HemiPtemns, not found in Koshi

and Parsa rcgions. Rare ColeoPteron insects rcPortcd in our firsり)hasり)rogram are N印印/り/治�削皿ぬ，

Cichldcla odollol,自，Sc叩hヽn,s sulc,11us，CりjPt呪cphalus dodt!castiS111‘1， Gり11mopleurus xem111ah's. G. dejealli，

0�/時面叩1祠'四心11sand c)･μ‘�油1ざ.0�/凹消咽11s即汰面s is conrined to Bardia region and is round lo be

new lo NePal. 0ther new rcPol'l inchldes S印印蝕四s卯'1凶‘sリ)/�叩s()/面‘1(？哨，Ｇ戸田叩削仔μsMりμμ�μs，

Onitis singhalensis(ColeoPlcra)jnd C司㈲卯川心瘤面ａ,川(HemiPterd)，Almost al目nsccts coHected are the

forest sPecies･ |‾)1le t()xヽ'c゛lll)I‘()tedecl f(jl｀estc(IIlciiti(jlls, 111is 1)al‘lis xhttp://www.ll.ill.ft)1゛eslills{?ct clix'el‘sit}･.llix･er，

ine forest of thisareaalso Providcs good h油ilal for many insect sPecies. RePorted insecls rrom lhis site

indudes Cj･riu･1‘'1'llJぶ11aM‘1,SI｀･りJI･り'11s sld/dlls and G戸111叩j,･111･11s S･･lj111j･曲sj all al･e Coleoplel･ons. S山sfojjl,|

indicltm(Flelllil3tcril， C:i･llllゝヽ｡'illt｀l‘11tlg),0･'r1'1･1･'1,j/｡s｡,1･1｡ljjcl,s{Ct,let,1,tel･,,},!11clMi,･,･｡｡,･d｡ j,l･lfl,jc,1j｡s(Hell!i-

Pter゛1･b()‘ltllla111)tlg)i11‘e llle t)111}･illsecl sPecies collectecl fl･olll ilcltl,ltic ll,1[,it,lts.St,，･,1riolls llilbitat tyPcs

xverevisited during thc rjrst Phase Progr･1ln in K訂nali region. Most common sPccjes of this area is む)/j面

眉7711･//s，11Jﾉ11,1/1゛11117,11illlcl /)/IJ/ﾀ｡/j,･/1,7sc/1/zl111,11sdl (1-le111iPlel･a)｡/)/jJ/s()/j,)//11s(･/1/,1?JI?1四7/jf is tlle 111ost co111111o11

speciesjound油ｕｎ面nlly in rivcrine wooded land and rivcrine grass land of this ilreas。

　　　　ln Novembcr thc rcがoll wils still warm cnough to accommodate differcnt insect sPecies of various

status. 0ne EuthaHa sPecies, GI弛而lstヽ晶㈲，E/仰出治/1仰ｍ皿('討ywびemale)，翔/晶面μ池泊川面andP叩ilio

印yj‘飴were the rare sPecics. 八mong the common sPecies common in the November monthareEI汀肖侑7

hcc(lh,Pr削s副面s,P.iPhihl,Mehmitis lcd,1, Pieris brassicae，(佃叩s晶リり/片面ら昌川四sが皿幽and D.chrりssipus.

RajaPur and KothiaghM area werc vel'y Poor for butterlies and olher insccls. very Poor vegetation and

high hulmn seltlemeIU exisl in these area. Forcst along the riverbank is almosl niいmlstard and sugarcane
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Pteridophyta　16

Mo】loco1　　　97

Dicot　　　　422
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cultivalion cah bc obscrvd in some Partsjn Sati Kamali a tota1 20 sPecies of butterflies was rePorted in

NovemberwhidlisfewerthaninMay.Threebutlernies,namelyMJ/c晶'治/'ぽs闘s,T/涌面,7sP.and Eりnmias

lj即ｍ川ldMarelhenewa(ldition to Pre｀'iouscollection. PlelUiful of Nemcobiid bulterflies･/X山面白附治)�

｀゛el'eseen attracled toward castor Plants. Anlong the most common sl)ecies observcd in lhis forest are

Eurenm hcc油e,Cashllius rosinlon，Ｚ函?‘'池Ｄ㈲陥and NりJ防卵/匹Shade loving sPccics likｅＭﾘcal¢sisPerseus

and Md四f山/t7面xverealso found jn thisPa比22 sPecies with 21 gcncl･a have been rePorted including

COleoptera(13問nera,14 species)and Hemiptera (8即nera and 8 species).Amon只the rareinsects are陶加COleoPtera(13 generaj4 sPecies)and HemiPtera (8 gcnera and 8 sPecies).Among the rareinsectsare Fy

(lrdens(HemiPlera),Ｃﾘdnocoris crocatus(HemiPtera)，vesbius Per凹r朗s(HemiPtel'a)and/伺os仙回面＆｡｡，

(HemiPtera).The nlost common sPecies indude Lohila grnildis,plりs叩11h sdllallbuschi,NephoueHix叩icalis，

N.bipuactala，Coccillela s叩1叩lmchlla，Aspidomorpha sfulctar-□ｕｃｌｓ，Ａ．ｍｈｎｓａｌ･１dG戸皿咽四rllsり/碍1印s.44

sPecies food Plants of insects are rePorted fronl this area. The most common inscd sPecies inc】udeArﾊﾞ,7,1

11�出･Chrotogouus tMchﾘPtemsandPocdloccrus PictuぺOrthoPtera)recorded fr()m the flooded land of Kamali

ri｀'er.狗ぼゐrmlsμ泗μs was found feeding or｀Calotr叩isがgantc‘laxong with olher insects. 旋/1辰c加昭o/印卯.

Lalki Bathnial(locahlame)，Calotl'opis giga111ea11，Buddleja asialica，Acacia calechu，Dalbel･gia sissoo,Tyeloia

ｎｕｄﾘlora,Mdotus P11Ui即朗sisj)crill吋ｎ面sccns and C�μ印印a面c印μ/り/陥are the imPorlallt food Plants of

insecls of this area. 1 6 sPccies of dung beetles are rePorted from the forcst o臼his region･ Λmongthem4

sPecies are new to N叩al

〔
ｌ
ｌ
ｌ
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　　　　Conservation of insect fauna is one of the esselltialtask sPccially in the country like NePal where

imPact on foresl isincreasing in nn alarming rate. ln what rate the insecl ratc are racing auenualing is not

known bul diversity o臼nsecls arc decreasing and are beconling scare in the naturejn Koshi rcgion 20

sPecies of insects are found to be rare induding one endemic and one new t()NePal. But e｀cePt Koshi

TaPPu aH other region are loosing forest die to lack of conservation knowlcdge. Even Koshi TaPPu area

need strictconservation measures as invasion and disturbances arc increasing in alarming rate. Thisarea

need extension of conservation area extending to the Churia range in Chatara and Patnale ゛'herebutter“

rlicsand insect diversity is very rich.Λlotal of 302 species of flora al･ereco(led rr()m thc studiedareawith

two sPedes new to NePal｡

　　　　lnsect divcrsity is conM)aratively higher in Parsa area than Koshi and Kamali. About75％of the

studies area fall under the PI･oleded area. Rest Part facing enchroachme【lt fol･m the new comers in thearea

from the hiH and the PeriPheria目ocalities.Λtotal o口16 sPccies of bulterflies and 85 sPecies of insects of



which one is found to be endemic and 20 sPecies are rare carrying urgent conservation requirement. S町溺面s

sl冶印£･r�16is the endemic beetle found in Parsa.This Parl has loose and Porous soil condition so the rain-

waler does not get accumulated hcre. This makes this Place devoid of water sources which ultimately

leave imPact to lhe existence of many insect sPecies. 305 sPecies of Planls have been rccorded in thesur-

veyedarea.Conslruclion of artificialponds and lakesarerequired in the reserve. Those Ponds becon-

structed in differcnt areas of lhe forest where the habitatsaregood for the insects. Anti Poaching Patrolling

should be increased and iHegal cutting of the forest 1rees should strictlycontrolled here as wen.
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　　　　　Kamaliregion has also shown very good diversity of insect as we11. 78 sPecies of butterflies and 81

sPecies oHnseds are rePorted and categorized under different status. ﾄlere 25 sPecies are under rare and 5

newsPecieshavebeenrePortedtoNePal.StudyherewasnlostlyconfinedlotheforcsledarcasinNational

Park and community forests.Ghoda Ghodi lakc though protected by IUCN stillneed effectiveconserva-

tion method. Areas in Kamali has Potential to attracoourists also if those Protected areas are well studied

and imPlemented strictconservation measures. The main Problem conceming the conservation nlanage-

mentiluhisareaisthelackofboundarywa11.1nmanyPlaceguardsystemislackingasweU.0ther areas of

our study sites do not keeP so n!uch significance for the insed diversity excepl in the Protcctcdareasdue

to the human interferences.
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SUMMARY

　　　　The research aimcd to gather inf()rmation on distribulions, POPtllations,imd sい1tlsof Sulawesi Hawk゛

eagle S片z峨'1｢1り‘川(7c(ぬ1μs.

　　　　The research was carricd out al 36 sitesin Sulawesi, Λlthough the habitat of Sulawesi Hawk-eagle

ranges O'800m ･lsl･,the sl)eciesconcentrated between 600‘800m, suggcsting thc dccrease oHowland foresl.

POPulalion is eslinlated as 254'306 Pairs in Soulh and Cen1raI Sulawesi.

　　　　The sPecics was m()｢e frcquently seen in lowlalld forcst than olhcr forcsoyPes. The sPecies was less

encountercd in the oPen forcsl of less than 25％coverage. ln the forcst of more than 50％coveragejt was

dirficult to deted the bird due to dense leaves.

　　　　Plantations are rccorded in the northem Part of South Sulawesi and Tolitoliof Central Sulawesi. The

forest degradation due to land conversion, hunling and logging, arc detecled in Ccntral Sulawesi. The situ-

ation is geUingxvorsebccause of the recent chaos.

　　　　LocalPeol)le consider raPtors as injurious, but mostly ignore. Poaching for trade, based on interview，

ing PeoPle and visiting bird market, was not detecled.

　　　　The community awareness toconserveeaglesjn ParticularSulawesi Hawk-eagle, has been nlade

lhr()ugh dissemination oり)ostcrs in wholc Sulawesi.

INTRODUCTION

　　　SulawcsH･1‘lwk'eagle hils a near-threatened status, on aPPendix II CITES and Protected by lndone-

sian law and endemic to Sulawesi (Shanazlおil.j995;WCMC,1998).Conscrvation efforton Sulawesi Hawk-

eagle are imPorlanlly needcd bdore it really be extind. Efforls to enhance the awareness of PeoPle to con゛

scrve this ha｀゛k‘e賜le司)Pliedas cntry Point to save the remaining foresl as lheir habitat. Forest conservation

is greatly o臼mP(削anoo lhe lircof not only biodiversity moreover to al目oGIl communities at Sulawesi. The

informationaboutSulawesiHawk'eagleislimitcdandPoorlyknown.TheresearchaboulSulawesiHawk-

eagle is becoming very important esPccially the bird isoneof endemic bird that very suscePlible to be extinct

because their high dePendcncc to the forest｡

　　　The aim of the l)rogramme is to imProve understanding of genus S戸zr�1柘in lndonesia. The objec-

tives of the Project are to identify of status, dislribution and POPulation of Sulawesi Hawk-eagle, lo describe

habitat and its disturbances, and to increase the community awarcness to conscrve the Hawk･eagle｡

　　　The exPeded resulls of lhe Programmes were knowledge and information of status, distribuUon and
-

1).Yayasan Pribumi Alal11 1jlsl,¶ri，
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POPulationofSulawesiHawk‘eagle,knowledgeofdisturbancesforcingtheSulawesillawk-eagle.ComParing

informationofthelndonesianendemicHawk'eagle,establishinglheHawk‘eaglenelworkingwithlocaINGO's

and scienlists,andrecommendation of Sulawesi Hawk,e賜leconservation aclionand follow uP researches.

Forest vegetations(trceswith DBH ≧4.5cm)in 46, 0.16ha Plolsof six foresttyPes;dry dil)terocarP･

METHOD

　　　　Method usually used to observe the troPical foresけaPtor is according to the oPPortunity on encoun゛

tersPecies of bird.Surveyonwideareawhichlimitedtimeforseekingasecretivebirdisneedinga necessary

sPeciaHy attention to a smaller area lo convince the effective observation (Bibbyr陥/.,2000).0n exPerience

with observation on the Javan Hawk°eagleassimhr genera to Sulawesi Hawk'eagle, we use observation

method focused on the forestcd area. However, Sulawesi Hawk･eagle has already known distributed from

sea level to 3,000m (Coates,?陥/.j997),moreover we visitseveral arcas which has variety of habitat type and

elevation to get aPProaching sPecific habitat of this sPecies･

Selection and sun/ey locations

　　　　Field study was conductcd in South and CentraI Sulawesi Provinces. Survcy in South Sulawcsi was

beginning on February to middle APri1 2000 at se｀'enselected conservation areas. Survey in Central Sulawesi

xvasvisited five seleded conservation arca was madeonMarch and August to SePtember2000.

Data Record

　　　　During field observaUQnjook-do犯n methodλo observe on a hm taking the oPPortunity to nlonitor the

toP of canoPy or from the suitable in the edge forests or oPen areas is the best way to detect raPtor occur゛

rence(ThioHay，19％).Searching and determining on vantage Point is made on the firstday observation，

foHowed by daynght observation on the next day. 0bserving on the higher elevation taking the advantagc

on the Possibility of seeing wider Point of view is Priority givcn.

RESULT AND DISCUSSION

General Settin9

　　　　South Sulawesi comPrises of 24 (listrictsand the most develoPing than other Provincc al the Sulawesi

lsland.lnad(ntion,hunlan Population are increasing and nlost of the inhabitants are farmers both of rice

and other industrial agriculture such as cocoas, coffees,and sPices. The high value of cocoas on reccnt years

was stimulating forest cncroachment ror extensive Planlation｡

　　　　Centra1 Sulawesi Province has diversity land habitat tyPe that sPread out from coast to mountain in

2.500m asl. Mountain rainforest (uPPer and lowerMonlalle)and lowland rainrorest are in along Tokalekaju

Mountains and OgoanlasMountains･ This forest tyPe dominates most of area in Lore-Lindu National Park.

Morowali Nature Reserve has mosl comPlelcly vegetation tyPejrom mangrove forest unti□11向�田川d

(nloisy forest)at2,200m asl.

Distributional of Sulawesi Hawk-ea9le

　　　　The Sulawesi Hawk-eagle found on 36 observational sitesof55 obscrvational PointsJn South Sulawesi，

－162 －



29 obsel･vational Poinls on l3 locations and l l observationa1 Poil妬were lhe Sulawesi Hawk-eagle found. ln

CentraI Sulawesi is morc rccord of obscrvational Point, 26 observalional Points of seven locations and the

Suiawcsi Hawk-eagle found on 25 observational points. (sceTablel).
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fSulawcsi Hawk,eagle

　　　hl Sollth Sulawesi ProvinceμheSula｀゛csi Ha｀゛k゛cagleis less recorded on lowland area，esPe(ごially

deforested habitat of lowland forcsoo agriculhlr･11and fishPond in this area. To more northem area of this

islandμhis sPecies is more Present recol‘ded esPccially al Tana Toraja regency and Polewali･Mamasa， to

northem Luwu and Mamuju untiHnto boundaryareaor Central Sulawesi. ln Central Sulawesijhis sPecies

widely and distributed on every forestcd arca. Meyburg and van Balen (1994)indicated this sPccies found

not uncommon. Theref()re,distribution of this sPccies is not limit lo main island of Sulawesi bul was record
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on satelliteislands･ 八Presenh‘ccord･ widely distributed of thissPecies but not commonly to be seen in

Bulon island (Baltzcr，1998)rccord on Banggj lsland (lndrawan.d�.1り97),and sometime to be seen 測

fol‘es目nTogean lsland(lndrawan Press.com)and not recorded in Sangih(･Talaud lslands(Stonesr陥/,1997).

Tab】e l. |.ocality Rccolld of Sulawesi Hawk･eagle.

|,ocation

Bulusaraung

Bulusaraung

Bantimunlng

Gn Mambulilillg

Nanggalal

Nanggalal

Fahumpcnai

Fahumpenai

l;ahumpenai

Danau To泌llti

ΛirlerjunWera

Lore Lindu

l.oreLindu

Lore Lindu

Lore Lindu

l.orel.indu

l.oreLindu

Lore Lindu

Lore Lindu

Lore Lindu

l.oreLindu

l.ore1.indu

Lore Lindu

l.oreljndu

l.oreljndu

Morowali

Morowali

Morowali

Kawaeli

Kawaeli

Tambu･ Kasinlbar
Tambu･ Kasimbar

TjgMalop

Tjg Matop

.漁Ｌ徊吋

Altitudinal Distribution
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longoa
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Dod(110

Tomado,Danau ljlldu

Dusulllll llakuli

DIlsun ll Pakuli
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pumo

】lunNRk-1lalll Salomc

Sedoa
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Kolonedale

Kawaeli-Tobuli

Kawaeli･Tobuli b

'|･ambu

Rananu

llinjall

Binollloa

Mｕ1!!･j19し..__.

　Tolal

lnlmber

164

-

coml】1】silioll　E;;:･:SIし
＿

y7?yS;ioll

ｌｉｌｎ

ｌ ｉｍ，ｌａ

ｌａ

ｌｉｍ，ｌａ

２ａ

ｌａ

ｌａ

ｌ ｉｍ． ２ａ

ｌａ

ｌａ

２ａ

ｌａ

ｌａ

ｌａ

ｌｉｍ，ｌａ

ｌａ

ｌｉｍ，】ａ

２ａ

ｌａ

２ａ

ｌｉｍ，ｌａ

ｌａ

ｌａ

２ａ

２ａ

ｌａ

ｌａ

２ ａ， ｌｉｍ

２ａ,ｌｉｍ

２ａ

２ａ

ｌａ

４ａ

２ａ

ｌａ

　900

　600

　180

1510

1085

1230

1265

　535

　400

　300

　150

　745

　800

　420

120{}

M00

　900

　140

　･100

　315

　625

1020

　990

1080

H20

　50

　90

　40

　450

　720

　210

　75

　200

　420

　350

ＬＭ

ＬＭ

ＬＳ

Ｕｌ･１

ＬＭ

ＵＭ

ＵＭ

ＬＩ゛

ＬＦ

ＬＦ

ＬＦ

ＬＭ

ＬＭ

ＭＯ

ＵＭ

ＵＭ

ＬＭ

Ｉ．Ｆ

ＬＦ

【．Ｆ

ＬＦ

ＩＭ

Ｉ．Ｍ

ＵＭ

ＵＭ

ＣＦ

ＬＦ

Ｉ．Ｆ

Ｆ
Ｆ
Ｌ
Ｌ

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

Ｌ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｌ

〃 －

ＮＲ

ＮＲﾉPA

NR/RP

１
１
１
１

１
ｎ
２
：
２
１
Ｈ
Ｉ
Ｍ
４
１
９
Ｈ
Ｑ
ｉ

NP

ｌ
ｉ
ｆ
ｉ
１
１

PA

PA

SM

SM

NR.＿_.＿__＿_　.___

Nole:a＝adull; illF illlmaulre:.orabscrvatio闘lpoinl
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　　　UM＝Upper Mo111ane Foresl l200－2100m;|.S＝Limeslollc Forcsl; MO ＝M{lnsoon Folesl

　　　ｓlla,,･esi Hawk･e賜1e is distribulcd on clevation of O －3,000 m (Coatcs t?h7/.，19り6),butPoorly known

about elevation area mol･e needethnd like to this s1)ecics.We was surveycd from coast to elevalion o□,800m

at MambuliHng Mount and we have resull thaohis sPecies was record oluhese elcvation. Lower elcvatio】1

of locality record of this sPecies ison 50m at Morow浦andtheuPI)erclevation oHocality record is on l,510m

at Pebdndongan.Mambuliling Mount. Λs resull o611 number of elevatio】n･ccord,indicated to high number

of elevalion rccord on cxtendcd of 60(),800 m, where most of towland an(lhills forest remaining (Fig. 2).

　　　We has no same duration of observation lime in cach location (extend orsamPle 5･14 hour),butas

result, cstimaled to high dePendencc o臼his sPecics to forcst･Wheluhe lowldnd forest is more disloyedjhis



sPecies will flying uP to more widely of hills forest.M()reovcr･ based on record of each elevation locality，

Sulawesiﾄh｀'k'cagle is more frc(lucnlly re(ord to be seen on O°200m (|汀=0.59),an(hhcn 600･800m (ET=0.50)，

while on l,000,1,800m is l･areto be seen (ET=0.32･0.14).Cause of these all，indicated to lowland forest on

good conditiol，ishas wider suPPorling lo lifeof this sPecies.
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Fjgure 2. Sulawesi hawk,eagle distributionaccording individual num-

　　　bers(n＝62)which found on the some altitudina】sites.0neindi-

　　　vidual could be recorded in some siteof油itudinal catcg()ry･

Estimate of Population

　　　　The homer･lnge oにl number of diumal raPlor spccics of Sμ/z‘�11sgenera is known. Λ♭reeding Pair

of S. ，卯晶･,�sat Mt. Suzuka,cenlral Pal･lisland of JaPan, has lerritory on 22.8・28.8 km2(Yamazaki,1990)

and homerange o臼his sPccics iltsouthem Part was estimaled on 13.65 km2(Morimoto and lida，1992).A

breeding Pair of S. 1"�‘'/jinJava，is cstimated has a home range on nlinimunl 12 km2/Pair(Sozerand

Nijman,19り5),or20・30k�(Thiollay＆Meyburg,1988).S.田･油副nSouthΛmeri・has estimated homerangc

of nlalc on 12,21 km2a】奴18 km2of female (Madrid d�.，1991)(seeTable2).

Table 2. Sizc of Home r･lnge of（;enera

Species

S.niβdenMs

S,陥ｒｄｄＭ

y.r,り1,j11バ

-

－ ■ Ｉ Ｗ

S./,川l･t･必j/1,.,･

　　　　　－--－---－AnerSozer＆Nijmall(1995)

Rc･

of Spizaetus.

--

脚11　＿.
－ －

Asia

Asia(Jawa)

SolllhAmerica

Asia{Sulawesi}

- 聊今- － － － size(cm)
-

67－86

60－70

58－67

56－64

　|lomernl111e(Kn12/|
－－---
22.8-28,R; 13.65

12; 20-30

12-21/ma)c,8/amnlc

)air)

－－

　　　　Assuming allhabitatisstlitable6r Sulawesi hawk,eagle, the number of POPuIMi()n of surveyedarea

is between 254 ' 306 Pail's(Table 3).Sixlylo seventy Pairs are estimated occuPying the surveycd area of

Soulh Sulawesi Provincc a阻目94‘ 235 Pairslocated at surveyed arca at Celural Sulawcsi. Thiollay(Pers.

comm.)bnsed ol，hiscounting, eslimatcd 200 number of Pairsis accuPying the surveyed area al Central

Sulawesi.
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Common

Frequellt

Common

Comlnoll

Rarc

Rare

－ －

- －

Classificalion of

　　densily

－166

　　　hlk)ur categories of Percentage of forest covering, Sulawesi Hawk^eagle is frcquently seen in fores1

with covering area Percentage of 25,50(‰(F2;ET=0.101)and rare to bc seen in oPen forest with coveringarea

of5゛25(‰(円浦T=0,016)jn addition, F3 with rorest covering 50･75％and F4 with 75･100％forcsl covering are

both similar on encounler rate (see Table 5).The high encounler rale in F2 is due to the wider observationa1

area and wilh only 25･50％covcringareaPercentage offering the higher oPPortunity to find Sulawesi Hawk-

e弓lethn F4(75･100S)and F3(50-75恂,Thiohy＆Rakhman(20()O，mpr叩.)describing lha1 Sulawesi Hawk-

eagle is highly confincd to the Prinlary f()rest,and the secretive habit has been causing the difficultieson

detecling the sPccics on high vegetalion c()ver，

Table 3. Eslinlation a Number of Pair of Su】awesi Hawk,eagle at Locality Survey，

location

Buhlsaraung

Bantimurullg

Mambulililig mount

Nanggala

Fenlhumpenai

Tow面Lake

Wcra waterf1111

Lore Lindu

Morowali

Kawae】i

Ｓｔａｔｕｓ

ＮＲ

ＮＲ／ＲＰ

ＰＡ

ＰΛ

ＮＲ

ＲＰ

ＲＰ

ＮＰ

ＮＲ

ＰＡ

Tambu･ Kasimbar　　PA

Matop cape

Sojol lnount

Note:NR.=

ＷＳ

ＮＲ

Size（kml）　A11ilude

０
０
０
０
０
５
ｊ
9
0
5
0
０
０
1
2
Ｏ

８
－
５
５
9
0
４
２
2
2
2
2
６
５
1
6
５

500－1800m

　l00－750 m

　700 － 200 m

600－1800 m

250－1678 m

295－600 m

l50－800 m

140－2610 m

O－2630 m

400・750 m

　75－350m

　O-420m

500－450m

Total

吻!jnlalionnun卵り印礁
　4－6

　1－2

　4－5

　4－5

　45－50

　2－3

　1－2

92－110

90 － 105

　3-,5

　2－4

　3－5

　3－4

254－306

Nalure Reserve;RP=lteclealio11 11arkjlF・Prolccled Fofesl; Np－Nalional Palk; WS＝Wildlifi Saclualy

Habitat

　　　The Stllaxs'esi l'laxvk'eagle xvas rccor(lc(l al coastal forest･ |()ゝvlall(1rorest･loゝs'erlllolltalle forest， tlP゛

Permontanek)rcsl，limcstone forest and monsoon foresい)ut no Presence sign at mangrove forest, savanna，

marshes･ monoculture forest and cultivalion area. (sec aPPendix 2).Based on encounter rate of forest vegeta｀

tiontyPeμhis sPccies is most frequently seen in lowland rorest (lﾐT＝0.114)and rare to be seen in limestone

forest and monsoon forest (ET=0.005)(Table 4).

Table 4.Rccord()f Sulawesi Hawk･eagle based on vegetation tyPe.
-

Ｖ１;ＧＥＴＡＴＩＯＮ ＴＹＰＥ

-

Coaslal fi)resl

Lowlandfi)rest

Lower montalle R)rest

upper monlalle fi)rcst

Lilncstonc fi)rest

Mo】lsoon fi)rest

－ － －

Number oflndl･

Soulh
一 －

０
４
６
４
‐
０

－ － -

vidual　　Number ofindividualj
－

Ｃ，
enlral

７
ｎ
］
６
７
０
１

220 hour

0,032

0,114

0.055

0,050

0,005

0,005

-－－---㎜㎜㎜-　－ ---＝

Classincalion ofvalue: 0.001－0,009＝rare;0,01－0,099－commoll;）0.1＝aequenl

一 ･



Table5.Encounter rale value based on the stratificalion of forest cover.

Catelﾐory％

ForeslCover

FI(05･25％)

F2(25-50％)

F3(50･75％)

F4(75-100％)

－ －

ＶＥＧＥＴＡＴＩＯＮ ＴＹＰＥ

ＣＦ Ｌｆ　Ｌｍ　ｕｍ　Ｌｓ　ＭＯ
- - -

３

Ｑ
　
７
　
２

ｖ
'
Ｈ
ｆ
Ｄ
ｔ

N
　
V
'
M
S
'

１ １

　　　　　＿＿_＿__＿－　＿‥　　_…＿　‥

Nole: lelllalks orvcgelalion tylle (seelable4);resull calegory: 0，

Threaths

㎜ ＝ ・ 　 　 　 ＝ ＝ 　 　 　 　 　 　 　 ｊ

Number oflndividual　Classmcalion of

-

/188hour
一 一

　　　Os016

　　　0,101

　　　0,090

　　　0,090

-一一-‥-
OI--0,05＝Rare;0,06－0,09 SS

density

--－
- ･ - － ・

　　Rare

　　Onen

　　Commoll

　　Common
－　-
'Common;＞0,1＝Onen

　　　　Thiollay(1994)has becn indicating that most currently identificable threats to raPtors in troPica1

forest belt are related to lhe habilat destrudon, 01her classical thrcals including Poaching, trade or Pesticide

are of local occurrence and most oftenly liule signiricance, Three(lirferenohreats are involvcd under genera1

of habitat loss including deforestation, disturbance and habitat fragmentalion. Deforestation is lhe conver“

sion of forest to various oPen habitat including monocultul‘e plantation. L)isturbance is secondarisation of

forest cover，｢esulting in an imPorlant change of the vegetation structure and in imProvcshed Plant and

aninlal conlmunities. Habitat fragnlentation is trads leading to mosaic of rorest Patches and open area.

　　　　Even though almost stahls of all visited area are conservation area (Nature Reserve, Recreation Park，

WildLife Sanctuary and National Park)bul stilnhe management and law enforcement to Proted those areas

isless, as many evidences are able to be i(lentificd.We notcd the various (nfferenHhreats to Sulawesi Hawk-

eagle in almost all of visited locations. Generally， more lhan one variety of threat in each location with

differelu scale has been identified. Enhancing phmtation lend t()be a deforestation tyPe is moslly noted at

Soulh Sulawesi, and f()restdisturbanceindudinghuntingjogging,coHedingrattanandenchroachemenlis

moslly haPPencd ilyCentraI Sulawesi. (Table 6).

Table 6. A variety of threat to Sulawesi Hawk･eagle，

Kind of Thrcat

Cullivation

E11hallccmenlof mining area

Ⅲegalllunting

lllega目ogging

Ratlan colleclio】1

Foreslencroachmelll

Road buildillg

Fire

Number of Case ゛

　South

Sulawesi

Note＝゛more than one variaty orthreal in each location

８
１
３
1
0
０
２
０
ｎ
／
‘

Central

Sulawesi
４
０
２
１

c
N

m

r
N

=
０

１
１
１

Total

12

　1

24

22

13

14

Ｉ
ペ
／
″

Conservation

　　　Locaり)coPle consider allraPtorsareinjuriousbecauseofthehabitofstealingofchicken,bulmostly

PeoPle ignore. Beside th耽Poachinμortrade,based on both interviewing PeoPle and visitingbird market

atTodoPuli, Makassar (Nurwatha＆Rahman,2000).0nly one record of eagle hunting for dietwas noted in
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Reatoa. Even though the Poaching is lessd)eoPle is always revealed on the rareness of the ea8le in neighbor-

hood comParing to lasl ten years ago.

　　　Contrary to lhe Javan Hawk-eagle in Java lsland, Poaching and illegaHrade is now beconle one of

imPortant threat to this sPecies beside habitat destruction. Javanesse has a long hislory of kccPing wildlife in

cage esPeciaHy bird. ln a largc scale, a being Popu】ar bird song contests have been triggering a massive

hunting which will be affeding lhe POPulation in wild･ The culture and bird contcsl are k)be afraid of being

affeding Sula｀゛csi PeoPlc in wherc Javanesse intruding Stllawesi thl･ough transmigration Program which

basically Sulawesi does not have any culturc of caPtivc･ ΛProgram to enhance Public aw･lreness to safe｀

guar(Hhe Sulawesi's biodiversily in whel･e they living is highly requircd.

　　　ln CentraI Su】awcsi･ Sulawesi Hawk'eagle is seemingly having a healthy P()Pulati()ninawidearea

and is aPParently able to survive on a level of deforestation and rragmentation in cerlain habiほ.0fcourse，

the sl)ecies c()tlldllot be slll'vivillg illa l()tally lligll t111‘eats.1･labitat loss ill 】oxvla11(1111()stl}'occtlrred ill area of

South Sulawesi has been Pushil畢the sPcdes to refuge to lhe uPPer habitat in hills and montalle forestjl is

Probably that the forests in mountain al･ca would be a last refuge f()r this sPecies. The island of Java with its

Javan Hawk･eag】e is dn cxamPlc to exPlain that habitat loss in lowland has been forced the sPecies lo bean

estranged sPecies(Meyburgj986),from lhe habitat to be concentrated in lhc remained mo削ane forest．

　　　RaPtor is often to be a sensitive bio･indicator of environmental changes or habital quality, unforlu-

nately, the imPorlant r()leofraPtord)articularly in Sulawesi, is less studied or cvcn frequently jgnored. We

wiH Probab1}'I()se tlle ()1)1)ol^11111ityt()stt1(1)｢tlleil'life xvllel1 111ost ()f dit11゛11alr叩tol' sPecies, esPeciallyen-

demic sPecies, is extind･ To gain a general conservation strategy based on the role ()f the eagle, on the first

Phase is by conserve lhis sPecies. Thiollay (1994)exP】ained lhat raPt()r, hke olhervertcbrate Predators, are

Playing an iml)orlant role in severa】resl)eds for general consel'vation strategy. Firstパhey Play the role of

“umbreh sPccies¨bccnuse or lheir large home range. Second, they are ¨rlag-shiP sPecies¨(sPedes symbol

in a broader conservation managcment),sPecies arousing Public iluerest and suPPorting wider conserva，

tion Programmes. Third･ raPlor is often sensitive bio'indicator of cnvironment changes or habitat quality･

far beyond their ｀゛cll'kno゛'n sensitivily lo chronic food'chain col白mination.Λt lastjhe key biological role

of Predators in Primary rjn forest begins to be aPPreciated･

CONCLUSION

　　　The Sulawesi Hawk-e咽lexvasf(umd in 36 observational sitesjncluding l l observationaり)oints in

South Sulawcsi i.e.Buhlsaraunl;,Bantilmlrung,Mambuliling, Nanggala, FaruhumPenai and Towuti, and 25

observational Points in Central Sulawcsi i･e.WeraWaterfall,Lorel,indu,Morowali,Kawaeli,the Proteded

Forest betwcen Tamb11-Kasinlb3r, Tanjung MatoP and Mt Sojol.

　　　13antimurung is only the southem distribution record oHhis sPccics in Su】awcsi lsl･lnd･and visiting

north al･eaof lhc islandjhc sPecies is bccomeconllnonel' esPecially froln 'nma Toraja regency and Po】ewali，

MamasaμonorthemlJuwuandMamujuunlilintoboundaryareaofCentraISulawcsi.lnCentral Sulawesi･

the sPedes is｀゛idelydistributcd on evel‘yrorested area, and not an uncommon sPecies.

　　　Sulawcsi Hawk-edgle is dis1ributed on elevation of O －3,0001njhe lower clevation of locality rccord

ofthissPedesison50matMorowali and the uPPer elevation of loality record is on l,510m at Pebandongan，

Mt.Mambuhling.ThesPeciesismostlyfoundat油itude of O-800m asいn which the lowland and hill forest
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stiIIremains. Howevcrパhe sPecies is more concentrated in elevation of 600-800 m as a consequences of

decreasing oHowland f()rest.

　　　ln order to counting the Pol)ulation numberﾊﾟhe density of brccding Pi,irof Sulawcsi Hawk･eagle has

estimated on extend of 15 －25 km2. POPulation number of Pjr of Su】awesi Hawk･eagle at aH localitysur-

veycd are belween 254 ' 306 Pairs･ 60 ' 71 Pairs are estimatcd locatcd on surveycd area at South Sulawesi

Province and 194 °235 Pairs locatcd al surveycd area at Central Sulawesi.

　　　The Sulawesi Hawk･eagle recorded in coastal forest，k)wland forc鴎lower lnontane foresl, uPPer

montane forest，limestone forest and monsoon forest. This sPecies was not f()und in Mangrove forest, sa-

vanna,marshes, monoculturc forest and agricultunl area･ Based oll encounter ratc in forest vegetalion tyPe，

Sulawesi Hawk°eagle is mostly seen in low】and forcst and rarcst in limcstone forcsl and monsoon forest.

Sulawesi Hawk'eagle is ofteluo be seen in forest with cover areaofF2(25‘50％)and rare to be seen in oPen

forcst with cover arca of FI (5･25％)ln addition， F3 with forcst cover 50,75％and F4 with 75･100％forest

cover are comPressing t()the same level.

　　　Plantation as a dcr()rcstation lyl)e is mostly rccorded al norlhem of South Sulawesi and Toli-toliin

CelltralSu】a｀゛esi･andforestdislurbanceindudinghuntingjogging,colledingrattanandcuhivationjsmoslly

occurred in Centrj Sulawesi.

　　　Loca1Peol)le consider allr叩lors are injurious because of the habit ()fstcaling of chicken, but mostly

PeoPle ignore and during observation time, no eagle in trade was rec()rded.

FUTURE STUDY

　　　　Thc sludy ofSu】awes目･lawk'cagle will be covering allSulawesi rcgionsjnduding satelliteislands.

The sites to be surveycd are other Part South'east S111awesi, North Sulawesi Province and eastem continen-

talof Cen1ral Slllawesi (Morowali area),in additionパhe satelliteisland of Muna where is very littleinforma-

tion aboul Sulawcsi Hawk･eaglc known.
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第1｛l期プｕ・ナト･いーり・ッ７ンド助|&成果t肘Mll=（2001）

　　　　　　　　要　　旨

　　　スラウェシ島に生息する希少鳥類

セレペスクマタカ（Spiznclus lanccolatus）の

個体数、分布、生息状況の現状に関する訓査

リーユラハルジャニントゥラ

　低地熱帯林の減少により絶滅が414!される七レ

ベスクマタカについて、同種の欧界で唯一･の生息

地であるスラウ｡･｡シ島における個休数､分布､生

息状況の現状を調査した。

　調査は南スラウェシと中央スラウ.r.シの全36廸

点で行われた。セレベスクマタカの生息域は洵抜

Omから800mにかけての址域であるが､今回同種が

実際に確認された地点は海抜600mから80{lmの111jが

多く、下方から進む聞発によって生息地が狭めら

れていることが示唆された｡･調査の結果から、セ

レベスクマタカの現存=数は南と中央を合わせて

25･1－306扮と相測される。

　今回七レベスクマタカが確認された地点の圭な

植生は低地熱帯林であり、マングローブ林や･り･バ

ンナ、湿地帯、松林、｡誹作地帯などでほ観察され

なかった。同種がもっともよく11視されたのは植

生被覆串25％以上の林であり、肢耀串が25％を切

ると確認数はぐっと減少した｡-･方で、肢覆串が

50％を超えるとl･|視が甦しくなり、この場合も確

認故は減少した。

　地元住民からの聞き取り訓売や現地の見分調査

の桔果、スラウェシ島の存林はプランテーション

に代表される土地聞発や木材伐採、狩猟など多岐

の理|||から劣化・減少していることが明らかに

なった｡特に近年､政治不安や経済危賤を反映して

森林資源の搾取が苛烈になっており、セレペスク

マタカの生息地を脅かしている。

　池元の住民は、家禽を襲うこともあるワシタカ

類を全鮫的に嫌っているようであるが、積極的に

駆除しようとすることはあまりなく、また売買の

ための仙獲等もとくに行っていないようである。

鳥類の取引市場も訓査したが、セレペスクマタカ

が売られていた形跡はなかった。

　本事業では､調査と並行して､ポスターの配布を

通じたセレベスクマタカの保護に関する普及・啓

発活動も実施した。
―“
！
ｄ

推ぐ

Ｍ?：乾山布子訳）
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